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石川県水産総合センターの概要

(平成14年4月9日現在)

1.設立 平成6年4月11日

2.所在地

水産総合センター 〒927-0435 鳳至郡能都町字字出津新港3丁目7番地
TEL 0768-62-1324 (代) FAX 0768-62-4324 

生産部能登島事業所 干926-0216 鹿島郡能登島町曲12部
TEL 0767-84-1151 (イ~) FAX 0767-84-1153 

生産部志賀事業所 〒925-0161 羽咋郡志賀町字赤住20
TEL 0767-32-3497 (代) FAX 0767-32-3498 

生産部美川事業所 〒929-0217 石川郡美川町字湊町チ188番地4
TEL 076-278-5888 (代) FAX 076-278-4301 

内水面水産センター 〒922-0134 江沼郡山中町荒谷町ロー100番地
TEL 0761-78-3312 (代) FAX 0761-78-5756 

3.組織・人員・業務内容

管理部一一総務課 …------ 予算・決算・出納・財産管理

企画普及部

仁 企画調査課 試験研究の企画調整

普及指導課 一一 研究成果の普及指導

所長一一次長 海洋資源部一一一… ー…一一一一一-一一一水産資源の調査・研究・開発

ヒ 白山丸(167t) 沖合漁場調査海洋観測

禄剛丸(43 t)一一一一一一一一沿岸漁場調査 ・海洋観測

技術開発部会 増養殖・バイテク技術開発の研究し 水一術町究

生産部 種苗生産

ト一能登島事業所一一一一一一 マダイ ・クロダイ・アカガイ ・アユ等

トー志賀事業所 ーーマ ヒラメ・サザエ・アワビ等

」一美}I[事業所 一一ー-_._- シロザケ等

一内水面水産センター ー一内水面の増養殖技術の研究

カジカ ・ヤマメ・コイ等の種苗生産

海洋漁業科学館一一一一一一企画展示と運営



4.職員氏名

所属部(課) 職 名 氏 名 所属部(課) 1最 名 氏 名

所 長 伊藤勝昭 技術開発部(6) 音日 長 永田房雄

次 長 田中 浩 研究主幹 沢矢隆之

管理部 (7) 音日 長 星野清一 主 任技師 戒田典久

総務課 課長(兼) 星野清 一 主任技師 高本修作

主任主事 橋田秀次 技 師 仙北屋 圭

主 事 舞谷 香 技 師 谷辺礼子

主 事 新出寿美子 生産部倒 部 長 皆川哲夫

業務主任 橋本宏志 能登島事業所 所 長 町田洋 一

業務主任 金木 清 研究 主 幹 浜田幸栄

非常勤嘱託 佐賀高志司 業務 主 任 角 = 繁夫

企画普及部(5) 音日 長 貞方 勉 業務 主 任 石中健一

企画調査課 課長(兼) 貞方 勉 技 師 吉田敏泰

主 事 西森教子 志賀事業所 所 長 野村 7c 

普及指導課 課 長 津田茂美 企画管理専門員 大谷徳弘

普及指導専門員 宇野勝利 水産研究専門員 橋本達夫

普及指導専門員 漬上欣也 業務主任 日下忠博

海洋資源部制 部 長 桶田浩司 業務主任 時国英子

主任研究員 粟森勢樹 技 師 井尻康次

研究主幹 早瀬進治 技 師 西尾康史

水産研究専門員 大慶則之 非常勤嘱託 谷内 茂

水産研究専門員 大橋洋一 非常勤嘱託 加茂野一郎

主任技師 池森貴彦 非常勤嘱託 漬田守男

主任技師 四方崇文 非常勤嘱託 中町 豊

主 事 辻口優喜子 美川事業所 所 長 浅井久夫

漁業調査指導船 船 長 白田光司 水産研究専門員 増田泰隆

白山丸 機 関 長 大根谷文男 技 師 北川裕康

課 主 査 島 敏明 非常勤嘱託 末正照八

課 主 査 持平純一 非常勤嘱託 安江和弘

主任技師 畑下雅浩 内水面水産 所 長 柴田 敏

主任技師 小川清一 センター(8) 研究主幹 安田信世

主任技師 小谷内悦志 水産研究専門員 波田樹雄

技 師 向井和彦 主 事 下出陽子

技 師 山下建太郎 技 師 板屋圭作

技 師 平塚亮太 技 師 四登 淳

技 師 若狭博之 非常勤嘱託 橋本金雄

技 師 坂下敏昭 非常勤嘱託 荒谷茂治

漁業調査指導船 船 長 文多敏昭 海洋漁業科学館 非常勤嘱託 野村健栄

禄剛丸 機 関 長 飯田直道 (2) 主事(併) 小路直美

主 査 田中広之 (本務能都町)

主 査 町中 衛

主任技師 梅津正美 職員数合計 77名
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我が国周辺漁業資源調査

大橋洋一 ・四方崇文 ・粟森勢樹・白田光司 ・又多敏昭 ・辻口優喜子

目的

200海里漁業水域の設定に伴い，当水域内におけ

る漁業資源を科学的根拠に基づいて評価し，漁獲可能

量等の推計に必要な資料を整備する。本調査は，独立

行政法人水産総合研究センターからの委託調査であ

り，調査の詳細は平成14年度資源評価調査委託事業計

画書及び海洋観測・卵稚仔・スルメイカ漁場一斉調査

指針による。

H 調査の方法

1 .生物情報収集調査

(1)漁獲状況調査

県内主要10港における主要魚種別銘柄別漁獲量

を集計した。

(2)生物測定調査

スルメイカ ・マダイについて，体長組成測定と

精密測定(体長 ・体重 ・雌雄別生殖腺重量)を，

マアジ・マサパ・マイワシ・マダラ・アカガレ

イ・ウマヅラハギについて体長組成測定を実施し

た。

2.標本船調査

能登島町鰻目地先に敷設する大型定置網1ヶ統を

標本船として選定し， 日別魚種別の漁獲量を記録し

た。

3. 調査船調査

(1)沖合海洋観測調査

調査船白山丸(167トン ・1， 300 P S)により，

2002年6・9. 11月と2003年3月に能登半島北西沖

合海域で定点観測を実施した。

(2)卵稚仔調査

調査船白山丸と禄剛丸(43トン.800 P S)によ

り. 2002年4・5・6月と2003年3月に，能登半島

北西沖合から金沢・富来沖にかけて，ノルパッ

クネットの150m鉛直曳きにより卵稚仔を採集

し，海洋観測を併せて実施した。

(3)スルメイカ漁場一斉調査
能登半島北西沖合から大和堆周辺海域にかけ

て，スルメイカの漁場一斉調査を2002年6月から

7月に調査船白山丸により実施した。

(4)スルメイカ新規加入量調査

能登半島西方沖合において. 2002年4月と2003

年3月に調査船白山丸により表層トロール調査を

実施した。

(5)ズワイガニ漁場一斉調査

金沢・輪島・珠洲沖の水深250・300mで，調査

船禄剛丸により2002年7月から8月にカニ龍調査を

実施し，海洋観測を併せて実施した。

川結果

1 .生物情報収集調査

(1)漁獲状況調査

加賀市・漁連・南浦・石川とぎ・輪島市・蛸

島・宝立町・内浦・能都町・七尾地区の10港に

おける漁業種類別銘柄別月別漁獲量を集計した。

(2)生物測定調査

対象魚種について延べ53回の測定を実施した。

2 標本船調査

2002年4月から2003年3月にかけて，標本船の銘柄

別漁獲量を集計し表一lに示した。

3.調査船調査

(1)沖合海洋観測調査

新漁業管理制度推進情報提供事業報告書(平成

15年3月)に記載した。

(2)卵稚仔調査

種類別卵稚仔採集個体数を定点別に示した(表

-2)。

(3)スルメイカ漁場一斉調査

本報告書の 「スルメイカ漁業調査」に記載した。

(4)スルメイカ新規加入量調査

本報告書の「スルメイカ新規加入量調査」に記

載した。

(5)ズワイガニ漁場一斉調査

本報告書の 「能登半島近海産ズワイガニ資源の

一斉調査の結果」に記載した。
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丞| l包/網)
20020507 1216 37.35 137. 15 100 14 723 50 9 588 14.2 11. 32 
20020507 1320 37.41 137.06 80 16 788 50 9 588 14.3 3. 72 
20020507 1252 37. 38 137. 09 95 3 1035 50 9 588 14.4 8. 30 
20020507 1420 37.46 136. 55 120 5 1194 50 9 588 14. I 6. 26 
20020507 1632 38. 00 136. 34 150 7 1880 50 9 588 13.3 1. 48 
20020507 1528 37. 54 136. 44 140 2 1441 50 9 588 13. 7 1. 40 
20020507 1813 38. 10 136. 19 150 21 1993 50 9 588 13.4 2. 31 
20020508 0429 37.48 135. 52 150 31 1685 50 9 588 13. 9 3. 14 
20020508 0624 37. 38 136. 13 150 9 1600 50 9 588 14.0 1. 09 
20020508 1118 37. 26 136. 33 145 14 1690 50 9 588 14.4 2. 75 
20020508 1153 37. 23 136.38 120 14 1148 50 9 588 14.4 2. 29 
20020508 1212 37. 21 136. 40 105 5 1021 50 9 588 14. 5 2.97 
20020508 1353 37. 28 136. 54 80 19 920 50 9 588 14.4 5.40 
20020508 1321 37. 31 136. 49 100 2 1101 50 9 588 14.4 8.42 
20020508 0845 37.37 136.38 130 13 1275 50 9 588 14. I 2.33 
20020508 0745 37. 44 136. 28 150 2 1676 50 9 588 14.0 1. 02 
20020508 1444 37.36 136. 57 70 14 849 50 日 588 14.3 3. 68 
20020508 1529 37.31 137.05 75 9 768 50 9 588 14.4 4.96 
20020514 0915 37. 10 136. 34 100 8 1034 50 3 541 15. I 2. 51 
20020514 0846 37. I 136.37 50 13 560 50 3 541 16.2 4. 71 
20020514 0955 37. 12 136. 28 150 4 1401 50 3 541 16.4 3.97 
20020514 1436 36. 53 136.42 30 17 410 50 3 541 16. 6 6.94 
20020514 1358 36. 56 136. 34 75 15 823 50 3 541 16. 9 2.40 
20020514 1147 36. 59 136. 22 150 3 1638 50 3 541 15. 7 1. 88 
20020514 1321 36. 57 136. 28 150 7 1640 50 3 541 16.6 3. 32 
20020514 1140 37.01 136. I 150 14 1419 50 3 541 16.8 2.47 
20020515 1120 36. 36 136.32 30 21 340 50 3 541 15.9 o. 69 
20020515 1034 36. 38 136. 25 75 2 745 50 3 541 16.5 6. 66 
35 20020515 0905 36.42 136. 05 150 9 1431 50 3 541 15.8 1. 46 
35a 20020515 1012 36.39 136. 21 100 2 1068 50 3 541 16.8 2.90 
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~ M lJgL網)I A I B 
20030227 1304 37.35 137. 15 100 15 1078 50 612.4 10.2 O. 66 。。
20030227 1426 37. 41 137.06 85 6 1051 50 612.4 10.9 0.30 。。
20030227 1346 37.38 137.09 95 13 1103 50 612.4 10.9 O. 55 。。
20030227 1540 37.46 136. 55 115 18 1315 50 612.4 10.3 0.48 。。
20030227 1824 38.00 136. 34 150 17 1590 50 612.4 10.4 0.62 。。
20030227 1711 37.54 136.44 150 21 1900 50 612.4 11. 2 0.42 。。
20030227 2006 38. 10 136. 19 150 22 1713 50 612.4 10.4 8. 85 。。
20030228 1807 37.48 135. 52 150 21 1660 50 612.4 9.6 1. 76 。。
20030228 2009 37. 38 136. 13 150 22 1519 50 612.4 10.1 1. 30 。。
20030301 0110 37. 26 136.33 150 33 1539 50 612.4 11.3 0.44 。。
20030301 0152 37.23 136.38 120 21 1265 50 612.4 11. 0 7.85 。。
20030301 0224 37. 21 136.40 105 5 1010 50 612.4 10.9 1. 15 。。
20030301 0410 37. 28 136.54 80 17 790 50 612.4 10.9 0.40 。。
20030301 0337 37.31 136.49 100 11 1009 50 612.4 10.9 1. 41 。。
20030228 2243 37. 37 136. 38 130 5 1365 50 612.4 11. 3 O. 31 。。
20030228 2136 37.44 136. 28 150 11 1643 50 612.4 11. 3 0.47 。。
20030301 0509 37.36 136. 57 65 24 785 50 612.4 10.8 0.83 。。
20030301 0558 37.31 137.05 85 3 790 50 612.4 10. 6 0.49 。。
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スルメイカ新規加入量調査

目的

現在，スルメイカの資源量は初漁期の一斉調査結果

から推定されており，その推定資源量と秋季の稚仔分

布量から翌年の資源量が予測されている。しかし，ス

ルメイカの漁獲加入は海洋環境によって時に大きく変

動するため，加入前に資源水準を的確に把握するため

の調査手法の開発が求められている。本調査では加入

前の調査手法を開発するために表層トロールを実施し

た。

H 方法

2003年の3月および4月に能登半島から若狭湾の沿岸

から沖合の海域で表層トロール調査を行った。表層ト

ロールにはニチモウ欄製の稚魚・幼体定量採取用サン

プリングギアNRT-32一Kl(ドラゴンカイ卜使用 ・網口
高×網幅=12XI2m)を使用し，曳網速度3.0)ット，曳

網時間30分，ワーフ。長200mの条件で夜間に曳網し，

採集された幼スルメイカの個体数を測定した。採集個

体は凍結保存して持ち帰り 陸上で全数の外套長を測

定した。各調査点ではSTDを用いて海洋観測を行った。
この調査の他に3月には能登半島内浦海域でも同様の

方法で表層トロール調査を行い，幼スルメイカの分布

状況を調べた。

川結果

調査結果は図-1と表-1に示したとおりである。採捕

尾数は2003年3月の調査では合計28尾. 2003年4月の調

査では合計866尾であり. 2001年および2002年と同様，

3月の採捕尾数が少ない傾向にあった。

41 

40 

39 

38 

37 

36 

35 -r 同 日

34 U. 
129 130 131 132 133 134 135 136 137 138 139 140 141 142 

図-1 幼スルメイ力の分布状況

四方崇文・白田光司

採捕尾数が多かった2003年4月の調査では，金沢沖

の調査点で59尾，大和堆南方の調査点で727尾，大和

堆東方の調査点で70尾が採捕されたが，それ以外の調

査点では採捕尾数は少なく，海域によって分布密度が

大きく異なることが明らかになった。この理由は明ら

かではないが，水塊配置や対馬暖流の流路などの海洋

物理的な要因が影響しているのではないかと推測され

る。

2003年4月に採捕された幼スルメイカの外套長組成

は図-2に示したとおりである。金沢沖で採捕された幼

スルメイカは外套長58mm付近にモードを持つ個体群で

構成されており，これらは外套長サイズから2002年12

月から2003年l月に発生した個体であると推定された。

大和堆南方で採捕された個体群は，外套長70mm付近と

78mm付近にモードを持ち. 2002年11月から12月(主に

12月)に発生したと考えられた。同様に，大和堆東方

で採捕された個体群は外套長86mm付近にモードを持

ち. 2002年11月から12月(主に11月)に発生したと考

えられた。

能登半島内浦海域で3月に行った調査では，合計34

尾の幼スルメイカが採捕された(表一1)。調査点あた

りの採捕尾数は0"'-'13尾と少なく，能登半島内浦海域

でも3月には幼スルメイカの分布量は少ないと考えら

れた。

本調査は， 日本海区水産研究所，新潟県水産海洋研

究所，富山県水産試験場，石川県水産総合センター，

鳥取県水産試験場が2001年から共同実施しており，

データが蓄積しつつある状況である。今後，本調査を

継続実施することで漁獲加入前にスルメイカの資源水

準を推定することが可能になると思われる。
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図-2 幼スルメイカの外套長組成
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表-1 調査船白山丸表層トロール調査結果 (2003年)

調査 日付 開始時刻 曳網開姶位置 曳網 曳網 ワープ k温("C) スルメイカ 外五E長
定点 年 月 日 時間 速度 長 Om 10m 20m 50m 100m 採集尾数 平均:tSD(mm)
1 2003 3 14 3:45 37-20N 136-21E 30 min 3.0ノヴト 200 m 10.70 10.34 10.35 9.30 8.61 5 47.5:t 16.6 
2 2003 3 12 19:50 37-55N 136-41E 30 min 3.0ノヲト 200 m 10.40 10.07 10.04 9.77 9.21 
3 2003 3 13 3:55 37-59N 135-40E 30 min 3.0ノヲト 200 m 9.00 8.64 8.65 8.63 7.31 3 53.1:!: 11.7 
4 2003 3 13 19:50 37-20N 135-41E 30 min 3.0ノヲト 200 m 10.80 10.45 10.39 9.90 8.99 10 56.0:!:22.2 
5 2003 3 15 3:50 36-40N 135-29E 30 min 3.0ノヴト 200 m 10.70 10.18 10.18 10.19 10.18 4 42.6:t 14.8 
6 2003 3 14 19:50 36-00N 135-30E 30 min 3.0ノヴト 200m 11.10 10.52 10.52 10.55 10.61 5 18.9:t3.59 
• 2003 3 17 11:25 37-20N 137-29E 30 m泊 3.0ノヲト 200 m 10.50 10.01 9.98 9.93 9.73 。
• 2003 3 17 12:25 37-20N 137-25E 30 min 3.0ノヴト 200 m 。
• 2003 3 17 13:25 37-20N 137-20E 30 min 3.0ノット 200 m 7 34.7:t8.43 
• 2003 3 18 11:15 37-25N 137-26E 30 min 3.0ノヴト 200 m 10.50 9.88 9.93 9.98 5 28.4土3.45

• 2003 3 18 12:25 37-30N 137-26E 30 min 3.0ノヲト 200 m 。
• 2003 3 18 13:55 37-34N 137-26E 30 min 3.0ノヴト 200 m 。
• 2003 3 24 18:40 37-30N 137-25E 30 min 3.0/守ト 200 m 10.30 9.87 9.81 9.77 9.42 。
• 2003 3 24 19:50 37・25N137-25E 30 min 3.0ノヴト 200 m 13 46.3士8.14

• 2003 3 25 2:55 37-21N 137-28E 30 min 3.0ノヴト 200 m 3 48.7土4.44

• 2003 3 25 4:20 37-15N 137-26E 30 min 3.0ノヴ十 200 m 6 24.1 :t5.13 
1 2003 4 15 19:00 36-50N 136-30E 30 min 3.0ノヴト 200 m 12.70 10.97 10.90 10.84 59 53.1:!: 11.4 
2 2003 4 15 23:30 37-30N 136-30E 30 min 3.0ノヲト 200 m 12.00 11.09 10.93 10.46 9.49 6 55.6:t8.08 
3 2003 4 12 19:40 38-31N 136-30E 30 min 3.0ノヴト 200 m 9.50 8.68 8.41 6.70 4.08 。
4 2003 4 14 3:50 39・30N136-31E 30 min 3.0ノヴト 200 m 9.80 9.24 8.92 6.24 3.59 70 83.8:t9.14 
5 2003 4 13 19:40 40-30N 136-31E 30 min 3.0ノヲト 200 m 5.30 4.67 4.45 2.82 1.42 。
6 2003 4 13 3:40 39-30N 135-31E 30 min 3.0ノヲト 200 m 6.50 5.55 5.32 2.70 1.50 。
T 2003 4 14 19:35 38-31N 135-30E 30 m泊 3.0ノヴト 200 m 11.70 10.17 9.75 8.80 6.31 727 74.0:!:9.65 
8 2003 4 15 3:45 37-30N 135-29E 30 min 3.0ノヴト 200 m 11.40 10.84 10.49 10.56 8.82 4 60.8土5.37

-能登半島内浦海域における調査
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又多敏昭

♂ガニが7%、♀ガニの成体が7%と、昨年の調査結果

と同様に漁獲対象となる個体数の割合が小さかった。
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採捕個体数は禄剛埼沖のlK深800m、金沢沖の/1<深

2oOm、猿山岬沖の水深250mで、多かった。

♂♀別では、♂ガニが禄剛埼沖の水深300m、猿山

岬沖の水深2~Omに多く 、♀ガニが禄剛埼沖の水深300

rn、猿山岬沖の水深2oOm、金沢沖の水深250mで多かっ

た。

なお、 甲幅90mm以上の

調査地点別のズワイガニ採捕個体数およびそのう

ちの漁獲対象(♂では甲幅90mm以上、♀では成体)とな

る個体数 ・割合を表-1、図-2，3に、操業結果を表-2，3 

にそれぞれ示した。

表-1 スワイガ二採捕個体数および漁獲対象割合

(寵網10個使用)

調査海域は金沢沖、猿山岬沖、禄剛埼沖のそれぞれ

で水深250mと300mに調査地点を設け合計6回の謹網

操業を行った(図一1)。 一連1，OOOm当たり龍網(最大

径130cm、高さ47cm、網目33mm)10個を100m間隔で取り

付けた。龍餌には冷凍サパを使用し、龍網の浸漬時間

は丸一日を目処とした。

なお、龍網による一斉調査は平成9年から金沢沖で

開始しており、その後、平成10年に猿山岬沖、平成12

年に禄剛埼沖の調査点を追加して、継続実施している。

日本海のズワイガニ資源を評価するため、関係府県

と協力して龍網による一斉調査を7"-'8月に実施した。

ここでは、本県分の結果を報告する。

調査点 |猿山岬沖-4 1禄剛崎沖-5 1禄同11崎沖-6

/k深 I 300m I 250m I 300m 

雄ガ二 I 54 I 38 I 222 

CW90mm< 1 46(85%) 1 9(24%) 1 190(86%) 

雌ガニ I 4 I 15 I 307 

成体 1 0(0%) 1 0(0%) 1306(99.7%) 

145 

10(7%) 

163 

13(7%) 

金沢沖ー 1 1金沢沖一2 1猿山岬沖 3 

250m I 300m I 250m 

0(0%) 

10 

8 (80%) 

猿山岬沖の水深250mでは、

雌ガニ I 247 

成体 1246(99.6%) 

38 

37(97%) 

果

法

的

雄ガニ

CW90mmく

調査点

水深

事吉

方

目

l
 
l
 
l
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表-2 ズワイガニ漁場一斉調査操業結果

操業次数 | 金沢沖-1 I 金沢沖-2 I 猿山岬沖-3 I 猿山岬沖-4 I 禄剛崎沖-5I 禄剛崎沖-6
投篭年月日 1 2002年8月23日 1 2002年8月22日 1 2002年8月6日 1 2002年8月6日 1 2002年7月22日 1 2002年7月23日
揚篭年月日 1 2002年8月25日 1 2002年8月23日 1 2002年8月7日 1 2002年8月7日 1 2002年7月23日 1 2002年7月24日
水 ~Om 1 25.901 33.891 25. 90~ 33.801 26.001 1 25.801 33.691 24.301 32.911 24. 601 33.21 
温 150m 1 22.011 34.231 22.481 34.111 16. 99~ 1 17.081 34.161 17.471 34.261 17.971 34.29 

~100m 1 15.1T 34.401 14.281 34.371 11.771 111.89134.261 15.03134.391 14.311 34.38 
塩 ~200m 1 2. 54~ 34.091 3. 46~ 34.091 4. 64~ 1 3.961 34.031 3.991 34.091 4. 25~ 34.09 
分 j底層 1 1.171 34.081 0.591 34.081 2.901 34.071 1.471 34.051 2.471 34.071 0.981 34.07 
;投篭開始 1 N 360 43.5" 1 N 360 42.0" 1 N 37" 42.8' 1 N 3r 48.2" 1 N 37" 54.3' 1 N 37" 56.5' 
位 1 1 E 1360 14.6"1 E 1360 09.8"1 E 1360 20.5' 1 E 1360 21.2"1 E 137" 19.0' 1 E 137" 19.4' 
置;投篭終了 1 N 360 43.4" 1 N 360 41.5" 1 N 37" 43.1' 1 N 3r 48.5" 1 N 37" 54.2' 1 N 37" 56.1 ' 

E1360 15.2"1 E 1360 10.1"1 E 1360 22.9' 1 E 1360 21.5"1 E 137" 19.4"1 E 137" 19.7' 
設置水深 I 245m--249m I 289m--297m I 249m--253m I 291m--298m I 251 m--253m I 296m--300m 
浸水時間 1 47時間24分 1 18時間25分 I 13時間34分 1 14時間4分 1 22時間38分 1 23時間58分
篭;投篭 1 10 1 10 1 10 1 10 1 10 1 10 
数 j揚篭 1 10 1 10 1 10 1 10 1 10 1 10 

漁 j雄 I 38 I 10 I 163 I 54 I 38 I 222 獲:一 I -- I . - I . -- I -. I 

尾:概.12空7.... . .... ... . ......l . .. . .................).............. ... . . ... 1 ….J.4.~......... ..... ... .1........…・.4................ .....I....... . ... . .... . .. . )..~...... . . . . ... . . . ...1... . .. .. . .........~.Q.?
数 ;合計 1 285 1 11 1 308 1 58 1 53 1 529 
C 1雄 1 3. 80 1 1. 00 1 16. 30 1 5.40 1 3. 80 1 22. 20 
P 1雌 1 24. 70 1 O. 10 1 14. 50 1 O. 40 1 1. 50 1 30. 70 
U 1合計 1 28. 50 1 1. 10 1 30. 80 1 5. 80 1 5. 30 1 52. 90 
E 1雌比率 1 87% 1 9弘 1 47首 1 7出 1 28略 I 58弘



IV 考察

資源評価
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図-3 調査点別のズワイガニ採捕個体数(左:雄、右:雌)

これまでの調査結果を表-3に要約した。

源は安定、♂ガニ資源は減少の兆しjと推定されたが、

今年の調査結果を見る限り、♂. 平ともに横這いない

しは減少の兆しが認められる。さらに、龍網の漁具特

性から小型個体の採捕が少ないものの、前年と同様、

調査点の中では、猿山岬沖(水深250m)に漁獲対象

前の群が比較的多く分布しており能登半島近海の有力

な資源加入海域となっている。一方、金沢沖(水深

250m) と禄剛埼沖(水深300m)の調査地点では、漁

獲対象となる群の分布が少ない傾向が認められる。

前年の調査結果との比較では、金沢沖の水深250m

と禄剛埼沖の水深300mで♀ガニが大幅に減少、猿山

岬沖の水深250mで、♂ガニがやや減少しており、♂、

♀別の採捕個数を比較した限りでは、昨年とやや異な

る傾向が見られた。前年の資源評価では、「♀ガニ資

表-3 ズワイガ二採捕個体数の推移(寵網 1個当たり換算)

調査点 St.-1(金沢沖) St.-2(金j尺沖) St.-3(猿山岬沖) St-43(0猿0山m岬沖) St.-5(禄飼I崎沖)

海深
園一一一一ーーー・・圃ーーー一ー一一一一一・ーーー，一ー一ーー---一一一一 一ー一一一一一一一
250m 300m 250m 250m 

---一一一一一一一・"雌雄別 雄雌 雄雌 雄雌 雄雌 雄雌

1997年 3.5 18.4 3.0 0.0 . . . . . . 
1998年 1.0 20.7 0.1 0.3 5.4 0.7 6.0 0.8 . . 

1999年 5.4 50.0 1.0 0.2 15.5 5.5 13.2 1.7 . . 

2000年 2.6 35.9 1.2 0.1 8.4 8.2 13.8 0.4 7.6 0.8 

2001年 3.4 回.4 2.2 0.7 26.8 16.4 8.9 0.9 3.6 1.6 

2002年 3.8 24.7 1.0 0.1 16.3 14.5 5.4 0.4 3.8 1.5 

評価 -聞今 -・4・ ー・4・ -・4砂 -圃4・ -・4惨 -i・

備考 雌減少 横遭い 雄減少 雄減少 横遣い
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St.-6(~綱崎沖)
一一一一ー喧ーーーーー---
300m 

雄雌

. -

. . 

. . 

24.1 38.3 

22.3 137.2 

22.2 30.7 
-i砂

雌減少
」 ー



海洋漁場調査(スルメイカ漁業調査)

目的

本県沖合漁業の主力であるイカ釣り漁業の合理的操

業を確保するため，スルメイカ資源の動向を調査し，

操業船に漁況を報告した。

H 方法

1. 漁場調査

2002年5月13日から10月17日の聞に日本海で調査船

白山丸(総トン数:167トン)による5航海の漁場調査を行っ

た(表一1)。集魚灯には3k¥Vのメタルハライドランプ78

灯を用い，テグスに90cm間隔で針20本を連結した自動

イカ釣り機14台(片舷7台X2) を使用し，適宜水深を

調節しながら操業した。

各調査点では， STDによる海洋観測，釣獲個体の計

数，外套長測定(100尾)を行い，さらに50尾のスル

メイカを凍結して持ち帰り，精密測定を行った。調査

四方崇文・白田光司・大慶則之・辻口優喜子

結果の概要は操業毎にまとめて 「スルメイカ'情報」と

して県下の漁業協同組合および関係機関に情報提供し

た。

2.標識放流

11操業点で漁獲した14，000尾の鰭部にアンカー型タ

グを装着・放流し，再捕報告から回遊状況を推定した。

3. 水揚量調査

県内主要港(金沢・南浦・輪島・蛸島・小木・能都

町)の生鮮および冷凍スルメイカの水揚量を調査した。

川 結果および考察

1.漁場調査

第1次調査:5 月 13 E:1 ~5月 21 日

能登半島沖から 日本海西部海域で試験操業を行っ

た。能登半島沖の白山瀬付近では，スルメイカは高密

図度に分布していたが，魚体は小型であった(表一1.図

-3)。能登半島北西沖では 分布密度は低かったもの

表-1 調査船白山丸イカ釣り試験操業結果 (2002年)

航海 操業
月日付日

録集時l1J 模集開始位置 天 水温("C) 望星. 釣祖量 漁獲 平均 外套~ 外套長 ♂ ♀ 交接率 ♂成熱 ♀成勲|
次数 ~数 気 Om 50 m 時間 台敏 尾費量 CPUE レンジ モード (覧} (也) (叫} 率(軍} .(弘)I 

5113 ぬ 15-04:∞ 38-40N 137-∞E c 14.8 10.2 7.75 14 11637 107.3 14-19 16(42鴨) 44 56 。 2 。
2 5114 19:30-04:∞ 39-22N 135-27E BC 15.7 10.2 8.50 14 5458 45.9 15-22 18(31首) 40 60 。。。

1 3 5115 19:00-ベ04:30 38-50N 133-4-SE C 15.4 9.7 9.50 14 3649 27.4 16-23 19(34弘) 42 58 。。。
4 5116 19:創ト04:00 38-05N 132-48E C 1 14.9 10.4 9.∞ 14 7648 60.7 16-22 19(42¥) 56 44 。。。
5 5117 19:創ト04:30 38-11N 132-29E C 114.9 7.9 9.50 14 8676 65.2 17-23 19.20(31覧)

8 5 118 19:似ト04:30 37-34N 132-4OE 01 14.7 9.4 9.∞ 14 7546 59.9 15-21 19(36覧) 48 52 12 4 。
7 5119 19湖ト04:∞ 37-47N 133-33E BC 16.1 14.1 9.∞ 14 2831 22.5 17-22 19(31紛 36 64 9 。。
8 5120 19:創)-24:∞ 37-58N 136-14E C 115.3 11.1 5.∞ 14 1∞2 14.3 17-22 19(43'li) 

2 6128 21:創ト04:∞ 36-56N 136・20E C 121.1 15.5 7.∞ 14 2635 26.9 15-24 19(31弛) 44 56 7 10 7 
2 2 6129 19:30-ベ04・∞ 38べlON136-20E C 1 21.0 14.0 7.25 14 16015 157.8 18-24 19(38¥) 54 46 13 15 9 

2 3 6 130 19:30-04:∞ 38-40N 135-<l1 E C 121.5 16.5 8.50 14 1636 13.8 17-24 20(37¥) 60 40 5 23 。
2 4 7 19:30-04:∞ 39-01 N 133-42E C 1 21.1 15.0 8.50 14 1699 14.3 17-25 20(27¥) 48 52 27 29 19 
2 5 7 1 2 19:3か04:∞ 39-40N 134-20E C 1 19.7 7.4 8.50 14 9115 76.6 20-26 22(37¥) 42 58 10 5 。
2 8 7 1 3 19:30-04:∞ 39-22N 134-<l7E BC 22.2 8.3 8.50 14 4693 39.4 18-25 21(30弘)
3 1 8122 19:∞05:∞ 41-22N 136-38E BC 20.5 2.4 10.∞ 14 2573 18.4 22-29 26(27也) 30 70 34 73 。
3 2 8123 19:0<ト03:00 42-17N 137-41E 01 18.7 4.9 8.∞ 14 6101 54.5 21-29 25(30¥) 42 58 62 62 。
3 3 8124 19:創ト05:∞ 42-15N 137-45E 0118.4 5.1 10∞ 14 2083 14.9 22-30 26(24弛)
3 4 8125 19:00-{)3:30 43-16N 138-20E BC 20.0 5.4 8.50 14 5894 50.4 23-30 27(28弘) 27 73 61 69 6 
3 5 8126 19・αト05・∞ 44-<l2N 138・44EBC 18.6 3.6 10∞ 14 5825 41.6 22・29 26(29¥) 32 68 32 63 。
3 8 8127 19:00-→05・∞ 42-29N 137-38E 0119.1 4.3 10∞ 14 1363 9.7 24-30 26(31¥) 
3 7 8128 19分か04:∞ 41-<l5N 137-04E 01 21.9 2.3 9∞ 14 4538 36.0 23-30 27(27弛) 28 72 81 79 6 
4 9 113 18・3か02:30 38-55N 133-36E BC 23.5 13.6 4.50 14 9195 146.0 19-31 24(28¥) 40 60 87 85 17 
4 2 9114 18:0<ト04:00 39-12N 133-49E BC 22.4 15.6 4.00 7 1 5093 181.9 20-28 24(28弘}
4 3 9115 18:0()-03:∞ 39-38N 134-30E BC 22.9 15.1 9.∞ 14 6517 51.1 19-31 24，25(20也) 34 66 64 82 。
4 4 9116 18カか05:30 39-41N 134-4OE 01 21.5 15.4 10.00 13 5065 39.6 18-31 23(20也)
4 5 9 117 18:制ト05:30 39-59N 135-06E BC 21.3 10.8 11.50 14 3267 20.3 20-31 25(27弛) 40 60 57 65 。
4 自 9118 18:00-()4:∞ 39-59N 136-33E B 123.3 15.0 10∞ 14 2513 18.0 20-29 24(28也) 44 56 86 95 18 
5 10 10 19:30-22:30 37-59N 137-17E BC 22.2 22:0 3∞ 14 157 3.7 14-29 21(14也) 52 48 71 88 71 
5 2 10 11 18:加-02:45 4か02N135-22E BC 18.6 3.1 6.25 14 8077 92.3 20-29 24(23司) 48 52 77 92 12 
5 3 10 12 18:00-{) 1 :30 40-08N 135-27E 日C 18.8 4.8 6.∞ 14 7821 93.1 20-29 24(28怯)
5 4 10 13 18:創ト04:∞ 39-47N 134-57E BC 20.1 10.4 10.∞ 14 6810 48.6 20-29 25(27¥) 44 56 1∞ 95 25 
5 5 10 14 18:創ト02:∞ 39-29N 134-14E BC 19.6 15.8 3.25 13 8415 202.8 18-30 25(22¥) 34 66 85 71 6 
5 6 10 15 18:0<ト06:∞ 39-4ON 135-18E 01 18.7 11.0 11.50 14 1831 11.4 20-28 24(24也) 50 50 58 68 15 
5 7 10 16 18創刊4:∞ 39-52N 135-50E BC 18.9 10.3 10.00 14 2096 15.0 19-32 24(23¥) 
CPUE:釣機1台1時間あたりの漁獲尾敏 白山丸の年間平均CPUE:46.33
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の魚体は大型であった。大和堆周辺から日本海西部海

域では， CPUEは22.5"-'65. 2と高く，スルメイカが広範
囲に分布していることが分かつた。この海域で釣獲さ

れた魚体は前年同時期のものに比べてやや小型であっ

た。

第2次調査:6月28日"-'7月4日

第2次調査は日本海スルメイカ漁場一斉調査の一環

として行われた。スルメイカは全調査点で採集され，

全点の平均CPUEは25.04であった(図一1)。この値は前
年の平均値 (21.93)の114%，過去10年間の平均値

(16.52)の152%であり，本年のスルメイカの資源量

は近年で最も高い水準にあると考えられた。

道北・道央海域では，外套長17"-'18cmの個体が非常

に高密度 (CPUE: 200前後)で分布していた(図-3)。
北陸から道南の沿岸から沖合には，外套長19"-'20cmの

個体が分布し，能登半島沖に高密度 (CPUE: 158)の
分布域がみられた。亜寒帯前線付近には，外套長21"-' 

22cmの個体が分布し，大和堆付近に高密度 (CPUE: 
158)の分布域がみられた。山陰沿岸には，外套長17

cm以下の小型個体が分布していた。

外套長階級別に資源水準を比較すると，前年に比べ

て本年は，外套長21cm以上の資源、が少なく，外套長18

cm以下の資源が多いことが分かつた(図-2)。道北・

道央海域に外套長18cm以下の資源が多かったことか

ら，これらは8月下旬から11月に道北・道央から大和

堆の海域で漁獲対象になると考えられた。

第3次調査:8月22日"-'8月29日

津軽海峡西沖から北海道西沖の海域で試験操業を

行った(図-3)0 CPUEは9.7"-' 54. 4と調査点によって異
なっていたが，海域全体では資源の分布量は多いと考

えられた。外套長25"-'27cmの大型個体が多く漁獲され

た。

第4次調査:9月13日"-'9月19日

大和堆周辺海域で試験操業を行った。大和堆南西側

の海域では， CPUEは146.0"-'182.3と非常に高く，スル
メイカが高密度に分布していることが分かった(図

3)。大和堆東側の海域では， CPUEは18.0"-'50.7とや

30 
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図-1 漁場一斉調査での平均CPUEの推移

や低く，全体的には，スルメイカは大和堆の南西側に

多く，東側に少ない傾向がみられた。魚体サイズは前

年並みで，外套長23"-'27cmの大型個体が多数を占めた。

5次調査:1 0月10日"-'1 0月17日

大和堆周辺海域で試験操業を行った。調査点によっ

てCPUEは大きく異なっていたが，大和堆中央付近の調
査点では， CPUEは48.6"-' 202. 8と非常に高く，スルメ
イカが高密度に分布していることが分かつた(図-3)。

魚体サイズは前年並みであり 外套長23"-'26cmの大型

個体が多数を占めた。

2.標識放流

標識スルメイカの再捕結果は図-4に示したとおりで
あり，合計55尾の再捕報告があった。いか釣り漁業の

初漁期である5月に能登半島北西沖から大和堆周辺海
域で放流した個体は，放流後31日以降に津軽海峡近海

と京都府から兵庫県の沿岸で再捕された。この結果か

ら， 5月に能登半島北西沖から大和堆周辺に分布する

スルメイカは南下群と北上群で構成されていると考え

られた。 一方， 10月に大和堆周辺で放流した個体は，

放流後30日以内に大和堆の南西海域と対馬周辺で再捕

された。この結果から 10月に大和堆周辺に分布する

スルメイカは南下群であると判断された。

3.水揚量調査

5月から12月までの小型いか釣り漁業による県内主

要港(金沢，南浦，輪島，蛸島，小木，能都町)への

生イカの水揚量は(図-5)，2， 049トンで，前年の44%，

過去5年平均の45%であった。小型いか釣り漁業によ

る漁獲が減少したのは，初漁期に石川県沖で検場が長

期間形成されなかったことに起因している。

5月から12月の中型いか釣り漁業による小木港への

冷凍イカの水揚量は(図-5)，23， 325トンで，前年の98

%，過去5年平均の94%であった。 2000年， 2001年漁

期はスルメイカの魚価が著しく低下し，いか釣り漁業

に大きな打撃となったが 2002年漁期は海外入漁船が

減ったために在庫量が減少し 魚価は比較的高値で推

移した。
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図-2 漁場一斉調査でのCPUE重み付け外套長組成
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(人工魚礁効果調査)海洋漁場調査

四方崇文・白田光司・大慶則之

た。飯田湾の海域礁には多数の人工魚礁が広範囲に沈

設されている。このため， 2種類の調査(ライン調査
と8方位走行調査)を実施して魚類の蛸集状況を評価

した。ライン調査は，魚礁海域とその周辺海域の魚群

密度を比較することを目的とした調査であり，魚礁海

域を横切るように東西および南北方向に調査船を走行

させ，計量魚群探知機FQ70を用いてO.1マイル毎に魚群反
応を測定した。8方位走行調査は，魚礁単体の魚群蛸

集効果を評価するための調査であり，特定魚礁直上で

調査船を8方位から走行させ 計量魚群探知機により

魚群反応を測定した。本調査では適宜釣獲調査を実施

して魚種判別を行った。調査時には予めSTDによる海
洋観測を行ってα値を求め，計量魚群探知機のパラ

メータとして設定した。

1.紬倉島沖高層魚礁調査

魚礁海域における魚礁の設置位置は図一lのとおりで

あった。魚礁は計画どおりの位置に沈設されており，

海域の中央に鋼製高層魚礁(高さ35m)がl基，周囲にハ

イブリ ッド魚礁(高さ15m)が4基，さらに周囲に大型コ

ンクリート魚礁(高さ5.4m)が8基設置されている様子

が確認され，正確な位置を決定することができた。

高層魚礁における魚類蛸集量の推定結果は表一lに示

したとおりである。本調査では 魚礁が海底から急峻

に立ち上がっているために，魚群探知機の海底捕捉が

機能せずに，魚礁の反射エコーも積分してしまう とい

う問題が生じた。この問題を取り除くため，本調査で

はDATに収録したエコーを再生し， 調査船が魚礁をと
おり過ぎた直後から積分を開始する作業を8方位全て

に対して行うことで，魚礁以外の反射エコーを取り出

した。そして，積分区間の平均距離を半径とする円柱

内の反射エコーを蛸集量とみなすことにした。本調査

では， 高層魚礁に蛸集する魚種が必ずしも明らかでな

かったので，有鯨魚で一般的に用いられる魚体全長(L)

結果および考察111 

的

本県では，既存漁場を補完・拡大することを目的と

して昭和27年から魚礁設置事業が実施され，現在も継

続して魚礁漁場の造成が進められている。本調査では，

魚礁設置事業の効果を評価するために，造成漁場にお

ける魚群の蛸集状況を調査した。

1.紬倉島沖高層魚礁調査

2002年の5月29日から30日， 9月25日から26日， 11月

19日から20日に紬倉島沖の高層魚礁(2001年設置)海域

で調査船白山丸による調査を行った。魚礁の設置位置

を正確に把握するために 5月の調査では魚礁海域で

調査船をO.02マイル間隔で東西および南北方向に走行さ
せ，フルノ電気附のカラー魚群探知機FVC-780を用い

て水深を測定するとともにGPSにより魚礁位置を特定

した。高層魚礁の魚群蛸集については，魚礁直上で調

査船を8方位(北・北東・東・南東・南・南西・西・北西)から

走行させ，フルノ電気輸の計量魚群探知機FQ70を用い

て，魚群反応を定量的に測定して評価した。また，釣

獲調査とROV調査を行って蛸集魚類の魚種判別を行っ

た。調査時には予めSTDによる海洋観測を行い，表層
から海底までの平均水温から吸収減衰係数(α値)を求

め，計量魚群探知機のパラメータとして設定した。

2.飯田湾海域礁調査

2002年の11月15日か ら28日に飯田湾の海域礁
(1988.......1996年設置)で調査船白山丸による調査を行っ

土
A

目

方11 

調査日 調査時刻 魚群密度(尾/m-3) 甥集尾数(尾)

年 月 日 50kHz 200kHz 50kHz 200kHz 

2002 51 30 03:45-05:20 0.00169 0.00034 1，900 370 

2002 91 25 20:30-21:35 0.00002 0.00146 49 4，300 

2002 91 26 06:56-08:00 0.02965 0.11195 120，000 440，000 
2002 11 19 16:10-18:25 0.00219 0.01336 4，900 30，000 
2002 11 191 22:35-23:45 0.00010 0.00021 280 600 

2002 11 20 04:15-05:15 0.00016 0.00023 410 600 

2002 11 20 11 :30-12:55 0.00008 0.00039 220 1，000 

紬倉島沖高層魚礁の魚類蝿集量の推定結果表
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紬倉島沖人工魚礁の沈設位置と音測位置図-1



とターゲットストレングス (TS)の関係式 [TS=201og

(L) -66Jを用いて，全長15cmの魚として魚群量を計算

した。

高層魚礁周囲の魚群反応は調査毎に大きく異なって

いたが， 9月26日および11月19日の調査時に強い魚群

反応がみられた。周波数50kHzのデータから計算する

と高層魚礁の欄集尾数は， 9月26日には120，000尾，

11月19日には4，900尾と推定された。この魚群反応は

比較的短時間に魚礁周囲を移動したことから，浮魚類

が回遊していたものと考えられる。

高層魚礁設置海域の水深は100m，底質は砂であるた

め，調査船をアンカー止めすることが困難で， ROV調

査は9月25日にl回実施できただけであった。しかし，

この時には比較的長時間観察することができ，魚礁上

部のタワーリング付近にはク口ソイおよびカワハギと

思われる魚類が蛸集しており，その付近には魚種不明

の小魚が多数遊泳する様子が観察できた。魚礁の中段

部と下段部でもク口ソイと思われる魚が観察できた。

さらに海底では，クモヒトデ，ハゼ類，ミズヒキガニ

が観察され，底質は砂であることも確認できた。

釣獲調査は，調査船のアンカー止めが困難であった

ため，漂泊しながら実施した。 9月26日にはヒメ26尾，

11月19日にはヒメ8尾，ウルメイワシ2尾，マグロ幼魚

2尾を釣獲したが，潮流が早いなど条件が悪く，魚種

確認のための十分なデータは得られなかった。

以上の結果から， 2002年の段階では，魚礁にク口ソ

イ等の魚類が蛸集しているものの，閤集や滞留はまだ

安定していないと考えられた。しかし，この海域では

今後も魚礁設置が進められることから，造成範囲の拡

大とともに魚類の蛸集も増大・安定すると予想され

る。

2. 飯田湾海域礁調査

ライン調査では，魚礁海域を横切るように東西およ

び南北方向に調査船を走行させ，計量魚群探知機を用

いて魚群反応をO.1マイル毎に測定した。その結果，水深

10mから海底上3mの魚群反応の大部分は魚礁海域に集

中して分布しており(図-2)，魚礁海域外に比べて魚

礁海域内では，魚群密度は約10倍高かった。また，魚

群探知機に映し出された魚群反応は，水深20mから海

底付近までの広い水深帯でみられた。

魚礁単体に蛸集する魚群量を推定するため， 11月22

日には高さ10mの魚礁上 (N37_21.60，EI37_20.49)で，

11月28日に高さ5mの魚礁上 (N37_22.34，EI37_20. 51) 

で，それぞれ8方位走行調査を行った。魚礁周辺の魚

群反応は，紬倉島沖高層魚礁と同じ方法で抽出した。

魚類蝦集量の推定結果は表-2に示したとおりであり，

周波数50kHzのデータから計算すると，蛸集尾数は，

11月22日には15，000尾， 11月28日には4，300尾と推定

された。飯田湾海域礁の調査中には適宜釣りによる調

査を行った。その結果 マグロ幼魚31尾，ブリ3尾，

積分範聞:水深lOm-海底3m

能登半島

• 0.02尾/mA3

図-2 飯田湾海域礁とその周辺海域の魚群反応

シイラ4尾，ウスメバル4尾が釣獲された。ウスメバル

は魚礁近傍で釣獲されたことから，魚礁に隅集する魚

類にはウスメバルが含まれると考えられた。

計量魚群探知機のデータから，飯田湾に造成された

魚礁海域に蛸集する生物資源量を試算した(表-3)。

魚礁海域面積は5.7X 106ぱ，魚礁海域を除く調査海域

面積は76X 106ばであり，調査海域面積に占める魚礁

海域の割合は7.0%であった。この海域面積と調査海

域の平均水深を乗じた総体積に計量魚群探知機で調査

した平均魚群密度を乗じて求めた総資源尾数は，魚礁

海域で約150万尾，魚礁海域を除く調査海域で230万尾

となり，全海域に占める魚礁海域の資源尾数の割合は

40%となった。さらに，魚礁単体の蛸集尾数は15，000

尾であり，魚礁海域に分布する資源の約1%が1つの魚

礁の周辺に蝦集していると試算される。このように，

調査海域面積の7.0%を占める魚礁海域に資源の40%

が集中していると試算されることから，飯田湾に沈設

された人工魚礁には，魚礁単体としての効果はもとよ

り，魚礁集合体や造成漁場としても大きな効果が現れ

ていると考えられた。

表-2 飯田湾海域礁の魚類揖集量の推定結果

表-3 飯田湾造成魚礁海域の魚類蝿集効果の推定結果

総面積 水深 総体積 魚群密度 資源尾数
(mA2) (m) (mA3) (N/mA3) (N) 

魚礁海域外
76，000，000 89 6，764，000，∞o O.∞0343 2，300，000 

(A) 

魚礁海域内
5，700，ωo 80 456，000，000 0.003389 1，500，∞o 

(B) 

(B)/(A+B) 7.0 % 6.3 % 90.8 % 40.0 % 
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定置網漁業の構造特性調査

目的

内浦海域の定置網漁業にしばしば多大な被害をもた

らす急潮の発生要因を解明し、 予知手法を確立する。

H 方法

1 .潮流観測

図一lに示す能登半島沿岸6点にメモリ一式電磁流速

計を係留し、視IJ流調査を実施した。調査実施状況を表

-1に示した。

38.0 

37.5 

37.0 

36.5 
136.5 

図-1 潮流計設置位置

2.風と流れの相互相関

138.0 

1993年以降の前波沖流速北東成分の時系列データと

輪島の北東成分風速時間値(アメダス)から、急潮時

(50cm/s以上)のデータを抽出して、急潮発生日を挟
む前後2日間の風と流れの相互相関を検討した。

川 結果及び考察
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図-2 流向分布

小木で、は東北東から東、前波では北北東から北東、大

野木では南から南西に認められた。これらの方位は概

ね、各観測点の等深線と平行な方向に相当する。

各観測点の流速分布を図-3に示した。モードはいず

れも5-10cm/seに認められた。平均流速は、高屋で最

大の20.7cm/sec、次いで小木で18.9cm/sec、長手埼で

18. 3cm/sec、大野木で11.8cm/sec、前波で10.9cm/sec、

輪島で9.5cm/secを得た。 30cm/sec以上の強潮流の発

生頻度は高屋で24.8%、小木で20.7%、長手埼で16.8 
%と高く、一方、輪島では3.6%、前波と大野木では

共に2.3%と低い値を示した。次に、ベクトル平均流

1.測流結果 速の変化を図-4に示した。
各観測点の全測流期間における流向頻度分布を図-2 高屋では、観測期間を通じて東向きの強い流れが認め

に示した。卓越する流向は、輪島では西南西から西、 れた。全般に、能登半島東岸では4"'-'8月に反時計回り

高屋では東北東から東、長手埼では北東から東北東、 の流れが、 9"'-'3月に時計回りの流れが認められた。
表-1 測流調査実施状況

観測点 緯度 経度 観測水深(m) 水深 (rn) 観測期間 観測間隔(分)

輪島 370 25.4' 1360 57.6' 10 38 2002/04/21-2002/09/09 30 
高屋 370 32.4' 1370 14.9' 10 74 2002/04/21-2002/11/19 30 
長手埼 370 26.4' 1370 22.7' 10 63 2002/04/01-2003/03/31 30 
小木 370 17.0' 1370 14. l' 10 80 2002/04/01-2003/03/31 30 
前波 370 12.6' 1370 08.0' 10 82 2002/04/01-2003/03/31 30 
大野木 370 04.8' 1370 05.9' 10 73 2002/04/01-2003/03/31 30 
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図-3 流速分布

2.風と流れの相互相関

1993年以降の急潮時 (50cm/s)における前波北東流
速成分と輪島のアメダス風速北東成分の相互相関を図

-5に示した。

0.4 

震0.2
E 
思
同

専 0.0

凶0.2
・30 0 

ラグ時間

図-5 輪島の風速北東成分と前波北東

流速成分の相互相関

30 

200214 
唱Ocm/s

2002/5 11・ ・ 2002/6 
10cm/s----.-.11 10cm/s 

図-4 月別ベクトル平均流速

相互相関係数のピークは18時間に認められた。前波

における急潮時の流向は南西向きであり、前波では輪

島で南西風が観測されてから18時間遅れて、南西向き

の急潮が発生することが解った。

IV 要約

1.能登半島沿岸6点で10m層の潮流観測を実施した。
2.各観測点では、等深線に沿った流向が卓越する傾

向がみられた。

3. 各観測点の平均流速は、 9.5，....__20. 7cm/secの範囲
にあり、 30cm/sec以上の強潮流の発生頻度は高屋、
小木、長手埼で高い値を示した。

4.各月のベクトル平均流速を整理した結果、能登半

島東岸では4，....__8月に反時計回りの流れが、 9，....__3月に

時計回りの流れが認められた。

5.急潮時における輪島の風速北東成分と前波北東流

速成分の相互相関を検討した結果、前波では輪島で

南西風が観測されてから18時間遅れて、南西向きの

急潮が発生することが解った。
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サザエ増殖技術開発調査

目的

サザエ人工種苗の生き残りに関与する諸条件を調査

し、効果的な種苗の放流技術を確立する。

11 方法

1. 2001年放流群の追跡調査

2002年6月に図一lに示す志賀町上野地先の5m水深帯

に放流された殻高10mm種苗(平均殻長10.8mm、1，000個

体)と殻高20mm種苗(平均殻高21.9mm、1，041個体)の追
跡調査を継続した。調査は放流後430日目の2002年8月

17日と同470日目の9月初日に、放流点を中心とする20

mX20mの範囲を対象に潜水により実施した。採集調査

回では、発見個体全数を回収して殻高を計測した。

図-1 調査実施位置

2. 2002年放流群の追跡調査

2002年放流群は、漁場となる水深帯に添加した種苗

の放流効果を検討することを目的として、表 lに示す

I""N群を設定した。 2001年は前述のとおり殻高10mm

と20mmの2群を5m水深帯に放流して調査を実施した。

今回は、放流水深を5m帯と10m帯の 2カ所に設定する

とともに、種苗の大きさを殻高25mmと35mmの2種類と

して、種苗の生育に及ぼす水深帯と放流サイズの影響

を検討した。

放流調査位置を図-1に示した。 5m水深帯は2001年放

流群の調査場所と同ーとした。 5m水深帯は有節サンゴ

モとマメタワラが繁茂する段差のある岩礁、 10m水深

帯は、有節サンゴモ、ノコギリモク、オオパモク、マ

メタワラが繁茂する凹凸のある岩盤である。 I""N群

大慶則之 ・池森貴彦 ・皆川哲夫

の放流は7月19日に実施した。追跡調査は、放流約1ヶ

月後の2002年8月16、17日と68日後の9月25日に、放流

点を中心とする20mX20mの範囲を対象にスクーパ潜水

により実施した。

表-1 放流種苗の構成

略称平均殻高田rn(SD) 

|群 26. 7 (2. 3) 

H群 36. 7 (3. 0) 

川群 26.3 (1.8) 

IV群 35. 8 (2. 8) 

川 結果及び考察

1 .追跡調査結果

放流数放流場所 標識

570 5m帯 白リング

55 5m帯 赤リング

436 10m帯 赤リング

55 10m帯 白リング

2001年の殻高20mm放流群は、 8月17日に18個体、 9月

26日に13個体の生存が確認された。一方、殻高10mm放

流群は2回の調査で共に生存が確認されなかった。こ
れら2群の生存率(放流数に対する生存確認数の割合)

の推移を2000年放流群の結果とあわせて図-2に示し

た。

50 

40 

喜30
雲20
10 

(放流時平均殻高)

〆00年0.5m帯(21.3mm) 

/01年(21.9剛

01年(10.伽耐

00 100 200 300 400~ 500 
放流後経過日数

図-2 2001年放流群の生存率の推移

図 2に示すとおり、サイズ別にみると殻高20mm種苗

は殻高10mm種苗と比較して、生存率が高い値で推移し

生存能力が優れることが解る。一方で、同一の放流サ

イズであっても、港内の静穏な浅所に放流された場合

(2000年放流群)と比較すると、波浪の影響が大きい

港外の水深5m帯で、は、種苗の生存率低下が大きいこと

が確認された。最終調査回に回収された殻高20mm種苗

13個体の平均殻高は45.4mmであり、放流時の平均殻高

との差は23.5mmであった。この値は過去に殻高20mmサ

イズの種苗放流試験で得られた、マクサを主体とする

紅藻の繁茂帯における43""47mm/ 462日の約半分で、ガ

ラモ場における21""23mm/ 463日とほぼ等しい。
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図-3に2002年放流群の生存率の推移を示した。これ

ら4群の生存率は放流後68日固までに類似の急速な減

少を示した。 5m，10m水深帯とも、殻高25mm種苗と比較

して殻高35mm種苗の生存率が優れる結果は得られず、

これらのサイズの相違や、放流水深の相違は生存率に

大きく影響しないことが解った。

50 

40 

害30
率
% 20 

10 

。。

.:02年 5m帯位6.7刷
企:02年 5m帯(36.7刷。:02年10m帯(26.3剛
ム:02年10m帯白5.8II1II) 

鋤滑降隣自覇。

100 
放流後経過日数

200 

図-3 2002年放流群の生存率の推移

2002年放流群の調査区画内における発見位置を図

-4. 5に示した。種苗は区画中央部に放流されたが、 8

月の調査時には、 10m水深帯と比較して5m水深帯で、は

種苗の分布位置の偏りが認められる。 9月の調査時に

は、 10m水深帯の種苗は区画中央付近に多いのに対し

て、 5m水深帯の種苗は区画周辺部に多い傾向がみられ

る。このことから、5m水深帯の放流種苗は調査区画外

へ移動したものが多く、このことが生存率低下を招い

た可能性が推察された。移動が促された要因は、波浪

による物理的要因、餌料環境や海底形状に対する曙好

性等の生物的要因の双方が考えられる。 一方、 2001年

放流群は2002年の5m水深帯放流群と同位置に放流され

たにもかかわらず、放流後約2ヶ月で18.7犯の生存率が

得られている。同様な地理的条件下で種苗放流を実施

しでも、生存率の変動が大きいことは、波浪条件や種

苗活力等の生物的条件が生存率の変動に大きく影響す

る可能性を示唆している。

IV 要約

L殻高20mm種苗は殻高10mm種苗と比較して、生存能力

が優れる。また、殻高20mm種苗は港内の静穏な浅所

に放流された場合と比較すると、波浪の影響が大き

い港外では生存率低下が大きい。

2.港外の水、深5m帯と10m帯では、殻高25mm種苗と比較

して殻高35mm種苗の生存率が優れる結果は得られ

ず、これらのサイズの相違や、放流水深の相違は

生存率に大きく影響しない。
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アワビ増殖技術開発調査

目的

紬倉島周辺海域の主要な在来種であるマダカアワビ

とメガイアワビの資源分布状況を把握し、資源管理に

向けた基礎資料を整理すると共に、これら在来種の資

源増殖を促進するため、効果的な種苗の放流技術を開

発する。

日方法

1 .アワビ資源の分布実態調査

図-1に示す紬倉島周辺の17調査点(水深9.5~23. 4m) 

で、枠取り法によりアワビの生息状況を調査した。枠

取りは2m枠を使用し、 1調査点あたり6箇所で枠内に

分布するアワビを採集するとともに植生を記録した。

採集したアワビは、種別に殻長を測定し、輪紋数を計

測して年齢を推定した。調査は2002年6~9月に実施し

た。

51' 

3749・-
13653・ 54・ 57・

図-1 調査位置

2.放流追跡調査

2001年から開始した天然稚員の分布調査の結果、天

然稚員は付着物の少ない転石の裏に多く生息すること

が確認された。これらの転石と同質の転石帯を沿岸の

浅海域で探索し、図-1に示す放流場所を決定した。た

大慶則之・池森貴彦・皆川哲夫

だし、紬倉港内は砂泥上に転石が散在する環境で、 天

然アワビの生息はみられないが、 「外海と隔離された

静穏域への放流試験」と位置付けて選定に加えた。各

場所での放流方法を表-1に整理した。紬倉港内以外で

は、 90径ナイロンモジ網からなる蓋付の仕切網内に種

苗を放流して、食害の防除効果と生存率向上効果の評

価を試みた。放流種苗は、石川県水産総合センタ一生

産部志賀事業所で育成されたエゾアワビを使用した。

各放流区の放流状況を表-2に示した。

表-2 2002年放流群の放流状況

放流位置 放流数 放流月日 平均殻長mm

3m区一調査区画 500 5/28 25. 7 

3m区一仕切網内 200 5/28 向上

5m区1-調査区画 500 5/29 向上

5m区1-仕切網内 200 5/29 向上

5m区II-仕切網内 20， 000 7/03 26. 0 

舶倉港内 500 5/29 25. 7 

追跡調査は6月12日から9月21日までの聞に、各放流

区で2~4回実施した。追跡調査では、放流点を中心と

する10x 10m区画とその近傍で、スクーパ潜水により
放流種苗の生存個体数を計数した。

川 結果及び考察

1.アワビ資源の分布実態

水深別調査面積と種別分布個体数を表-3に示した。

区分

(m) 

"-' 10 

10"-' 15 

15"-'20 

20"-'25 

計

表-3 天然アワビ枠取り調査結果

調査面積

(ぱ)

20 

212 

164 

12 

408 

個体数(生息密度/100ぱ)

当歳稚貝 マダカ7ワピ メカ.イ7ワピ

o 1 (5. 0) 1 (5. 0) 

8 ( 3. 8) 6 (3. 1) 10 (4. 7) 

24 (14. 6) 7 (2. 1) 12 (7. 3) 

3(25.0) 0 0 

35 ( 8. 6) 14 (3. 4) 23 (5. 6) 

表-1 2002年放流群の放流方法

区分 放流方法

3m区 10 x 10m調査区画に隣接して4X4 x 2mの蓋網付仕切網を設置(袖網を
土嚢で固定)。ヒトデ類を除去後、調査区画中央と網内に放流。

5m区-1 向上

5m区-II 全長60m、高さ4mの蓋なし仕切網を円状に設置し、中央に4x 4 x 2mの

蓋網付仕切網を設置(共に袖網を土嚢で固定)。区画内のヒトデ類を

除去後中央網内に放流。

紬倉港内 港内奥部の消波堤側の転石帯(水深O.5m前後)に直接放流。
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2002年は2001年にみられなかった、殻長10mm前後の当

歳稚員が確認された。 100ぱあたりの生息密度は当歳

稚員8.6個体、マダカアワビ3.4個体、メガイアワビ

5. 6個体となり昨年と比較して、マダカアワビはl.4個

体減少、メガイアワビは2.7個体増加する結果となっ
た。当歳稚員は殻の形状から、メガイアワビとマダカ

アワビで構成されると推察されたが、外部形態から種

を特定することは困難であった。これらの稚員は、主

として表面が平滑で付着生物が少ない転石の裏側で発

見された。調査地点別の生息密度を図-2----4に示した。

生息密度の高い調査点は、稚員は島の北東部、マダカ

アワビは島の南部、メガイアワビは島の北東部から西

部にかけての海域にみられた。

52 

51 

50 

49 
53 

52 

54 

図-2

マダカの分

51 

49 
53 54 

55 56 57 

稚貝の調査点別分布密度

l度

/ 

55 
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図-3 マダカアワヒ‘の調査点別分布密度

52 
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53 

図-4

54 55 56 57 

メガイアワビの調査点別分布密度

採集個体の殻長組成を図-5に示した。採集された稚

貝の殻長は15----20mmにモードが認められ、輪紋の形成

がみられないことから、 2001年生まれと推定された。

これらを除けば、 2001年と同様に平坦で離散的な殻長

組成がみられた。これらを輪紋数別に整理した結果を

図-6に示した。図中には輪数に該当する年級をあわせ

て示しである。これによれば、 2000年級、 1998年級、

1996年級の分布密度が低く、このことが凹凸のある不

自然な年齢組成を形成する要因となっていることが解

る。この原因としては、 産卵母群となる大型個体の分

布密度が隔年で変動し、これにともなって稚員の加入

量が増減している可能性が推察される。これらは近年

の資源水準の低迷を裏付ける結果と考えられる。

2r 2001年
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1.紬倉島周辺の100ぱあたり生息密度は、当歳稚員8.6 

個体、マダカアワビ3.4個体、メガイアワビ5.6個体

となり、昨年と比較して、マダカアワビは1.4個体

減少、メガイアワビは2.7個体増加した。

2.天然アワビの殻長組成は平坦で離散的な組成を示

し、年級分析の結果、 2000年級・1998年級・1996年

級の分布密度が低いことが判明した。

3.エゾアワビ種苗を3m帯、 5m帯及び紬倉港内のO.5m帯

に放流した。このうち、 3m帯と5m帯で、は蓋付き仕切

網内に種苗を放流して食害からの保護を試みた。こ

の結果、仕切網を用いた保護方法では、網外への種

苗の移動が速く、食害を効果的に防除することはで

きなかった。

4. 3m区および港内放流区では、 5m区や過去の同期間の

調査値を上回る生存率が得られた。生存率の差が生

じた原因は、食害生物の多寡によるものと推察され、

食害の影響が大きい生物を特定し、効果的な種苗の

保護方法を検討することが今後必要である。
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2.放流追跡調査

仕切網内外に種苗を放流した、 3m区と5m区一 Iの生

存率(発見個体数/放流個体数X100)の推移を図一7に

示した。仕切網は裾を外側に折り返し、裾の上に土嚢

を並べる方法で設置した。しかし、初回の調査回(放

流後14"-'17日目)に、仕切網内の種苗が裾下の転石の

隙間を通過して、網外に多数移動していることが確認

された。網の内外に放流された種苗は、共に無標識で

識別が不可能なため、網外に移動した種苗は、網外の

放流群として取り扱った。図-7に示すとおり、仕切網
内の生存率は両水深とも約20%で推移したのに対し、

網外では網内から種苗が移出しているにも関わらず、

生存率の急速な低下がみられた。生存率の低下は5m区

で顕著であった。図-8に各放流群の生存率の推移を示

した。 3m区、 5m区-1については、網内外の放流群を

合わせて一群として取り扱った。

このうち、 5m区 Eは保護網に集中放流し、これら

を外周に巡らせた仕切網で保護する 2重の食害対策を

講じたが、放流78日後に仕切網内で38個体、周辺で18

個体の生存が確認されたにとどまり、生存率はO.坊に

激減した。

一方、 5m区一 Iでも放流29日後には生存率が3.2%ま

で低下し、 他区と比較して5m水深帯では生存率の低下

が顕著であった。このように、今回試みた仕切網を用

いた種苗の保護方法では、網外への種苗の移動が速く、

網内では一定の保護効果がみられたものの食害を効果

的に防除することはできなかった。 一方、3m区および

港内放流区では、放流出日後で28.側、 25.8%と、 これ

までに得られた同期間の調査値を上回る高い値が得ら

れた。5m区一 I、Eと他区に生存率の差が生じた原因

は、食害生物の多寡によるものと推察され、今後は食

害の影響が大きい生物を特定し、効果的な種苗の保護

方法を検討することが必要である。
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沿岸資源変動機構解明調査(サヨリ)

目的

七尾湾はサヨリの主漁場であり、 4~5月には成熟個

体が多く漁獲されている。七尾湾における産卵場、稚

仔魚育成場としての可能性を検討するため、同海域に

おけるサヨリ稚仔魚の分布について調査した。

11 方法

調査船禄剛丸(総トン数43トン)により、 2002年5

月29日、 6月5日、 18日、 26日、 7月3日の5回、 130Rリ

ングネット(口径130mm、網目O.455mm) を用いて表層

水平曳き(10分間)によりサヨリ稚仔魚を採集した。

調査定点は七尾湾に定めた10定点(図一1)とした。各

調査点でサヨリの餌となる動物プランクトンの採集を

行い、同時に水温、塩分の測定を行った。採集した魚

類及び動物プランクトンは海水ホルマリン5%にて固

定し、種の査定、体長測定を行い、サヨリの消化管内

容物を調べた。

37.25 

37.2 

37.15 

37.1 

37.05 

37 

50 

41 

• 

136.8 136.85 136.9 136.95 137 137.05 137.1 

図-1 七尾湾調査定点

川 結果および考察

1 .サヨリ稚仔魚調査

採集サヨリ稚仔魚の個体数を表一l、図-2に示した。
5回の調査により32尾を採集した。 5月29日に12尾、

6月5日に4尾、6月18日に13尾、6月26日に3尾採集し、

7月3日には採集されなかった。西湾では4回の調査

で採集され、個体数も14尾で最も多かった。 6月18

日には、北湾、西湾、南湾で採集され、個体数は、

13尾であった。

採集したサヨリ稚仔魚の全長、体重を表-2に、 5

月29日と6月18日の全長組成を図-3に示した。

早瀬 進治

表-1 採集サヨリ稚仔魚数

|定点 1且 2且 ヨ且 4但l oJE.I 計
5.29 6.5 6.18 6.26 7.3 

41 。
42 
43 3 4 
44 。
45 
46 3 3 
47 10 2 14 
48 3 5 
49 2 3 
50 
富十 _l_2 4 13 3 。 32 
尾
14 

12 

10 

8 

6 

4 

2 
。
5.29 6.5 6.18 6.26 7.3 

図-2 日別採集サヨリ稚仔魚数

表-2 サヨリ稚仔魚の全長、体重

単位ー市ーー，ー』・・・・・・・、 ••• 
02.05.29 02.06.05 02.06.18 02.06.26 
全長 体重 全長 |体重 全長 体重 全長 |体重
11 12.0 7.0 10.2 3.0 10.0 3.0 46.0 280.0 
21 15.0 10.0 9.3 3.0 15.5 10.0 16.4 12.0 
31 12.1 6.0 9.5 3.0 26.0 46.0 14.5 10.0 
41 11.7 4.0 9.5 3.0 27.1 53.0 
51 10.1 3.0 23.1 32.0 
61 10.2 3.0 19.0 20.0 
71 10.4 4.0 27.1 54.0 
81 11.3 5.0 14.5 9.0 
91 11.5 5.0 10.1 3.0 
10 12.0 6.0 29.5 71.0 
11 19.7 20.0 9.6 3.0 
12 12.5 6.0 
平均 12.4 6.6 9.6 3.0 19.2 27.6 25.6 100.7 
最大 19.7 20.0 10.2 3.0 29.5 71.0 46.0 280.0 
最小 10.1 3.0 9.3 3.0 9.6 3.0 14.5 10.0 

5 月 29 日には全長1O~1 2mmの個体が多く、 12尾の

うち10尾が西湾で採集され、北湾と南湾で各l尾採

集された。

6月5日には採集個体は4尾と少ないが、南湾で10

mm以下の小型の個体が3尾採集された。

6月18日には全長9.6 ~2 9. 5mmと範囲が広く 20mm

以上に成長した個体が5尾出現した。 20mm以上に成
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長した個体は北湾、西湾及び南湾に出現しており、

七尾湾全域に拡散したものと思われた。 10mm以下

の個体は、湾口付近のSt.42， 49に出現した。

10mm以下の小型の個体は北湾、南湾の湾口部に

出現しており、この海域が解化仔魚の供給源と

なっている可能性が認められた。

5 

4 

3 

2 

。

尾

9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 

全長(mm)

図-3 サヨリ稚仔魚の全長組成

また、 6月26日には全長46.Omm、体重280.Omgまで

成長した大型の稚魚が採集された。

昨年の調査では、北湾で多く採集されたが、今年

は全採集個体数は少ないものの西湾で多く、昨年と

は異なる分布傾向であった。また、昨年は3回の調

査により376尾のサヨリ稚仔魚を採集したが、今年

は5回の調査で32尾であり、稚仔魚の出現量は年変

動が激しいものと推察された。

表面水温は5月29日18.20C、6月5日20.20C、6月18

日22.40Cであり、昨年は5月24日17.80C、6月13日
20.30Cであり、水温は昨年並であった。
2. 混獲稚仔魚調査

5回の調査により採集された稚仔魚はサヨリを含

め478尾であった。定点別稚仔魚の採集状況を表-3、

定点別採集稚仔魚の個体数と種類数を図-4に示し

た。

湾口部のSt. 41では、個体数の最も多かった7月3

日にはカタクチイワシが優占し、 5月29日には77%

がサンマであった。

北湾では個体数の最も多かった6月18日にSt.45 
でカタクチイワシ、 S1. 43でウチダトビウオ属、サ

ヨリ、 St. 46でカタクチイワシ、サヨリ、ウマズラ
ハギ、が比較的多かった。

西湾では個体数の最も多かった6月26日にはマダ

イ、クロダイ、イソギンポが多かった。

南湾では個体数の最も多かった6月26日にSt.48 
でツクシトビウオ、サヨリ、メジナ、ウマズラハ

ギ、 St. 49でクロダイ、マダイ、ウマズラハギ、St. 50 

でウマズラハギ、メジナ、マダイが多かった。

曳網毎の種類数はO，..，_，13種で、種類数の最も多

かった6月26日にSt. 50で11種であり、ダツ、サヨ
リ、 トビウオ類のダツ目が他の定点に比べ多かった。

3.動物プランクトン調査

動物プランクトンの査定結果を表 4に示した。

5月29日の調査では4.2X 104個体採集し、上位3種

は繊毛虫類Favellaehrenbergii、かいあし類Oithona

spp.(nauplius)、Paracalanustype(nauplius)であった。

湾口部のSt. 41ではParacalanustype(nauplius)が全体

の74%を占め、他の定点ではFavellaehrenbergiiが優

占した。海域別には、北湾で枝角類、西湾で繊毛虫類

Stenosemella ventricosa、南湾で軟体動物のベリジャー幼

生、かいあし類Oithonadavisae、Microsetellanorvegica 

が多かった。

6月5日の調査では2.OX 104個体採集し、上位3種

はかいあし類Oithonaspp.(nauplius)、かいあし類の

卵、繊毛虫Stenosemellaventricosaであった。 St. 41 

では繊毛虫類Favellaehrenbergiiが58%を占めた。北

湾でFavellaehrenbergii、Paracalanustype (nauplius)が、

西湾でStenosemellaventricosa，軟体動物のベリジャー

幼生，かいあし類Oithonadavisaeが優占した。

6月18日の調査では2.2X 104個体採集し、上位3

種は二枚貝のベリジャー幼生、 Oithonada visae( co-

pepodid)、かいあし類の卵であった。St. 41では枝

角類Peniliaavirostris、Evadnespiniferaが、北湾で夜

光虫、 二枚貝のベリジャー幼生、かいあし類が、西

湾で繊毛虫類Stenosemellaventricosa、二枚員のベリ

ジャー幼生、かいあし類が、南湾で二枚員のベリ

ジャー幼生、Oithonadavisaeが多かった。

6月26日の調査では2.6X 104個体採集し、上位3

種はかいあし類Oithonaspp.(nauplius)、夜光虫、 Oit-

hona davisae(copepodid)であった。北湾で夜光虫、枝

角類Peniliaavirostris、Evadne属が、西湾で軟体動物

のベリ ジャー幼生、Oithonadavisaeが、南湾で軟体動

物のベ リジ ャー幼生、Oithonadavisae、Microsetella

norvegicaが多かった

7月3日の調査では3.3X 104個体採集し、上位3種

はかいあし類Oithonadavisae(copepodid)、二枚貝の

ベリジ ャー幼生、Oithonaspp.(nauplius)であ った。

S 1. 41では夜光虫、枝角類Peniliaavirostris、北湾で

夜光虫、 Oithonadavisae、西湾で二枚貝のベリジャー

幼生、 Oithonadavisaeが、南湾で二枚員のベリジャー

幼生、Oithonadavisae、Microsetellanorvegicaが多かっ

た。特にSt. 50で、Microsetellanorvegicaの出現量が多

かった。

4. 消化管内容物調査

サヨリの消化管内容物を表 5に示した。

サヨリの稚魚は主に動物プランクトンのうち節足

動物を摂餌していたが、かいあし類のPseudodiapto-

mus typeのフ。ランクトンが海域に出現したプランク

トンに比して多く選択して摂餌している可能性が示

唆された。
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表-3 定点別稚仔魚の採集状況

定点|調査月日

'昔襲

4 1 
留置占種
(%) 

豊穣

42 
優占種
(%) 

個体数

官憲薮

43 I 優占種
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轟嬢

44 I 優占種
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量鐘!
45 

優占種
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提簸
46 

優占種
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事襲

47 I 優占種
(%) 
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48 
~占種
(%) 

事議

49 I 優占種
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最難

50 I 優占種
(%) 
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表-4-1 動物プランクトン査定結果(調査日:2002年5月29日)
単位:E盤整150I 

St.41 St.42 St.43 St.44 St.45 St.46 St.47 St.48 St.49 St.50 ji_ 
1原生動物 .毛虫麹 Noctl7uca sCInt，;血'flCtJ 4 56 10 20 18 15 2 13 14 14 166 
2 車瞳毛虫類 Tintin，羽田由包droidda 2 
3 T. dirdcta 4 4 
4 T I<ofoio的 4 5 
5 T lohmanni 2 78 7 8 5 4 4 108 
s T. morttJnseni 4 5 
7 T. 国 dix 4 4 
8 Stdnosemdlla vdrltricosa 119 50 14 4 187 
9 Fa'刊 lIaehrenbe明S 233 1，324 429 11，130 9，6ω 902 335 1，272 658 6∞ 26483 
10 F. ta，目ikstJnsis 2 2 4 12 10 34 
11 Paraゐvellasp. 2 4 
12 Heh由。stomellssubulata 4 2 8 
13 Ampho，用 lIaquadrilineata 4 2 9 
14 Eutintinnus lusus-undae 10 2 4 8 10 5 4 6 
15 Strombidium sp 2 
16 Carchesium sp 18 
17環形動物 多毛類 POLYCHAETTAA((elaE向E)a) 5 2 12 22 2 451 
18 POLYCHAE 2 31 
19袋形動物 舗虫顛 Notholca japonica 2 3 
20 Synchae臼 sp
21敏体動物

腹二足枚類目語
GASTROPODA (veliger 10向a) 14 7 32 25 11 116 280 170 18 673 

22 BIVALVlA (velil!er 10刊a) 10 3 2 3 42 177 156 34 429 
23節足動物 枝角聖書 Podon poi)，タhBmOldes 2 158 124 78 49 14 4 26 48 22 525 
24 Podon leucha註E 2 2 4 
25 Evadne no，曲 nanni 13 64 152 304 207 63 62 100 701 1036 
26 かいあし頬 Calanus sinicus (♀) 
27 Calanus sinicus (copepodid) 3 4 9 
28 Calanus sp. (nauplius) 8 10 4 2 26 
29 Para，四血'nU$tafVU$ (♀) 120 41 19 12 10 31 2 2 8 8 251 
30 Pdl7lcalanusρ'arvus (♂) 3 2 2 3 3 13 
31 ParacBlanusρ18fVU$ (∞pepodid) 82 17 16 8 3 9 自 14 14 170 
32 

PPCcasAe，眉enuutscrdoaoocpfacaanabgu/aensns uutsys apbmnedeor(wznmmeamnuaasnpIm1J1(Su。s(。()c♂poep)pe。Pd0td4||) 1.888 1 33 590 113 124 112 205 8 22 74 142 3274 
34 
35 2 
36 Ctmtropallds abdominalis (copepodid) 2 4 
37 

M…pa的 a(♂~epodid) I 38 Eurytemor習 ρ'8cmC四 (copepodid) 2 3 2 8 
39 Pseudodia，ρtomus marinus (copepodid) 3 12 自 23 
40 Pseudodiaptomus spp. (nauplius) 8 24 14 58 87 58 2 253 
41 A伺 'rti旨omorii(♀) 12 2 12 28 
42 Acalぜiaomoni (♂) 2 4 2 8 2 17 
43 A伺 ，rtiaomorii (copepodid) 2 14 46 8 69 
44 Acalぜiaspp. (nauplius) 3 50 90 34 4 182 
45 Oithona拘 visae(♀) 4 8 26 44 66 10 158 
46 Oithona由 ViS8tJ(♂) 3 4 B 14 26 53 
47 Oithona伽 ，isae(copepodid) 11 98 379 106 254 353 280 1481 
48 Oithona nana (♀) 2 4 7 
49 Oithonaρlumifera (♀) 2 2 
50 Oithona 5imili5 (♀) 3 4 5 5 2 3 4 8 32 
51 Oithona 5imili旨(♂) 2 
52 Oithona 5imilis (copepodid) 5 4 4 4 6 20 45 
53 Oithona sp. (copepodid) 2 6 10 
54 Oithona spp. (nauplius) 44 484 601 1，194 641 202 243 395 344 422 4029 
55 Oncaea msdia 3 2 5 
56 Oncaea media (copepodid) 7 2 14 24 
57 Oncaea venu5ta (copepodid) 
58 Oncaea spP. (門auplius) 9 2 12 
59 Cory，国 eusaffII前15 自 2 8 
60 COf)〆'Ca8U$Sp. 
61 Corycaeu5 Spp， (copepodid) 55 9 8 3 16 2 24 44 159 
62 Corycaeu5 spp. (nauplius) 2 2 4 8 9 7 53 67 92 72 316 
63 Micros8tel/a norv，哩rica 8 3 3 30 22 67 
64 Microsetella norvellica (copepodid) 27 4 2 13 60 70 177 
65 Microsetella norvellica (nauplius) 7 4 16 104 204 337 
66 Harpacticoida 
61 Harpacticoida (copepodid) 2 2 3 8 
68 Harpacticoida (nauplius) 4 16 5 3 7 10 2 48 
69 COPEPODA nauplius 7 12 2 2 9 41 46 76 195 
10 COPEPODA egg 125 73 20 66 28 192 10 46 132 136 828 
71 蔓脚類 Balanomorpha (cypns) 
72 オキアミ類 Euphausiacea nauplius 

4 2 
73 十脚類 Anomura (z悼 a) 2 
74 Brachvura (zoe) 4 
751線皮動物 〈もひとで類 OPHYUROIDEA (pluteus) 4 4 
16原索動物 思索類 Oil<opleu同 d由時a 10 5 4 2 9 6 15 42 26 

1414 9 5 11 Oil<opleura lonllicauda 
78 Oil<o，ρleura spp 4 2 4 13 2 4 8 8 
79 ホヤ鐙 AODendicularia larva 4 
80脊格動物 硬骨魚類 FISh eeE目E ((主単l~脂FクEチ章)イワシ) 3 2 2 8 
81 Fish 3 8 2 4 2 2 2 23 

1'; 2十 2535 2974 941 13084 11284 1995 1461 3242 2108 2126 42356 
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表-4-2 動物プランクトン査定結果(調査日:2002年6月5日)
単位.自体数/50I 

St.41 St.42 St.43 St.44 St.45 St.46 St.47 St.48 St.49 St.50 tt 
1原生動物 事置毛虫類 Noctiluca scintilanCd 3 54 29 48 44 47 14 自 26 10 281 
2 繊毛虫婿 Tintinnopsis beroidea 4 3 9 

3 T directa 2 B 8 
4 T. kofoidu 4 2 7 

5 T. lohmanni 10 2 4 17 

8 T. mortenseni 10 18 29 

7 Sttmosemel/a ventncosa 972 510 632 35 2150 
8 Favel/a 8hrenbergii 275 134 391 434 185 284 154 28 30 208 2123 
9 F. taraikaef1sis 8 自 20 40 2 75 
10 Pa.眉庖ve/lasp. 2 2 

11 AEdmpmhtqfnmnfub s quadnAneata 4 4 

12 !usus-un拍e 2 2 2 7 
13 Strombidium st. 
141f置形動物 多毛類 POLYCHAETA (10同a) 2 3 3 24 54 8 8 104 
15 POLYCHAETA (egg) 12 2 14 
16袋形動物 Notholca japonica 3 2 4 2 13 
17 NEMATODA 2 3 
18軟体動物

腹二足牧類民頬
GASTROPODA (veliger 10同 0) 10 17 154 39 60 86 320 160 35 881 

19 BIV AL VIA (veliger 10問 0) 3 2 4 5 23 209 656 144 371 1084 
20節足動物 枝角類 Podon po/yph8moides 3 44 16 日 6 5 7 2 4 94 
21 Podon leuchalti 
22 Evadne nordmanni 10 2 9 26 21 46 51 21 4 34 224 
23 かいあし類 Calanus sinicus (♀) 2 
24 Calanus sinicus (copepodid) 16 2 3 2 24 
25 Calanus sp. (egg) 2 2 5 
26 Para四 lanusparvus (♀) 4 2 2 15 14 3 4 2 10 57 
27 Pa.眉'calanusρarvus(♂) 2 
28 Paracalanus parvus (copepodid) 10 11 26 44 21 8 18 21 158 
29 Paracalanus type (nauplius) 21 38 124 150 287 128 13 50 130 184 1125 
30 Centropages abdominalis (∞pepodid) 
31 Eumem。吊悶cffh回(!j昼、
32 PS8udodiaρtomus marin'us (copepodid) 2 2 10 24 s 47 
33 Pseudodiaptomus spp. (nauplius) 4 4 4 8 26 64 84 194 
34 Acartia omorii (早) 4 34 7 47 
35 Acartia omoni (♂) 13 11 2 28 
36 A同庁iaomorii (copepodid) 5 4 2 8 18 84 4 2 129 
37 Acartia SPp. (nouplius) 8 7 10 12 4 85 44 16 3 189 
38 Oithona由vlS8e(♀) 4 14 8 自 14自 134 32 344 
39 Oithona拘附'8e(♂) 2 2 2 5 20 28 24 83 
40 Oithona拘 visa8(∞pepodid) 30 17 148 43 33 444 470 612 141 1812 
41 Oithona nana (♀) 
42 Oithona nana (copepodid) 
43 Oithona plumifera (♀) 4 5 
44 Oithona plumifera (∞peρodid) 8 8 
45 Oithona s向IIis(♀) 2 14 9 10 5 8 10 58 
46 Oithona similis (♂) 
47 Oithona similis (copepodid) 7 12 7 18 5 4 16 25 94 
48 Oithona sp. (copepodid) 2 4 8 
49 Oithona spp. (nauplius) 48 28 60 280 104 87 742 1.112 850 164 3475 
50 Oncaea media (copepodid) 3 3 
51 Oncaea vtmusta (copepodid) 2 2 
52 OncaeB Spp. (nauplius) 2 5 8 4 8 60 72 52 4 215 
53 Corycaeus affinis 2 5 8 
54 Coryca8us Spp. (copepodid) 4 2 8 2 11 4 2 7 40 
55 Corycaeus spp. (nauplius) 10 2 5 4 10 16 48 
56 Cyclopoida (copepodid) 2 2 5 
57 M担問setellanOfVtJ8ica 2 4 1 2 8 4 11 30 
58 Microsetel/a norvegica (∞pepodid 30 45 B 17 11 2 22 18 59 211 
59 Microsetel/a norv8gica (nauplius) 2 10 17 4 5 4 30 30 80 182 
60 Harpacticoida 2 3 
61 Harpacticoida (copepodid) 2 2 13 4 24 
62 Harpacticoida (nauplius) 14 4 6 3 13 54 10 8 113 
63 COPEPODA nauplius 3 2 4 7 98 8 3 125 
64 COPEPODA egg 82 98 70 222 198 223 1.011 1.094 310 107 3415 
65 蔓脚類 Balanomorpha (cypris) 
66 Balanomorpha (nauplius) 2 5 
67[蘇皮動物 くもひとで類 OPHYUROIDEA (pluteus) 2 2 
68原'"勘物 尾索類 Oikopleu.田 dioica 3 10 21 24 18 27 11 34 76 28 252 
69 O，kopleura spp. 3 4 5 20 24 46 14 30 24 12 182 
70 ホヤ類 Aocendicularia la同a 2 2 
71脊格動物 硬骨魚類 FISh qeEgE((ネ単ズ脂ッ琢ポ)科)
72 Fish 2 2 5 2 2 2 16 

~ 百十 473 581 897 1668 1135 1159 4206 5179 3441 1174 19913 

-32-



表-4-3 動物プランクトン査定結果(調査日:2002年6月18日)
単位 固体数/501

St.41 St.42 St.43 St.44 St.45 St.46 St.47 St.48 St.49 St.50 2十
1原生動物 "毛虫題 Noctiluca scintilanC8 52 32 190 116 756 162 26 14 54 30 1432 
2 .毛虫煩 Tintinno/)sIs bdroidea 2 2 2 e 
3 T directa 2 2 4 
4 T. lohmanni 36 4 2 2 44 
5 T. morlenseni 16 30 46 
6 T. radix 2 16 18 
7 SttmOSdmdlla vdntncosa 24 8 64 46 722 68 8 936 
8 Favella eh~・nbe哩"Iï 4 32 4 14 8 30 90 
9 F. 白眉ikaensis 8 2 14 24 
10 Ampho，帽 IIaQuadrilinoata 2 自 8 8 20 
11 Eutintinnus lusus-undse 4 2 8 2 14 
121触手動物 虫 CVDhonaut・slarva 2 2 4 
131環形動物 毛 POLYCHAETA (Ia同'a) 2 2 4 2 2 10 8 2 32 
14袋形動物 虫 Notholca ia，ρon/ca 10 2 12 

15 虫 NEMATODA 

16軟体動物 HニE枝足頬貝廼 GBIAVSATLRWOAP(OVDeAiim(vr elalig阿ear)la刊 a) 10 46 70 356 64 142 76 162 36 28 990 

17 14 22 54 852 104 206 642 1.260 1∞ 34 3288 
18節足動物 枝角頬 Podon po/yphemoi.由s 2 92 14 4 2 4 2 2 123 

19 EvadJ闇 nordmanni 8 2 4 2 18 
20 Evadne tergestina 18 16 2 2 8 8 56 

21 E咽 d隅叩inife.間 194 56 192 8 52 10 18 2 90 620 

22 Penih描 aviro式市 252 104 46 10 66 10 10 54 552 

23 かいあし煩 Calanus sp. (egg) 4 4 8 

24 Pa，眉伺ianusc.眉 ssimstris(copepodid) 
25 Pa，眉伺lanusparvus (♀) 2 4 4 4 4 2 22 

26 Paracalanus parvus (♂) 2 2 

27 Paracalanusρ8月'lJS(copepodid) 8 2 14 8 8 14 8 10 8 8 82 

28 Clausocalanus pergens 2 2 

29 Para伺 lanustype (nauplius) 8 4 28 94 12 80 18 86 B 自 344 

30 Centmpages sp. (copepodid) 2 3 

31 Pseudodiaptomus mannus (copepodid) 2 2 4 10 24 4 46 

32 Pseudodia.ρtomus spp. (nauplius) 2 4 36 10 14 82 124 44 日 322 

33 Pontellidae (nauplius) 

34 Ac町t泊。morii(ヰ1 3 4 4 10 21 

35 A国 .rti国 omoni(♂) 4 4 2 2 12 

36 Acart血 omorii(copepodid) 2 4 自

37 Acartia steueri (♂) 2 

38 A白 'rtiaspp. (copepodid) 2 2 4 2 2 18 8 38 

39 A伺 rtia叩 p.(nauplius) 14 4 10 2 8 12 12 66 18 146 

40 0晶hona拘 visae(♀) 2 8 26 4 38 64 158 42 18 360 

41 Oithona申悶'ae(♂) 2 4 4 22 14 70 8 16 140 

42 Oithona da附 'ae(copepodid) 4 14 184 18 116 924 1，284 292 661 2902 

43 Oithona nana (早) 2 10 8 20 2 自 2 50 

44 Oithona nana (♂) 12 12 

45 Oithona nana (copepodid) 10 10 10 40 4 2 B 82 

46 Oithonaρlumifera (♀) 2 2 4 

47 Oithonaρlumifera (∞pepodid) 2 2 4 

48 Oithona similis (♀) 2 4 2 2 2 12 

49 Oithona similis (copepodid) 2 4 2 2 4 14 

50 Oithona sp， (copepodid) 4 8 2 22 8 4 2 50 

51 Oithona spp. (nauplius) 20 8 34 412 46 102 508 912 166 401 2248 

52 On曲目 media 10 4 2 2 20 

53 On，何回 media(copepodid) 18 8 日 4 4 2 6 48 

54 On伺 eavenusta (copepodid) 2 2 

55 On伺伺 spp.(nauplius) 8 2 4 32 20 4 8 76 

56 Corycaeus BJ宵inis 2 4 

57 Corycaeus spp. (copepodid) 4 14 14 14 16 10 72 

58 Cory四 eus spp. (nauplius) 2 8 4 自 8 4 6 6 44 

59 Sapphirina sp. (copepodid) 2 2 

60 Microsete/la norvegica 6 96 410 4 332 22 2 26 4 902 

61 Microsetella nOfYegica (copepodid 36 248 1.126 12 488 218 42 100 46 101 2326 

62 Microsetella nOfYegica (nauplius) 8 82 14 36 62 34 130 12 376 

63 Microsetella rosea 2 2 2 8 

64 Harpacticoida 2 4 自

65 Harpacticoida (copepodid) 6 2 4 8 2 22 

66 Harpacticoida (nauplius) 4 自 2 36 10 4 2 64 

67 COPEPODA nauplius 4 2 6 12 28 48 2 4 106 

68 COPEPODA egg 34 50 138 628 182 752 264 562 190 481 2848 

69 蔓脚類 Balanomorpha (cypris) 

70 El~a110_rn_orpha (n'!_l!]1Iiys) 2 2 

71 虫歯脚類 Caρ'rella sp. 

72 Gammaridea 
73 +脚類 PBeraneahey1duarae (Z{n関au心plius) 
74 

75毛顎動物 やむし麹 Sarit臼 5D
761蘇皮動物 くもひとで麺 OPHYUR01DEA (younρ 
77原索動物 尾索類 Oikopleu，国 d剛蝿 2 2 2 2 4 4 12 20 20 68 

78 Oikopleura spp. 10 4 2 8 B 24 10 40 16 120 

79 Dolio/um so 4 2 自

80 ホヤ類 Appendicular可a10同a 2 2 

81 Asciqiasian ~gg 4 4 

82脊維動物 硬骨魚頬 F，sh eegEgE((カ単f脂zクE事チ)イワシ) 2 2 

83 Fish 2 2 2 3 2 14 

84不明 EJr区 2 2 
d回h E十 742 769 2625 2913 2423 2148 3672 5280 1396 449 22417 
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表-4-4 動物プランクトン査定結果(調査日:2002年6月26日)
単位:fU事室fJ'!QJ

St.41 St.42 St.43 St.44 St.45 St.48 St.47 St.48 St.49 St.50 E土
1原生動物111毛虫頬 Noctiluea seintilanCd 502 998 680 84 324 458 94 98 194 220 3630 
2 車種毛虫頬 Tintinnops陥 beroidea 2 2 2 2 8 
3 T. directa 2 4 6 

4 T. mo昨dnsenl 4 10 48 10 2 74 
5 T radix 4 4 8 
8 T spp 2 4 2 6 14 
7 Stenosemella ventrieosa 4 22 3 8 102 118 94 74 32 455 
8 Codonellop引5 morche聞 2 2 4 
9 c nlppo"，伺 2 54 自 2 84 
10 F avella ehrenbergii 118 48 894 17 182 460 480 96 182 134 2589 
11 F taraikaensis 4 8 38 2 4 54 
12 Amphorella Quadrilineata 2 2 10 2 4 20 
13 Eutintinnus lusus-undae 2 2 

14 l政倣虫酒 Gazelletta hexamina 
15触手動物 |苔虫煩 Cvohonautes la内a 4 4 
18 !棒虫短 Actinotroeha la阿a

17環形動物 多毛頬 POLYCHAETTAA((tnre∞cth。ocphhaoertaa larva 4 4 3 自 4 12 18 42 20 113 
18 POLYCHAETA (troehoohora larva 2 2 
19袋形動物 '歯虫頬 Notholca jap加制 4 5 
20 T richocerca marina 4 4 
21 Synchaeta sp 4 2 2 4 12 
22 l線虫類 NEMATODA 2 2 
23軟体動物l腹足類 GASTROPODA (veliger la向 a) 4 28 138 205 94 60 428 214 366 581 1591 
24 こ枚貝鍾 !UVALVIA (vel唱erlarva 自 自 6 26 12 54 148 372 238 30 898 
25節足動物 枝角類 Podon polyphemoides 2 2 34 2 10 50 
26 Podon leuchartii 
27 Evadne nordmanni 2 2 
28 Evadne tergestina 3 19 43 2 3 2 11 84 
29 Evadne spinifera 2 9 89 13 19 2 15 150 
30 Penilia avirostris 8 29 10 9 10 3 3 4 8 85 
31 かいあし類 Calanus sinicus (♀) 
32 Calanus sp. (egg) 2 2 4 
33 Pa問。alanuspa同 us(♀) 3 5 10 
34 Paracalar、uspa刊 us(♂) 2 2 
35 Paracalanus pa刊 us(copepodid) 4 8 4 10 18 44 
36 Pa問calanustype (nauplius) 2 2 8 42 46 32 32 44 98 208 512 
37 Centropages sp. (copepodid) 8 4 13 
38 PseudodiaptolT、usmarinus (copep 6 9 4 24 22 8 2 76 
39 Pseudodiaptomus spp. (nauplius) 自 4 42 3 2 24 834 100 484 421 1541 
40 Labidoeera sp. (nauplius) 2 2 4 8 
41 Aca陀，ae叩threa(♀) 
42 A国 rtiaomorii (♀) 3 4 4 12 
43 A日 rtiaomorii (♂) 3 2 12 2 20 
44 A回出aomorii (cop旬。did) 2 2 
45 A伺出asteueri (♂) 
46 A回 rtiaspp. (c叩 叩 odid) 2 2 8 2 2 6 自 2 29 
47 A伺 rtiaspp. (nauplius) 88 18 78 自 44 42 88 34 62 26 486 
48 T ortanus sp. (copepodid) 4 4 
49 Oithona davisae (♀) 8 4 2 6 170 344 64 2 601 
50 Oithona davisae (♂) 4 4 64 80 12 165 
51 Oithona davisae (copepodid) 88 160 37 442 250 754 742 672 321 3177 
52 Oithona similis (♀) 8 8 16 33 
53 Oithona similis (copepodid) 2 6 10 4 4 2 2 30 
54 Oithona sp. (copepodid) 2 2 4 
55 Oithona spp. (nauplius) 28 120 1644 41 1628 816 702 274 410 114 5777 
56 Oncaea media 2 2 4 
57 Oncaea media (copepodid) 8 8 
58 On回 eavenusta 2 2 
59 Oncaea spp. (copepodid) 2 2 4 
60 Oncaea spp. (nauplius) 8 8 8 18 46 32 64 52 235 
61 Corycaeus a仔inis 2 2 4 
62 Corycaeus spp. (copepodid) 2 2 2 7 
63 Corycaeus spp. (nauplius) 2 2 10 4 18 
64 Microsetella norvegica 8 4 14 27 
65 Microsetella no同 egica(copepodid 4 4 2 10 8 26 55 
66 Microsetella no刊 egica(nauplius) 8 10 4 30 50 32 133 
67 Harpacticoida 2 2 2 4 2 12 
68 Harpacticoida (copepodid) 26 2 2 18 10 e 2 67 
69 Harpacticoida (nauplius) 2 8 2 8 108 10 8 8 148 
70 COPEPODA nauplius 10 8 24 8 24 8 68 74 54 16 292 
71 COPEPODA egg (Paracalar、ustyp 48 72 242 127 200 206 208 90 140 114 1447 
72 COPEPODA egg (Oithona tvoe) 20 22 14 144 370 60 18 648 
73 蔓脚類 8alanomo叩haa((cnyapris) 2 3 
74 Salanomorpha (nauoli，厄) 2 4 3 10 
75 |縄脚類 Gammaridea 
76 |等脚類 ISOPODA 2 2 4 
77 +脚類 Anomura (zoea) 

豆犠E鰐E 
f:!rachyura (zoea) 2 

79 やむし酒 Sagitta crassa Guv.) 2 2 4 
80 くもひとで麺 OPHYURQ!Df_A_ (pluteus la同 a) 2 2 4 2 10 
81 尾索類 Oikopleura dioica 4 自 2 2 18 12 36 6 32 12 130 
82 Oikopleura longicauda 

83 O出ooleuraSOD 14 自 8 20 4 20 4 2 16 93 
84 |ホヤ類 Aooer、dicularialarva 2 2 
85脊椎動物 硬骨魚類 Fish egg (カヲウチイワシ)
86 Fish egg (単脂涼) 2 5 4 7 2 22 
87 Fish larva 
88不明 En 4 2 4 10 

合 百十 891 1513 4199 658 3192 2727 4723 3225 3456 1306 25890 
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表-4-5 動物プランクトン査定結果(調査日:2002年7月3日)
単位:.体重量/501

St.41 St.42 St.43 St.44 St.45 St.46 St.47 St.48 St.49 St.50 
1原生動物 豊季皇賓 Noctl1uC4 scinti血nce 488 1.812 236 118 476 38 80 28 196 3470 
2 事量毛虫煩 Tintinnopsis aptuta 2 2 
3 TintinnoJ問 isbiJrr:Jíd~a 2 2 4 2 4 2 18 
4 T. lohmanni 4 2 自 12 
5 T. morttJnsiJni 4 4 4 12 
8 T 間'dix 2 2 2 2 8 
7 T spp 2 2 12 4 自 2 2 30 
8 StiJnossmella vtmtncosa 2 8 2 6 12 54 18 14 114 
9 Codono!lopsis morr:he!la 2 6 8 2 4 22 
10 G ntpponκ四 4 2 8 8 20 
11 Fave//a eh.岬nbdrg，i' 1∞ 40 日 4 10 10 32 10 20 4 236 
12 F. 臼'raik.siJnsis 2 10 4 12 12 40 
13 Amphor・//aquadrilinoa臼 4 2 8 
14 He/icostome!la lonl'a 2 2 4 
15 1放散虫麺 G闘 I/ettahexanema 2 2 
161触手動物|務i虫豊富 Actinotroeha la刊a 2 2 
17環形動物 多毛煩 POLYCHAETTAA((elau仰心) 8 74 2 8 2 8 8 180 66 50 382 
18 POLYCHAE 2 8 10 
19袋形動物 ..虫型車 Notho/'回 j8pOm岨 2 2 8 10 
20 Synchae臼 sp 4 68 2 2 10 14 1∞ 
21 τrichOCiJrt.抽 man"na 2 4 2 8 
22軟体動物 腹足型車 GASTROPODA (veliger larva) 84 310 14 318 52 52 46 154 190 150 1370 
23 C問 Sl>田部恒ula 2 3 
24 二枚員麺 日NALVIA(veli<<er la向a 22 34 4 186 70 80 810 2.060 930 520 4718 
25節足動物 枝角績 Podon po.仰畑moidtJs 20 5 3 10 11 16 22 87 
26 Podon schmacke/ii 2 2 
27 Evadne tl>'宮'6stina 8 10 4 9 10 14 55 
28 E噛 dnespin;(e同 28 2 8 3 4 2 47 
29 Pemlia avirostris 116 30 27 564 14 24 125 298 90 941 1382 
30 かいあし類 Ca/anus sp. (nauplius) 2 2 4 
31 Paracalanus pa，即時(♀) 2 5 7 14 
32 Pa.居 ca/anuspsrvus (♂) 2 4 
33 Paracalanusρ'a，νus (copepodid) 78 14 4 日 4 2 2 34 144 
34 Clauso伺 lanuspe，宮'ens(∞pepodid 4 4 8 
35 Pa，眉 calanustype (nauplius) 96 38 18 32 38 16 16 2 72 82 408 
36 Centropages yamadai (♀) 2 
37 CentroP8gtJS yama拘d♂) 2 2 
38 Centropages sp. (copepodid) 2 2 10 4 20 12 51 
39 Cent，opagl>s sp. (nauplius) 40 12 8 2 62 
40 Centropages sp. (egg) 2 32 12 46 
41 Pseudodiaptomus marinus (copepodid) 自 8 8 8 8 38 
42 Pseudodiaptomus spp. (nauplius) 6 8 8 146 80 268 88 106 52 762 
43 U1bidoce眉 sp.(copepodid)
44 臼'bldocerasp. (nauplius) 2 2 
45 Acartia omorii (♀) 
46 Acartia omoni (♂) 2 6 
47 Acartia spp. (copepodid) 8 4 4 4 18 
48 A日 rtiaspp. (nauplius) 20 78 28 32 38 8 66 48 82 70 470 
49 Tortanus sp. (copepodid) 3 3 
50 Oithona davisae (♀) 自 2 2 134 12 34 20 60 268 26 564 
51 Oithona d.品，isae(♂) 12 4 34 2 2 自 20 116 24 220 
52 Oithona拍 visae(copepodid) 46 104 268 854 432 530 1，362 1，296 3，248 594 8732 
53 Oithona nana (♀) 2 2 
54 Oithona nana (♂) 2 2 4 
55 Oithona nana (copepodid) 22 54 2 2 80 
56 Oithona similis (♀) 
57 Oithona similis (copepodid) 4 4 
58 Oithona sp. (copepodid) 14 4 5 23 
59 Oithona spp. (nauplius) 160 334 158 116 116 206 1，434 1，080 620 204 4428 
60 Oncaea media 4 2 2 8 
61 Oncaea media (copepodid) 22 6 2 12 42 
62 Oncaea spP. (copepodid) 8 8 2 2 8 28 
63 Oncaea spp. (nauplius) 8 18 日 2 24 8 54 128 18 22 288 
64 Hemicyclo，ρs sp. (copepodid) 2 2 
65 CorycaeU$ a所ms
66 Corycaeus spp. (copepodid) 8 4 2 14 6 2 6 2 44 
67 Corycaeus spp. (nauplius) 18 16 34 
68 Microsetel/a norvegica 5自 12 4 248 320 
69 Microsetella norvegica (copepodid 88 20 4 14 10 2 6 166 310 
70 Microsetella norvegica (nauplius) 24 8 12 14 26 8 134 226 
71 晶子icrosete/larosea 2 3 
72 Tegastidae 

73 Harpacticoida 2 2 4 
74 Harpacticoida (copepodid) 2 4 2 2 4 2 4 8 28 
75 Ha巾acticoida(nauplius) 26 8 2 2 28 38 12 8 122 
76 COPEPODA nauplius 12 142 4 12 自 4 28 46 28 282 
77 COPEPODA egg (Paraca血nusty 208 136 102 120 290 246 216 116 48 146 1628 
78 COPEPODA egg (Oithona type) 38 14 56 166 466 78 818 
79 Cali箆。ida
80 蔓脚類 Balanomorpha (cypris) 2 2 
81 Balanomorpha (naup!ius) 28 10 2 4 2 4 16 114 180 
82 li嵩閥]頚 Gammaridea 

83 等脚類 Tanaidacea 

84 Is空RQ<l;l 8 2 10 
85 +脚類 Macrura (zoea) 2 3 日
86 Brachyura (zoea) 1 6 
87毛顎動物 やむし類 Sagit白 C眉 ssa(juv.) 2 3 5 11 
881締皮動物 くもひとで頬 OPI:!YUROJDEA (pluteus) 2 2 2 自

89原紫動物 尾索類 Oiko，ρleura dioica 26 66 34 12 34 12 118 16 84 52 454 
90 Oiko，ρ!eura soo 52 58 自 8 2 2 10 8 30 14 190 
91 ホヤ類 Appendicularia la内a
92脊稚園書物 硬骨魚類 F1sh eEE((単J、脂ゼ草科)) 2 6 8 15 
93 Fish farva 

合 言十 1903 3589 999 2815 1236 1903 4864 6048 6723 3266 33346 
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表-5 2002年サヨリ消化管内容物

ιuuι4噌ー1f'JILI!!!i r冒τ，..司1:7.1¥;;;苛冒."，司ー‘'T】』幅，_，

サヨリ消化管内容物 St.43 St.47 St.48 
NO.l No.2 NO.3 NO.4 NO.5 NO.6 NO.7 NO.8 NO.9 No.l0 

全長(mm) 12 15 12.1 11.7 10.1 10.2 10.4 11.3 11.5 12 19.7 12.5 
(肉)体長(mm) 11.3 14.3 11 10.8 9.1 9.7 10 10.2 10.5 11.2 18.1 11.6 
体重(mg) 7 10 6 4 3 3 4 5 5 6 20 6 
下領長(mm) 0.25 0.78 0.25 0.12 0.12 0.28 0.2 0.2 2.5 0.5 
ロ幅長(mm) 0.6 0.8 0.5 0.6 0.6 0.5 0.6 0.6 0.6 0.7 0.9 0.7 

原生動物 Favella ehrenbergii 1 
節足動物 Podon polyphemoides 2 2 2 

Evadne nordmanni 19 
Calanus sp. (nauplius) 3 
Paracalanus type (nauplius) 27 
Eurytemora pacifica (♂) 2 1 
Eurytemora pacifica (copepodid) 4 
Pseudodiaptomus type (copepodid) 18 8 7 4 4 3 7 5 8 6 4 
Pseudodi旨'ptomustype (nauplius) 10 34 4 11 24 20 26 21 16 B 
Oithona davisae (♀) 3 3 3 5 2 17 6 8 17 
Oithona davisae (♂) B 
Oilめ'onadavisae (copepodid) 7 5 3 4 3 6 2 3 
Oithona sp. (nauplius) 6 
Corycaeus sp. (nauplius) 2 
Microsetella norvegica (copepodid) 
Microsetella norvegica (nauplius) 
COPEPODA (nauplius) 2 3 1 1 
COPEPOD_T. (egg) 14 21 32 7 83 6 70 86 160 

|脊椎動物 Fish egg 3 
合 計 62 46 68 37 57 41 130 42 110 123 22 203 

-・uu.品←，円 l L1 B t" U市司、~-匝司時 ""'1""_ /

サヨリ消化管内容物 St.47 St.48 
NO.1 NO.2 NO.3 

全長(mm) 10.2 9.3 9.5 9.5 
(肉)体長(mm) 9.2 8.5 8.6 8.6 
体重(mg) 3 3 3 3 
下顎長(mm) 0.12 0.1 0.1 0.1 
ロ帽長(mm) 0.6 0.5 0.5 0.5 

軟体動物 SIVALVIA (veliger) 7 2 
節足動物 Podonpo.仰bemoides 2 2 

Paracalanus parvus (∞pepodid) 
Pseudodiaptomus type (copepodid) 9 2 
Pseudodiaptomus type (nauplius) B g 11 7 
Acaf均 spp.(nauplius) 2 
Oithona davisae (♀) B 2 9 16 
Oithona davisae (♂) 10 3 5 6 
Oithona davisae (copepodid) 7 4 8 5 
Oithona sp. (nauplius) 4 22 2 
COPEPODA (nauplius) E 3 
COPEPODA (egg) 36 11 25 29 

合 計 75 76 63 72 
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』層、，ιー←，円1L..l!!!Ii nτ~司'71\"昔、ヨ匝::.I .U rJ I'U....' 
サヨリ消化管内容物 St.42 St.43 St.45 St.46 St.47 St.48 St.49 

NO.l NO.2 NO.3 No.l No.2 No.l NO.2 
全長(mm) 10 15.5 26 27.1 23.1 19 27.1 14.5 10.1 29.5 9.6 
(肉)体長(mm) 9.2 14 23.4 24.3 21.1 17 24.2 13.2 9.2 26.7 8.5 
体重(mg) 3 10 46 53 32 20 54 9 3 71 3 
下窃長(mm) 1.5 6 6.8 0.9 0.1 7.1 0.1 
ロ幅長(mm) 0.5 0.8 1.2 1.2 1.1 1.2 0.8 0.6 1.4 0.6 

|軟体動物 GASTROPODA (veliger) 1 
8IVALVIA (v副iger) 2 

|節足動物 Podon polyphemoides 14 7 3 
E vadne nordmanni B 4 3 1 
Evadne spinifera 7 14 3 1 
Evadne tergestina 4 2 
Evadne sp. (E. spinifera?) 4 5 17 1 4 
Penilia avirostris 6 30 63 59 34 122 
Cladocera 3 
Cal制 ussp. (nauplius) 
Calanus sp. (egg) 
Paracalanus pa刊us(♀) 
Paracalanus p町唱団 (c叩 epodid)
Eurytemora paci両国(♂) 4 
Pseudodiapt町出stype (∞pepodid) 22 3 3 
PseudodiaPt町、ustype (nauplius) 5 2 1 
Acartia orn町 ii(♀)
Calanoida (copepodid) 1 2 
O陥 onadavisae (♀) 2 11 8 26 228 13 16 
O比h開 adavisae (♂) 6 4 8 7 4 10 
Oithona davisae (c叩 epodid) 2 g 2 
Oithona nana (∞pepodid) 
Oith叩 aplumifera (♀) 
O愉 onasimilis (♀) 
Oi出onasimilis (♂) 2 
O愉 onasp 2 3 
Oi廿，onasp. (nauplius) 
C凹Y国eussp. (gibbulus; copepodid)) 
Corycaeus sp. (nauplius) 5 3 2 
Microsetella norvegica 1 
Microsetella n町vegica(c叩叩odid)
Harpacticoida 2 2 
COPEPODA (nauplius) 

COPEPODA (egg:POaitrhamcaa lawr1ups et) ype) 
COPEPODA (egg; 11 71 42 91 544 38 34 

晴雄動物 Fish egg 4 
不明 Unidentified eggs 1 1 
合 計 20 44 102 176 118 171 820 68 68 132 55 

h官、"4-，-，"・w~r 冒τ::rT.lJ\ .::t)....L::.I . 日..~_...._ ~

サヨリ消化管内容物 St.47 St.49 St.50 
)全体長長(mm) 46 16.4 14.5 
(肉 (mm) 41.1 15.2 13.4 
体重(mg) 280 12 10 
下顎長(mm) 1.9 1.5 
口中富長(mm) 2.1 0.8 0.7 

|原生動物 Fsvella ehrenberllii 
|節足動物 Podon po仰 hemoidss

Pem'lia avirostris 38 11 
Ps，眉 calanuspSNUS (♀) 
Eurytemora pacifics (c叩 epodid)
Pseudodiaptomus type (c叩 epodid) 88 
Pseudodi旨'Ptomustype (nauplius) 3 1 
Calanoida (copepodid) 2 
Oithona davisae (早)
Oithona davisae (♂) 2 
Oithona davisse (copepodid) 
Oithona叩 (na叩 lius)
Ha巾acticoida 2 
COPEPODA (egg) 6 

l'書，.1111畢胸 Fish e館 21 3 2 
合 計 157 27 8 
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付表一 1 2002年サヨリ採集結果

2002年サヨリ採集結果(第一回:5月29日)

St.41 St.42 St.43 St.44 St.45 St.46 St.47 St.48 St.49 St.50 
魚卵 カタクチイワシ 4 

不明(マイワシorコノシロ)

出 出 出 出 出
現 現 現 現 現

仔稚魚 サンマ 17(10.5~17.3) 5(10.0~15.1) せ せ せ せ せ
サヨリ 1 (120) ず ず ず 10(10.1~197) 1(12.5) ず ず
アジ科 1 (15.5) 
メバル属(クロソイタイプ) 2(8.0~9.0) 1 (19.1) 
メパル属(キツネメパルタイプ) 2(26.0~27.3) 

ホウボウ 1(12.2) 
カサゴ 1 (14.1) 

-ーー司._ 1 .， ーー.，...官、 吋市町. 、4戸『・4・・・・・-司a 、..，......回・.，

St.41 St.42 St.43 St.44 St.45 St.46 St.47 St.48 St.49 St.50 
魚卵 単脂球形卵 (O.80~0 .89 ;0.16~0.21) 7 

単脂球形卵(0.91; 0.25) 
出 出 出 出 出
現 現 現 現 現

仔稚魚 ダツ せ せ せ せ 2(24.1 ~28.5) せ
サヨリ ず ず ず ず 1(10.2) 3(9.3~9.5) ず
サンゴタツ 1 (16.0) 
メナダ属 3(7.2~8.7) 
メジナ 1(11.1) 
ギンポ 1(58.5) 1 (77.9) 
ウスメバル 1 (44.9) 
メバル属(クロソイタイプ) 4(15 .0~30 .2) 

ホウボウ 1(144) 
ヒラメ 1(14.7) 



‘園、，、'‘ー~ ， ・・咽 ""、~刊'w_司、 、，司， 、_， ， ・、-.胃ー"

St.41 St.42 St.43 St.44 St.45 St.46 St.47 St.48 St.49 St.50 
魚卵 単脂球形卵 (0 .62~065 ;0.12~0.15) 

単脂球形卵 (079~0.80 ; 0 . 18)
単脂球形卵 (0 .93~097 ; 0 . 15~0.18) 

無脂E意形卵(1.1 8~1.23) 2 
(トカゲエソ科)

仔稚魚 コノシロ 5(30~4.4) 

カタクチイワシ 1(14.1) 2(12.0) 97(5.6~21.2) 3(8.3~21 .6) 

サンマ 3(14.1 ~23.1) 
サヨリ 1(100) 3(15.5)* 1 (26.0) 3(19.0~27.1) 2(14 .5~27 . 1) 1(10.1) 2(9 .6~29 .5) 

ウチダトビウオ窟 5(10 .5~155) 6(7 .8~16 .3) 2(14 .9~ 15.4)1 
ツクシトビウオ 1(6.4) 2(5 .2~6.2) 

トビウオ科 1(10.1 ) 

ヨウジウオ 1(69.5) 
サンゴタツ 2(10.5~13.9) 
メナダ属 4(9 .0~10.5) 1(11.1 ) 5(90~14 .7) 
ブリ属 1(11.3) 3(7 .5~10 .8) 

マアジ 1(26.2) 
アジ科(マアジタイプ) 2(83~14.3) 1(13.3) 
メジナ 2(12 .9~14 . 2) 2(115~19 . 1) 6(9 .3~202) 1(22.4) 1(9.1) 
マダイ 2(110~11 .6) 1(11.9) 6(10 .3~14 .0) 1(10.2) 
クロダイ 1(9.7) 3(9.3~ 10.0) 
スズメダイ科 1(2.1 ) 1(2.4) 

イソギンポ 3(12 .0~16 . 8) 2(12.4~14 .0) 1(13.0) 
メI¥}レ 2(401~46 . 1) 4(38 . 5~42.5) 
ホウボウ 1(18.0) 1(14.1) 
ウマヅラハギ 2(6 .5~131 ) 9(5 .0~19 .0) 3(5.6~ 12.0) 2(9.8) 1(6.0) 17(8.1 ~ 17 .6) 
ヒメイカ 1(22.1 ) 

_""品...，.....~
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St.41 St.42 St.43 St.44 St.45 St.46 St.47 St.48 St.49 St.50 
魚卵 単脂球形卵(0.62-0.65;0.12-0.15) 

単脂E求形卵(0.77-086;0.17-020) 7 
単脂球形卵(093-097;015
無脂球形卵(1.13-123)
カタクチイワシ

仔稚魚 カタクチイワシ 2(97-155) 1(10.6) 1(48) 

ダツ 1(22.2) 

サンマ 1(131) 

サヨリ 1(46.0) 1(16.4) 1(14.5) 
ウチダトビウオ属 1(182) 
ツクシトビウオ 1 (24.0) 2(25.5-27.3) 
ホソトビウオ 1(327) 1(26.8) 
ヨウジウオ 1 (527) 1(398) 1(296) 
トウゴロウイワシ 1(112) 
マアジ 1(25.3) 
アジ科(マアジタイプ) 2(152-16.5) 1 (16.1) 
メジナ 1 (108) 2(9.8-19.4) 12(9.8-23.5) 
マダイ 1 (125) 1(9.8) 8(10.2-15.4) 2(9.5-11.9) 11(9.8-14.2) 
クロダイ 7(6.4-101) 2(8.0-84) 1(10.5) 2(9.0-9.2) 1(7.2) 1 (11.1) 6(9.8-11 5) 1 (11 2) 3(7.6-102) 3(11.81-120) 
メダイ 2(1155-125.5) 
イソギンポ 3(103-14.5) 3(73-17.2) 2(78-10.2) 1(15.5) 1(7.6) 5(115-170) 
ギンポ 1(70.3) 
メI¥}レ
ハゼ科 1(7.8) 1(123) 
アミメハギ 1(48) 1(49) 

ウマヅラハギ 12(80-139) 3(62-103) 3(7.0-95) 1(90) 1(141) 14(8.2-42.6) 
フグ科 11(128) 2(6.0-70) 

_........_-，-.. --. ， .岬''''''司H 司、、，司"'-'-__" .， ~...，-司，

St41 St.42 St43 St44 St.45 St.46 St.47 St.48 St.49 St.50 
魚卵 単脂球形卵(0.90;019)
仔稚魚 カタクチイワシ 18(4.3-166) 

ダツ 出 1(82.1) 1(82.9) 
ホソトビウオ 現 1(357) 
トウゴロウイワシ せ 2(14.0-15.2) 時(132-170)12(63.0-77.9) 
メナダ属 1(245) ず

シロギス 1(7.0) 
メジナ 1(180) 1(21.0) 

クロダイ 1(10.6) 

ハゼ科 1(2.3) 
イソギンポ 1(10.4) 2(152-18.1) 
アミメハギ 1(49) 1(6.0) 
ウマヅラハギ 1(92) 

破フグ損科不明
1 (110) 
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付表-2 水温塩分測定結果
水温測定結果
|調査地点 41 42 43 44 
水深 55 16 25 25 。17. 7 17.4 17.6 18.7 
0.5 17. 5 17.4 17. 6 18.4 
17. 5 17.4 17. 5 18.4 
2 17.4 17.4 17.5 18. 2 
3 17.4 17.4 17.4 18.0 
4 17. 4 17.4 17.3 17.4 
5 17. 4 17.4 17. 3 17. 3 
6 17.4 17.4 17.2 17. 2 
7 17.4 17.4 17. 2 ， 17. 1 
8 17. 3 17.4 17. 2 17. 1 
9 17.0 17.4 17. 2 17.0 
10 17.0 17.4 17. 2 16.9 
15 17.0 16. 1 16.3 
20 16.9 15.6 15. 6 
30 16. 1 

最短大小
16. 1 17.4 15.6 15.6 
17. 7 17.4 17守6 18目7

平均 17. 2 17.4 17. 1 17.4 

塩分測定結果

|調査l1!!点 41 42 43 44 
水深 55 16 25 25 。33. 6 33.3 33. 2 32.6 
0.5 33.8 33.4 33. 2 33.0 
33.8 33.4 33. 2 33.0 
2 33.8 33.4 33. 2 33. 2 
3 33.8 33. 4 33. 2 33.3 
4 33.8 33.3 33. 3 33. 5 
5 33. 8 33.3 33.3 33.5 
6 33. 8 33.3 33.3 33. 5 
7 33.8 33.4 33.3 33. 5 
8 33.8 33. 4 33. 3 33. 6 
9 33.8 33.4 33. 4 33.7 
10 33.9 33.5 33. 4 33.7 
15 33.9 33. 7 33. 7 
20 34.0 33.8 33. 7 
30 34.0 

最最大小
33. 6 33.3 33. 2 32.6 
34.0 33. 5 33.8 33. 7 

平均 33.8 33.4 33.3 33.4 

水温測定結果

l調金l1!!点 41 42 43 44 
水深 55 16 25 25 。19. 8 19. 7 19. 6 20.0 
o. 5 19.8 19.4 19. 6 19.9 
19. 7 19.4 19. 6 19.9 
2 19. 5 19. 5 19. 5 19.9 
3 19.4 19. 3 19.4 19.9 
4 19.4 19. 2 19.3 19.2 
5 19. 3 19. 2 18. 6 19.0 
6 19. 3 19. 2 18.3 18.8 
7 19. 2 19.0 18. 1 18.6 
8 19. 0 18.8 17.9 18.3 
9 18.8 18. 2 17. 7 18. 2 
10 18. 6 17.7 17. 7 17.8 
15 17.9 17. 1 17.0 17. 1 
20 17. 3 ! 6. 7 16. 7 
30 17. 1 

最最大小
17. 1 17. 1 16. 7 16. 7 
19. 8 19. 7 19. 6 20.0 

平均 18. 9 18.9 18. 5 18.8 

塩分測定結果

調全地点 41 42 43 44 
水深 55 16 25 25 。33. 7 33.5 33. 5 33.4 
0.5 33. 7 33. 5 33. 5 33.3 
33. 6 33.5 33. 5 33. 4 
33. 6 33.6 33. 5 33. 3 
3 33. 7 33. 5 33. 5 33. 3 
4 33. 7 33. 6 33. 5 33. 5 
b 33. 7 33. 5 33. 6 33. 5 
6 33. 7 33. 6 33. 6 33. 6 
33.8 33. 5 33. 6 33. 5 
8 33. 8 33. 6 33. I 33. 7 
9 33. 8 33. 5 33. 7 33. 7 
10 33.8 33. 7 33. I 33. 6 
15 33. 8 33. 8 33. 8 33. 7 
20 33. 9 33. 9 33. 8 
30 34.0 

巌長室大小
33. 6 33. 5 33. 5 33.3 
34. 0 33.8 33. 9 33.8 

平均 33. 8 33. 6 33.6 33. 5 

45 
32 
18.2 
18.0 
17.9 
17.8 
17. 7 
17. 5 
17. 5 
17.5 
17.5 
17.4 
17.3 
17. 1 
16. 2 
15. 7 
14.4 
14.4 
18. 2 
17. 2 

45 
32 
33.0 
33.0 
33.0 
33.0 
33.1 
33. 2 
33. 2 
33. 2 
33.3 
33.3 
33.4 
33. 5 
33. 7 
33.8 
33.8 
33.0 
33. 8 
33. 3 

45 
32 
20.0 
19. 9 
19.9 
19. 8 
19.7 
19. 6 
19. 5 
19. 1 
18.8 
18.1 
17. 7 
17.4 
17.0 
16. 9 
15. 6 
15. 6 
20. 0 
18. 6 

45 
32 
33.5 
33.5 
33. 5 
33. 5 
33.5 
33. 5 
33. 5 
33. 5 
33. 5 
33. 7 
33. 7 
33.8 
33.9 
33.9 
33. 8 
33. 5 
33 9 
33.6 

調査実施日:2002年5月29日
46 47 48 49 50 責主小 最大 平均
27 7 17 19 28 
17. 9 18.7 18. 7 19.0 18.3 17.4 19.0 18.2 
18. 1 18.7 18. 7 19.0 18. 2 17.4 19.0 18. 2 
18.1 18. 7 18. 7 18. 9 18.3 17.4 18.9 18.1 
18.1 18. 6 18.7 18.9 18. 2 17.4 18.9 18.1 
17.8 18.4 18. 6 18.9 18.0 17.4 18.9 18.0 
17.8 18.4 18. 5 19.0 17.8 17.3 19.0 17.9 
17.8 18.0 17.8 19.0 17.4 17.3 19.0 17. 71 
17. 7 17. 4 18.3 17.3 17. 2 18.3 17.5 
17. 6 17.3 18.0 17. 2 17. 1 18.0 17.4 
17.4 17. 1 17. 5 17. 2 17.1 17.5 17.3 
17.0 17.0 17.3 17. 1 17.0 17.4 
16. 8 16. 8 17. 1 17. 1 16.8 17.4 17.0 
16.3 16.0 16.9 16.0 17.0 16.3 
15. 7 16.3 15.6 16.9 15. 91 

14. 4 16. 1 15.3 
15. 7 16.9 16.8 16.0 16. 3 14.4 
18.1 18. 7 18. 7 19.0 18. 3 19.0 
17.4 18. 5 17. 9 18. 2 17. 5 17.3 

46 47 48 49 50 最小 最大 平均
27 7 17 19 28 
33.0 32.5 32.9 32.9 33. 3 32. 5 33.6 33.0 
32.9 32.4 32.9 32.9 33.3 32. 4 33.8 33.1 
32.9 32. 4 32.9 32.9 33.3 32.4 33.8 33.1 
33. 0 32. 5 32. 9 32. 9 33. 3 32. 5 33.8 33. 1 
33目。 32. 7 32. 9 32. 9 33.4 32. 7 33.8 33. 1 
33.0 32.7 32. 9 32. 9 33. 5 32. 7 33. 8 33. 2 
33. 1 33.0 33. 3 32.9 33.8 32. 9 33. 8 33.3 
33. 1 33. 5 33.0 33.8 33.0 33.8 33.3 
33.3 33. 5 33. 3 33. 8 33.3 33.8 33.4 
33. 5 33. 6 33. 5 33.8 33.3 33.8 33. 5 
33. 6 33. 6 33.7 33.9 33.4 33.8 33. 6 
33. 7 33.6 33. 8 33.9 33.4 33.9 33.6 
33. 7 33. 8 33.9 33. 7 33.9 33.8 
33. 7 33.8 33. 7 34. 0 33.8 

33.8 34. 0 33.9 
32.9 16. 9 32. 9 32. 9 33.3 32.4 
33. 7 33. 0 33.6 33. 8 33.9 34.0 
33.3 32.6 33. 2 33. 2 33. 6 33. 4 

一一
調査実施日:2002年6月5日

46 47 48 49 50 霞小 最大 平均
27 7 17 19 28 
19.8 21. 1 20.9 21. 1 20. 5 19. 6 21. 1 20.2 
19.8 21. 1 20.9 21. 1 20.5 19.4 21. 1 20.2 
19.8 21. 1 20. 9 21. 1 20. 5 19.4 21. 1 20. 2 
19.8 21. 0 20.9 21. 0 20. 5 19. 5 21. 0 20. 1 
19. 8 20. 3 20.9 20. 6 20. 5 19.3 20.9 19.9 
19. 7 19.9 20.8 19. 2 20.4 19. 2 20.8 19. 6 
19. 7 18.8 20. 3 19.0 20. 1 18. 6 20.3 19. 3 
19. 6 17.9 19. 5 18. 6 19. 7 17.9 19.6 18.9 
19. 5 19. 1 18. 1 19. 2 18.1 19. 5 18.8 
19. 3 18.8 17. 8 18.8 17. 8 19.3 18. 5 
19.0 18.4 17. 7 18. 5 17. 7 19.0 18. 2 
18. 6 18.0 17.4 18. 1 17.4 18.6 17.9 
17. 1 16. 9 17. 7 16. 9 17. 9 17. 2 
16. 6 17. 3 16. 6 17. 3 16. 8 

15. 6 17. 1 16.4 
16. 6 16. 9 18.0 16. 9 17. 3 15. 6 
19.8 21. 1 20.9 21. 1 20. 5 21. 1 
19. 2 20. 2 20.0 19. 2 19. 5 18.8 

46 47 48 49 50 最小 最大 平均
27 7 17 19 28 
33. 5 33. 1 33. 2 33. 2 33.6 33. 1 33. 7 

U4444451 1 1 1 1 1 

33.5 33. 1 33. 2 33. 2 33.6 33. 1 33. 7 33 
33. 5 33. 1 33. 2 33. 2 33.6 33. 1 33.6 33. 
33. 5 33. 1 33. 2 33. 2 33.6 33. 1 33.6 33 
33. 5 33. 1 33. 2 33. 2 33. 6 33. 1 33. 7 33 
33.5 33. 1 33. 2 33. 6 33. 6 33. 1 33. 7 33. 51 
33. 5 33.4 33. 1 33. 7 33. 5 33. 1 33. 7 33.5 
33. 4 33. 6 33. 5 33. 6 33. 5 33.4 33. 7 33.6 
33. 4 33. 5 33. 8 33. 7 33. 4 33. 8 33. 6 
33. 4 33. 6 33.8 33. 7 33. 4 33.8 33. 7 
33. 5 33. 6 33. 8 33. 7 33. 5 33. 8 33. 7 
33. 6 33. 6 33.9 33. 7 33. 6 33. 9 33. 7 
33. 9 33.8 33. 9 33. 7 33. 9 33.8 
33.8 33. 6 33. 8 33. 9 33.9 

33.8 34.0 33.9 
33. 4 16.9 33. 1 33. 2 33.5 33. 1 
33. 9 33. 6 33. 6 33. 9 33. 9 34.0 
33. 5 33. 2 33.3 33. 5 33. 6 33. 6 
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水温測定結果 調査実施日:2002年6月18日
調盆耳虫魚 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 巌小 最大 平均
水深 55 16 25 25 32 27 '7 12 25 23 。21. 3 21. 9 21. 9 22. 7 22. 2 22. 7 23.3 23. 1 22. 2 21. 7 21. 3 23.3 22.4 
0.5 21. 3 21. 9 21. 9 22. 7 22. 2 22. 6 23.4 23. 1 22. 2 21. 7 21.3 23.4 22.4 
21.3 21. 9 21. 9 22. 7 22. 2 22. 6 23. 3 23. 1 22. 2 21. 7 21. 3 23. 3 22.4 
2 21.3 21. 9 21. 9 22. 7 22. 2 22. 6 23. 2 23. 1 22.0 21. 7 21. 3 23. 2 22. 3 
3 21.3 21. 9 21. 9 22. 7 22. 2 22. 6 23. 0 23. 1 21. 9 21. 7 21. 3 23. 1 22. 3 
4 21. 3 21. 9 21. 9 22. 5 22. 2 22. 6 22. 7 23. 1 21. 8 21. 7 21. 3 23. 1 22. 2 
5 21. 3 21. 7 21. 9 22.4 22. 2 22. 6 22.0 23.0 21.5 21. 7 21.3 23.0 22. 1 
6 21. 3 21. 3 21. 8 22. 1 22. 2 22. 5 21.2 22. 8 21.3 21. 7 21.2 22.8 21. 8 
7 21. 3 21. 3 21. 8 21. 5 22. 1 22. 5 22. 1 20. 7 21. 7 20.7 22目5 21. 7 
8 21. 1 21. 4 21.2 21. 1 22. 2 22. 3 20.9 20.6 21. 7 20. 6 22. 3 21. 4 
9 21. 0 21. 1 20.8 20.8 21. 1 21.3 20. 6 20. 5 21. 6 20.5 21.3 20.9 
10 21. 0 21. 1 20. 7 20. 7 21. 0 21. 0 20. 2 20. 1 21. 6 20. 1 21. 1 20. 7 
15 20. 5 20. 1 20. 1 20. 1 20. 3 20.3 19.4 20. 4 19.4 20. 5 20. 1 
20 20.3 19. 1 19. 1 19. 1 19.4 18.9 19.3 18. 9 20.3 19.3 
30 20.0 17.7 17.7 20.0 18.9 

最平最大均小
20.0 20. 1 19. 1 19.1 17. 7 19.4 16.9 20. 2 18. 9 19.3 17. 7 
21.3 21. 9 21. 9 22. 7 22. 2 22. 7 23.4 23. 1 22. 2 21. 7 23.4 
21. 0 21.5 21. 3 21. 7 21. 4 22. 0 22.8 22.4 21. 1 21. 4 21. 4 

塩分測定結果
調査地点 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 最小 最大 平勾
水帯夜 55 16 25 25 32 27 7 12 25 23 。33.7 33.4 33.5 33. 1 33. 5 33. 2 32.6 32.7 33. 5 33.5 32. 6 33.7 33. 2 
0.5 33. 7 33.4 33.5 33. 1 33. 5 33. 1 32.6 32. 7 33. 5 33. 5 32. 6 33. 7 33. 2 
33.7 33.4 33.5 33. 1 33.5 33. 1 32.6 32.7 33. 5 33. 5 32.6 33. 7 33. 2 
2 33. 7 33.4 33.5 33. 1 33. 5 33. 1 32.6 32. 7 33. 5 33.5 32.6 33. 7 33. 2 
3 33. 7 33.4 33.5 33. 2 33.5 33. 1 32.6 32. 7 33. 5 33.5 32.6 33. 7 33. 2 
4 33. 7 33.4 33. 5 33. 3 33.5 33. 1 32.8 32. 7 33. 5 33.5 32. 7 33. 7 33.3 
5 33. 7 33. 5 33. 6 33.4 33.5 33. 1 33.0 32. 7 33. 7 33.5 32. 7 33. 7 33.4 
6 33.8 33.7 33.6 33.4 33. 5 33. 1 33.3 32.8 33. 7 33.5 32. 8 33.8 33.4 
7 33.9 33. 7 33. 6 33.6 33.5 33. 1 33.0 33.8 33.5 33.0 33. 9 33.5 
8 33.9 33.8 33.4 33.8 33.5 33.3 33. 6 33.9 33.5 33.3 33.9 33.7 
9 33.9 33.8 33. 6 33.9 33. 9 33. 6 33. 7 33.9 33.5 33.6 33.9 33.8 
10 33.9 33.9 33. 6 33.9 33.9 33. 7 33. 7 33. 8 33.5 33. 6 33.9 33.8 
15 34. 1 34.0 34.0 33.9 33. 9 34.0 33. 9 33.9 33.9 34. 1 34.0 
20 34. 1 33. 9 33.9 33.9 33.8 33.9 34. 0 33.8 34.1 33. 9 
30 34. 1 33.8 33.8 34.1 34.0 

最愚大小
33. 7 33.4 33.4 33. 1 33. 5 33目 l 16.9 32.7 33. 5 33.5 32. 6 
34. 1 34.0 34.0 33.9 33. 9 34.0 33. 3 33.7 33. 9 34. 0 34. 1 

平均 33.8 33.6 33.6 33. 5 33.6 33.3 32.8 33.0 33. 7 33.6 33.5 

水温測定結果 調査実施日:2002年6月26日
l調査地点 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 最小 最大 平均
水深 55 16 25 25 32 27 7 12 20 27 。21. 6 21. 8 22. 0 21. 9 21. 9 21. 7 21. 8 22. 5 22. 4 22.0 21. 6 22. 5 22.0 
0.5 21.5 21. 7 22. 0 21. 9 21. 9 21. 7 21. 8 22. 1 22. 4 22.0 21. 5 22. 4 21. 9 
21.5 21.5 21. 9 21. 9 21. 9 21. 7 21. 8 22.0 22.4 22.0 21.5 22.4 21. 8 
21.5 21.3 21. 5 21. 7 21. 9 21. 7 21. 8 21. 9 21. 9 21. 9 21.3 21. 9 21. 7 
3 21. 4 21. 3 21.5 21. 6 21. 8 21.6 21. 5 21. 8 21. 6 21. 6 21. 3 21. 8 21. 6 
4 21. 4 21.2 21. 5 21. 5 21.5 21. 5 21.3 21. 8 21.5 21.3 21.2 21. 8 21. 5 
5 21. 4 21.2 21. 4 21.5 21.5 21. 4 21. 3 21. 7 21. 5 21.2 21.2 21. 7 21. 4 
6 21.3 21. 1 21. 4 21. 4 21. 5 21. 4 21. 3 21.6 21. 4 21. 1 21. 1 21. 6 21. 4 
7 21. 3 21. 1 21. 4 21. 4 21. 4 21.5 21.5 21. 3 21. 1 21. 1 21.5 21. 4 
8 21.2 21. 1 21. 4 21. 4 21. 4 21. 4 21. 5 21. 3 21. 1 21. 1 21. 5 21. 3 
9 21.2 21. 1 21. 4 21. 3 21. 4 21. 3 21. 1 21.2 21. 1 21. 1 21. 4 21. 3 
10 21.2 21. 1 21. 4 21. 3 21. 4 21. 4 20. 9 21.2 21. 1 20.9 21. 4 21.2 
15 21. 1 21. 3 21. 0 21. 1 21.3 21. 1 21. 0 21.2 21. 0 21. 3 21. 1 
20 20. 5 20. 6 20. 2 20. 5 20. 2 20.9 20. 2 20. 6 20.4 
30 19. 6 19.0 19.0 19. 6 19.3 

最最大小
19.6 21. 1 20.6 20. 2 19.0 20. 2 16.9 20.9 21. 0 20.9 19.0 
21.6 21. 8 22. 0 21. 9 21. 9 21. 7 21. 8 22. 5 22. 4 22.0 22. 5 

平均 21.2 21. 3 21.5 21. 4 21. 4 21. 4 21.6 21. 7 21. 6 ll:.iLー 21.3 

塩分測定結果
|調室抱点 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 最小 最大 平均
水深 55 16 25 25 32 27 7 12 20 27 。33. 6 33. 7 33. 7 33.6 33. 7 33. 6 33. 1 33. 1 33. 2 33. 6 33. 1 33. 7 33. 5 
0.5 33. 7 33.6 33. 7 33.6 33. 7 33. 6 33. 1 33. 2 33. 2 33. 6 33. 1 33. 7 33. 5 
33. 7 33. 7 33.6 33. 6 33. 7 33. 6 33. 1 33. 2 33. 2 33. 6 33. 1 33. 7 33.5 
2 33. 7 33. 7 33. 7 33.6 33. 7 33. 6 33. 1 33. 3 33. 3 33. 6 33. 1 33. 7 33. 5 
3 33. 7 33. 7 33. 7 33. 7 33.6 33. 5 33. 1 33. 2 33.4 33. 5 33. 1 33. 7 33. 5 
4 33. 7 33. 7 33. 7 33. 7 33. 7 33. 6 33. 2 33.3 33. 4 33. 7 33. 2 33. 7 33. 6 
33.7 33. 7 33.7 33. 7 33. 7 33. 6 33. 2 33. 3 33. 5 33. 7 33. 2 33. 7 33. 6 
6 33. 7 33. 7 33. 7 33. 7 33. 7 33. 6 33. 2 33. 5 33. 5 33.8 33. 2 33. 7 33. 6 
7 33. 7 33. 7 33. 7 33. 7 33. 7 33. 7 33. 6 33. 5 33. 8 33. 5 33. 7 33. 7 
8 33. 7 33. 7 33. 7 33. 7 33. 7 33. 7 33. 6 33. 6 33. 8 33. 6 33. 7 33. 7 
9 33. 7 33. 7 33. 7 33.7 33. 7 33. 7 33. 7 33. 6 33.8 33. 6 33. 7 33. 7 
10 33. 7 33. 7 33. 7 33. 7 33. 7 33. 7 33.8 33. 7 33.8 33. 7 33. 8 33. 7 
15 33. 9 33. 9 33.8 33. 9 33. 7 33. 6 33. 8 33.9 33. 6 33.9 33.8 
20 34.0 33.9 33.9 33. 9 33.9 33.9 33. 9 34. 0 33.91 
30 34.0 33.8 33. 8 34.0 33. 9 

最鼠小大
33. 6 33. 6 33. 6 33. 6 33. 6 33. 5 16.9 33. 1 33. 2 33. 5 33. 1 
34.0 33. 9 33. 9 33.9 33.9 33.9 33. 2 33.8 33. 8 33. 9 34. 0 

平均 33. 7 33. 7 33. 7 33. 7 33. 7 33.6 33. 11 33. 41 33. 5 33. 7 

-42-



水温測定結果 調査実施日:2002年7月3日
l調査地点 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 最小 最大 平均
水深 55 16 25 25 32 27 7 12 20 27 。22. 6 22.8 23. 1 23.4 23. 2 23. 1 24. 2 24. 1 24. 1 24.0 22. 6 24. 2 23.4 
O. 5 22. 5 22.9 23. 1 23.3 23. 1 23.0 24. 2 24. 1 24.0 23. 6 22. 5 24.2 23.4 
22. 6 22. 8 23. 1 23.3 23. 1 22. 9 24. 1 24. 1 23.9 23.0 22. 6 24. 1 23.3 
22. 5 22. 8 23. 1 23.3 22. 8 22. 6 24. 0 23. 8 23. 7 22. 5 22. 5 24.0 23. 2 
3 22. 5 22. 7 22. 8 23.3 22. 1 22.0 22.7 23. 1 23.9 22.0 22.0 23.9 22.8 
4 22. 3 22. 6 22. 5 23. 2 21. 9 21. 9 22. 1 22. 6 23.4 21. 8 21. 9 23.4 22.5 
5 21. 8 22. 2 22. 1 22.3 21. 9 21. 8 21. 7 22. 1 22.0 21. 1 21. 7 22. 3 22.0 
6 21. 8 22.0 22.0 22.0 21. 9 21. 8 21. 7 21. 9 21. 8 21. 1 21. 7 22.0 21. 9 
21.7 21. 8 21. 9 21. 7 21. 8 21. 6 21.5 21. 7 21. 1 21.5 21. 9 21. 7 
8 21. 6 21.6 21. 8 21.6 21. 8 21.6 21. 3 21. 4 21. 1 21. 3 21. 8 21. 6 
9 21. 4 21.5 21. 6 21. 4 21. 6 21. 5 21. 3 21.2 20. 9 21.2 21. 6 21. 4 
10 21. 3 21.3 21.5 21.2 21. 4 21.3 21. 1 21. 1 20.8 21. 1 21. 5 21. 3 
15 20.7 20. 7 20.5 20.4 20.0 20. 6 20.4 20.0 20. 7 20.5 
20 20. 1 19. 6 19.3 19.3 18.9 20. 1 18.9 20. 1 19.4 
30 19. 2 17. 2 17. 2 19. 2 18. 2 

最最大小
19.2 21.3 19. 6 19.3 17. 2 18.9 16.9 21. 1 20. 6 20.1 17. 2 
22. 6 22.9 23. 1 23.4 23. 2 23. 1 24. 2 24.1 24. 1 24.0 24. 2 

平均 21. 6 22. 3 22. 1 22. 1 21. 6 21. 7 23. 1 22. 6 22. 5 21.7 21. 8 

塩分浪H定結果
調萱地点 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 最小 最大 平均
水深 55 16 25 25 32 27 7 12 20 27 。32. 6 31. 4 31. 9 31. 9 32. 2 32. 5 29. 6 31.3 29. 1 30.9 29. 1 32. 6 31. 4 
O. 5 32.7 32. 5 31. 8 32.6 32.4 32. 5 29. 7 31. 3 31. 1 32. 1 29. 7 32. 7 31. 8 
32. 7 32.8 32. 5 32. 6 32. 7 32. 7 30. 3 31. 4 31.2 33. 0 30. 3 32.8 32. 1 
2 33. 1 33.0 33. 1 32. 6 33. 2 33. 3 30. 6 32. 7 31. 7 33. 4 30. 6 33.3 32.6 
3 33.5 33. 1 33.3 32.6 33. 7 33. 7 33. 1 33. 1 32. 3 33. 7 32.3 33. 7 33. 2 
4 33.6 33.5 33.6 33.4 33. 7 33. 7 33.3 33. 3 32. 9 33.8 32.9 33.7 33.4 
5 33.7 33. 6 33. 7 33.6 33. 7 33. 7 33. 5 33. 5 33. 5 33.9 33.5 33. 7 33. 6 
6 33.7 33.7 33. 7 33.7 33.7 33. 7 33.5 33. 6 33. 7 33.9 33.5 33. 7 33.7 
7 33.7 33. 7 33. 7 33. 7 33.7 33.7 33. 7 33. 7 33.9 33.7 33. 7 33.7 
8 33.8 33. 8 33. 7 33.8 33. 7 33.7 33. 7 33. 7 33.9 33.7 33.8 33.7 
9 33.8 33.8 33. 7 33.8 33.7 33.8 33. 7 33.8 33.9 33. 7 33.8 33.8 
10 33.9 33. 8 33.8 33.9 33.8 33.8 33.8 33. 8 33.9 33.8 33.9 33.8 
15 34.0 33. 9 33.9 33.9 33.9 33. 9 34.0 33.9 34. 0 33.9 
20 34.1 34.0 33.8 33.9 33. 9 34. 0 33.8 34.1 33.9 
30 34.1 34.1 34. 1 34.1 34. 1 

最最平大均小
32.6 31. 4 31. 8 31. 9 32. 2 32. 5 16.9 31. 3 29. 1 30.9 29. 1 
34. 1 33.8 34.0 33.9 34.1 33.9 33. 5 33.8 33.9 34. 0 34.1 
33.5 33. 2 33.3 33.3 33. 5 33. 5 31. 7 32. 9 32. 6 33. 5 33.2 
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沿岸資源変動機構解明調査(カレイ類)

粟森勢樹・ 又多敏昭

38・N

37・

38・

的

本県沿岸域のカレイ類(マガレイ、ヤナギムシガレ

イ、ムシガレイ、 ソウハチ)は沿岸漁業の重要な漁獲

対象種であるが、近年資源は減少傾向にある。そのた

め、資源の増大と経営の安定を図り、沿岸性カレイ類

の生態特性を明らかにすることを目的とし、羽咋沖と

内浦沖で底びき網による稚魚分布調査を実施した。

11 

目

材料と方法

調査海域は羽咋沖と内浦沖の水深100m、150m、

200m、250mに調査定点を設け、羽咋沖では5月と 6

月にオッタートロール曳き網、内浦沖では2月と 3月

に桁曳き網をそれぞ、れ行った。

調査定点図-1

結果及び考察

調査定点を図一l、魚種別水深別採捕結果を図-2、魚

種別体長組成を図-3、調査地点の水温(表面、底層)

を図ー4、調査結果を表-1にそれぞれ示した。また、ア
カガレイ、ヒレグロも同様に示した。
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ヒレグロ122尾、アカガレイ13尾の合計141尾が、内浦

沖(2.3月)ではヤナギムシガレイ39尾、ムシガレイ27

尾、マガレイ37尾、ソウハチ 1尾、ヒレグ口75尾、ア

カガレイ39尾の合計218尾、総計359尾が採捕された。

水深別の採捕結果では、 100、150mでヤナギ、ムシガ

レイ、ムシガレイ、マガレイ、ヒレグ口、 200mでア

カガレイ、ヒレグ口、 250mでアカガレイ、ヒレグ口、

ソウハチがそれぞれ採捕された。個体数は、羽咋沖

(5. 6月)ではヤナギムシガレイ2尾、ムシガレイ4尾、

内浦沖(2.3月)
に
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魚種別体長組成

レイ、ムシガレイ、マガレイ、水深200""""250mにアカ

ガレイ、ヒレグロの稚魚の分布が見られ、特にアカガ

レイ、ヒレグロは水深250mで個体数が多かった。

生息水温は、水温7.4........14.rcにヤナギムシガレイ、
ムシガレイ、マガレイが2.0........7.IOCにアカガレイ、ヒ

レグ口、ソウハチが生息していた。

水深別の採捕結果より、ヤナギムシガレイ、ムシガ

レイ、マガレイは、水深200mでは採捕されず、生息

水深は200m以浅と推察される。アカガレイは、水深

150mでは採捕されず、生息水深は150m以深と推察さ

れ、 250mに稚魚が多く見られた。ヒレグロは、水深

100"""" 250mまで採捕されたことから生息水深は広いも

のと推察され、アカガレイと同様に250mに稚魚が多

く見られた。生息水温は2.0........10. 60Cであった。

図-3

羽咋沖と内浦沖を比較すると、漁具特性や時期の違

いも考えられるが、内浦沖が採捕個体数が多かった。

体長組成は、内浦沖ではヤナギムシガレイの3........6cm

の稚魚が17尾で全体の43.5%(17尾/39尾X100)、ム

シガレイは7........8cmの稚魚が7尾で全体の25.9%、マガ

レイは6........8cmの稚魚が9尾、 10........13cmの稚魚が9尾で両

サイズの稚魚で全体の48.6%、アカガレイは3........6cmの

稚魚が17尾で全体の43.5%、ヒレグロは4........7cmの稚魚

が51尾で全体の68%であった。羽咋沖ではヤナギムシ

ガレイの6........11cmの稚魚が2尾、ムシガレイの9........11cm

の稚魚が4尾、アカガレイの13""""16cmの稚魚、が水深200

mで3尾、 250mで'19........31cmの稚魚が10尾、ヒレグロは

6月に水深250mで、平均体長6.7cmの稚魚が100尾で全体

の81.9%であった。

稚魚の分布は、主に水深100""""150mにヤナギムシガ

5 / 1 7日羽咋，中

同上

2 / 1 4 .1 7日内浦
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桁網調査(禄剛丸)
No. 2 3 

曳網年月日 2∞3.2.14 2∞3.2.18 2∞3.2.14 
対象水漂 10伽n 10伽n 15伽n

水 l 表面("C) 10.9 11 11 
這 1.層("C) 10.62 10.42 10.54 
曳網水深 101-105m 99-98m 15O-169m 
曳網JI.(m) 1.268 1.046 1.517 

7カカ.レイ
ムシカ.レイ 5 
ヤナキ.ムシカ.レイ 19 

ヒレゲロ 2 

ソウハ予
ミキ.力.レイ
マカ.レイ 14 
;1力.ンソ.ウピラメ
ヤリがレイ
アラメカレイ属sp.

. .司司苛恒F司 .... 晶 、目弔問‘Fー'"Jrvtl 、'・..- --. .. . -，..， 

No. 2 3 
曳網年月日 2ω2.5.17 2∞2.5.17 2∞2.5.18 
対象水深 t∞m 15助n 200m 
耳k l 表面("C) 16.5 16.2 16.2 

温 1.層("C) 13.7 11.4 6.1 
曳網水深 116 -12命n 146 -152m 190 -185m 
曳網露目I(m) 1.240 1.550 1.420 

tレゲロ 3 
ヤナキ.ムシカ.レイ 2 
7カカ.レイ
9マカ.ンソ.ウピラメ
ムシカ.レイ
ウロコメカ.レイ
その他力じイ類

表-1 調査結果

(内浦:2003年2月)

4 5 自

2003.2.17 2003.2.17 2∞3.2.18 
15伽n 20伽n 25伽n
. 10.9 11.2 
. 7.14 2.07 

145-15Om 198-20命n 246-253m 

1.169 1.082 886 

4 13 

9 

2 

4 38 

10 

2 

2∞2.6.14 2∞2.6.14 
1∞m 15伽n
21.5 21.4 

14.76 10.59 

It 1∞-101m 151 -155m 
1.36伽n 1.39伽n

4 7 

2 

4 

4 

(内浦:2003年3月)

2 3 

2003.3.24 2∞3.3.24 2003.3.25 
25伽n 20倫明 150m 

針 262-282m 205-215m 101-101m 齢

17 19 3 22 

15 12 12 

21 18 18 

44 17 7 7 31 

24 13 13 

9 9 

、'.........'. ，. • - # .. ， 

3 4 
2叩2.6.15 2∞2.6.15 
200m 25伽n

21.1 21 

5.78 1.4 

192 -182m 242 -238m 齢

1.500m 1.33伽n

11 100 118 

2 10 12 
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4 
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有用資源来遊生態調査

目的

本県の重要水産資源であるブリの漁況予測及び資源

診断を目的として，記録式電子標識であるアーカイバ

ルタグを用いた標識放流を実施し，対馬暖流系域にお

けるブリの回遊生態を解明する。

H 調査方法

2002年5月に福井県美浜沖で， 2003年の2月に長崎県
対馬沖でアーカイバルタグ1)を装着したブリを放流し

た。

5月放流(福井県美浜沖) 2002年5月15日に福井県

美浜町丹生の沖合4マイルで 事前に生費内に確保し

てあった尾叉長73~85cmのブリ成魚 10尾の腹腔内に

アーカイバルタグ，背鰭基部にダーツタグを装着完了

後，放流した。アーカイバルタグを装着する直前に尾

叉長を測定した。

2月放流(長崎県対馬沖) 2003年2月6日に長崎県
対馬沖で，尾叉長54~84cmのブ、リ成魚23尾の腹腔内に

アーカイバルタグ，背鰭基部にダーツクタグを装着完

了後直ちに放流した。それ以外に，ダーツタグのみを

背鰭基部に装着した尾叉長39~84cmのブリ成魚26尾を

放流した。タグを装着する直前に尾叉長を測定した。

漁獲により回収したアーカイバルタグから，遊泳時

刻，遊泳位置(緯度，経度)，遊泳水深，環境水温，

腹腔内温度のデータを読み取り，ブリの回避状況を調

べた。ここで，遊泳位置の緯度については精度に問題

があるため海水温分布(漁業情報サービスセンターお

よび日本海区水産研究所提供)を参考にして推定した。

111 結果

1 .遊泳位置

( 1) 2002年5月放流(福井県美浜沖)
2003年3月31日現在で，アーカイバルタグ装着魚6
個体の再捕報告があった(表一1)。そのうち5月17日お

よび18日に再捕された2個体についてはアーカイバル
タグのみを回収した。回収されたアーカイバルタグの

中で7月25日再捕されたものは読み取り不能であった。
以上，再捕された5個体のアーカイバルタグ標識魚か

ら得られたデータと， 日本海の水深別水温分布図から

遊泳位置を推定した。放流されてから再捕されるまで

の間の経度は，概ね東経135~137度の範囲であった。

5月 (6個体) :放流後 全個体は若狭湾内で滞留し
ていた。 5月17日には福井県越廼村の定置網で， 18日，
20日で福井県三方町で再捕された。

池森貴彦

6月上旬 (3個体) :タグにより計測された水温は，

Om深で約220C，50m深で約17"Cであった。 0，50m深
ともに水温分布図に比べて高めであるが，東経136度
付近の50m深の若狭湾沖合では150C以下となる。した
がって標識ブリはこの時期に放流地点近くの若狭湾付

近にいたものと考えられた。 6月9日に福井県河野村の

定置網で再捕された。

7月上旬 (2個体) :タグにより計測された水温は，

Om深で約22~230C ， 50m深で約170Cであった。水温
分布図によると，東経136度付近のOm深水温は北緯38
度付近まで210C台であるが， 50m深水温で160C以上と
なる海域は沿岸部だけであり，この時期の標識ブリは

6月と同様に若狭湾付近にいたものと考えられた。 7月

25日に福井県河野村の大型定置網で再補された。
8月上旬(1個体) :標識を装着したブリが海面近く

を泳ぐことはなく，タグにより計測された水温は， 50 
m深で約220C，100m深で約160Cで、あった。水温分布

図によると若狭湾では100m深の水温は約180Cと高く，
160Cとなる北緯36度30分付近の若狭湾の沖合から能登

半島西沖にいたものと考えられた。

9月上旬(1個体) :タグにより計測された水温は，

Om 深で約260C ， 50m深で約 16~220C ， 100m 深で約12~

150Cであった。水温分布図によるとOm深では広い範
囲で水温が260Cであるが 50m深の沿岸部は約21~22

OCで170C台となるのは丹後半島沖合の北緯36度30分付
近であり，さらにその海域では100m深水温も120C台

となり，タグにより計測された水温と合致する。また，

沿岸部ではタグにより計測された水温より高いため，

この時期の標識ブリは，若狭湾の沖合から丹後半島沖

合の北緯36度30分付近までの広い範囲で遊泳していた
ものと考えられた。

10月上旬(1個体) :標識を装着したブリが海面近
くを泳ぐことはなく，タグにより計測された水温は，

50m深で約200C，100m深で約15~160Cであった。水

温分布図によると，沿岸部では50，100m深ともにタグ

で計測された水温より高く タグで計測された水温と

合致するのは北緯36~37度付近の能登半島西部沖合か

ら丹後半島沖合にかけてであり 再捕されたのが能登

半島西沖であることとも合致する。 10月5日に能登半
島西沖で中型まき網により再捕された。

( 2) 2003年2月放流(長崎県対馬沖)
2003年3月31日時点で再捕報告はない。
(3) 2002年2月放流(長崎県対馬沖)
2002年6月3日には， 2002年2月に対馬で放流したブ
リが越廼村の定置網で再捕された(ダーツタグNo.
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11， 12) 1)。このブリは再捕される1週間前まで九州西

方周辺海域に留まり，その後急激に福井県沿岸まで北

上していた(図 2)。北上期の遊泳水温は概ね170Cで，

遊泳水温と水温分布図(図-3)から，対馬暖流の170Cの

等水温帯にそって北上したと考えられる。また，精巣

の所見から，再捕される以前に産卵活動に参加した可

能性が高いと推察された。

2. 遊泳水深

ブリの遊泳水深には時期による違いが見られた。

5. 6月では概ね昼間は20~50m深を，夜間は0~20m深

を遊泳していた。7月では昼夜の遊泳水深の差があま

りなくなり，概ね30~50m深を遊泳していた。 8~ 10月

では遊泳水深が概ね30~100m深と深くなり，短時間

での深浅移動が激しくなり，時には170m深付近にま

で達した。深い海域への潜行のほとんどは日中に行わ

れ. 5.6月と同様に，昼間に比し夜間の遊泳水深が浅

くなる深浅移動が見られた。

3. 遊泳水温

タグにより計測された遊泳水温は，浅いと高く深い

と低く遊泳水深によく対応していた。深い水深に潜行

した場合には100C以下となった。遊泳水温はおよそ5

月に 16~180C. 6月に 17~22 0C. 7月に 18~230C. 8月~

9月上旬に 17~260C. 9月下旬以降は240C以下であった。

激しい深浅移動により. 8月中旬以降では100C以下に

まで達した。

IV 要約

今回再捕されたブリの回避結果より. 5月15日に福

井県美浜町沖で放流された標識ブリは. 7月まで若狭

湾付近に滞留し，その後10月に再捕されるまで北緯36

度から37度付近の丹後半島沖合から能登半島沖合にか

けて遊泳していたと推定された。このブリは石川県輪

島沖で放流した時1)とは異なり，夏期に北海道沿岸ま

で北上せず. 5月から10月まで福井から石川にかけて

の海域の，小規模な範囲で遊泳していたことが推測さ

れる。同時に放流された10尾のブリのうち.7月まで
に再捕された5尾のブリ全てが若狭湾内で再捕されて

いる。今回. 10月に標識ブリが能登半島西沖で再捕さ

れたことを勘案すると，若狭湾内で滞留している聞に

再捕され，その後群れが丹後半島から能登半島の沖合

に出たため再捕されなくなったと推察される。今回の

結果から，福井沖で放流された標識ブリはいわゆる“根

っき型"であったことが窺われた。

一方，長崎県対馬沖で放流 ・再捕されたブリの回避

経路は次のようであると推測される。 2002年2月13日

に長崎県対馬沖で標識を装着し放流したブリは， しば

らくは放流海域で滞留した後. 3月中旬から4月中旬に

かけて五島列島海域.4月中旬から5月下旬にかけて鹿

児島県の西~南沖海域まで南下し，そこで産卵活動を

行った後. 5月下旬には対馬暖流の等温線にそって. 1 

週間ほどで急激に北上ののち東方に移動し. 2002年6

月3日に福井県で再捕されたものと考えられた。

V 文献

(1)辻俊宏(2003):有用資源来遊生態調査，平成13年

度石川県水産総合センタ一事業報告書. 39-43. 
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図-1 放流海域および再捕位置
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図-2 推定された回遊経路
(2002年2月長崎県対馬沖放流)
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図-3 遊泳水深と遊泳水温(ダーツタグ'No.11，12) 
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表-1 ブリ成魚標識放流実施および再捕結果

2002年5月13日長崎県対馬沖放流分(2002年に再摘されたもののみ)
7-力イハ.)レダーツ尾叉長 再捕データ
No. No. No. cm 日時 場所 漁法尾叉長cm体重kg
1 2086 11，12 83 2002/6/3 福弁県越廻村グミ崎沖 定置網 83 7.5 

2002年5月15日福井県美浜沖放流分
7ーカイバル ダーツ 尾叉長 再捕データ
No. No. No. CIT、 日時 場所 漁法 尾叉長cm体重h&
2260 99，100 76 2002/5/18 福井県二方町 不明 不明 不明
2 2029 97，98 83 2002/5/20 信弁県三方町 不明 83 7.9 
3 2062 95，96 85 2002/10/5 能登半島西沖 中型まき網 90 10.0 
4 2067 93，94 83 
5 2058 91，92 73 
6 2046 89，90 73 
7 2064 87，88 75 2∞2/6/9 福井県河野村 定置網 75 6.3 
8 2059 85，86 74 2∞2/5/17 福井県越廼村 定置網 76 5.3 
9 1268 83，84 73 
10 2066 81，82 73 2002/7/25 福井県河野村 大型定置網 76.8 6.5 

2003年2月6日長崎県対馬沖放流分
7ーカイI\'}~ ダーツ 尾叉長 再捕データ
No No. No. CIT、 日時 場所 漁法 尾叉長cm 体重~
2110 175，176 84 
2 2086 167，168 84 
3 2183 171，172 83 
4 2059 151，152 81 
5 2214 161，162 80 
6 2161 163，164 80 
7 2137 157，158 80 
8 2260 159，160 79 
9 2145 155，156 79 
10 2029 153，154 79 
11 2126 165，166 78 
12 2064 169，170 78 
13 2282 173，174 76 
14 181 55，56 64 
15 306 59，60 63 
16 327 53，54 62 
17 410 63，64 61 
18 407 57，58 61 
19 237 65，66 61 
20 359 51，52 60 
21 308 69，70 59 
22 207 67，68 59 
23 304 61，62 54 
24 183.184 84 
25 181，182 83 
26 189，190 81 
27 177，178 80 
28 179，180 79 
29 185.186 76 
30 193，194 76 
31 191，192 75 
32 187，188 74 
33 71，72 60 
34 105，106 59 
35 73，74 57 
36 101，102 56 
37 103，104 56 
38 115，116 56 
39 75，76 55 
40 111，112 55 
41 113.114 55 
42 119，120 55 
43 107.108 53 
44 121，122 53 
45 109，110 46 
46 124.124 46 
47 117，118 45 
48 125，126 45 
49 127，128 39 
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新漁業管理制度推進情報提供事業(要約)

目的

TAC制度化において 漁業資源を効率的に使用す
ることを目的に，漁獲量等の漁況情報および、水温 ・塩

分等の海況情報の収集と提供を行った。

日 調査方法

1 .漁獲統計データベース

県内の主要水揚港のうち加賀市 ・南浦・石川とぎ ・

輪島市 ・蛸島 ・宝立町 ・内浦 ・能都町の各漁協と石川

県漁業協同組合連合会販売部 ・七尾公設市場の合計10

港の水揚データを，パソコン通信を使い本センター内

のサーバに受信し.漁獲量の収集を行った。

2.海洋観測データベース

白山丸(総トン数167トン)により. 8. 10・12・2

月の各月上旬に沿岸定線観測を実施した。

禄剛丸(総トン数43トン)により，毎月上旬に内浦

海域定点観測と七尾湾定点観測を実施した。

これらで得たデータに加え，我が国周辺漁業資源調

査およびスルメイカ漁業調査等で収集した観測データ

を本センターのデータベース上に登録した。

大橋洋一 ・四方崇文 ・白田光司 ・又多敏昭・辻口優喜子

川 結果の要約

1.石川県主要港の漁況旬報

2002年4月から2003年3月までに，主要10港の漁獲量

データ約200万件を登録した。また10日毎(旬毎)の

集計結果を石川県主要港の漁況旬報として年間36回漁

協等関係機関に送付した。

2.内浦海域観測速報

内浦海域定点観測と七尾湾定点観測の結果を2002年

4月から2003年3月まで取りまとめ，内浦海域観測速報

として毎月 1回，計12回漁協等関係機関に送付した。

3.漁海況情報

漁獲量や沿岸定線観測・沖合定線観測の結果を2002

年4月から2003年3月まで取りまとめ，漁海況情報とし

て毎月 l回，計12回漁協等関係機関に送付した。

4.スルメイカ情報

2002年5月から2003年l月までのスルメイカ漁獲量お

よびスルメイカ試験操業結果を取りまとめ，スルメイ

カ情報として合計6回漁協等関係機関に送付した。

[報告書名一平成14年度新漁業管理制度推進情報提供

事業報告書，石川県， 平成15年3月]
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複合的資源管理型漁業促進対策事業(底びき網・要約)

目的

本事業は，従来の単一魚種を対象とした資源管理を

発展させ，複数魚種を対象とした資源管理計画を漁業

者が主体的に策定・実行することを目的とする。この

ため，ズワイガニとアカガレイの資源管理計画の妥当

性を評価するとともに，ホッコクアカエビの資源管理

計画を策定するための調査を行った。また，ズワイガ

ニの資源管理をさらに推進するために，本種の不合理

漁獲を防止するための漁具改良試験を行った。

H 方法

1. 資源調査

2002年8月と2003年1月に金沢沖の水深200""500mの
海域で調査船白山丸によるかけ廻し調査を行い，アカ

ガレイ，ズワイガニおよびホッコクアカエビの水深別

分布特性や魚体サイズを調べて資源動向を分析した。

2.標本船調査

底びき網漁船に標本日誌の記載を依頼し，漁場の利

用実態や資源分布の傾向を調べた。

3.漁具改良試験

輪島地区の底びき網漁業者の協力を得て， ズワイガ

ニの混獲を防止するための改良二重網を作成 ・試験し

た。

川結果

1.資源調査

アカガレイについては 各年級群の加入が年によっ

て大きく変動していると考えられた。 2000年生まれの
2歳群は多いものの，その前後では卓越した群が認め

粟森勢樹 ・四方崇文

られないことから，資源量は不規則に増減すると予想

された。

ズワイガニについては.2002年夏に甲幅36mm前後に
認められた群が2003年冬に甲幅48mm前後の群として確

認された。この群は比較的大きな年級群であると思わ

れ.2005年以降に漁獲加入すると考えられることから，
現状の資源管理措置を適切に維持管理すれば，漁獲量

は増加に転ずると考えられた。

ホッコクアカエビについては. 1998年生まれと1999
年生まれの加入は少ないが 2000年生まれおよび2001
年生まれの群れは比較的多いと考えられ，漁獲量の一

時的な減少が予想された。

2.標本船調査

標本船日誌の記載データからアカガレイの操業位置

別の漁獲量を調べた。その結果 1992年には水深300""

400m付近での漁獲が多かったが. 1996年. 2000年，
2002年には水深200""300m付近での漁獲が多く，水深
200m以浅で漁獲される例もあり アカガレイの漁獲海
域が近年沿岸側にシフトしていることが分かつた。

3.漁具改良試験

輪島地区の底びき網漁業者の協力を得て，ズワイガ

ニの混獲を防止するための改良二重網の試験操業を実

施した。試験操業を実施しながら， 網を適宜修正した

結果，最終的にはズワイガニの80""90%を曳網中に逃
避させ，カレイ類を85%前後の効率で漁獲できる網を
作成することができた。今後， この改良網を県内で導

入することによりズワイガニとアカガレイの資源管理

がより推進されると考えられた。

[報告書名一平成14年度複合的資源管理型漁業促進対

策事業報告書，石川県，平成15年5月]
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複合的資源管理型漁業促進対策事業(刺網・要約)

目的

能登半島輪島地区における刺網漁業の実態調査を行

うとともに，その主要対象種であるウスメバルの資源

生態を調査し，刺網漁業の効率的な漁場利用や資源管

理方策を検討した。

11 方法

1. 漁獲統計調査

石川県農林水産統計年報 輪島市漁業協同組合業務

報告及び、水産総合センター漁獲統計システムから刺網

漁業による漁獲量等を調査した。

2.標本船調査

輪島市漁業協同組合所属の刺網および一本釣り漁船

に標本日誌の記載を依頼して輪島沖の漁場の利用実態

を調査した。

3.調査結果の取りまとめ

複合的資源管理型漁業促進対策事業において実施し

た刺網調査の全ての結果を，平成14年度複合的資源管

理型漁業促進対策事業報告書に取りまとめ，資源管理

の方向性を提言した。

111 結果

漁獲統計の調査結果から，ウスメバルの漁獲量は

1984年には過去最高の973トンを記録したが，その後減

少して1987年に61トンとなり， 近年は100トンから200トン前

後で推移していることが分かつた。 また，ウスメバル

は主に刺網により漁獲されており，その主漁期は3"'6

四方崇文・粟森勢樹

月であった。

標本船調査の結果から，刺網および一本釣りの操業

海域は能登半島の外浦海域に広範囲に広がっている

が，ウスメバルは主に紬倉島周辺から富来町海士崎西

方の水深200m以浅の海域で漁獲されていることが分

かった。本種は3"'5月には水深40'"159mで、漁獲されて

いるが，浅い水深帯では 「豆」銘柄の漁獲割合が高く，

水深が深くなるほど「大JI中JI小」銘柄の漁獲割合

が増加する傾向がみられた。本種は6"'11月には水深

80'" 159mで漁獲され， この時期には「大JI中JI小」

銘柄の漁獲割合が高いことが分かつた。以上の結果か

ら，ウスメバルは春から夏にかけて深所に移動すると

考えられた。

複合的資源管理型漁業促進対策事業において実施し

た刺網調査の結果から，ウスメバルの資源管理手法と

しては， ①未成魚保護のための網目拡大，②産仔親魚

保護のための漁期短縮， ③刺網の敷設反数や敷設時間

などの漁獲努力量制限が有効であると考えられた。本

調査結果からウスメバルは広域回遊性魚種であると考

えられることから，本種の資源管理にあたっては広域

的な取り組みが望ましい。また 春期には定置網で離

藻直後とみられる稚魚が大量に混獲され，遊漁による

釣獲も多いと考えられることから，定置網における混

獲防止や遊漁者への働きかけも重要であると考えられ

た。

[報告書名一平成14年度複合的資源管理型漁業促進対

策事業報告書，石川県，平成15年5月]
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藻場環境保全調査(要約)

目的

本県沿岸は，ホンダワラを主体とする日本海特有の

ガラモ場が潮間帯から10m以深まで広がり豊かな生物
相に恵まれている。

本調査では，本県沿岸の磯根資源，魚介類稚仔魚の

産卵・成育場として重要な役割をもっ藻場の実態を把

握することを目的とし調査を行なった。

11 調査方法

1.既往文献調査

既往の文献から，調査海域近郊の藻場面積，藻場の

知見，漁獲実態，透明度を調査した。

2.藻場実態調査

能登半島東部海域の鳳至郡能都町小浦のモズク漁場

の藻場を調査海域として選定し 1・3・5・7・10mの
定点で， 2002年5，8月に，潜水により1m'の海藻枠取
りを実施した。採集したサンフルは種別に分類し，現

存量と密度を計測した。

3.環境調査

2001年11月'"2002年7月に， 3， 5m深の藻場と，砂
地にメモリ一式水温・光量子計を設置し，ホンダワラ

類の生長や，生息動物との関連を調査した。

4.幼匪・幼葉培養調査

2002年5月にアカモク ヤツマタモクおよびマメタ
ワラの母藻を採集し，成熟した藻体から幼腔を採集し

て，遮光幕で100丸 40%，20%光量子区に分けて培養
し，全長を測定した。

2002年10月にアカモクの幼葉を採集し，無処理区と
遮光幕で100丸 43%，29%， 15%および4%光量子区
に分けて培養し，生残を調査した。

川 結果の要約

1.既往文献調査

1 )藻場面積

1975年11月における調査海域の藻場の面積は，航空
写真より9.44haと算出された。 2000年の9.37haおよ
び2001年の10.55haとほぼ同じであった。
2)藻場の知見

1975"'1976年にかけて宝立町鵜飼で周年にわたる現
存量調査では，ヤツマタモクとノコギリモクの最大現

存量は各々4022.8g/rrfと7074.6g/m'であった。また
1976年には当海域と内浦町赤崎の2海域で垂直分布調
査が行なわれ‘ヤツマタモクは4"'8m深で，ノコギリ
モクは6"'8m深で優占していた。

池森貴彦・大慶則之

3)漁業実態

調査海域付近の漁協に水揚げされた漁獲物のうち，

藻場に依存する種の比率は10"'22%の範囲であった。
その漁獲量は1995年以降500"'700t台で，大きな変動
はみられない。一方，モズク，ワカメを主体とする海

藻類の漁獲量は1981年以降著しい減少傾向を示し，
1990年以降は100"'500t台で推移している。
4)透明度

近年，能登半島の沿岸の透明度は恒常的に減少して

いる。沖合でも減少傾向がみられ広範囲に透明度の低

下がみられる実態が明らかになった。

2.藻場実態調査

調査期間において藻場の現存量が最大となったの

は， 2001年5月の1m深と2002年5月の3m深の1200g/m'で、
あった。 1975年の藻場の最大現存量がヤツマタモクで
4022.8g/m'，ノコギリモクで7074.6g/ぱと報告されて
いるが，今回得られた最大現存量は，ホンダワラ類全

てを合計したにもかかわらず1975年当時の藻場の現存
量の1/3"-'1/6に減少していた。
また，調査地点では1999年から定期的に調査を行っ
ている。現存量が最大となる月は毎年5月であるが，

調査年により現存量が最大となる水深は異なり， 1999 
年には5m深， 2000年には3m深， 2001年には1m深， 2002 
年には3m深であった。 1976年の報告ではヤツマタモク
は4"'8m深で，ノコギリモクは6"'8m深で優占しており，
その垂直分布と比較しても近年は現存量が最大となる

水深の浅所への移動がみられた。

3.環境調査

調査海域における2001年11月から2002年7月にかけ
て3m，10m深の水温は，両水深とも3月に100C前後で最
低となった。それ以前では10m深の方がやや高めで，
それ以降は3m深の方がやや高めで、あった。
ホンダワラ類の現存量や密度の小さい10m深の光量
は， 1m 深の光量の18"'40%，現存量の大きい3m深では
62"'75%であった。
4.幼匹・幼葉培養調査

ホンダワラ類の幼旺や幼葉は，近年10m深に相当す
る光量では生長が困難であることが推察された。

[報告書名一平成14年度 藻場 ・干潟環境保全調査報
告書， (社)海と渚環境美化推進機構]
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サクラマス増殖事業調査(要約)

目的

サクラマス幼魚の河川放流により、その資源を増大

・安定化させるためには、サクラマスの海域での減耗

や分布の状況を把握する必要がある。そこで、標識放

流したサクラマスの沿岸域での移動経路と成魚の回帰

状況を調査した。

H 方法

1 .漁獲量調査

県内主要10港(加賀市・金沢・南浦・西海・輪島・蛸島・
宝立・内浦・能都町・七尾)のサクラマスの水揚量を調査

した。

2.回帰親魚調査

加賀市・小松市・蛸島・珠洲中央・宝立町・内浦・能都町

.七尾公設・氷見の各市場へ水揚げされた回帰親魚の数

を調査した。

3.放流魚の追跡調査

2002年3月12日から3月14日に志賀町の米町川へ
137.000尾のサクラマス幼魚を放流し、その後の再捕
状況を調査した。

111 結果および考察

1 .漁獲量調査

2002年の主要10港のサクラマス水揚量は4.1トンで

早瀬進治 ・四方崇文

あり、 2001年の4.8トンよりO.7トン減少し、過去7年平
均水揚量(6.1 t)の67.2%と低水準であった。 サクラマ
スの月別水揚量は、例年3・4月に最も多く、2002年

も4月に多く水揚げされた。

2. 回帰親魚調査

調査した 9市場に水揚げされた親魚の総数は1，693 
尾で，天然親魚は1，610尾，標識親魚は83尾であった。
9市場での標識魚の混入率は4.9%であり、 2001年の

4.0%を上回った。
3.放流魚の追跡調査

沿岸域の調査から、放流幼魚の多くは3月下旬から

降海し、その後沖合へ移動したと考えられた。

サクラマス幼魚の成長は、放流時が尾叉長14.7cm、

降海後 3月下旬で14.3"'-'15. 6cm、4月上旬で14.0"'-'
16.0cmで、あった。

サヨリ船曳網での再捕魚の性比は、放流魚で雌が

67.0%、天然魚で80.0%であった。

[報告書名一平成13年度さけ・ます増殖管理推進事業実
施結果報告書，石川県，平成15年2月]
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温排水影響調査(要約)

目的

志賀原子力発電所地先海域の物理的及び生物的環境

を調査し、発電所の取放水に伴う海域環境への影響に

ついて検討した。

温排水影響調査は、志賀原子力発電所の運転に先駆

けて、 1990年から石川県及び事業者(北陸電力)で開

始した。発電所は、 1992年11月2日から試運転が、

1993年7月30日から営業運転が開始されている。

11 調査の方法

志賀原子力発電所温排水調査基本計画に基づ、く調査

項目は、①温排水拡散調査として水温，流況調査 ② 

海域環境調査として水質，底質調査 ③海生生物調査

として潮間帯生物，海藻草類，底生生物，卵・稚仔，

プランクトン調査である。このうち、石川県の調査項

目は、水温(水温・塩分)，水質(水素イオン濃度他

11項目)，底質(粒度分布他7項目)，潮間帯生物(イ

ワノリ)，メガロベントス(サザエ)，プランクトン(動

物・植物)調査で、県の2機関(水産総合センター

保健環境センター)が分担して調査を行っている。そ

のうち水産総合センターは、水温，メガロベントス，

潮間帯生物(イワノリ) プランクトン調査を担当し

た。

調査は、羽咋郡志賀町百浦から同郡富来町福浦地先

に至る概ね南北5km，沖合3kmの海域で、春，夏，秋，

冬の年4回行っている。

早瀬進治・大橋洋一・池森貴彦・四方崇文

川 結果の概要

停船式水温調査結果は、春季には放水口付近でやや

高く、夏季には放水口付近で低く、秋季には上下層間

の差は小さく、冬季には放水口付近でやや高い値がみ

られ、上下層間の差は小さかった。

塩分は、春季には上下層間の差は大きく、夏季には

上層で同一水深層での差が大きく、秋季及び冬季には

同一水深層での差は小さく、上下層間の差も小さかっ

た。

海生生物調査結果は、植物プランクトンでは、春季

及び秋季で過去の範囲を超え平均個体数が多く、動物

プランクトンでは、平均個体数はこれまでの範囲内で

あった。

潮間帯生物(イワノリ)調査では、 11月に最も多く、

湿重量はこれまでの調査の範囲内を超え多かった。

メガロベントス調査では、平均個体数は夏季に最も

多くこれまでの調査の範囲を超えていた。

報告書名

志賀原子力発電所温排水影響調査結果報告書

平成14年度第l報(春季)，石川県，平成14年12月

同報告書 第2報(夏季)，石川県，平成15年 3月

間報告書 第3報(秋季)，石川県，平成15年 7月

間報告書 第4報(冬季)，石川県，平成15年10月

間報告書 年報 ，石川県，平成15年10月

表-1 調査項目、担当機関及び調査実施日

調 査 項 目 地点数 調 査 実 施 日

(調査機関) 春 季 夏 季 秋 季 Aι 季

l水温調査(停船式) 19点 2002年5月22日 2002年7月2482002年10月17日 2003年3月25日

(水産総合センター)

2.水質調査 7点 2002年5月22日 2002年7月24日 2002年10月17日 2003年3月25日

(保健環境センター)

3.底質調査 4点 2002年5月22日 2002年7月24日 2002年10月17日 2003年3月25日

(保健環境センター)

4.潮間帯生物調査(イワ/リ) 3点 2002年II月20日・ 12月16日

(水産総合センター) 2003年1月16日・ 2月13日

5.底生生物調査(j.h' 0 '¥・ントス) 3測線 2002年5月21日 2002年7月25日 2002年10月18日 2003年3月初日

(水産総合センター)

6.プランクトン調査

(1 )植物(水産総合センター) 5点 2002年5月22日 2002年7月24日 2002年10月17日 2003年3月25日

(2)動物(水産総合センター) 5点 2002年5月22日 2002年7月24日 2002年10月17日 2003年3月25日
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浅海砂浜域有用資源調査

仙北屋圭・沢矢隆之・戒田典之・永田房雄

査定点において10cm，40cm， 70cm，ならびに100cmの4

水深帯で枠取り，およびジョレン曳きを行った。まず

各調査定点において4水深帯の距岸距離を計測したの

ち，それぞれ水質チェッカー(U-10，(株)堀場製作所)

を用い，底層の水温および塩分濃度を測定した。さら

に同測定場所の海底砂を採集した。枠取りは1m方形枠

内を目合い2mm，間口25cmのジョレンにより，またジョ

レン曳きは目合い10mm 間口25cmのジョレンにより汀

線と平行に30m曳き，それぞれ採捕されたチョウセン

ハマグリの計数と殻長を測定した。併せて任意の水深

帯において採集を行い，同様に計数，測定した。

実験室において、採集した海底砂を蒸発皿に移し，

1050Cのドライオープンで乾燥したのち，定法(新編

水質汚濁調査指針(日本水産資源保護協会編)厚生社恒

星閣)に従い粒度組成分析および強熱減量分析に供し

た。前者は乾燥砂を2，1， O. 5， O. 25， 0.125，ならびに

O. 063mmメッシュのふるいで分離し各区分の重量から，

全体に占める百分率を求めた。後者は，乾燥砂をるつ

ぼにとり高熱電気炉により7500Cで2時間燃焼させ，そ
の減少重量から求めた。

2. コタマガイ標識放流調査

( 1) 2001年度標識放流群の追跡調査

2002年6月から8月に， 2001年12月に放流(高松沖，

水深約4.5-6m，36046.856' N， 1360 43. 144' Eから36

046. 700' N， 136043. 100' E) した，標識コタマガイの

追跡調査を行った。コタマガイ漁の操業直前の6月l日

に放流海域において曳網調査を行うとともに，操業期

間中に入網した放流員を漁業者から回収し，殻長と殻

付き湿重量を測定した。なお放流および調査海域はGP

S (FURUNO GP1850D)で確認した。

( 2) 2002年度標識放流群の追跡調査

2002年9月10日および12月3日にそれぞれ2，240個体

および3，853個体を，殻縁部に耐水性のアクリルペイ

ントで着色標識し， 2001年12月と同地点に放流した。

2002年9月10日放流分中1，330個体は，高松沖水深約

6. Omで員桁網により採集したもの，残りの910個体は

2002年6月から7月にかけて漁獲されたものを用い，こ

れらの平均殻長は47.2mmであった。2002年12月3日放

流分は， 11月上旬に宮城県名取市関上地先にて採捕さ

れたコタマガイを購入した。平均殻長は47.5mmであっ

た。採集から放流までは水産総合センターの水槽に収

容し，適時Pavlobalutheriを与えた。

以上，2度の放流海域は高松市沖の36046.938' N， 1360 

43. 107' Eから36046.789' N， 136043. 105Eまでの水深6'""

7.5mの地点である。
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加賀から羽咋の砂浜域にはコタマガイ・チョウセン

ハマグリなどの二枚員が生息し 特にコタマガイは夏

期の重要な漁獲対象種となっている。しかし，その資

源変動は非常に大きく豊凶差が著しい。さらに近年、

漁獲量は減少している。このため当地の漁業協同組合

はコタマガイの移殖放流を実施しているが，放流後の

生残や漁獲による回収程度は不明であり，これらの把

握および向上について漁業者の強い要望がある。

そこで本調査では， 二枚貝資源の安定的利用を図る

ため，チョウセンハマグリは生態学的知見が不足して

いることから，発育段階別の分布調査を行い，資源管

理手法を開発する。 一方，コタマガイについては標識

放流個体の追跡調査を行い 移殖放流による増殖技術

を開発する。

11 

1 .チョウセンハマグリ分布調査

沿岸砂浜域におけるチョウセンハマグリの分布状況

を把握するため，調査定点を3点設定した(図1)。定

点はGPS(FURUNOGP1850D)で毎回確認し， s t. 1は360

53.185' N， 136046.055' E， st. 2は36053.550'N， 1360 

46. 140' E，ならび、にst. 3は36053.96if~ 136046. 23ifE 
をそれぞれ汀線の基点とした。

2002年4月から2003年3月にかけての合計8回，
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図-2 各調査定点における水深帯別の水温の変化

川結果

1 .チョウセンハマグリ分布調査

各調査定点における水温(図-2)は，いずれの調査

地点においても8月に最高となり，3月に最低となった。

水深や調査定点による違いはみられなかった。

塩分濃度(図-3)はどの調査定点においても7月に

低下し， s t. 3においては， 4月から6月にかけて水深10
cmおよび40cmで低い値を示した。これはst. 3が羽咋川
の河口に位置しており，河川水の影響を受けたためと

考えられる。

粒度組成は調査を通じほぽ同じ結果となった(表

一1)0 6月のst. 2およびst. 3の水深10cmにおいて粒径2
mm以上の礁が混じっていたが，他のいずれの調査時お
よび調査水深においても同様の組成を示し，粒径

O. 125'"'-'0. 25mmの細砂が優占した。
また，強熱減量(表一1)は， 7月にst. 3の水深40cm
で、最小の0.5，また， 6月にst. 2の水深100cmで最大の
5. 5となったが，季節的な変化および調査地点問で大

きな差は認められなかった。
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図-3 各調査定点における水深帯別の塩分濃度の変化

各調査定点において採集したチョウセンハマグリ

の， 471<深帯における密度(図-4)は， s t. 1および、st
.2の水深10cmにおいて6月 8月ならびに9月に高く，
それぞれ9月の57個体/8.5ni および8月の43個体/
8.5ぱの最高となった。また， s t. 3の水深10cmは3月に
47個体/8.5niの最高となり 水深40cmにおいてもst
.I，st.2の同水深より密度は高かった。このようにチョ
ウセンハマグリの密度は， 夏期の水深10cmおよび40cm
において高かった。一方 3定点全てにおける水深70c
mおよび:lOOcmでは，チョウセンハマグリは殆ど採集さ
れなかった。このため水深100cm以浅における主な生
息場所は汀線付近と考えられる。

3定点で採集したチョウセンハマグリ全個体の殻長

組成の季節的な変化(図-5)は， 2001年度および2002
年度は同様の傾向を示し，6月から7月に殻長6'"'-'10mm 
の群が出現した。この群の殻長は夏期から秋期に顕著

に増大し， 30mm前後まで達したが，その後冬期から翌
年の春期には停滞し，かつ密度を徐々に低下させたの

ち，出現から約l年で採集されなくなった。
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図-4 水深帯別の密度の季節変化。縦軸は密度

(個体/8.5rrl) 

図-4.5から. 6月の高密度は殻長10醐前後の群の出

現により，また8月および、9月はその群が成長すること

により採集されやすくなったためと考えられる。

2. コタマガイ標識放流調査

2001年12月に放流し，翌2002年6月から8月に再捕さ

れた標識コタマガイの再捕数および再捕率(表ー2)は，

それぞれ202個体.11. 3%であった。また放流したコタ

マガイの殻長は48.6mmから61.lmmiこ増加していた。な

お，再捕された個体群は放流地点とほぼ同地点で再捕

されたことから，冬期の荒天にもかかわらず放流場所

からの移動は少なかったと考えられる。

2002年9月10日および12月3日に放流した個体群につ

いては，翌2003年6月の操業開始時に追跡調査を行い，

個体群の生存，成長ならびに移動を確認することとし

た。

IV 考察

1 .チョウセンハマグリ分布調査

殻長10mm前後で、採集されたチョウセンハマグリは

l年前の夏期に発生した個体群であり，発生から殻長

30mm前後に成長する約2年間は 汀線付近の水深40cm

以浅を主な生息場所としていると考えられる。殻長30

mm以上の個体は調査した水深100cm以浅では殆ど採集

されなかった。その理由として，発生から2年以上経
過した個体群は100cm以深への成長に伴う移動，もし

くは人為的に採集された可能性が考えられる。今後，

本種を安定的に漁獲するための資源管理手法を開発す

る上で，個体群の移動，および人為的な採集が資源、に

与える影響について明らかにする必要がある。

また今回の調査結果から，本種の分布を左右する環

境条件の違いは認められず，むしろ水深に依存してい

ると考えられた。

2. コタマガイ標識放流調査

2001年7月に放流した個体群の再捕率は2ヶ月後にお

いても0.75%であり，今回再捕された個体群の11.3% 

とは大きく異なっていた。放流場所は2回とも2001年

のコタマガイの主漁場であるため，本種の生息には適

した場所であったと考えられる。再捕率が異なる要因

として海底地形の変化に伴う移動，放流した個体の種

苗性などが考えられるが明らかではない。今後，本種

の安定的な漁獲を目指すには再捕率の異なる要因を明

らかにする必要がある。
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図-5 ジョレン曳き、枠取りで採取したチョウセンハマグリの殻長組成

縦軸は個体数、横軸は殻長 (mm)
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表-1 調査定点における粒度組成および強熱減量

4/22 8/27 

粒笹 2mm> lmm> 。.5mm> 0.25同町>0.12Smlll> 0.063mll > 孟0.063mm 強青島減量 粒僅 2mlll> 11111> 0.5mm> 0.25剛>0.125剛>0.063酬〉孟0.063mll 強鼎櫨量

α3 

。。 。。 2.0 11.7 82.9 1.2 2.3 4.1 

。。 。。 。。 1.8 949 1.8 1.5 2.2 

0.1 0.1 0.2 4.1 92.0 2.3 1.3 2.3 

。。 0.0 0.1 3.8 92.6 3.3 0.2 2.4 

hhLhstttt1111----47130 O 0 00 

。。 。。 。。 1.5 95.9 2.0 0.6 1.3 

。。 。。 。。 3.3 93.5 1.6 1.6 1.5 

。。 。。 。。 1.7 93.4 2.2 2.7 1.8 

1.6 。。 。。 1.1 93.8 1.6 1.8 1.4 

lhhMsttd22L---471o 0 0 凹

0.4 0.1 0.4 6.5 90.9 1.8 0.1 1.9 

。。 0.5 1.2 6.7 89.0 2.0 0.7 2.3 

0.0 0.2 0.4 8.4 89.0 1.7 0.2 2.2 

。。 0.1 0.3 1.9 93.8 。。 3.9 2.1 

hhhssstttd222----47110 0 0 00 

。。 。。 。。 1.6 95.8 1.2 1.3 1.5 

。。 。。 0.1 3.7 92.5 0.8 2.9 1.3 

。。 。。 。。 0.6 94.5 2.1 2.8 1.6 

。。 。。 0.0 1.2 94.8 2.1 1.9 1.6 

hhilsst日tt333----4170o 0 00 

。。 6.3 7.8 10.0 72.5 0.6 2.8 1.9 

0.0 0.1 0.2 3.8 92.3 1.6 2.0 2.0 

。。 。。 。。 2.9 94.4 09 1.7 2.3 

0.0 。。 。。 1.6 93.7 2.0 2.6 2.2 

ssSstttt3333----47110 0 0 00 04 

。。 0.1 1.8 91.0 4.0 2.8 1.8 

。。 0.1 0.8 6.0 87.0 1.6 
“ 

1.2 

。。 0.1 1.0 11.9 83.3 1.3 2.3 1.8 

。。 。。 0.1 2.2 91.9 2.3 3.5 1.4 

6/4 9/26 

粒笹 211111> lmm> 0.5I11III> 0.25mm> 0.125mm> 0.063醐〉 孟0.063皿 強黙曜量 粒笹 211111> 1醐〉 0.5I11III> 0.25醐>0.125醐>0.063闇〉 尋0.063圃強県草量

h凶h也sstttt1111----141700 0 00 

。。 。。 0.0 1.7 92.5 1.5 4.4 1.9 

。。 。。 。。 0.9 94.5 1.4 3.1 2.1 

0.1 。。 。。 5.3 90.1 0.8 3.7 2.0 

。。 。。 。。 0.7 94.0 2.1 3.2 1.9 

1.4 0.1 1.6 4.3 88.9 1.9 1.8 1.5 

0.1 。。 。。 1.7 94.8 1.4 2.0 1.5 

0.1 。。 。。 0.9 95.0 2.7 1.3 1.4 

0.1 。。 0.1 1.8 93.0 2.9 2.1 1.8 

世t222-4711000 0 0 

25.0 。。 。。 4.1 66.7 0.4 3.7 1.4 

。。 。。 。。 2.1 93.3 0.9 3.8 1.9 

。。 。。 。。 0.4 93.2 2.1 4.3 1.8 

。。 。。 。。 0.2 92.2 。。 7.6 1.8 

0.2 。。 0.1 2.8 91.1 3.4 2.5 1.5 

。。 。。 0.5 4.5 90.5 2.3 2.2 1.8 

。。 。。 。。 0.6 93.3 4.1 2.0 0.8 

0.1 0.1 0.1 1.0 90.3 6.5 1.9 1.8 

~ ーsssはtdt333---471100 0 凹
24.4 16.5 6.2 2.5 46.8 0.7 2.8 1.6 

。。 0.0 。。 0.5 95.2 0.8 3.4 1.8 

。。 。。 0.1 1.6 92.0 2.5 3.7 2.0 

。。 。。 0.4 3.7 89.6 1.7 4.6 20 

0.1 。。 0.1 1.1 92.7 4.5 1.5 1.4 

18.8 0.8 2.0 5.7 69.6 1.8 1.3 1.3 

0.2 。? 。。 33 92.0 2.5 1.9 1.9 

。。 0.1 1.5 94.1 2.5 1.8 1.7 

6/26 1216 

粒笹 2醐〉 1醐〉 0.5聞> 0.25醐>0.125醐>0.063闘〉孟0.063聞強M揖量 粒種 2帽〉 1嗣〉 0.5圃> 0.25醐>0.125嗣>0.063醐〉孟0.063聞強傑量量
。。 。。 。。 3.2 93.3 0.9 2.6 1.1 。。 0.6 9.5 88.2 0.4 1.8 1.8 

0.6 0.2 2.0 7.3 85.1 0.7 4.0 2.0 。。 0.2 8.0 92.4 0.8 2.0 1.9 

。。 。。 。。 11.8 83.6 0.9 3.7 1.6 。。 0.1 3.1 93.8 1.1 1.3 1.8 

。。 。。 。。 2.1 93.3 1.6 3.0 1.2 

-ssz2tttt222244470 0 0 曲

。。 。。 0.0 0.9 94.1 2.1 2.8 1.3 

。。 。。 。。 0.9 94.0 1.5 3.7 1.3 

0.1 。。 0.0 5.0 89.1 1.2 '.6 1.4 

。。 0.0 。。 0.' 93.5 。。 6.1 5.5 

0.0 。。 4.8 92.3 0.8 2.5 1.7 

0.1 0.3 9.4 87.6 0.7 2.2 1.9 

0.0 0.0 ‘.7 91.8 1.3 2.0 2.0 

-sss5ttU03a--47110 0 0 凹

0・ 3.1 9.7 9.5 73.0 1.0 3.3 1.1 

。。 。。 0.0 3.8 91.4 0.7 4.1 1.4 

0.0 。。 2.0 6.2 86.7 0.9 4.2 1.3 

。。 。。 0.3 4.9 90.1 1.2 3.4 1.4 

。。 0.3 5.0 89.8 0.8 1.5 1.d 

0.2 0.3 2.5 93.0 2.0 1.3 2.' 

。。 。。 3.3 92.1 2.5 1.9 1.9 

7/18 3/26 

粒笹 2圃〉 1冊'm> 0.5111111> 0.25四>0.125圃>0.063田〉孟0.063帽強鼎譜量 粒聾 2圃〉 1醐〉 0.5闘> 0.251圃>0.125圃>0。田園〉 孟0.0'3圃!1M.量

-sssstutt11ト4---7110叩0 o 

。。 。。 。。 3.0 94.8 1.0 1.2 1.4 

0.4 。。 。。 1.2 95.6 、2 1.6 1.6 

。。 0.1 0.4 3.2 93.0 1.' 1.8 1.7 

。。 0.0 。。 0.8 94.4 3.1 1.' 1.5 

SsSstttt11i1----471H0 0 0 30 

0.3 0.2 0.7 3.' 93.3 1.1 0.9 1.5 

0.1 。。 0.4 1.6 93.6 2.8 1.5 1.8 

0.1 0.0 0.2 2.2 92.6 3.3 1.6 1.4 

0.6 。。 0.4 1.4 91.7 4.' 1.' 1.8 

llhMss日ut22目---?417O0 0 ∞ 

0.1 0.1 0.3 '.9 88.7 0.8 3.3 1.3 

1.' 2.0 2.7 6.5 84.0 0.8 2.7 1.8 

0.1 0.1 0.4 4.8 90.9 1.6 2.1 1.7 

。。 。。 。。 4.1 92.4 1.3 2.3 1.5 

ss民s世ロU2-ー4-柑11 0 0 田
0.' 。。 2.5 5.8 82.8 2.6 5.7 1.5 

0.0 0.3 0.4 2.2 93.5 2.' ‘2 1.8 

。。 。。 。。 1.8 88.9 3.5 6.0 0.8 

。。 0.1 0.2 1.4 91.3 5.9 1.1 1.8 

。。 0.1 0.4 5.7 91.9 1.1 0.8 1.7 

0.5 0.3 2.2 7.2 87.5 0.9 1.4 0.5 

0.0 。。 0.1 1.5 926 1.5 4.3 1.6 

。。 。。 0.1 1.4 94.9 2.1 1.5 1.8 

s --ssstttt3333---47110 0 0 00 

0.1 。。 0.1 3.5 93.5 0.9 1.9 1.4 

0.2 0.2 0.8 4.9 88.9 3.1 1.9 1.3 

0.' 0.1 0.0 6.8 86.8 2.8 2.8 1.9 

0.1 。。 0.1 2.7 94.6 1.4 1.2 1.7 

表-2 標識放流コダマガイの再捕結果

放流月 標識甑{自体)放流時平均殻長(mm) 種苗産地経過月数(月) 再補数(個体) 再補率(%) 再捕時平均鍛長(mm)
2001年 7月 800 63.5 押水町 2 6 0.75 63.6 
12月 1700 48.6 宮城県 6日 8 202 11.3 61.1 

2002年 9月 2240 47.2 押水町
12月 3853 47.2 宮城県
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地域特産種生産技術研究(イタヤガイ養殖試験)

目的

能登島町の地域特産品として期待されるイタヤガイ

の養殖に向け、当地に適した養殖管理法の開発を目指

す。

H 材料および方法

2001年5月上旬に島根県隠岐島より購入した平均殻

長6.6mmのイタヤガイ種苗694個体を、目合い4.5mmの

多段式パールネットに15個体/段の密度で収容し、能

登島町曲地先の海面筏に水深3"-"5mとなるよう垂下し

た。

試験は2001年5月10日から2002年7月24日まで行い、

毎月 l回、任意の50個体の殻長および殻付き湿重量を

測定するとともに、生残数を計数した。

川 結果および考察

試験期間中のイタヤガイの殻長(図-1)は、 5月の開

始時における6.6mmから殻長を急激に増大させ、 11月

までに53mmにまで達した。その後、翌2002年4月まで

の冬期から春期は成長が停滞したが、 5月から8月にか

けて再び殻長を増し、試験終了時には7l.7mmであった。
イタヤガイの殻付き湿重量(図-2)は8月の6.3gか

ら、殻長の増大に合わせて、 12月の22.4gまで増加し

た。その後、 4月まで緩やかに増重し、 5月から試験終

了の7月まで急激に重量を増加させ55.3gとなった。

イタヤガイの産卵期は冬期から春期であるため、今

回みられた成長の停滞は性成熟によるものであり、一

方、夏期は本種の成長期に当たるため殻長が増大した

と考えられる。

生残率(図-3)は2002年2月で25.4%にまで低下し、

成長が停滞した冬期においても艶死が継続した。 3月

から5月は艶死がみられなかったが、成長の開始する5

月下旬から再び生残率は低下し、試験終了時には12.1 

%まで低下した。

生残率はl年3ヶ月という養殖としてはそれほど長期

間でないにもかかわらず非常に低い結果となり，夏期

に艶死が発生した。本種の成長期は夏期であり，餌料

要求量が最大となる時期である。このような時期の餌

料の不足が、艶死につながったと考えられる。しかも，

イタヤガイは餌料の欠乏に対する耐性が低いとされ、

植物プランクトン量の少ない海域は養殖に適さない。

以上より、イタヤガイの養殖に際しては餌量となる植

物プランクトン量が豊富な海域を選定する必要があ

る。
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海産養魚の飼育技術改善試験

戒田典久・沢矢隆之

の後，体重および尾叉長を測定し，増重率， 日間給餌

率等の養殖学的知見を求めた。ただし，これらの値を

求める計算式は，魚類養殖学的理論により近い，死亡

魚重量を考慮した補正式を用いた。血柴は，生化学的

分析として，アルカリ性ホスファターゼ活性(ALP)， 

グルタミック ・オキザロアセティック ・トランスアミ

ナーゼ活性(GOT)，グルタミック・ピルピック・トラ

ンスアミナーゼ活性(GpT)，総ビリルビン量 (T-BiL)， 

直接ビリルビン量 (D-BiL)を測定した。間接ビリル

リン量(I-BiL)は， T-BiLとD-BiLの減算から求めた。

さらに，血柴，餌料に含まれるL-AsA濃度および:MDA濃

度を測定し，抗酸化物質と酸化脂質の含有量を調べ

た。餌料に関するL-AsAとMDAは， 2回分のサンプルの

分析値を平均して示した。統計学的処理として，図中

の表示値を±標準誤差で示し，データの比較は，クラ

スカル・ウォリスの分散分析とマンホイ ットニーのU検

定により評価した。
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昨年度は，ブリ(地方名:フクラギ体重約500"'-'

1，500gサイズ)を用いて，抗酸化剤，抗ストレス剤で

あるL-アスコルビン酸 (L-AsA) を餌料に高濃度添加

することにより，生体内脂質の酸化を防御し，健康魚

を養成することを試み， L-AsAの餌料への高濃度添加

は，血築中および筋肉中のマロンジアルデヒド濃度(M

DA)を低下させる作用があり，脂質酸化やストレス耐

性に関する観点から見た抗病性の向上に効果があるこ

とを示した。

通常，魚は脂質酸化を起こした餌料を摂取すると，

酸化脂質の毒性により細胞，特に肝細胞が破壊され餌

料性疾患に陥る。本県の一部の養殖業者では，水産加

工場の残誼であるイカ内臓(特に肝臓)などを餌料に

混合している。しかしながら，これらは脂質を多く含

有しているため，魚へ給餌するまでの過程の取り扱い

によっては酸化させてしまい，それを給餌すると餌料

性疾患を誘発する。そこで本年度は，極度に脂質酸化

をしている餌料を給餌したときに起こる餌料性疾患を

防止あるいは症状の軽減させるための技術開発として，

酸化魚油添加餌料へ高濃度のL-AsAを添加することに

より，その症状を抑制できるか否かをメジナを用いて

実施した。

目

餌料中のL-AsA図-1
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幅250cmX奥行き110cmX深さ80cmのF貯水槽2基を用

い，水量約1.6 tにして，それぞれ飼育密度が約2.5"'-'
3.0kg/m3となるように平均尾叉長295"'-'303mm，平均体

重453.2"'-'516. 3gのメジナを収容した。餌料は，配合

飼料へPOV30meu/kg以上の酸化魚油，さらにそれらへ
L-AsA剤としてL-AsAを含有する混合餌料(ダイペット

C;第一製薬株式会社)を表-1の配合比で混合した試

験区を設定し44日間給餌した。給餌量は，残餌が出な

い量とし，死亡魚は，取り上げた後に体重と尾叉長を

測定した。

方11 

餌料の組成比表

酸化魚油d
0.2 
0.2 

L-AsA斉11*2
0.01 

配合飼料

図-2

-酸化魚油+L -AsA剤

口酸化魚油

餌料中のMDA

雇正東通千FAs瓦副
酸化魚泊

料:現物重量配合比
本2:外割

サンプリングは，開始時に3尾，試験終了時に各区

全尾数を速やかに取り上げ， 直ちにへパリ ン処理した

シリンジで採血し， 遠心分離器により血柴を得た。そ
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表-2 体重，尾文長および肥満度の推移

飼育回数訟験区

酸化魚油+L-AsA添加館料
酸化魚油添加餌料

44 

試験区

酸化魚油+L-AsA添加銭料
酸化魚油添加餌料

.1 :開始時平均体重 (g)

.2 :終了時平均体重 (g)

引ー開始時総重量 (g)

12 :終了時総重量 (g)

W3 :へい死魚総重畳 (g)

F :給餌量 (g)

開蕗蒔
平問体重平均尾又長

肥満度生残尾数
(g) (mm) 

516.3 303 18.2 9 
453.2 295 17.7 9 

震7耳
平均体重平均尾又長

肥瀦度生残尾数
(g) (mm) 

586.7 307 20.0 8 
500.0 295 19.4 8 

表-3 飼育成績

生残率繕重倍率増夏率 日間給餌率日間増重率地肉係数飼料効率
(%) ...=，，，...，... (9也) (%) (%) ...""，"'.... (%) 
88.9 1.14 12.6 0.40 0.27 1.46 68.4 
88.9 1.1 0 8.1 0.41 0.18 2.32 43.2 
地重倍事=叫/01

地重量 (G);12州3-WI

日間給餌率;F/(DXCWl+W2+W3)/2) XIOO 

日間熔重率;G/(DX(WI州計約)/2)XIO日

増肉係数;F/G

餌料効率;G/FX100 

増重率;GXIOO/官l

餌料中のL-AsAとMDAをそれぞ、れ図-1，2に示した。餌
料中のL-AsAは， L-AsA剤を添加していない試験区で
53. 4μgjgで、あったのに対し，添加した試験区では
870. 1μgjgとかなりの濃度差があった。それに対し，

MDAは，L-AsA剤を添加した試験区の方が若干低いものの，
大きな差は認められず，L-AsA剤無添加区204.9nmol/g
に対し，L-AsA剤添加区166.6nmoljgで、あった。これは，
一度，酸化した魚油は，酸素結合力が強いため，再び

還元化できないことを示している。この様な現象が体

内脂質について起これば，その症状を快復させること

が困難であると考えられる。

飼育期間中の平均水温は20.20C(19. 8"'20. TC)，溶
存酸素量(DO)は平均で7.6mgjl(6. 8"'8.0mgjl)， pHは

平均で8.0(7.9"'8.1)で，魚の成育に悪い影響を与
えていない環境であった。
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図-3 血提L-AsAの変化

各種餌料の投与による尾叉長，体重および肥満度の

推移を表-2に示した。体重と肥満度は両区とも増重あ

るいは肥大しているが， 尾叉長はL-AsA剤無添加区で
成長していない。表-3の飼育成績を見ると，生残率は

両区とも88.9%で同じ， 日間給餌率はL-AsA剤添加区
0.40%とL-AsA剤無添加区0.41%でほどんど変わらな
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.酸化魚油+L-AsA剤

口酸化魚油

図-4 試験終了時の血疑問A

い。また増重倍率についても同様でL-AsA剤添加区
1. 14， L-AsA剤無添加区1.10で変わらなかった。しか
しながら，増重率， 日間増重率，餌料効率に違いが見

られ，L-AsA剤添加区の方が高く飼育成績が優れてい
た。

図-3の血築中のL-AsAを見ると， L-AsA剤添加区の血
柴L-AsAの方がL-AsA剤無添加区より高い値4.6μglmlで，
酸化魚油餌料を投与する前のレベルを維持していた。
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図-5 血援の生化学分析結果

一方，L-AsA剤無添加区の血柴L-AsAは著しく減少し，
開始時4.2μg/mlであったのが終了時に2.3μg/mlに
なった(0<0.05)。終了時の血紫MDAは， L-AsA剤無添加
区15.2μmol/mlであったのに対し， L-AsA剤添加区の
方が若干低く11.4μmol/mlであったが有意差は認めら
れなかった。(図-4)。試験開始時と終了時の肝機能状
態について，図-5のALP，GOT， GPT， T-Bil， D-BiL， 
トBiLから見ると，いずれの試験区とも有意差が認め

られなかったもののALPが上昇する傾向にあった。試
験期間中の試験魚の摂餌は十分であり，急激な成長も

見られなかった。よって，この上昇は肝・胆道系障害

によるものと考えられる。しかしながら， L-AsA剤添
加区のGOTは著しく低下し(0<0.05)， GPTは開始時との
間で有意差は認められなかった。このことから， L-AsA剤
添加区は肝機能障害があるものの著しい症状ではない

と考えられる。またL-AsA剤無添加区のGOTは， 試験開

-65-



始時と終了時に変化が見られず， GPTは有意差はな
かったものの上昇する傾向にあった。このことから，

L-AsA剤無添加区もL-AsA剤添加区と同様に酸化魚油餌
料の摂餌による肝機能障害はあるものの顕著でないと

考えられる。さらに，いずれの試験区のT-Bi1とも，
試験開始時と終了時で有意差は認められなかった。 D-BiL
もT-Bi1と同じ兆候を示したが 両区とも低下する傾
向にあった。 I-BiLはいずれの区とも試験開始時と終
了時に有意な差は認められなかった。したがってこれ

らからも，酸化魚油餌料摂餌による肝・胆道系障害は，

溶血に至るほどの重度な症状ではないと推察できる。

両区を概して比較するとALP.GPTがL-AsA剤無添加
区よりL-AsA剤添加区の方が低い傾向にあり， ωTは
L-AsA剤添加区の方が有意に低かった(0<0.01)。本試
験からは，試験期間が短期間であったことから，明快

な結果を得ることができなかった。しかしながら，餌

料へのL-AsA剤添加は，酸化魚油の摂餌による肝・胆

道系機能障害を抑制する働きがある傾向を示した。

POVの高い油は，ヒドロペルオキシドを生成し，そ

の後それを分解してMDAを生成する。これらのことか
ら， L-AsA剤添加区の飼育成績がL-AsA剤無添加区の飼
育成績より優れた理由は， L-AsA剤無添加区の試験魚
がPOVの高い酸化魚油を摂取したため，体内において

前述の過程で血中MDAが上昇し 肝細胞に障害を受け
軽度な肝機能障害を起こし代謝機能が低下した。それ

に対し， L-AsA剤添加区で、はL-AsAが血中MDAの上昇を
抑えたため，肝細胞の障害が軽減され，肝機能も大き

な障害を受けなかったため，代謝機能の低下がL-AsA
剤無添加区の試験魚より顕著でなかったと考えられ

る。

以上のことから，高濃度のL-AsAを餌料へ添加する
ことは，魚が脂質酸化の進んだ餌料を摂餌しでも，餌

料性疾患を防ぐ効果を有する可能性を示した。
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海産魚養殖指導

目的

石川県沿岸では，回遊性を有する魚種の漁獲量減少

や魚価の低迷が続いている。この様な現状において，

近年，漁業者の中には，自らが漁獲した魚を網生け賛

収容し，その魚に餌を与え，大きくして付加価値を付

けた後に出荷する中間育成的な養殖形態を実施する漁

業者が増えている。また今後は，この様な漁業形態を取

り入れる漁業者が増えるものと考えられることから，

それらの漁業者に適切な養殖法を指導するとともに，

既存の養殖業者に対しても，新しい養殖技術などの紹

介，指導を行った。

H 内容

養魚場への巡回あるいは漁業者自らの養魚の持ち込

みによる問い合わせが15件あった。その内容としては，
魚病検査，餌料の過酸化物価 (POV)やチオパルビツー
ル酸 (TBA)などの分析による品質検査，養魚の脂質
含量検査であった。餌料の品質検査は，脂質抽出後に

POVについてはPOVテスター (SIBATA)， TBAについて
はTBAテスター (SIBATA)を用いた簡易法で行った。 P
OVの評価は図-1の色見本，そしてTBAの評価は図-2の
色見本に基づき表一1の通りに判断した。

検査を行った魚種としては，ブリ(地方名:フクラ

ギ=体重約500g"-'1， 500g，ガンド=体重約1，500g"-' 
5，OOOg) ，マアジ，マサパ，そして餌料として使用し
ているスルメイカであった。

POV及びTBAの主な分析結果を次に示す。
餌料として用いてる冷凍マサパ，マアジのPOV，TBA 
の分析結果は， POV 10meQ/kg未満(図-3)， TBA 0"-' 1 
(図-4)で餌として使用するには問題のないレベルで

あった。なお図-3のPOV結果の下2つ， TBA結果の右2つ
は，参考として酸化魚油の結果を記した。

魚病発生は，フクラギ，マアジ，マサパの艶死を伴

わない類結節症，フクラギのベネデニア症，ヒダビル

症，そしてへテラキシネ症であった。さらに天然魚で

筋肉線虫症(図-5，6) も見られた。ヘテラキシネ症

は2月から3月の低水温期(水温120C前後)に被害が大

きかった。前年の夏期に寄生が見られなかったことか

ら，水温低下期に寄生したと考えられた。また，本年

は例年になく冷水塊が石川県沖に停滞したため，養魚

場周辺の水温が8"-'goCに低下した日が1週間以上続い

た。このため，代謝異常を起こし肝臓が強く緑化する

個体が多数見られた。このため，餌料へ強肝剤の添加

を行ったところ，若干の改善が認められた。

戒田典久・沢矢隆之

H 今後の展開

本県の一部の中型巻き網漁業者は，漁獲した天然フ

クラギ，ガンドを網生け賛へ収容し，餌付けして養殖
ふく

用種苗として，あるいは養成して「富来らぎ」のブラ

ンドで出荷している。またこれらの漁業者は，フクラ

ギの越冬飼育にも取り組んでおり，翌年春に養殖用種

苗として出荷している。この種苗を購入した県外の養

殖業者によると，低水温期を経験した種苗は，サイズ

が大きくなってからも低水温期の餌食いが良く，成長

も良いとのことである。これは，本県産の種苗と他県

産の種苗で成長差などの詳細なデータを得て，優れて

いる点をPRすることにより，種苗としてもブランド化
できる可能性も秘めている。この様に本県では，今後，

フクラギの越冬養殖が盛んになると考えられることか

ら，低水温期における寄生虫対策や給餌餌料組成の問

題が重要な課題になると考えられる。

図-1 POV評価の色見本

図-2 TBA評価の色見本
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表-1 TBAの評価基準

ランク 評価

0，1 鰐として使用に問題なし

2 有毒物質が繍製されているため、餌としての使用に要注意

3 有毒物質の生成が多いので、銀には不透

.，~-.. 

組..愉.(，命財

図-3 POVの分析結果

上2つは冷凍マサバ、中2つは冷凍マアジ，下2つは

酸化魚油(上:タラ油， 下:イワシ油 参考掲載)

J

マ守
.H
1

. 
" z '‘ ，.. .. 
5 

図-4 TBAの分析結果

左2つは冷凍マサバ、中2つは冷凍マアジ，右2つは

酸化魚油 (左:タラ油右 :イワシ油参考掲載)

図-5 天然ブリの線虫寄生部位

国圃園田園田園圃圃薗
図-6 天然ブリの筋肉へ寄生していた線虫

全長349mm
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水産動物保健対策推進事業(海面)

目的

魚病被害の実態把握、防疫体制の強化、医薬品の適

正使用についての指導を行い、食品として安全な養殖

魚生産の確立を図る。

11 方法

県内の養殖経営体を巡回して生産量、魚病発生状況

の聞き取り調査を実施した。

養殖経営体より出荷サイズの養殖魚を採取し抗菌剤

の残留検査を実施した。

川結果

1 .海面養殖業

2002年度のかん水養殖業の経営体別養殖魚種と魚種

別生産量を表-1，2に示した。本県の給餌を要しない貝
類・藻類を除く海面養殖業は5経営体、総生産量は
111，246kg、養殖魚種は8種であった。

2.魚病発生状況調査

2002年度のかん水養殖業の魚病発生状況を表 3に示

した。

魚病は延べ4経営体でマダイ・ヒラメ ・クロダイに

発生し、総被害量1， 510kg、総被害金額1，651千円であっ

た。

疾病別ではマダイの低温ビブリオ症とビバギナ症が

各々l経営体(海面生賛網)で発生しており、低温ビ

表-1 2002年かん水養殖業経営体別養殖魚種

経営体No. .殖魚種

マダイ、クロダイ、ヒラメ

2 マダイ、ホシスズキ、アワビ

3 ブリ、カンパチ、マダイ、ヒラメ

4 ヒラメ

5 クルマヱピ

計 5経営体 8魚種

沢矢隆之・戒田典久

フリオ症は発生初期にフロルフェニコールの経口投与

で被害が拡大せず65kg程度の艶死で終息した。ビパギ

ナ症は発生が低水温の冬季であったため濃塩水浴等の

処置は行わなかったため1，250kgの艶死となった。

ヒラメ (0-----2年魚)とクロダイにベネデニア症がl

経営体(海面生賛網)で7-----9月に発生した。この経

営体ではマダイ、クロダイに毎年発生しており、これ

まで、は淡水浴の実施により特に被害はなかったが、 ヒ

ラメO年魚は種苗導入後に発生した。

これは既存のマダイ・クロダイ等に寄生が見られて

いたにもかかわらず、処置を怠ったため、新たに導入し

たヒラメO年魚に大量に寄生したものと思われた。

3.水産用医薬品使用状況調査

かん水養殖業では、 i経営体でマダイの低温性ビブ

リオ症のためにフロルフェニコールを2.6kg投与して

いた。このほかは栄養剤等の投与が見られた。

4.水産用医薬品の残留検査

表-4に2002年度の簡易検査法による検査結果を示し

た。検査は水産総合センタ一本所で内水面分も併せて

行った。

検体は出荷が多い12月に各経営体を巡回し、出荷サ

イズの養殖魚を収集した。海面では4経営体、2魚種(マ

ダイ ・ヒラメ)12検体、内水面で、は7経営体、l魚種(イ

ワナ)、 21検体を採取し、検査した結果、いずれの検

体からも残留抗菌性物質は検出されなかった。

表-2 2002年かん水養殖業の魚種別経営体数と生産量

魚 種 経営体数 生産量kg

プリ類 X 

マダイ 3 88，8相|

ヒラメ 3 3，810 

その他の海産魚類 2 7，816 

クルマエピ x 
その他の海産給餌動物 x 
E十 (延べ) 5 (11) 111，246 

表-3 2002年かん水養殖業魚病発生状況

魚種 魚病名 発生した 使用薬剤等

経営体数

マダイ ピブリオ病(低温) 117口J~7:I二J-JI.経口投与: 2.6kg、31.2千円

マダイ ピパギナ症

クロダイヘ.特.ニ7症 1淡水浴

ヒラメ へ.特.ニ7症・滑走細菌症 1淡水浴

言十 4 
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検体No経営体No 魚種

マダイ

2 11 

3 2 11 

4 2 11 

5 3 11 

6 3 11 

7 ヒラメ

8 11 

9 3 11 

10 3 11 

11 4 11 

12 4 11 

13 10 イワナ

14 10 11 

15 10 11 

16 7 11 

17 7 11 

18 7 11 

19 9 11 

20 9 11 

21 9 11 

22 8 11 

23 8 11 

24 8 11 

25 5 11 

26 5 11 

27 5 11 

28 6 11 

29 6 11 

30 6 11 

31 11 11 

32 11 11 

33 11 11 

表-4 2002年度養殖魚残留抗菌生物質の簡易検査結果

F L(マダイ)ma 菌株 ~ icrococus luteu Bacillus subtilis Bacil!us cer巴u~
F L (イワナ) ATC C 9341 ATC C 6633 ATCC 11778 判定
TL (ヒラメ) BW (g) 阻止円 阻止円 阻止円

402 1.29E 
394 1.23t 
380 1. 19E 
372 1.204 
355 1.092 
332 880 
338 435 
337 419 
364 546 
356 511 
206 101 
217 114 
21E 10C 
20t 93 
20~ 10C 
187 84 
17~ 67 
176 75 
189 72 
157 43 
155 45 
202 101 
196 84 
186 74 
202 103 
175 64 
180 63 
163 53 
140 32 
125 22 
185 76 
167 56 
182 64 

参考 試験菌の感受性パターンによる抗生物質の分別推定

型

2 

3 
4 
5 
6 

Bacillus subti1is ~icrococus luteus 
A TC C 6633 ATC C 9341 
阻止円 阻止円

+ + 
+ 
+ 

+ 
+ 

PC系:ペニシリン系

~L系;マクロライド系

AG系.アミノ グリシ ド系
TC系.テトラサイクリ ン系

NB ノボピオシン

Baci Ilus cereus 
ATC C 11778 
F且止円

+ 

+ 

+ 

CP クロラムフェニコール
O~ オレアン ド マ イ シン

SA サルフ 7A1J 
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地域水産加工食品ブランド化事業

( 1 )イワシ糠漬けの低塩化とその成分
(要約)

目的

石川県での糠漬け品の生産量は近年減少傾向にあ

り，需要も低位安定で推移している状況である。そこ

で，本研究では県内の製造業者より要望のあった，イ

ワシ糠漬けの低塩化のための調製方法と，その調製し

たイワシ糠漬けと本県イワシ糠漬けの市販品の化学成

分について検討，比較した。

日 材料と方法

1.試料

2001年4月に三重県で漁獲された生鮮マイワシを試
料として用い，本実験で調製したイワシ糠漬けと本県

で製造販売されているイワシ糠漬けを分析試料とし

た。

2. イワシ糠漬けの調製方法

通常の製法と別法で調製した。通常の製法はマイワ

シの内臓 ・頭部を除去後水洗いし，これに食塩を加え

常温で塩蔵後，塩蔵イワシと塩蔵汁に分離した。この

塩蔵イワシを糠，麹とともに漬け込み，これに塩蔵汁，

食塩，水により所定の食塩濃度に調製した液(以後，

差し汁と呼ぶ)を加え，常温で10ヶ月開発酵させた。
別法は頭部，内臓を除去し水洗いしたイワシ肉を所定

量の糠，麹，食塩とともに漬け込み，常温で10ヶ月開
発酵させた。

3.化学成分および官能評価

一般成分は常法に従い，遊離アミノ酸，有機酸は高

速液体クロマトグラフ(島津製作所社製)により分析

を行った。宮能評価はセンター職員2名により簡易的

に行った。

111 結果及び考察

1 .イワシ糠漬けの低塩化

発酵前後の食塩濃度を比較すると，差し汁塩濃度，

イワシ肉塩濃度のどちらか一方を低下させても発酵中

に平衡化し，イワシ肉の塩濃度に対する差し汁の塩濃

度が1.5'"'-'2. I倍というほぼ一定の割合になることがわ

かった。

凶lは腐敗した差し汁を除き発酵が進むにつれ，すべ

てで低くなった。また，イワシ肉の水分は発酵が進む

につれ減少した。

発酵後のイワシ肉，差し汁ともに腐敗臭の全くしな

谷辺礼子・高本修作

かったものは別法によるものだけであった。また，色

調は，腐敗の進行していない差し汁ほど aキ値が高い

傾向を示した。

差し汁の腐敗の進行は酢漬け，酢添加，塩抜き処理

には影響を受けず，イワシ肉及び差し汁の塩濃度が減

少するにつれ進んだ。しかし その腐敗の進行度合い

は差し汁の塩分量というよりむしろイワシ肉の塩分量

との聞に強い相聞がみられた。また， pHに関しては，

差し、汁のpHがイワシ肉のpHに比べて低ければ正常に発

酵しているが，差し汁のpHの増加とともに腐敗が進み，

かなり腐敗の進んだ、試験区ではpHが急激に上昇した。

当初，イワシ糠漬けの低塩化を行うためには，イワ

シの塩蔵塩濃度を低くし，差し汁の塩濃度を高く保持

することが重要なのではないかという考えから，イワ

シの塩蔵塩濃度を低くしたものを中心に行ったが，本

実験結果から， 一方の塩濃度を低くしても発酵中にほ

ぼ一定の割合で平衡化し 更には差し汁の腐敗の進行

は差し汁の塩濃度ではなく，イワシ肉の塩濃度に強く

影響されることが示唆された。これより，腐敗細菌は

イワシ由来である可能性がある。しかしながら，差し

汁に比べイワシ肉の腐敗は進行していないので，外部

環境由来である可能性も否定できない。

以上のように，本実験では，塩抜き，酢漬け，酢添

加により低塩化を試みたが 全く効果がなかった。

2. イワシ糠漬けの化学成分

当センターで調製したイワシ糠漬けにおいて，イワ

シ肉，差し汁ともに腐敗せず食味も良好であった試験

区と市販品の計5点について分析を行った。

センターで調製したイワシ糠漬けの一般成分は市販

品とほぼ同様の値を示し，組タンパク質，組脂肪が低

く，水分， pH，塩分が高いという特徴があった。ある

市販品の水分，塩分は他と比べかなり低いことから，

独自の製法で作られていると考えられた。イワシ糠漬

けの主要な遊離アミノ酸はGLU，ASP， ALA， LEU， ARG 
であった。総遊離アミノ酸量は2，189'"'-'3，928mg/100g
であった。センターで調製したイワシ糠漬けの主要な

遊離アミノ酸は市販品と同様で，最も多かったのはGL
Uであった。イワシ糠漬けの主要な有機酸は乳酸，酢

酸であった。センターで調製したイワシ糠漬けの有機

酸は市販品とほぼ同様の値を示した。

以上の結果から，センターで調製したイワシ糠漬け

は成分的には市販品と同等であることがわかった。し

かしながら，本実験では低塩化品を調製できず，その

成分を把握することがで、きなかったため，今後は，イ

ワシ糠漬けの低塩化品の調製が重要課題である。
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(2)手取川産シロサケ加工試験

目的

手取川で採取されたサケの有効利用を目的とした。

11 材料と方法

1 .試料

手取川に遡上したシロサケフィレーを凍結したもの

を試料とした。調製の際には、流水によって解凍した

ものを用いた。

2. サケ粕漬けの調製方法

解凍したシロサケフィレーを時の食塩で塩漬けし、

軽く水洗いした後、冷風乾燥させた。乾燥させた切り

身をガーゼで包み、練り粕、みりん、水、砂糖、食塩

を混合した粕床に2週間漬け込み、冷蔵保存した。

3. サケ味噌漬けの調製方法

解凍したシロサケフィレーを日の食塩で塩漬けし、

軽く水洗いした後、冷風乾燥させた。乾燥させた切り

身をガーゼで包み、味噌、みりん、水、砂糖を混合し

た味噌床に2週間漬け込み、冷存保存した。

4.サケ味噌オカラ漬けの調製方法

解凍したシロサケフィレーを日の食塩で塩漬けし、

軽く水洗いした後、冷風乾燥させた。乾燥させた切り

身を味噌、おから、みりん、水を混合した粕床に2週

間漬け込み、冷蔵保存した。

5.官能検査

官能検査はセンター職員センター職員により簡易的

に実施した。

川 結果及び考察

1.サケ粕漬け

サケはプロテアーゼ活性が高く、肉質が弱くなるた

め、商品価値が低くなることが問題であった。そこで、

粕漬けにしたところ、脱水作用により身がよく締まり、

肉質の良好な製品となった。酒臭が強く感じられたた

め、配合割合の検討が必要と考えられた。

2. サケ味噌漬け

サケ粕漬けと同様、身がよく締まり、肉質の良好な

製品となった。センター職員を対象とした官能検査で

ももっとも評判が良かった。これは味噌味を日頃から

食べ慣れているためと考えられた。味噌(塩濃度13'"

14%)を使用することにより、製品の塩濃度も高くなっ

たので、配合割合の検討が必要と考えられる。

3.サケ味噌オカラ漬け

他の製品に比べ身の締まりがみられなかった。これ

はオカラを使ったためか、あるいは直接漬けにしたた

めと考えられる。しかしながら、 センター職員を対象

とした官能検査では、おいしいと感じた人が多かった。

これは能登地区ではおからを昔から食べる習慣がある

からではないかと考えられた。

( 3 )カジメ佃煮とノロゲンゲ塩干しの

普及

目的

当センターで開発したカジメ佃煮とノロゲンゲ塩干

しについて，地域振興のため普及活動を行った。

H 特徴

1. カジメ佃煮は輪島産ツルアラメ(地方名;カジメ)

を原料とした佃煮であり，甘み，塩味，うま味が調和

するように調味され，海藻由来の美しい色沢や程良い

食感を有している。製品は 「からし風味Jiわさび風

味Jiしそ風味Ji唐辛子風味」と無添加の5種類であ

る。

2.ノロゲンゲの塩干しは 水分量の多い原魚を適度

な状態に干し上げることにより，うま味と食感を向上

させている。

川 普及成果

輪島市漁協輪島崎婦人部より来利用である輪島産ツ

ルアラメ，及びノロゲンゲを有効利用したいとの要望

があったため，当センターで加工方法の検討を行った

(表-1)0 2001年1月に製法並びに試作品が完成し，そ

の試作品について婦人部を対象に試食会，アンケート

調査を行った。同年3月に婦人部に対し加工指導を行

い.4月に試験販売が実施された。この婦人部活動に

ついて報道機関による取材が行われた他，地域イベン

トでの発表や第7回全国青年 ・女性漁業者交流大会に

て実績を報告することで加工品の普及に努めた。その

結果.2003年l月には輪島市で水産物加工施設が開所さ

れ，この施設を利用し同年3月から本格的にカジメ佃

煮が販売された。
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表-1 カジメ佃煮、ノ口ゲンゲ塩干しの普及

日時 内 ~ テ 対象 実施主体

2000. 9. 30 加工原料、加工方法の検討 婦人部役員会

10. 12 加工品の検討の結果、 婦人部、センター

カジメ佃煮、ノロゲンゲ塩干しに決定

2001 1月 カジメ佃煮、ノロゲンゲ塩干しの開発 センター

1. 12 試食会 婦人部 婦人部、センター

1.25 アンケート調査 婦人部 婦人部、センター

3. 10 加工指導 婦人部 センター

4. 16 カジメ佃煮のアンケート調査 観光客 婦人部、センター

4. 16 北園新聞、中日新聞、朝日新聞による取材
4.22 ノロゲンゲ塩干しのアンケート調査 観光客 婦人部、センター

11. 9 朝日新聞による取材
11. 17 地域作り わんたたき婦人部活動の発表 一般 婦人部長

2002. 3. 6 第 7回全国青年・女性漁業者交流大会にて 一般 婦人部長

婦人部活動発表(農林中央金庫理事長賞受賞)

6. 18 加工室の借り入れと導入設備購入に関する打ち合わせ 婦人部長 センター
7. 3 カジメ佃煮の大量加工方法の送付 婦人部長 センター

7月 あえの風 首長サミットでカジメ佃煮紹介 一般 市長(輪島市)

9.30 真空包装機購入に関する打ち合わせ 婦人部長 センター

10. 19 農林漁業まつりで販売 一般 婦人部

2003. 1. 21 輪島市水産物加工研究施設関所式 輪島市

1.21 加工勉設にて加工指導 婦人部 センター

1.21 北画新聞による取材
3月 かじめ佃煮(製品名) 120g入り300円で販売開始 婦人部 婦人部

くにやら塩干し〈製品名) 5匹入り300円で販売開始
婦人部:輪島市漁協輪島崎婦人部
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海洋深層水利活用試験

沢矢隆之、永田房雄、池森貴彦、仙北屋圭、戒田典久、高本修作

目的

海洋深層水(以下、「深層水」いう。)の利活用につ

いては、高知及び富山の先進県を始め、北は北海道か

ら南は沖縄県に至る数道県及び市町村で取り組まれ、

地域活性化の一翼をになっている。

本県においても、珠洲郡内浦町が富山湾に面した能

登内浦海域の深層水取水適地において、陸上取水施設

整備を進めようとしている。

本センターでは、深層水の持つ低温、清浄、富栄養

塩(ミネラル特性)といった特徴を活かし、本県水産

分野での利活用を図るため、 2001年度には「水産物の

利用加工」面から「鮮度保持試験J(深層水氷製氷試

験、鮮度保持効果試験)及び「イカ加工試験J(洋上

加工試験)を行ってきた。

今年度は「沿岸域磯根漁場生産力向上の可能性Jを

検討することを目的として「海藻類の培養試験」を行っ

た。

日方法

内浦町は、石川県海洋深層水利活用事業化協議会を

通じ、 2002年度の深層水取水時期は、第1回次を7月、

第2回次を9月としたことから、本センターにおける海

藻類の培養試験を、夏季及び冬季の水温設定とし、同

時期に繁茂するであろう緑藻類、褐藻類及び紅藻類を

対象に実施した。

1.海藻類培養試験ー 1(7月26日"-'9月30日)

2002年7月5日に内浦町小木沖合約3.5km、水深約300

mから台船により取水した深層水3，000L (内予備

1，000 L)を、 500L容ヒドロタンク4本及び20L容ポリ

タンク50本に収容して水産総合センターに搬入し、

500L容ヒドロタンク4本の2，000Lを冷却能力のある

1， 000 L容櫨過一体型水槽2槽に入れた。用いた海藻は、

緑藻類の「アナアオサ」及び「ミル」、褐藻類の 「イ

ソモク」、「トゲモクj、「ヤツマタモク」ならびに「イ

シモズク」、紅藻類の「マクサ(テングサ)J及び「イ

バラノリ」の計8種とした。期間は7月初日から9月30

日までとし、適宜湿重量を測定した。培養時の水温は

200C (:1: lOC)とし、照明にはメタルハライドランプを
使用した。照度は水面上で3，OOOLuxになるよう調整し、
照射時間を午前4時から午後7時(明15時間・暗9時間)

とした。

対象区として表層水により同様の試験を実施した。

2.海藻類培養試験-2(12月12日"-'3月11日)

2002年9月30日に搬入・収容した深層水は、海水温

海藻培養状況

低下と冬季に繁茂する海藻の生長を待つため、水温15

℃として試験開始まで保存した。用いた海藻は、 緑藻

類の「ミルJ、褐藻類の 「ヨレモク」、 「アカモク」、「ノ

コギリモク」、「ジョ ロモクj、「イソモクJならびに「ト

ゲモクJ、紅藻類の「ユナ」及び 「ムカデノリJの計9

種の海藻を用い、 90日間の培養を行った。測定項目、

水温を除く培養条件ならびに対象区の設定は、海藻培

養試験-1と同様とした。

川結果

1 .海藻類培養試験-1(7月26日"-'9月30日)

試験結果を図-1に示した。67日間の培養の結果、緑

藻類ではアナアオサは両区とも生長せず深層水区で、は

枯死した。ミルの湿重量は深層水区で開始時の5.4倍

となり、葉状体からの発芽が見られた。一方、表層水

区は1.4倍の湿重量に止まり、発芽は認められなかっ

た。褐藻類のイソモク、 トゲモク、ヤツマタモクなら

びにイシモズクのうち、イソモクの湿重量は両区とも

減少し、深層水区では葉状体が脱落した。トゲモクは

両区で1.4"-' 1. 9倍に増加した。ヤツマタモクは両区と
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も1.4""'2. 5倍に増加したが、表層水区で終了直前に白

化が認められた。イシモヅクは深層水区では生長せず、

開始20日目に枯死し、表層水区で、も湿重量が減少する

傾向にあった。紅藻類のマクサ及びイバラノリでは、

マクサは両区とも開始20日目まで生長(湿重量1.2""'

1.4倍の増加)があったが、その後両区とも湿重量が

減少し、表層水区では開始60日目に白変して枯死した

が、深層水区では色調の変化は認められなかった。イ

バラノリは深層水区で開始42日目まで生長が認められ

たものの開始60日目より白化が起こり終了時に枯死

し、 表層水区で、は生長は維持したが、終了直前の開始

62日目に白化が起こった。

2.海藻類培養試験-2(12月12日""'3月11日)

試験結果を図-2に示した。 90日間の培養の結果、緑

藻類のミルの湿重量は深層水区で1.7倍、表層水区で

1. 25倍に増加し、 l回次同様深層水区においては発芽
が認められた。紅藻類のユナ及びムカデ、ノリのうち、

ユナは表層水区で開始50日目に枯死し、深層水区での

湿重量の増加はなかった。ムカデノリは表層水区で

1.9倍に増加した一方、深層水区では開始50日目より

一部に枯死が認められ減少傾向を示したが、その後終

了時まで殆ど、変化はなかった。褐藻類では、開始時よ

り湿重量が増加した種は、深層水区ノコギリモクの

1.2倍のみであり、期間中に一時的に増加した種はア

カモク及びジョロモクの2種で、いずれも深層水区で、

あった。それ以外の種は、深層、表層の両区とも重量

が減少し、ヨレモク、アカモク、ノコギリモクならび

にジョロモクの表層水区では期間中に枯死し、イソモ

ク及びトゲモクは両区とも期間中に枯死した。特にイ

ソモクでは両区とも開始14日目から葉状体の脱落が起

こり、 50日目には枯死した。

IV 考察

実験1，2ともに緑藻類のミルの深層水区での生長が

最も良く、さらに発芽も観察された。ミルはサザエの

餌料として有効とされているところから種苗生産時の

利用にも期待される。

他に深層水区において生長が認められた種は、褐藻

類のヤツマタモクであった。 一方、表層水区において

生長のよかった種は、褐藻類のトゲモク、紅藻類のイ

バラノリ及びムカデ、ノリであった。

第2回の実験では表層水区において枯死が多く見ら

れ、 6種が枯死した。今回の結果からは一概に深層水

における生長が表層水よりも優れているとはいえない

が、設定水温が150Cと、外海水より高めに設定されて

いたことが、栄養塩の少ない表層水区に悪く働いた可

能性がある。

藻類の光及び栄養塩要求量は種によって大きく異な

ると考えられ、さらに栄養塩の吸収には常に海水の流

れが重要なファクターである。今回の実験は海水の流

動が小さい水槽内で、異なる生理的特徴を持つ海藻を

全て同じ条件下のもとで培養したが、海藻類に対する

深層水の有用性を明らかにするには、個々の種につい

ての生態学的、生理学的特徴を把握した上で実験を行

う必要があると考えられる。
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海藻滋養試験-1(褐藻類1)
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アカガイ増殖効率化事業

目的

七尾湾で養殖しているアカガイは夏期に艶死しやす

い傾向にあり，ここ数年，漁獲量減少の主な要因となっ

ている。このためアカガイ種苗が生息する環境および，

それに対応する生理状態を把握し，轄死の原因を明ら

かにする。それをもとに，種苗の中間育成，放流なら

びに出荷サイズの回収までの適正条件を検討し I七

尾湾ブランド」としてのアカガイの安定した生産シス

テムを構築する。

11 材料および方法

1. 室内飼育試験

アカガイの艶死と水温の関係を検討するため，室内

飼育試験を2002年7月4日から10月2日まで行った。試

験に用いたアカガイは2001年8月に石川県水産総合セ

ンタ一能登島事業所において，七尾湾および、香川県粟

島産のアカガイを母貝として採苗し七尾湾西湾で中間

育成した，平均殻長30.lmm.平均殻付き湿重量6.Ogの

l年貝である。縦90cmX横45cmX高さ45cmの角形水槽

を目合2mmのトリカルネットで2つに仕切り，中間育成

の終了したアカガイをl水槽あたり，各産地40個体ず

つ計80個体収容した。水槽の水温は240C，260C， 280C 
ならびに対照区とし，飼育水槽の水温が各設定水温に

上昇した時点で一定とした。なお水温は各設定水温か

ら土0.50Cとなるように維持し 1~3 日に l回水温を測

定後，Pablova lutheriを5~10万cells/ml の濃度で給餌

した。

2. 力ゴ飼育試験

試験定点は中間育成後のアカガイを放流している，

七尾湾南湾石崎漁業協同組合前(以下南湾)の水深4m，
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図-1 飼育試験定点

仙北屋圭・沢矢隆之・永田房雄

および同西湾カンジ浦(以下西湾)の水深8mの海底とし

た(図1)。試験に用いたアカガイは，室内飼育試験と

同様である。これを縦70cmX横100cmX高40cm，直径

13mmの鉄筋枠に，目合10mm(角目仕立て400D/12本)の

網を張ったカゴに70個体ずつ収容した。カゴは延縄式

に5~8m間隔に6個つなぎ1連と した。 各定点の海底に

母貝産地毎にl連ずつ2連，計4連を設置した(図-2)。

体成分測定カゴ 生残・成長測定カゴ

図-2 飼育試験力ゴ

調査は20002年6月から2003年3月まで毎月l回行い，

連毎にカゴを船上に引き上げ，生残 ・成長測定用カゴ

の生残個体を計数するとともに，任意の30個体を取り

出し，殻長をノギスにより測定し再びカゴに戻した。

また体成分測定用のアカガイを3~5個体取り出し， 氷

冷し実験室に輸送した。実験室において殻長および殻

付き湿重量を測定後，靭帯をメスで切断し， 背側を開

口器で拡げ，前閉殻筋からシリンジ (25Gxl'lml，テ

ルモ)で約O.lml採血し シアンメトヘモグロビン法

(Hbテストワコー， (株)和光純薬)で血液中のヘモ

グロビン量を測定した。採血後のアカガイは， グリ コー

ゲン量の測定まで-800Cで凍結保存した。グリコーゲ

ン量の測定には中腸腺を用い，アントロン法により測

定した。

調査と同時に採水および、採泥を行い，それぞれバン

ドン採水器および、エクマンパージ採泥器を用いた。得

られた海水の懸濁物量およびクロロフィルa量，また
底泥の全硫化物量を定法(新編水質汚濁調査指針(日

本水産資源保護協会編)厚生社恒星閣)に従い測定し

た。また，水温は温度計測ロガー (Optic StowAway， 

Onset社)によりl日6回4時間間隔で測定した。

川結果

1.室内飼育試験

水槽の水温(図-3)は試験開始時の22.rcから9月2
日に最高の28.40Cまで上昇し，終了時の23.20Cまで低

下した。設定水温には240C区は5日後， 260C区は17日

後ならびにお℃区は57日後に達し， それぞれ68日間，

55日間ならびに6日間継続した。 280C区は期間中の最
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8月

高水温が28.40Cであり 対照区とほぼ同じ経過だ、った

ので，図では省略した。

試験期間中の艶死は260C区において，試験開始から

27日後の7月27日にl個体が艶死したのみであった。ま

た試験前後の殻長はそれぞれ30.2mmおよび~30. lmm，殻

付き湿重量はそれぞれ6.Ogおよび、で6.2gであり，試験

期間中の成長はみられなかった。

2. カゴ飼育試験

生息環境

水温は南湾および西湾ともに9月上旬に最高の約28

OCに達し，その後2月上旬の約lQOCまで低下した(図

-4)。

図-3

南湾および西湾の溶存酸素量(D0)と
全硫化物質(TS) 

図-6

一一一一南湾

「
「

o L___~ J_  

6月 8月 10月 12月 2月
ー+ー南湾一七尾産 " '0・・・西湾一七尾産

殻長(図-8)は，南湾のアカガイが西湾よりも優れ

ており，湿重量(図-9) も同様であった。
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南湾のクロロフィルa量(図-5)は6月に最大の3.8 
μg/lから8月のl.4μg/lまで減少したのち，増加し9

月から11月まで約3.5μg/lの高い値を保ち， 12月に再

び1.7μg/lまで減少した。西湾の値も南湾とほぼ同じ

だった。

南湾の懸濁物量(図-5)は夏期に増加する傾向が見
られ9月に最大となった。一方，西湾は調査期間を通

じほぼ一定の値で推移した。

溶存酸素量 (図-6)は南湾および西湾ともに6月に

最大の8mg/lおよび9.5mg/lから減少し，増減しつつも

両地点の変化は同じ傾向を示した。

硫化物量(図-6)は常に南湾が西湾より高い値を示

し，夏期に上昇を続け9月に最高のO.6mg/乾重gとなっ

た。西湾の9月から11月はO.3mg/乾重gであり，両地点

とも8月から9月に増加する傾向が認められた。

生残率(図一7)は，南湾のアカガイは実験開始後2ヶ

月間で0~10% に低下し，艶死は水温の上昇期に起

こった。 一方，西湾では約8ヶ月経過後においても94

%であった。
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図-9 体成分の測定個体の湿重量

生理状態

アカガイのヘモグロビン量(図-10)は，南湾試験区

において設置直後の0.4g/dlから7月の約3g/dlまで急

激に増加した。西湾では南湾より 1ヶ月遅れた8月に

2.5g/dlまで増加し，以後緩やかに減少した。

アカガイのグリコーゲン量(図一11)は，ヘモグロ

ビン量と同様に，南湾試験区において設置直後に

104. 4--....136. 7mg/湿重gまで急激に増加した。しかし，

8月には46.5mg/湿重gまで減少し，2月に再び増加した。

一方，西湾では若干の増減が見られるものの，ほぼ一

定の値であったが， 2月に増加した。
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図-11 グリコーゲン量

IV 考察

室内飼育試験の結果，対照区， 280C区ならびに260C

区の水温は250C以上で40日間継続したが，艶死は260C

区のl個体のみであった。一方，野外養殖試験におい

て南湾の最高水温は約280Cと，水槽内の水温と殆ど変

わらず，カゴの設置直後から艶死が見られたことから，

今回の試験における艶死の直接的な原因として，水温

の上昇は考えにくい。

南湾で養殖したアカガイの生残率は，設置1ヶ月後

に48--....27%，さらに2ヶ月後には10--....0%に急激に低下

した。アカガイの艶死原因の一つに，高水温により代

謝が充進し多くのエネルギーを必要とする夏期に，餌

料条件が悪化し生理的に厳しい状態に陥り，個体維持

が困難となった結果，艶死にいたると考えられている。

過去に七尾湾においても300C前後の高水温が継続した

のち，水温の低下期に徐々に艶死していた。しかし今

回の南湾における轄死は，その発生が急激であり， 水

温の上昇期に見られた。クロロフィルa量も南湾と西
湾で、大きな違いはなかったことから高水温，および餌

料条件の悪化によるものとは考えにくい。一方，南湾

のアカガイは設置直後にヘモグロビン量が急激に増加

しており，グリコーゲン量も同様に増加していた。一

般的にヘモグロビンは酸素運搬機能を持ち，低酸素状

態においては酸素の運搬効率を上げるために増加す

る。アカガイが低酸素状態におかれた時に，血液中の

ヘモグロビンが増加するという知見はないが，南湾で

の急激な艶死はヘモグロビン量の増加が示すように，

設置場所の溶存酸素が夏期の水温上昇に伴う有機物の

分解により消費され，低酸素状態となった可能性があ

る。今回，溶存酸素量は南湾，西湾ともにほぼ同じで

あったが，採水は毎月l回であり溶存酸素量を連続的

に把握していない。また海底から0.5--....1.Om上部で採

水を行ったため，アカガイが生活する海底表面のごく

薄い層の溶存酸素量を反映しているとはいえない。南

湾におけるヘモグロビン量の急激な増加が，艶死の原

因となっているのか明らかにする必要がある。

また，南湾のアカガイの成長は西湾よりも優れてお

り，グリコーゲン量も設置直後に急激に増加した。し

かし餌料の指標となるクロロフィルa量は地点間で大
きな違いは認められないため，南湾での成長は懸濁物，

もしくは底層に含まれる有機物によるものと示唆され

た。放流漁場の餌料環境を評価する上で有機懸濁物の

量を明らかにする必要がある。

なお母貝産地の違いによる種苗の生残，成長ならび

に生理状態に大きな差異は認められなかった。



ヒラメ資源生態調査(要約)

目的

ヒラメ天然幼稚魚の出現状況を調査するとともに、

その他の天然稚魚及び餌料生物の分布量を把握し、ヒ

ラメ種苗放流の適期等の検討を行うための基礎資料を

得る。

11 調査方法

1.調査海域

羽咋郡富来町富来湾に3測線を設定し、測線に

水深3，5， 10、15mの4定点を設け、計12定点で調

査した。

2.調査期間

2002年6月6日"'-'8月19日

3.調査項目

(1 )ヒラメ幼稚魚調査

間口4mのビームトロールで海岸線に平行に300

m曳網、各定点で8回行った。

(2)餌料生物調査

間口o.6mのソリネットで海岸線に平行に100m
曳網、各定点で4回行った。

(3)水温・塩分調査

STDを用いてO.5m間隔で測定、各測線の5、

15m点で8回行った。
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沢矢隆之

川 結果の要約

1. ヒラメ幼稚魚調査

採集されたヒラメ幼魚は387個体と、過年度と比

べて最も多かった。

ヒラメ幼稚魚は調査海域の浅海域に広く分布し

ており、水平分布には明瞭な傾向は認められな

かった。

本年度のヒラメ幼稚魚は、全長組成の経時変化

から、同時期として昨年度よ りもやや大きいこと

が示された。

2.餌料生物調査

ソリネット調査での出現種は244種であり、 トゲ

イサザアミ、 Nipponomysisornata、ナガオトゲハ

マアミなどのアミ類、ヨコエビ亜目、カイアシ目

などの砂浜、藻場で普通に出現する種が多かった。

アミ類、を中心とした餌料生物の分布とヒラメ幼稚

魚の胃内容組成はおおむね一致していた。

本調査海域における餌料生物としてのアミ類の

生息密度は、ヒラメ幼稚魚が本調査を開始した

1998年以来最も多く採集された本年度のヒラメ幼

稚仔生息密度から試算しても、ヒラメ O才魚成長

維持のために十分であると考えられた。

[報告書名一平成14年度ヒラメ資源生態調査報告書、

石川県、平成14年11月]

-金沢市

調査海域等調査位置



早期生産ヒラメ放流効果調査(要約)

目的

サイズ別に識別可能な標識を装着したヒラメを放流

し、市場調査等により石川県における経済的視点から

の放流適正サイズと、放流による経済効果を調査する。

H 調査方法

1.調査地区

能登外浦地区(羽咋郡富来町~志賀町)

能登内浦地区(鳳至郡能都町~七尾市)

2.調査期間

2002年5月"'-'2003年3月

3.調査項目

(1 )サイズ別標識装着・運搬・放流

生産部志賀事業所で生産したヒラメ種苗にサイズ

別に識別可能な埋め込み式のマイクロタグの装着と

ALC多重標識を施したが、疾病の発生により放流は

能都町のALC1重標識群のみ実施した。

(2)追跡調査

追跡調査は外浦地区(輪島市~加賀市)、内浦地

区(珠洲市~七尾市)を対象として実施した。

①漁獲量集計調査

2002年3月"'-'2003年2月の石川とぎ、福浦港、志賀

町、高浜および能都町の各漁協のヒラメの水揚げ伝

票をもとに、月別の漁獲量、漁獲金額の集計を行っ

た。

②市場調査

石川とぎ漁協西浦支所及び福浦港、志賀町、高浜、

能都町の各漁協及び七尾公設市場に水揚げされたヒ

ラメについて、全数の全長測定を行った。

③天然魚購入調査

石川県下に水揚げされた天然ヒラメを標本として

購入し、魚体調1)定(全長 ・体長・体重)および耳石

による年齢査定を行った。

④放流魚購入調査

放流海域周辺及び、県内の他の地域に水揚げされた

放流魚を購入し、魚体測定を行い探知器で標識の有

無を確認した。

川 結果の要約

1 .サイズ別標識装着・運搬・放流

2002年5月30日"'-'6月28日の間にマイクロタグを

100mmサィr41， 763尾に装着し、標識のためのALC染
色を延べ369，100尾に施したが疾病発生のため大量

に艶死した。このため、 ALC1重(98，700尾)を能都

沢矢隆之

町に配布し、その後中間育成され7月5日に平均全

長印刷、47，100尾が能都町田/浦地先に放流された。

2.追跡調査

(1 )漁獲量集計調査

調査対象漁協の総漁獲量は11，089kgで、 総漁獲金

額は23，636， 256円であった。

月別の漁獲量は、 3月は1，000kg未満で、あったが、

4、5月に1，600kgと急増し、 8月まで1，300"'-' 1， 500kg 

で増減した。9月に1，715.7kgで最盛期を迎えた。 10

月以降は1，OOOkg前後で、推移し、 2月に最低の641kg

となった。

月別の漁獲金額は、3月は2，000，074円であったが、

4月から9月までは3，000千円を超え、 8月は最高の

3， 567， 347円となった。それ以降は11月に一時増加

したものの減少傾向にあり、 2月に最低の1，297，166

円となった。

単価は月別で1，928円(2002年2月)"-'2，517円(2003

年3月)の範囲で推移した。 3月のみ2，500円を超えて

いた。

漁業種類別の漁獲量 ・漁獲金額は刺網、 小型定置

網及び大型定置網で全体の8害1)を占めていた。

過去4年間の漁獲量は、 2000年に減少した他は各

年度で大きな差は見られなかった。

(2)市場調査

石川とぎ漁協西浦支所及び福浦港、志賀町、高浜、

能都町の各漁協及び七尾公設市場で20，350尾を測定

した。全長の最大は920mm、最小は148mmであった。

(3)天然魚購入調査

970尾の魚体測定と年齢査定の結果より、全長一

体重関係式 B W = 8. 36 X 10-6 X T L 3. 04が得られ
た。また、 全長 年齢関係式では、 Bertalanffyの
成長式を用い、

雌 Lt =796.04 (1-e -0.272(1+0302)) 
雄 Lt =704.26 (1-e-0.212(I+O.677)) 

が得られた。

(4)放流魚購入調査

703尾の放流魚を購入した。放流魚中に標識魚48

尾が確認され、その内、 1999年放流の標識魚が10

尾、 2000年放流の標識魚が17尾、2001年放流の標

識魚が19尾、2002年放流の標識魚が2尾であった。

2000、2001年放流個体は80mmサイズが多い傾向

が見られた。本年度は昨年度まで見られなかった

門前町、 輪島市に再捕魚がみられた。

[報告書名一平成14年度早期生産ヒラメ放流効果調査

報告書、石川県、平成15年3月]



オニオコゼ品種改良技術開発研究(要約)

目的

染色体操作技術を用いた4倍体及び全雌3倍体の作出

によって，オニオコゼ養殖を定着させることを目的に，

次のような試験を実施し，技術の向上を目指した。

2002年度は4倍体を効率よく作出するために第l卵割

阻止条件の高度化，そして現在までに得られている条

件を基にした4倍体の誘起，全雌3倍体作出に必要不可

欠な偽雄の作出，さらに養殖の実用化に際する倍数体

の取り扱いなどの基礎的知見を得るために，倍数体の

生理的特性を調べた。

H 方法

1.圧力処理による第1卵割阻止条件の高度化

実験 1として，オニオコゼの受精卵を媒精o(媒
精後直ぐ)， 5， 10， 20， 30， 40分後の各時間から

媒精120分後までコルセミド10μg/rnlを含む海水へ

浸潰した。また，対照 (control)として，無処理

でも発生させた。さらに，実験2として， 0 (contr 

01) ， O. 1， O. 5， 1. 0， 2. 5， 5. 0， 7. 5， 10. 0μg/m 

lのコルセミド海水へ媒精20分後から媒精120分後

まで浸漬した。とれらの卵の一部をOocのMパラホ

ルムアルデヒド-2.問グルタルアルデヒドで一晩

固定し，ヘキスト33342溶液で染色して，第l卵割

中期への同調率を調べた。

2. 4倍体の作出

オニオコゼ、の卵へ精子を媒精した後，受精卵を18

ocで発生させた。その後，次の5種類の処理条件で
加圧処理を施し4倍体を誘起した。媒精33分後に水

温31.6， 33.0もしくは38.0oCの海水へ，媒精37分後

に28.0oCの海水へ，媒精42分後に43.0oCの海水へ移
し， 30MPaで、7分間の加圧処理である。そして，その

結果を誘起率によって評価した。

3.雄性化ホルモンによる偽雄化の条件と作出

雌性発生2倍体を誘起し，鮮化後15日目から鮮化

後115日固までは，配合飼料Ig当たりメチルテスト

ステロン (MT) 10μgを添加した餌を給餌して性転

換をさせた。

4. 全雌3倍体 (3倍体)の生理特性

3倍体と通常2倍体の尾柄部から採血し，血柴Ca濃

度と血柴カルシトニン濃度を測定した。

戒田典久・仙北屋圭

川結果

1. 圧力処理による第1卵割阻止条件の高度化

卵発生水温180Cで媒精20分後に処理を施した時，

第l卵割中期へ同調させるためのコルセミド濃度は，

O. 1 ""'0.5μg/rnlが適正な濃度であると考えられた。

2. 4倍体の作出

媒精33分後に水温33.0oCの海水へ移して30MPaで7
分間の加圧処理を施すと，他の処理条件より誘起率

が有意 (pく0.01)に高く21.9%であった。誘起した

個体を飼育し，赤血球面積を測定したところ，通常

発生2倍体の赤血球面積より有意 (p(O.01)に大き

い個体が生残個体数45尾の中に2尾いた。

3.雄性化ホルモンによる偽雄化の条件と作出

MTを添加した飼料を試験魚へ投与し始めると減耗

が多くなり，開始時に約1， 190尾いたものが鮮化後

88日目には20尾になった。

現在の生残尾数は， 5尾(全長約30rnrn)で飼育を

継続している。

4. 全雌3倍体 (3倍体)の生理特性

通常発生2f音体と3倍体の血柴Ca濃度は，雌雄で有

意な差は認められなかった。

しかしながら，血柴カルシトニン濃度は， 3倍体

(1， 593.8pg/rnl) と2倍体(13，702.4pg/rnl)で， 2 

倍体の方が有意 (p(O.01)に高かった。また， 2倍

体では， 2倍体雄 (5，498.2pg/ml )より雌

(21，906.6pg/ml)の方が有意 (p(O.OI) に高かっ

た。

[報告書名 平成14年度地域先端技術共同研究開発促

進事業報告書(オニオコゼ全雌3倍体作出に関する研

究)，石川県水産総合センター，平成15年3月]
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地域水産加工技術高度化事業(要約)

目的

石川県ではスルメイカを原料とした新たな製品開発

が望まれている。そこで イカの味を有する豆腐様加

工品を試作し，その化学成分分析および官能検査を行

-つ

H 材料と方法

1 .イカ粉末を用いたイカ豆腐の調製方法

剥皮したイカの胴肉を乾燥後，粉末化したものにく

ず粉と蒸留水を加え加熱した後，冷却し凝固させた。

2. イカペーストを用いたイカ豆腐の調製方法

イカの胴肉を剥皮しチョッパーに掛けた。これに蒸

留水を添加し播潰機で播潰後，さらに食塩を添加し揺

潰した後，加熱した。このイカベーストに植物油と、

蒸留水にくず粉及びもち米を加え加熱したものを添加

し，冷却し凝固させた。

調製条件は試験区lが植物油， もち米，および60%

イカペースト添加で，ベーストの加熱温度を高くし，

試験区2は植物油，もち米無添加で， 25%イカペース

トを添加し，ペーストの加熱温度を低くした。

3.化学成分及び官能検査

イカペーストと試験区lおよび2によるイカ豆腐につ

いて，化学成分分析及び官能検査を行った。化学成分

は一般成分，遊離アミノ酸，有機酸及び核酸関連物質

について定法により分析し，官能検査はセンター職員

により簡易的に実施した。

111 結果

1 .イカ粉末を用いたイカ豆腐

イカ粉末5%添加ではイカの味が弱かったため，イ

カ粉末を7.5%添加したところ，イカ豆腐は滑らかで

なくなり，味も好ましくなかった。これより，イカ粉

末だけでイカの味を有するイカ豆腐を調製するには更

に検討が必要と考えられた。

2.イカペーストを用いたイカ豆腐

イカ豆腐を調製する際 植物油を添加するとイカ

ペース トにテリが出るとともに滑らかに感じられ，も

ち米を添加すると食味改善効果があった。

試験区lの一般成分は試験区2に比べ水分，塩分で低

い値を示したが，粗タンパク質含量，灰分，エキス態

窒素含量及び水溶性窒素含量で高い値を示した。これ

は試験区lのイカペースト量が試験区2に比べ多いため

と考えられる。また，イカペーストからイカ豆腐を調

製する工程で増加した成分は水分だけで，それ以外の

高本修作・谷辺礼子

成分は減少し，塩分は検出されなかった。イカ豆腐と

大豆豆腐を比較するとイカ豆腐ではエキス態窒素含量

及び水溶性窒素含量で、高い値を示した。

イカ豆腐の主要な遊離アミノ酸はPRO及びTAUで，試

験区lの総遊離アミノ酸は試験区2に比べ高い値を示し

た。また，イカペース トからイカ豆腐を調製すると総

遊離アミノ酸量は減少した。イカ豆腐と大豆豆腐を比

較するとイカ豆腐ではPRO及びTAUが多く，総遊離アミ

ノ酸量は高い値を示した。

有機酸量は試験区lが試験区2や大豆豆腐に比べて高

い値を示した。 イカペーストからイカ豆腐を調製する

工程では有機酸量に変化はみられなかった。

核酸関連物質は試験区1でHX，IMP，AMP及びADPが検出

されたが，試験区2はHx及び、AMPしか検出されなかった。

イカベーストからイカ豆腐を調製する工程ではI-Ix，IMP，

AMP及びADPの含量が減少し， ATP含量は消失した。一

方，大豆豆腐には核酸関連物質は検出されなかった。

以上の結果から，試験区lは試験区2に比べ，組タン

パク質含量，灰分，エキス態窒素含量，水溶性窒素含

量，総遊離アミノ酸量，有機酸量及び核酸関連物質量

で高い値を示した。また イカ豆腐は大豆豆腐と比べ

エキス態窒素含量，水溶性窒素含量，PRO， TAU等の遊

離アミノ酸量，核酸関連物質量及び物性で高い値を示

した。イカペーストからイカ豆腐を調製する工程では

水分以外の一般成分含量 総遊離アミノ酸量及び核酸

関連物質量が減少した。これより，イカ豆腐は今まで

の大豆豆腐とは異なった特徴ある加工品といえ， 豆腐

を作る際に大豆の代わりにイカ肉を原料とする意義は

大きいと考えられる。

IV 考察

試験区2のイカ豆腐はイカの味が弱く，苦味も感じ

られた。そこで，試験区lにおいて，イカペースト量

を2.5倍に増加したところ，イカの味も感じられ，苦

味もあまり感じられなかった。これは，イカ内在酵素

の活性がイカペーストの加熱温度を高くしたことによ

り低下し，苦味成分の生成が抑制されたためと考えら

れる。しかし，食感については試験区2には感じられ

なかったざらつきが感じられ 物性も低下した。これ

は，イカペース トの加熱温度を高くすることによりタ

ンパク質が凝固したためと考えられる。今後はこのイ

カ豆腐をより滑らかにすることが課題である。

[報告書名・・・平成14年度地域水産加工技術高度化事業

成果報告書， 水産庁，平成15年3月]
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平成14年度 種苗生産・配布・放流の実績(1 ) 

ー

l

∞
ul--

生産実績 配 付 実 車責 放 流 実 • 
種領 数量 大きさ 区分 配付先 配付 大きさ 配付尾数 単価 配付金額 放流場所 放流

放(千流尾尾Z)E 大きさ 中間育成方法 備 考

(千尾) (田皿) 月日 Cmm) (千尾) (円/尾) (千円) 月日 ICmm) 

マダイ 380 全長 放流 (加賀市漁協) 8/2 30 40 3 120 橋立地先 ーーー --~β旦. 36 65 生~-~-・- 5x5x5四角 !基
30-40 (金沢港漁悔) 8/9 30 32 3 96 金沢港 8/9 32 30 直接放流

加賀沿岸漁業銀興也議会計 72 216 68 
能登島 放流用 (鎗島市漁協) 7/30 30 70 3 210 勉倉島 7/30 70 30 I i直接放流
事業所 362 北部外満水産振興協議会計 70 210 70 

(内浦漁悔) 8/1 30 150 3 450 松波地先 8/1 150 30 I i直接放流 l港内放流後餌付け
養殖用 能登内浦水産振興也議会計 150 450 150 
18 (能登島町) 7/26 30 70 3 210 通地先 7/26 30 30 直接放流

久木地先 7/26 20 30 
直直S接E放歓流流 -.....---ー・，ーーー--ー--ー・・・ーーーー帽.

田尻地先 7/26 20 30 
七尾湾漁業振興悔議会 70 210 70 
放流計 362 1. 086 358 
養殖 県かん水養殖協議会

ーーーーー--ー ーーー--司 -・ーーー ---- ーーーーーー ーーーーー・・ー

(橋本安幸) 8/6 40 5 24 120 

(のとじま振興協会) 8/6 40 13 24 312 

養殖計 18 432 

ぷ'"、 計 380 1.518 



平成14年度 種苗生産・配布・放流の実績(2) 

生産実績
種類 数量 大きさ|区分

(千尾) (mm) 

クロダイ 1. 155 全長 I京読
30 

能登島 放流用
事業所 1. 155 

養殖用。

配付実績 i 放誠 司責

配付先 1 ~ ~ 1官ZR12Fl(謀)1号12F| 放流場所 | 日 間宮|すよl中間育成方法
ー〔坦理理事宅配，・・ーー・ーーーーーーー __ _L .!l!ι_L~LLーーー"旦L-ー旦L____p9_U事主坦~__ーー噂 ______J__ ー__.!l!J旦ーー___L____H_民_J生-'_~__ _ _ _ _1五三日~!!I免__1革
.臼虫~~~号]一・ー・・ー司ーー・・・ーー・L7{?LL旦Q_L____旦Lー__H_ーーーーp9J~主理主主ーーーーーー・・・・・ーしーー_J!_2_5___ ー __L__JQL_:tQ・_J'手隻~_~_ _ー_J
(美川漁笛) I 7/31 I 30 I 10 I 6 I 60 I 美川地先 I 7/31 I 10 I 30 I i宣袋放流 l 
i訟佳買事型船ーー・司・・・----ー____1唱s!旦_L却ーーし___ J_QL___ ~ 1_ ___ _p9JJ~4_îF..埋ま__ーーー・ー ーーーーーし____~{L_ー__L司_JQL_:tQ_J車j警港~~____J
_ (~金摂理事型船.・・・・・ーー・・ ・ーーーー _J__7{~Q__l__~Q__l_ _ _ ー __~Q1____~1__ ___p.9_l_~主演~*-~吐ー___J_____了/旦_____L__JQL良一LJ尊雰j彦~~-司 __J
(内灘町漁也) I 7/30 I 30 I 10 I 6 I 60 I河北海放水口沖 I 7/30 I 10 I 3ゅ I i直接放流 l 
加賀沿岸漁業優興協議会計 1 601 1 3601 
(富来町水産振興協議会) 1 1 1 1 1 1 1 I 
(福浦湾海第j一一一一__J__?!P_ _1__~Q _ J_ _ ___旦L___H___J?9JJ事挿型金一一一一一1__ _ _ _ _~(~ __ ___ _I__ _ __，担 Lß_O__1再算盤~_____J
(石川とぎ鼻第用車坦区)LωQ_L_:tQ __し一見~_L___~L__J?9JJ!雪揮~~~_一一一一一1__ _ _ _ J !?9_ ・ __ __L…却L~旦_1真壁~~_____J
(石111とぎ漁也西浦地区刈 71301 30 I 30 I 6 1 180 I西浦地先 1 7130 I 3ゆI30 I i直筆放流 l 

中部外浦水産振興笛議会計 1 901 5401 
(鎗島市漁協) 1 7130 1 30 1 30 1 6 1 180 1 輪島地先 I 7/30 I 30 I 30 1 直接放流 l 
北部外浦水産振興俗議会 1 301 1 1801 

_ç宅相~L・・・・ーーー_--・・・・ーーーー_LWLL~Q_J一'ー，民L___H_ー __?9.9J鼻息型車ー-ー・ーーーー----し__ _ _ ~~~ _ _ _ _ _ _ L _ _ _ _ 4~ 1_ _~I_ _ J生.-"_"'_______1笹lQ!!IfJ~_J~___ ーーーーー
(すずし漁協) 1 1 1 1 
宝立支所(宝立町漁協) 1 7/31 1 30 1 20 1 6 

-(~哩喚悔しー・・・・ー-------司・ _1_.!l!_1_ _1_ _~Q _ _l_ _ _ _ _ _~Q 1_ _ _ _ ~ 
(能都町漁協) 1 7/29 1 30 1 200 1 6 
能都内浦水産振興飽議会計 1 3201 
(穴水町) 1 7/29 1 30 1 100 1 6 
(穴水町漁協) 1 8/2 1 30 1 10 1 6 
(中島町) 1 7/29 1 30 1 60 1 6 
(七尾市) 1 8/5 1 30 1 30 1 6 
(能量島町) 17125.261 30 1 280 1 6 

備 考
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平成14年度 種苗生産・配布・放流の実績 (3) 

生産実績 配 付 実 績 放 流 実 • 
種類 数量 大きさ 区分 配付先 配付 大きさ 配付数量 単価 配付金額 放流渇所 放流 敏流数 大きさ 中間育成方法 備 考

(千個) (mm) 月日 (mm) (千個) (円/個) (千円) (育成海妓) 月日 (千個) (mm) 

アカガイ 1. 300 殻長 放流 (七尾湾漁業振興協議会) 2 800 800 
ーーーーーーーー ーーーー・・・ー・・ーーーーーーーーー・・・・ ーーーーーー・・・---骨骨ー・・ー ーーーーーーー・・・喧ー国 ーーーーーー・・---・・ー-------・ーーーー・ー-

2 中間育成先(内訳)

須曽地区 8/22 
ーーーーーー

(50) 
ーーー-ーーー ーーーー・ーーーー

(七尾南湾)
ー-ーーーーーーーーー・・ーーー ーーー・ーーー ーーー司'・・ー

延縄式篭育成 平成15年度放流予定
放流用 佐波地区 8/23 (50) JI JI JI 

ー圃-ーー『 ーーーーーー ーーーーーーーー. ー・・・・・恒ー・・--ーーー・ーーーーーーーー ー岨岨，ーーーーーーーーーーー ーー・・・ーーー ーーー・ーー ー・・・ーーーーーーーー・ー -・ー帽・・・ーー----ーーーーーー・ー-ー--ーー

能登島 800 :包呈並区--- 8/27 (500) JI JI JI 
ーーー・ーー ー・ーーーー ----------ーーーーーーーーーーーーーーーー圃ーーー ーーーーー・・ーーーー・ 4・ーーー ーーーーーーーー -・ーー骨ーー ーー・ーーー・ーーーーーー ー・・ーーーーーー・---・・ー・ーーー・・ーーーーーーー

事業所 三ヶ浦地区 8/28 (50) (七尾西湾) JI JI 
自喧・・ーーー ーーーーー. ーー・ーーーーーー ーーーー喧ーー圃ーーーーーーー ーーー，喧司-- ーー-ーーー ー----ーー・・・ーーー ーーーー・---ー・・ーーーー----・ー・・ー暗闇ー--

養殖用 半ノ滞地区 9/2 (50) JI JI JI 
ー，・ー，ー. ーーーーー・・・ ー・回・・・・ーー- ーーー_.・ーーーーーーーーー・・・ーーー・ーー ー岨ー・ーーー曹司'ーーーーーー ーーーー曲・・ー -ーーー・ーー --ー司ーーー・・・・ーーー 司司---ーーーー・ーーーー・ーーーーーーーーー・ーーー

500 西湾地区 ___9!_'L_ (50) JI JI JI 
ーーーーーー ーーーーーー ー--ー骨.骨骨ー- 骨骨咽・・---・・・・ーー，ーー--ーー--ー ーーーーー司ー・・ー・・・・・ーーー ーーーーーーー ーーー・ー- ーーーーー・・ーー・・ーーー -ーーーー・ーー-------------------

闘 地区 9/9 (50) JI (半ノ浦地区と同一箇所で育成) " JI 
-ー'ーーー・ ーーーーーー ーーーーーーーー ー骨骨骨且・・ーーーーー唱. ーーーーーーーーーーーーーーーー・ーー・ーーーーーーーー

....!1:註................. .... ーーー圃ーー 800 800 ........司.................. ..................... .. .......... 司....................... .. ................................ 
七尾湾漁業振興篠議会 (1. 000) 

ーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーー -・・・・E司'‘---_.・J・._---・・ ーーーーーーーー ーーーーーー ーーーー・・ーーーーー・ーー "ー?明j許庫毘仕~--ー-
(HI3. 8. 23-9. 4) 七尾南湾 6/11 207 25.6 延縄式篭育成 七尾地区育成分

JI 6/15 90 26.3 JI 三ヶ浦地区育成分
ーー圃ーーー---圃_.・ーーーー・・ー・・ーー -ーー哩ーーー・・ーー・・--

JI 6/15 76 24.8 JI 佐波地区育成分
ーーーーーーー喧ーーーーーーーー・，ーーー.- 'ー----・ー・・ーー--

JI 6/19 110 21. 7 JI 西湾地区育成分
--司再構・・・ーーー-ーーー-ー-ーー，ーー ーー・ーーーー・・・ー・ー・・・

七尾西湾 6/15 46 22.9 JI --- -主乙守習得~-芳fí!.j主ーーー・ーー・ーー岨・ー・ーーーー-

JI 6/15 52 26.3 JI 三ヶ浦地区育成分
ーーーーーーーーーーーーーー---喧ー-- ーー・・・ーー・・・ーーー--

JI 6/15 57 20.2 JI 間 地区育成分
咽・ーーーー噌.-岨蜘-_----・ーーー曲. ーーーーーーーーー・・ーーー

11 6/15 73 26.9 JI 

----忽西--担賞聖持地E区.芳育』成事虫分歯.ー--ー・ーーーーーーー---_.‘ーーー・ ーーーーーーーーーーーーー

JI 6/19 108 21. 7 JI 

欽流計 800 800 819 
養殖 l七尾漁協 1 9/9 2 500 500 延縄式篭育成l
養殖計 500 500 

dロh、 計 1. 300 1. 300 819 



平成14年度 種苗生産・配布・放流の実績 (4)

生産 漢司置 配 付 実 績 放 流 実
ー鼠

種類 数量 大きさ 区分 配付先 配付 大きさ 配付数量 単価 配付金額 放流場所 放流
放(千流尾数) 
大きさ 中間育成方法 備 考

(千尾) (皿m) 月日 (mm) (千尾) (円/尾) (千円) 月日 (mm) 

ヒフメ 1.003 全長 放流 _(担~II!~~L___挿立並区__ 7/18 44 10 s 50 矯立地先 7/27 9.7 59.9 角形水糟 3.5 x 1. 5 x 1. Om 7基
41-105 塩屋地区 7/18 41 40 5 200 塩屋地先 7/30 39 67.8 円形水槽 径8圃 I~底、径3m 1基

志賀 試験用 .臼:訟買~跨]一------ 7/25 49 25 5 125 安宅地先 7/25 25 49 直接放流 思表~~急逮対.g，____
事業所 。 (美川漁協) 6/18 62 50 12 600 美川地先

__ーー_M旦----- 50 62 直接放流 ___ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー.
_ç訟迂買~~L 8/23 98.5 10 12 120 松任地先 8/23 10 98.5 直袋放流

ーーー・・ーー・・ーーーーー-----ーー・・ー咽ーー・・・
放流用 {金沢市漁飽) 8/26 104.5 10 12 120 金石地先 8/26 10 104.5 直.放流 ーー咽ーー-・曲ーーーーーーー・__ーーー，ーー・・ー・・ー
988 (内灘町漁協) 8/26 104.5 5 12 60 内灘地先 8/26 5 104.5 

直直接接放放流流 ーーーー岨ーーーーー・・・ーーーーーーーーーーー・ーーーー
(南浦漁也) 8/26 104.5 18 12 216 七塚地先 8/26 18 104.5 

養殖用 加賀沿岸漁業振興協議会計 168 1. 491 166.7 
15 _(空そ夜型亀鶴l一一ー 8/27 96.5 15 12 180 押水地先 8/27 15 96.5 直接放流

ーーーーーー・ーーーー----ーーーーーーーーーーーーー
(羽咋漁協) 8/27 96.5 25 12 300 滝地先 8/27 25 96.5 直接放流

ーーーーーーー圃ーーーーーーーーー・ーーーー_ーーー・ー
_Q理E壇型地悔し__ 8/27 96.5 5 12 60 柴垣地先 8/27 5 96.5 直接放流

ーー-.・ーーー_ーーーーーーー・・・・ーーー・・ー・曲ーー
(富来町水産量置興協議会)

ーーーーーー__ーーーーーー ーーーーーーーー ーーーーーー 'ーーーーーーー ーーーーーーーーーーー咽曙圃圃._圃帽帽ーーー ーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーー ーーーーー_ーーーーーーーーーーーーーー -ーーー司圃・・ー------・・・ーーーーー・・ーーーー__ 
(福浦港漁筋) 6/25 48 30 5 150 福浦地先 7/9 18 64.6 _~11堅2与量nー 径611 1基
(石川とぎ漁協・西海地区) 6/20 50 95 s 475 西海地先

Vン7'停7/止19空全調査
47.5 88.9 

fF型1弾形薬水貫槽一 J 6径X8m6皿l 3J阜基、、径53xEMI 基l 基
(石川とぎ漁也・西浦地区) 6/27 50 45 5 225 西浦地先 。
中部外浦水産娠興協議会計 215 1. 390 11'0.5 
(蛤島市漁協) 1 9/2 1105.4 15 12 180 給島地先 9/2 15 105.41 i直祭放流
北部外浦水産鍍興協議会計 15 180 15 
(すずし漁協)

ーーーーーー
宝立地先 6/26 生~_~___ !Q?<_!9_><.担 i量」ーーー・主主主民_(:主主理I~~事Lーー 6/12 43 40 5 200 20 

狼煙支所(狼媛漁協) 6/17 48 80 5 400 狼煙地先 _ _ _ _ __l1f_3_0_ _ 48 58.6 固い網 20川 Ox2皿 1基
折戸支所(折戸漁鎗) 7/22 44 40 5 200 折戸地先 8/5 28 56.1 囲い絹 20x 10x2m 1基
(内浦漁協) 7/23 42 50 5 250 

空悶林ノ地浦先湾
8/6 35 56.6 月I_~_，-~___ 20x 10 x 2m 1基

(能都町漁協) 6/12 44 80 5 400 7/5 47.1 60.0 囲い網 12川 3x1. 5圃 l基、ALC染色
能登内浦水産振興篠議会計 290 1. 450 178.1 
(穴水町漁協) 6/24 50 40 5 200 新曲青地先 7/8 4 67.5 生策網 4x 4x 2m 4基

ーーーーーーーーー
6/24 47 15 5 75 前波地先 7/12 1.9 68. 7 生.網 4x4x2m 1基曹司ーーーーーー，
6/24 47 20 5 100 甲地先 7/12 3.8 76.5 円形水槽 径5皿 2基
6/26 49 35 5 175 

ーーーー_ーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーー----
沖波地先 7/8 5 67.8 生.鰐 4x4x2皿 3基

(七尾漁協) 6/25 48 30 5 150 三室地先 7/9 15 69.5 生.網 4x4x2皿 4基
(ななか漁悔) 6/25 48 80 5 400 目地先 7/10 60 65 生.網 4x4x2m 6基

6/26 49 8 5 40 鵜浦地先 6/29 2 生，，~・__ 4x4x2皿 1基
6/26 49 30 5 150 

鵜幽地浦地先先 ー-77//j1旦o 26.6 65 生.網 4x4x2田 2基
6/26 49 42 5 210 25.2 61. 3 図い網 20 x 10x 2田 l基

七尾湾漁業振興筋議会計 300 1. 500 143.5 
E主流計 988 6.011 613.8 
養殖 県かん水養殖協議会

ーー田ー....--ーー'ーー・ -ーー・・・・・ー ーーーーーー
(のとじま娠興也会) 9/2 40 10 40 400 
(橋本安幸) 9/2 40 5 40 200 

養殖計 15 600 

メE弘3、 計 1. 003 6.611.0 613.8 



平成14年度

績

種類 大きさ

(皿皿)

アワビ 165.45 殻長
16-20 

志賀 試験用

事業所 3.45 

放流用

157 

養殖用

5 

合

種苗生産・配布・放流の実績 (5) 

配付実績 l 放流実績

区分
配付先 ! 日1573T12Fi(22)1413?! 放流噺 I !: I空間すよl中間育成方法 備 考

試験 l来車襲食主ど文二一--一一__JÞ!毘，-~旦U~._LL__ _1_・-~J・-二一i一二一i揮lt..~____一一一一一L__~~~~c?~_ー_L_J._~L2_~._'LU草壁~_~____J高慢曹三Z惇男I~"_i!t~!-、玉三，
主産健全主ど主二__ _ ___ _ ____LJj_9__ J_~~._ q J--___1_._q 1--二 -1--二--Jj事~~_'!l:よ~----------し__ _ _ U~ _ _ _ _ _ _ 1 _ _ _ _!._ q 1_2_~._1! J ~事業量産___J高慢~~~J事鼻~，_，_O_._~尽玉三
水産総合センター I 11/22 I 2渇.91 0.551 - 1 - 11幽倉島 I 11/22 10.55126.9Ii直接放流 1;無領自民、水深10圃

試験計 1 3.45 1 1 1 3.45 1 

放流 LjZ3諮ヂ一一一一一一一一l-~-~~-~-~- t}:~~ðJ---- _1_._~ l---~~十一訓告設~~::D.:賢一十寸宏一一|…lflitヨ悟髭ま一一1一一一一一一一
加賀沿岸漁業銀興会計 1 7.51 1 1501 
(富来町水産緩興協議会) 1 6/25 116-201 601 20 1 1.2001車種樫表一一一一1______~~~_____J_____!~_Lt~::~QI車l__ ~~___→ 

J賞者壇j宝~L_____L---__~_ー・___L__JH__~_ーーlJ草壁車理____1

|主畑慰轡L____I一一一 J/…一十一・iH--ι--1車踏襲ー・・t
赤崎地先 1 J/ 1 151 J/ 1 i直筆盤流 l 

中節外糟水産室異色護会計 r--60T I 1.2001 1 60 1 
_(1明前理I型船一一一一一一一一J__~~!1__Lt~::~Ql ・ ------~J・ __JQ1 ___J99J男t~，_畏弘毘晃一一L__Jìf_1_4_ _____1一一__Hl旦:::-_~I!L~.車掌毘…・ 4・
(鎗島市漁協) I 11/22 I 17 I (20) I - I - I - I - 1 - 1 - 1中間育成中 1<鍋倉島)傍岡県温水利用研

i一一_J _ _ __ _ _ _ _ L _ _ _ _ j_ _ _ _ _ _ _ _J _ __・・・ーー・・・・・----------・・ーー-ー・・・・ __J_______l__・・・ ~~!þ;~;~_1東~)J_~_明6~_!:. #，_1 Z_?_ 'C_ _ __ 
!J!~.主 11_~二.~I!L___盟L__~qL---~99J主:~.息_____________Jl _____t!(~1___ 咽 J_胸--却 JJ.!I_，::，_2_01"聾~~__ _ _ _ L___ _ _ _ ___ __ __ _ _ __ _ 
12/2 116-201 19.51 20 1 390 IJ噴島喧塑1ii_・-一一一L___ _1_2!~……L_J.~・tl!三割l車j聖歌~____1

亘慢塾1ii____ ・ー ______I_______~_______J_____!9Jl __ι-- 草壁重注___1
康志旦些先__________I_______~_______J______1_L__ι_J厚j墜~~____1

→一一一IJt守志望員長・一一一--l一一一 J/・一一一L----U--~・一真集車型L___ J.
--鐙島理想嘗__(~ J L1 _O_. _2J型I____L_二__Jl--二-J----包立)_j・-----
愉島市漁也 (813.11.9) 1 - 1 - 1 (20) 
北部外満水産量量奥歯島議会計 l ω.5 
(珠洲市) 1 11/27 1 28 1 (14.5) 

能登内浦水産振興也議会計 1 0 
(穴水町) 1 11/14 116-201 51 20 
(佐々 波漁飽) 1 11/11 116-201 71 20 
七尾湾漁業娠輿也議会計 1 121 
富来町(芙馨海洋開発(株)委託)16/27 116-201 131 20 
放流計 1 157.01 
養殖l;富山県入善漁也 1 5/7 116-201 51 30 
養殖計 1 51 

計 165.45 

---::----1営t-j一由一-十_-1う悦賢瞥惚伊;Z狩捻rr2祭祭祭?2色ιし.一一一j一一心主流紘一蹴抑止ー
1. 290 91.5 

小泊、仁江、折戸、狼煙 1815.3/25-3/311(14.5) 
時家、宝立、内浦漁協

陸上町P水糟 i京都府重量繕漁業センター産
クロアワピ

___J9.旦l盟主里見担金.・・・・ーー司・ー曙.し __JW1_____L____~11_frで:-_~qL草壁型車.・・・4・
140 I佐々波地先 1 11/11 1 7116-201直筆盤流
2401 1 121 
260 1 ~富来町西鴻地先 1 6/29 1 13116-201 i直筆放流 11標畿放流

3.290 179.95 



平成14年度 種苗生産・配布・放流の実績 (6) 

種顛 l朝早l区分

試験用

10 
志賀

事業所|放流用 I(制7
1， 387 I mm稚貝
の重量

0.15g 
で重量

換算)

l
I
c
o
-
-

7 

配付先 l月日!?ぷlYZF出)lT271 蹴場所 | 党 |官|すよi中間育成方法Ic実質よサイズユ榊)
試験L志摩鯵i_fI_'lJJ_-_(~聖島警警青u・ _~m_Ll~;JJ_____ _l_~J一二-1.一二一i…一一一二一一一I一一一二一____L二一L二一l芳感車検一一j車種~~旦ーー

主産償金主;ィ文二--ーーーーーー・・_1耳目安要Jf~~き努停車旦_1.二_1__二__J~~t喧喧主~-- - ー・ー・・・・L___Jj_1旦ーー___L_ーー・U2J三.~lL草壁:f!!._~___ ー・1m]理費丹江月bJ事薫理p----
水産総合センター I H14年度育成試験供試貝 I - I - I志賀町上野 I 12/4 I 2121-221i直接放流 I リング..c餌料種調119J4種)

試験計 1 1ω01 1 

放削流削I1.j諜2器5鵠:諮皆2詐?F戸Lしし.一………….一一一.一一….一一-一.一一一一一.一一一-一一一-一一-一-一一一一一.一一一.一一一-一一-一-十十1-十-一.fil「1-器:
加賀沿岸漁業娠輿協書議E会計 1 5ω81 1 1げ741

i :ZJ非駐す
中部外浦水産振興也議会計 1 380 1 1 1.140 1 

云ヰ-6一'ー-FHN-十一十一刻一ーーーーl--ーーーーーー|ぷ島両ーー----十一一i官攻一---1ト一.剥嘉却1十十一一づ.7;
北部外浦水産振輿協議会計 I 4佑58叶l一 I 1， 3幻74什l 
(すずし漁飽) 高屋支所 1 6/8 1 7 1 30 1 3 1 90 Ii高屋地区 IH. 15.3/25-4/241 (29)国 一

IJ 
_.....................................I_...... __...・・ーー・・・・・・・・ー・，ーー・・ーーー
IJ 

陸上水槽 l般高10.7!11l1、20目O千個

島・ー ・・・ーーー ・ーー ー帽・ ・b・ーー・・ー ートー・ーー ー ----ー・ーーーーーーーー←ーーー----ーー・・・ー-&----- - ・&・・・・・←ー・・ ・ ____ _ ___1.__及型~!~~ff.分~"!"~手~~-ー
旧・珠洲北部漁協(H13.6. 8) I - I 7 I (60) I - I 防水、仁江、真浦等5カ珂 4/20-5/20 I 30 I 20 I陸上水槽 l平成13年度配付分の放流

-(主-rk~貸し，主主主目-1 _l_lj_I旦 _L!_・_1.・… _~~1 ・ ___H_____~9J.. 星空qp-民一一一L__JW~・一一l一一却L_L.L草壁j事l~____ _1~賓~:~~~L!ì.:T.畳一-----­
i主主」演B脅し_1I_E_主理L1 _l y_2_0_ .L _ _ !・_J__ー__ _~~ 1 __ _ _ ~ 1_ _ _ __ ~9_I:校喧警.~7_尽ーー・・・・1 ・ーー__um___ー_J _ _ _ _ _~q L_ T_ _ _L If!.~j彦j担 ____1慢賓?~:1!!l里l~?; .?~壬恒--------
1士宮k~貸し_Æ:ftf_Q望~_~)__ -1 _l y_2_0_.L __7_ _ _ 1. __ _ __q~ 1 _ _ _ _ ~ 1___ _1?9_1ょ!'J乱民法ー・・・・・・ーーし ___um___ー.1____却L_L.L車芳j事l~_ ーー・1望号賓?~ニ ~~~JLO_T.坦---
-(~噴唾悔し一一一一一一一__LWLL・_!__ _1_ _ _ _ __~~ 1 _ _ _ _ ~ 1___ _ _ ~9_1)左京製表一一一__.L_____l_l/_I・-ーし _JH・_L_L草壁ゑl~_____J慢費乱期!~?".?_t.貫一
(能都町漁協) I 12/2 I 7 I 116 I 3 I 348 I真路地先 I 12/2 I 116 I 7 I i直接放流 l般高23.41111、29.7千個
能登内清水産振興協議会計 1 2661 1 7981 12661 1 

-j2223Fi----ーー・----ーーー}七l九鴻i弘玲弘涜~-+十い.
野崎 I JJ I 20 I JJ I JJ I JJ 

， 
日 I I1 I 20 I JJ I II I 

ー--180-r通fA-盃--ーーー・・・・・・・--r---ーiiiii----r--司・sor-十一-rIl主}長通瓦----r長話iil五lEh平面一-14長ζ長長@)・・・・・・咽・・・----ru万jT7---r-ーーー-SOr---g
七尾湾漁業振興協議会計 1 225 

放流計 1 1， 387 1.387 般高10.7-23.4I11III、371.0千個
(合計951.5kg) 

4.161 

合 計 1. 397 4.161 1. 390 



平成14年度 種苗生産・配布・放流の実績 (7) 

生産実績 配 付 実 績 放 流 実 • 
種類 数量 大きさ 区分 配付先 月臼 大きさ 配付数量 単価 配付金額 放流場所 放流 放涜費t大きさ 中間育成方法 備 考

(千尾) w (g) {千尾) (円/kg) (千円) 月日 (千尾) (g) 

アユ 282 体重 試験 水産総合センター 5/17 5.3 5 手取川(美川地区) 5/17 5 5.3 
直直接自在E放K流流

手取JII.天然アユ遡上量調査
5 水産総合センター 5/17 5.3 5 手取川(業生地区) 5/17 5 5.3 " 

隙験用 試験計 10 。 10 

美川 10 放流 (内水面漁連) ーー-ーーーー.
5 272 2.900 3.944 

ーーー-----・ーー・ーー睡ー・・ーーーー ーー・・ーーーーーーーーーーーー 骨-圃・・-ーー ーーー・ー・ -腎・・ーーーーーーーー， ー・・ーー・・ーー・・・ーーー・・世・・・・・.・・ーー'ーーーーー
事業所 大海 JIIi魚飽 4/25 (5.7) 

ーーーーーーー-ーーーーーー ーーー--骨事骨
大海 JII 4/25 14 5. 7 直接放流

-・ーーーーーーーーーー・・喧ーーーーーーーーーーーーーー
隊流用 (体重5g 金 沢漁悔 4/25 (5.6) 

ーーー・・ーーーー ーーーーーー ーー・ーーーーー
摩川l 4/25 42 5.6 ー.草壁愚民--ーーー・・・・・・・・ーーー・--ー・ー・・・・・ー・ーー・ー

能登島 272 として 新 丸漁協 5/8 (6.9) 
ーーーーー--ー ーーー唱曲-- -・ーーーー・ーーー

大日 JII(手取支流) 5/8 11 6.9 直jIl放流
ー圃ーーーーーー-ーーーーーー・ー・ー・ーー聞司--帽ーー

事業所 重量換 大聖寺川漁協 5/10 (6.9) ーーーー・・ーー， ー・・曲・・_.・ --喝・・・ーーーー 大型寺川 5/10 27 6.9 __!!-l~J彦~~-- -ーーー-ー・骨・・ーー・・・・・・・ーーーーーーーーー
算での 手取 JIIi魚也 5/13 (7.8) ー，ーーーーーー ーーーー・. ーーーーーーーー

手取 JII(中流主主・上) 5/13 40 7.8 --真聾車~~・ ー. "ー・・，骨'ーーーー・ーーーーーーー・ーー軍司・----
配付) 大杉谷川漁協 5/15 (7.8) ーーー自画薗・・.国時国ーーーー ーー・ー・ーーー・

梯川 5/15 13 7.8 直接1JX流
白血量村漁協 5/16 (7.2) 手取 JII(上流域) 5/16 10 7.2 直接放流

手取川漁協 5/20 (7.8) 手取 )11(中流貴重・下) 5/20 46 7.8 直接放流
ーー・・・ーーー・・・・・・ー---ーーーー・・・・・・・・・ーーー

金 沢漁協 5/21 (5.7) ー・.-・ー._--ーーーーー. ーーーーー・ーー.浅野川 5/21 46 5. 7 --草壁~-~-- -ーーーーー-----------ー・ーーー---ー-ー
鎗島川漁協 5/22 (5.7) 

-ーーーー・・・ー ー-ーーー-- ーーーーーーーー
河原田川 5/22 10 5. 7 

直直書獲書量放k流流 ー・・・・・ーー司・・・・・・ーーーーーーーーーーーーーーーー
小又川漁悔 5/22 (5.7) 小又川 5/22 13 5.7 

放流計 272 3.944 272 

合 計 282 3.944 282 
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マダイ種苗生産事業

陸上生産

1.採卵

2002年4月30日，生け賛網で飼育した養成親魚320尾

(雌雄数不明)を当事業所の130m3採卵水槽へ収容した。

地先水温は14.20Cであった。

2002年5月16から20日に採集した浮上卵より6，000千

粒を50m3飼育水槽5槽に収容した。卵分離は，昨年同様

1m3アルテミア鮮化槽を使用した。

卵は疾病予防のため，ヨード液(イソジン)50ppm2分

間の消毒を行った。

2.餌料

餌料系列は，仔魚の関口が見られた3日目より30日目

までワムシ， 18日目よりアルテミア，20日目より配合飼

料，35日目より冷凍魚卵を沖出しまで与えた。

生物餌料の栄養強化としてワムシl億個体に油脂酵

母50g，アルテミアl億個体に油脂酵母100gをそれぞ、れ

添加した。

給餌回数はワムシ1"""'3回/日，アルテミア1，..，..，3回/日，

配合2"""'6回/日投与し，鮮化後10日目よりワムシ，30日

目よりアルテミアの早朝日:30)自動給餌も行った。 l

石中健一・町田洋一・浜田幸栄・角三繁夫・吉田敏泰

槽当たりの給餌量は，ワムシ119.7"""'129.5億個体，アル

テミア(卵重量)5. 25"""'5. 45kg，冷凍魚卵650"""'700万粒，

配合10.79"""'11.79kgであった。配合飼料は二社製品を

混合して使用した。

3.飼育水

鮮化後5日目よりO.5回転(20m3/日)の注水を開始し

た。飼育日数の経過とともに注水量を徐々に増し，35

日目には最大4.0回転とした。また，鮮化後3日目より
10日目までナンノク口口ブシスが100万帥/m!の濃度で

添加した。

4.飼育管理

底掃除は自動底掃除機(水槽深部はサイホン)で鮮化

後15日目にl回，25日目までは2"""'3回/週，25日目以降は

毎日行うようにした。

換水ネット(ポリエチレン)の目合いは，飼育開始時

70目2本/槽， 18日目より40目，30日目より24目と順次交

換した。

表層面は油膜除去器を使用し，飼育棟の出入口3ヶ所

には長靴等の消毒の為，消毒液(トリゾン液)の入った

容器を置いた。

飼育事例を表一lに示した。

表-1 飼育事例(生産池NO.1) 

餌下町で
5 10 1 5 20 25 30 35 40 45 量十 個 考

l回/日 2回{輔自量) 3回 2回 鎗餌田監は1-3回/
ワムン 日
({f個体} Q. 5....... 3 O. 5....... 6 4-9 1 1 9. 7憧個体

2回/臼 3回 4回 6回 給餌回世は2-6自/
配 合 日

(g) 100 150-250400-500 720-900 1000 1 1 .5 1 0 g 

l回/臼 2回 3回(輔自信) l回(珂措) 給圃回世は1-3自/
アルテミア 日
(卵重量.) 50 ......150 250......300 400 200 100 5 ，450g 

冷凍魚卵 給四回数は2回/日
(万位) 50-100 100 700万粒

ナンノクロロプ 官加回量は 1-2回/I 
γス (セル) 揖度 100万 自動柿加{早朝)

水唱 ("C) ← 15. -4 -17. 0 →..... 16. 9 -19. 5 ーー 20.2.......21.4 →←  20.5-22.5 ー. 15.4-22.5"C 

何億水'll(回転) 0.5... ーーー 1.0 ・・ "'1.5 2.0 3.0 3.5 ーー，ーー..4.0 ー・ ‘・・・.・ 止水 -4.0回転 飼育水 40m3
止水30m' 流水40mJ

全長 (mm) 2. 65 4. 1 0 6. 54 10. 18 14. 33 16.80mm 55. 6 mg 

尾敏 (千尾) 1. 002 982 (785) 456 270千尾 神出し
(wt事89.I削 (~軒95.7覧) {時肝日58.0覧} (.u担4.3%)

備 考 検水70目2'転 底婦除 40~ 底掃除毎日 24目
桂木ネ 200目 注水170目 (07崎揺)

一
5.生産結果(陸上)

採卵数及び親魚池水温を図一lに示した。

2002年5月16日(1回次)2槽， 17日(2回次)2槽，20日(3

回次)1槽へ卵収容し得られた僻化仔魚計4，779千尾(解

化率79.6%)に，開口が見られた鮮化後3日目より給餌

を開始した。ワムシ投与と同時に飼育水へナンノクロ

ロプシスの添加を行った。

桂水本外す (::7 ... 陣}

解化後10日目の夜間計数で稚魚数が多かったNo.l，2 
水槽は，収容密度を調整した。

生産はその後順調に推移し，43日から44日間飼育し

た結果，平均全長17.37mmの稚魚1，330千尾を生産した。

鮮化後10日目からの生残率は33.3%となった。

生産結果を表 2，平均全長を図-2にそれぞれ示した。
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表-2 種苗生産結果

生産池 No 1 2 3 4 5 言十

採卵月日 5/16 5/16 5/ 1 7 5/1 7 5/20 5/16~5/20 

収容卵数(千粒) 1， 200 1， 200 1， 200 1， 200 1， 200 6， 000 

書写化率 8 9 1 89 1 8 1. 2 8 1. 2 5 7. 4 7 9. 6 

解化仔魚(千尾) 1， 0 7 0 1， 070 9 7 5 9 7 5 6 8 9 4， 7 7 9 

成長及び 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾

生残率 mm % mm % mm % mm % mm % m皿 % 

5/19 1，070 5/19 1，070 5/20 975 5/20 975 5/23 689 5/19~5/23 4，779 
第 1回言十数
(鮮化仔魚) 2.65 2.65 

5/29 982 5/29 1，024 5/30 902 5/30 895 6/2 592 5/29~6/2 4，395 
第2回計数 (785) (819) (3，993) 
(1 0日目)

4.10 91. 7 4.00 95.7 4.00 92.5 4.19 91. 7 4. 17 91. 0 4.09 91. 9 

6/8 456 6/8 593 6/9 573 6/9 608 6/12 549 6/8 ~6/12 2，779 
第3回計数
(20日目) 6.56 字58.0 6.37 *72.4 6.11 58.7 5.84 62.3 7.29 79.6 6.43 *69.5 

30日目全長(四) 1 0 1 8 9. 9 9 1 O. 4 6 9. 94 1 O. 94 1 O. 30 

沖出し月日 7/2 7/2  7/2 7/3 7/5  7 / 2~ 7/5 

沖だし迄の日数 44日 44日 4 3日 44日 43日 43~44 日

沖だし時全長(凹) 1 6. 80 1 8. 0 7 1 7. 2 5 

j中t:し尾数(千尾) 2 70 240 240 300 2 80 1， 3 30 

~n~町生残率(%) * 34. 3 * 29. 3 24. 6 30. 7 40. 6 * 3 3. 3 

* 6/4飼育槽NOl、2を密度調整の為( )尾数にする *第3回計数と沖出し時の生残率は(調整尾数)からの生残率。

ま議同日時ii
ぷややふややヂサ命令サや

1- 壁塑埜堅雪空主里埜竺云昼]

図-1 採卵数及び水温
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図-2 平均全長(陸上)
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11 中間育成

1.海上施設

2002年7月2日に陸上水槽のl回次， 2回次で生産した

稚魚750千尾を当事業所の船で海上中間育成施設まで

運搬(沖出し)した。海上施設では180径モジ網(4X4X

3m)20張(平均37，500尾/張)にそれぞれ収容した。

2. 陸上施設

2002年7月5日にNoム5水槽の稚魚580千尾をそれぞ、れ
分槽し継続飼育を行った。
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表-3 中間育成結果

開始時期(繕所) 7月 2日 {樹上施般) 7月 5日 (水縛施設)

収容'tJ奇 数 4 X 4 X :i m 1 80径 20張 50kl柑3月トト水槽 (静刷Okl) 4槽

開始の魚体 17.37mm、 67 4 m且

収容尾数、密度 (mJ) 750千尾、 781尾/m' 580千尾、 (3， 625尾/m')

餌の値頻ど E告3:HJ(nエt'、和、・) 酎nミン刷tI 5% 初期配合飼料
総給!lI'量 t' t ~/EI骨置0.5% 989 k g 1 23 k g 

初期配合問料 1 5 k g 

供 f時尾1'<. )1日 45 1千lt: 7月 31日 7月 20b 

'"均全長 4 7. 3mm 33 0 mm  

|生桝 60. 弘

3.飼育

海上施設に収容した稚魚(平均全長17.30mm)は網の
汚れや成長にともない120径，80径のモジ網に順次交換
し，飼育した。

餌料は配合飼料(稚魚用クランプル)30%，冷凍生餌
(三陸アミ，サバ等)70%に複合ビタミン剤外割5%，ビ
タミンE剤外割0.5%をチョッパーで調餌して与えた。
給餌は海上施設収容時から10日目まで1O，...，__ 15回/日
(6:00，...，__19:00)，20日固まで8，...，__1 0回/日 (9:00，...，__I6:30)

投与し，以降は6，...，__8回/日(9:OO，...，__ 16: 30)投与した。ま

た，早朝夕方の給餌には初期配合飼料(粒径1.2，...，__ 2. 0 

mm)を各l回ずつ給餌した。
給餌率は沖出し後10日固まで魚体重の150，...，__100%，10
日目まで100，...，__60 % ，以降は60，...，__40%を目安として給餌

した。

陸上水槽で飼育の稚魚は， 1回/日の底掃除や，自動給

餌器で1.5，...，__2. Okg/槽(8回/日)の配合投与(6:00，...，__18: 
00)を行った。

4. 中間育成結果

2002年7月2日より750千尾の稚魚(平均全長17.37mm) 
を海上中間育成施設に収容し，網換え，給餌等を行い29
日間飼育した結果，平均全長47.3mmの稚魚計451千尾を
生産した。

海上中間育成の生残率は60.1%であった。
中間育成結果を表-3，全長，体重を図-3にそれぞれ示

した。
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クロダイ種苗生産事業

陸上生産

1 .採 卵

2002年4月30日，生け賛網2統で飼育した養成親魚370

尾(雌雄数不明)を当事業所の130m3採卵水槽へ収容し

た。親魚池水温は14.30Cであった。

2002年5月16日から22日に採集した卵より浮上卵

10，840千粒を50m3飼育水槽10槽に収容した。卵は疾病

予防のため，ヨード液50ppm2分間の消毒を行った。

2.餌料

餌料系列は，仔魚の開口が見られた3日目より35日固

までワムシ， 22日目よりアルテミア，40日目より冷凍魚

卵25日目より配合飼料を沖出しまで与えた。

生物餌料の栄養強化としてワムシl億個体に油脂酵

母50g，アルテミアl億個体に油脂酵母100gを添加した。

給餌回数はワムシ1~3回/ 日，アルテミア 1~3回/ 日，

配合2~6回/ 日投与し，鮮化後 11 目よりワムシ， 30 日目

よりアルテミアの早朝日:30)自動給餌を行った。 l槽

当たりの給餌量は，ワムシ107.4~11 1. 4億個体，アルテ

石中健一 ・町田洋一 ・浜田幸栄 ・角三繁夫 ・吉田敏泰

ミア(卵重量)2. 03~2. 45kg，配合5.53~9. 91kgで、あっ

た。配合飼料は二社製品を混合して使用した。

3.飼育水

鮮化後5日目よりO.5回転(20m3 /日)の注水を開始

した。飼育日数の経過とともに注水量を徐々に増し

，35日目には最大4.0回転とした。
鮮化後3日目より 10日目まで飼育水にナンノクロ口

プシス100万cell/mlの濃度で添加した。

4.飼育管理

底掃除は自動底掃除機(水槽深部はサイホン)で鮮化

後15日目にl回行った。残餌等の汚れで25日目に底面

がピンク色になったので以降は毎日行うようにした。

換水枠は2本/槽使用し，ネット(ポリエチレン)の目

合いは，飼育開始時70目，21日目より40目， 33日目より

24目に交換した。

表面の油膜は，油膜除去器で収集し取り除いた。飼

育棟の出入口3ヶ所には長靴等の消毒の為，消毒液(ト

リゾン液)の入った容器を置いた。

飼育事例を表-1に示した。

表-1 飼育事例(生産池NO.l) 

よ処竺 5 10 1 5 20 25 30 35 40 45 苦+ 個 考

1回/日 2回{輔自信) 3回 2回 結餌回世は 1-3回/
ワムン 日

((管個体) 0-2  1 ....... 5.5 5 - 6.8 4 1 18. 4憧個体

2回/日 3回 4回 6固 結餌回世は2-6回/
配 ムロ 日

(.1 100 -150 250-400 600--720 410-900 8，740g 

1回/日 3回(柑自信) 2回 1回 結餌回数は 1-3回/
アルテミア 日

(卵重量.1 80 100-120 1 50 100 75-100 2， 450 g 

冷凍魚抑 一 結餌回世は2回/日
(万阻) 50 250万粧

ナンノクロロプ 酷加回世は 1-2回/
ンス (セル) 酷加濃度 100万 日

水温 ('CI ← 15. 2-16. 9 .......← 17.0-19.5 →←  20. 1-21. 4 →←  20.6 -22. 4 → 15. 2- 22.4"C 

機水'*' (回転) 0.5" 1.0 1. 5 2.0 3.0 ・・・・・・ ・・・ 3.5 ..... ーーー 4.0 止水-4.0回転 飼育水 40 m ~ 
止水:3Om" 30→ 35--40 流水 4Oml 

全 長 (mm) 2 55 4. 09 6. 87 

尾 数 (千尾) 1. 01 1 773 536 
( ~tl9 1. 9%1 (~176. 4%1 (¥1事53.0%1

帽 考 換水170目2>年 底帰陣 40目 掃除毎日

注水*200目 注水本70目 (ニ"W

5.生産結果(陸上)

採卵数及び、親魚池水温を図-1に示した。

2002年5月16日(1回次)2槽， 17日(2回次)1槽， 20日(3

回次)2槽， 21日(4回次)4槽， 22日(5回次)1槽の計10槽へ

卵収容し得られた鮮化仔魚9，021千尾(鮮化率83.2%)

に，開口が見られた鮮化後3日目より給餌を開始した。

ワムシ投与と同時に飼育水にナンノクロロプシスの添

力日を行った。

9. 53 1 3. 59 15.86mm 46 4mg 

330千尾 持出し

(生帥32硝)

24目
注水ネ外す (エフルI~I

2002年6月3日の夜間計数で稚魚数が多かったNo.10水

槽は，収容密度を調整した。

生産はその後も順調に推移し41日から53日間飼育し

た結果，平均全長17.07mmの稚魚2，400千尾を生産した。

また，解化後10日目からの生残率は32.9%となった。

生産結果を表-2，平均全長を図-2に示した。
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表-2 種苗生産結果

生産池No 1 2 3 4 5 6 7 日 日 10 計

採卵月日 5/16 5/16 5/17 5/20 5/20 5/21 5/21 5/21 5/21 5/22 5/16-5/22 

収容卵数(千粧) 1， 100 600 1， 200 1， 000 1， 000 1， 200 1， 200 1， 200 1， 200 !， 140 10， 840 

府化率 (%) 91. 9 9 1. 9 69. 6 85. 0 85. 0 82. 0 82. 0 82. 0 82. 0 86. 2 83. 2 

解化{子魚(千尾) !， 0 1 1 551 836 850 850 985 985 985 985 983 9， 021 

成長及び 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾 月日 千尾

生残数 町1π1 % Imm % Imm  %Imm % Imm %Imm  %Imm % mm  % π1m %Imm % mm  % 

第l回 tt数 5/19 1，01l 5/19 551 5/20 836 5/23 850 5/23 850 5124 985 5/24 985 5/24 985 5/24 985 5/25 983 5/16-5/25 9，021 
(僻化{干魚)

2.55 2.55 

5129 773 5/29 409 5/30 620 6/2 696 6/2 677 6/3 858 6/3 859 6/3 757 6/3 832 6/4 943 5/29-6/4 7，424 
第2回計数 事(800) 事(7，28l)

(10日目)

4.09 76.4 3.97 74.2 4.07 74.1 4.15 8l. 8 4.07 79.6 4.37 87.1 4.52 87.2 4.41 76.8 4.30 84.4 4.19 95.9 4.21 82.2 

第ヨ回計数 6/8 536 6/8 273 6/9 440 6/12 505 6/12 381 6/13 774 6/13 652 6/13 700 6/13 642 6/14 711 6/8 - 6/14 5，614 
(20日目)

6.87 53.0 6.89 49.5 6.67 52.6 7.76 59.4 7.40 44.8 7.31 78.5 7.58 66.1 7.66 7l. 0 7.70 65.1 7.43 • 88.8 7.32 事 77.1

30日目全長(醐) 9. 53 9. 42 9. 43 9. 90 9. 49 8. 90 8. 64 9. 40 8. 89 9. 52 9. 31 

神出し月日 7/3 7/3 7/3 7/4 7/4 7/4 7/5 7/5 7/5 7/14 7/3 -7/14 

沖だし迄の日数 45日 45日 44日 42日 42日 4 1日 42日 42日 42日 53日 41日 - 53日

沖だし時全長(聞) 15. 86 1 7. 46 1 9. 2 1 14. 84 15. 71 14. 12 15. 04 1 5. 35 地先般流 2 6、10 1 7. 07 

沖だし時尾数(千尾) 330 210 200 270 210 225 295 #240 220 200 2， 400 

神だし造的生痩'"(%) 32. 6 38. 1 23. 9 3 1. 7 24. 7 22. 8 29. 9 24. 2 22. 3 ホ25. 0 本 32. 9 

本 6/4飼育槽N010を密度調盤の為( )尾数にする ホ第3回計数、沖だし時の生残率は(調整尾数)からの生残率.

10，000 r-

認 6，∞Ot~ - • 

時 ;ql~，~ ， Ib ， • ， ~ ， II . ~ . _ . ~ 
ψ ややふや，'lI~分ゆやサ φ

ー扇面[函E主王卵数十水温!

図-1 採卵数及び水温

18 
16 
14 
12 

E 10 
E 8 
6 
4 

2 。
s1b-p 守~~~ 守~~~守dbdbhV db ・傘qシ

図-2 平均全長(陸上)

1170 16.5 16 
15.50 

15 

14.5 

#半量沖だし

11 中間育成

1 .海上施設

2002年7月3日から5日にかけて8水槽より稚魚計

上860千尾を当事業所の船で，海上中間育成施設まで運

搬(沖出し)した。海上施設では180径モジ網(4X4X3

m)50張(平均37，200尾/張)にそれぞれ収容した。

2.陸上施設

2002年7月14日より.rtJ.I0水槽を継続飼育した。

50 1000 

40 800 

E 30 600ω 

E 20 400 E 
10 200 。 。
ぽ必r4Jhv，b令 C&<Q令今d・~令

ー・一平均全長一←平均体重

図-3 成長(海上)
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表-3 中間育成結果
開始時期(絹所) 7月 3日 (海上施酎) 7月 14日 (水Ifl値段)

収容生貨I 数 4X4X3m 180桂 50l!l 50klUヨンタトト水槽Cn:'40kl) 1槽

開始の魚体 16.52mm、49 2 m g 26. 10mm 

収容縫敬、密度 (m') 1. 860千尾、 776尾/m' 200千尾‘ (5， 000尾/m')

闘の樋類と 配~3:71. (1t l.t' 、暗ハ') 揮官t'nン用品1 5覧 初期配合伺料

総総倒量 t'H:-E，匹前0.5覧 4，975kι 1 5. 8 k g 
初期配合同料 23 k g 

終了時尾数月白 1， 675千l呈 8月2日 1 90千尾 7月 26日

平均全長 37. 6mm  3 I 5mm 

生俊易事 89. 4%  95. 0%  

3.飼育

海上施設に収容した稚魚の平均全長は15.94mmで，網

の汚れや成長にともない180径， 120径のモジ網に順次

交換し飼育した。

餌料は配合飼料(稚魚用クランブル)30%，冷凍生餌

(三陸アミ，サバ等)70%に複合ビタミン剤外割5%，ビ

タミンE剤外割0.5%をチョッパーで調餌して与えた。

給餌は海上施設収容時から10日目まで10"""'15回/日

(6: 00"""'19: 00)， 20日目まで8"""'10回/日 (9:00"""'16: 30) 

投与し，以降は6.......8回/日 (9:00"""'16: 30)投与した。ま

た，早朝夕方の給餌には初期配合飼料(粒径1.2.......2. Omm 

)を各l回ずつ給餌した。

給餌率は沖だし後10日固まで魚体重の120"""'80%，20

日目まで80.......60%，以降は60"""'40%を目安として給餌

した。

陸上水槽で継続飼育の稚魚は， 1回/日の底掃除や自

動給餌機で配合投与(6:00"""'18:00)を行った。

4. 中間育成結果

2002年7月3日より海上中間育成施設に収容した稚魚

を網換えや，給餌等を行い20日.......30日間飼育した結果，

平均全長37.6mmの稚魚1.675千尾を生産した。

海上中間育成の生残率は89.4%であった。

中間育成結果を表 3，平均全長，体重を図-3にそれぞ

れ示した。
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アカガイ種苗生産事業

方法

1.親貝

2002年6月11日香川県粟島漁協より購入した養殖ア
カガイ30個(殻長63.7.-....-77. 3mm)及び2002年6月5日に購
入した七尾湾産アカガイ10個(殻長66.7.-....-107. 9mm)を
使用した。

2.産卵誘発

親貝を精密櫨過水で洗浄し， 180 eアクリル水槽に収
容して誘発を行った。

誘発は，2段階に水温を上昇させる温度刺激法によっ
て行った。

水温上昇は，開始時21.20Cの水温を30分で、250Cまで

昇温させ， 1時間維持した後，再び加温して30分で上限
水温の290Cまで昇温させて維持し，放精・放卵の観察
を行った。

誘発に用いた海水は，すべて精密漉過水を使用し，昇

温には，サーモスタット付きlkwチタンヒーターを使用
した。

3.採卵

温度刺激中に誘発に応じた個体は，直ちに取り出し，

あらかじめ精密漏過水を貯めてある30eパンライト水
槽に雌はl個体，雄は7.-....-10個体収容し，放精，放卵を行
わせた。

放卵終了後親員を取り上げ，精子懸濁液を少量ずつ

卵が収容されている水槽に注入し，軽く撹枠して受精

させた。

受精後水槽の上澄みを流し，新しい櫨過海水を加え，

余分な精子などを取り除く洗卵を5回繰り返した後，30
tパンライト水槽を3m3F貯水槽に入れウォーターパス
方式による卵管理を行い， D型幼生に鮮化する翌日ま
で静置管理した。

4.飼育

受精後約24時間で浮遊しているD型幼生をサイフォ
ンで回収し，5m3FRP水槽(実水量4.6m3) 5槽使用し，水槽
内に2個のエアストーンを用いて軽い対流が起こる程

度の通気を行った。

l槽当たりの幼生の収容数は， 1. 5個体/似を目安と

し，飼育を開始した。

飼育水は，精密癒過水を使用し，飼育開始からコレク

ター投入後浮遊幼生が見られなくなるまでの間は，3日

にl回，1/2量の換水を行い，以後は1日6.-....-7時間のかけ
流しによる換水を行った。

換水に使用したネットは，40μmのミユーラーガーゼ
を使用した。

吉田敏泰・浜田幸栄・角三繁夫

5.飼料培養と給餌量

餌料は，パブロパ，ナンノクロロプシス，キートセラ

ス・グラシリス，テトラセラミスの4種類の餌料を表-1
の給餌基準表に準じて給餌した。

表-1 給餌基準表

飼育 パプロバ ナンクロ キートセ7λ テトラセ7ミス

日数 (cell/) (cell/ ) (cell/ ) (cell/) 

2'"'-'5 0.05万 0.4万

6'"'-'8 O. 1万 0.8万

9'"'"'11 0.2万 1.6万

12'"'"' 15 0.35万 2.8万

16'"'-' 18 0.5万 4.0万

19'"'"'25 O. 7万 5.6万 O. 5万

26'"'-'30 JJ 8.0万 JJ 

31 '"'"'35 JJ 9.6万 JJ 

36'"'"'40 JJ 16.0万 0.8万

41""45 JJ 20.0万 1.6万

46"" 50 JJ 40.0万 JJ O. 5万

50'"'-' JJ JJ JJ JJ 
」ー 」ー

6.コレクター

幼生を付着させるコレクターにはタマゴパックを用

いた。

タマゴパックは， 1枚毎に中央に穴を開け糸を通し，

エアホースを3cm程度に切って間隙を付けて連結した。
水槽毎のコレクター収容連数は， 15枚/連としたもの
を63連/槽を垂下した。

H 結果

採卵誘発結果を表-2に、生産結果を表-3に示した。

1.粟島産親貝と七尾湾産親員を使用し，6月14日に産卵
誘発を行った。

2. 2002年6月14日の誘発では，雄21個体，雌12個体が放
精・産卵を行い，誘発率82.5%，放卵数159，020千粒
であった。

3.浮上率は92.3%で，使用した浮遊幼生数は36，122千個
体であった。

表-2 産卵誘発結果
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表-3 生産結果

産卵・放精 採苗時使用

採卵年月日 使用親貝数 親の産地 収容卵数

親貝数 幼生数(A)

♀ー♂個 ♀一♂個 千粒 千個

2002.6.14 1 0 七尾湾 2-7 26，640 14，268 
30 香川産 10-14 103，320 14，484 

(七尾湾) 2，872 
(香川産) 4.498 

採苗計 40 香川|・七尾 12-21 129，960 36， 122 

前年度計 3 6 香川・七尾 11-20 312，034 46，933 

4.飼育19日目にコレクターを垂下し，垂下直後から幼

生の付着が確認され.25日目には殆どの稚貝が付着

した。

5.取り上げ個数は.1. 380千個と生残率3.8犯であった。

採苗時使用波板数 取り上げ個数 (66~86 日目)

水槽容量 ・水槽数 稚貝数(B) B/A 殻長 水槽容量・数

枚/槽 槽 千個 % mm 婚

1，890 5 2 378 2.64 2~5 5 2 

1，890 5 2 718 4.95 2~5 5 2 

945 5 1 284 3.85 2~5 5 1 

(左記の割合で混合収容)

4，725 5 5 1，380 3.82 2~5 5 5 

6，852 2~5 12 4，121 8. 78 1~5 2~5 10 

6.稚員は.2002年8月22日"'-'9月9日に，コレクターに付

着した稚貝(平均殻長2mm)1. 200"'-'1.440個ずつタネ

モミ袋に収容し，配付した。
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アユ種苗生産事業

目的

県内水面漁業協同組合連合会及び内水面漁業関係者

からの要望が強い，良質な人工種苗の供給。

11 方法

1.採卵

(1) 2002年9月18日，美川事業所養成(村上系能登島

事業所産)F4親魚より2，753千粒(雌89尾雄30

尾)を採卵し，シュロブラシ140本に付着させト

ラックで能登島事業所に搬入した。このシュロブ

ラシを卵管理水槽(角形2m3F貯水槽)3槽に垂下

した。

(2) 9月24日，美川事業所養成F4親魚より2，269千粒

(雌126尾，雄41尾)，内水面センター養成F4親魚

より610千粒(雌22尾，雄10尾)を採卵し，シュロ

ブラシ計114本に付着させ，能登島事業所へ搬入

し，垂下した。

(3) 9月30日，内水面水産センターが養成したF4親魚

浜田幸栄・石中健一 ・吉田敏泰・角三繁夫・町田洋一

より1，362千粒(雌68尾)採卵し，シュロブラシ90

本に付着させ能登島事業所へ搬入し，垂下した。

(4) 10月4日，内水面センター養成F4親魚より2，852

千粒(雌93尾)を採卵し，シュロブラシ140本に

付着させ能登島事業所へ搬入し，垂下した。

(5) 10月15日，内水面センター養成F4親魚より712千

粒(雌36尾)を採卵し，シュロブラシ36本に付着

させ能登島事業所へ搬入し，垂下した。

(6) 10月17日，内水面センター養成F4親魚より1，342

千粒(雌46尾)を採卵しシュロブラシ56本に付着

させ能登島事業所へ搬入し，垂下した。

(7) 10月20日，福井県内水面水産センターで親魚養

成されていた天然魚より採卵された。 1，500千粒

(シュロブラシ150本)を譲り受け， 10月29日に

能登島事業所へ搬入し，垂下した。

(8) 10月24日に福井県内水面水産センターで親魚養

成されていた天然魚より2，068千粒(雌81尾)採

卵し，シュロブラシ138本に付着させ，能登島事

業所へ搬入し，垂下した。

表-1 採卵及び僻化結果

銀魚採繍 場所 |村上系F4能整島事業所産 村上系F4能益島事業所産|村上系F4能登島事業所産|村上系F4能登島事業所産|村上系F4能笠島事業所産

(生産) 美川事業所養成 美川事業所養成 内水面センタ 養成 内水面センタ 養成 内水面センター養成

採卵月日 9月18日 9月24日 9月24日 9月30日 10月4日

使用観魚数 ♀ 89尾 126尾 22尾 68尾 93尾

♂ 30尾 411t 10尾 尾 尾

親魚サイズ ♀ 19. 39cm/63. 34 g 20. 12cm/44. 3 g 19. 10cm/56. 13 g 

(平均全長/平♂ 17. 21cm{41. 22 g 

係卵場所 美川事業所 美川事業所 内水面センター 内水面センター 内水面センター

採卵重量
" 

1，045g 1134.7 g 305.0 g 886.0 g 1. 426. 0 g 

粒/ 2，635 2，000 2，000 2，000 2，000 
平均卵蚤 g/尾 11. 7 g 9.00 g 13.86g 13.02g 15.33 g 

総保卵数 千粒 2，753 2，269 610 1，362 2，852 
卵付着材数 シュロ 140本 シュロ82本 シュロ32本 シュロ90本 シュロ140本

発DIil率 % 9.2拡 59.4覧 38.6覧 66.6百 40.0弧

積算水混 ℃ 226 226 285 247 

解化日数 14日 14日 17日 15日

解化率 % 6.7覧 18.3% 

鱗化尾数 千尾 154 250 

解化仔魚全長 mm  6.48 7.40 
収容水槽 廃棄 廃棄 廃棄 32 t角型コン州ート 11曹 廃棄

親魚係捕 場所 村上系F4能堂島事業所産 手取川系 九頭竜川系 九頭竜川系

(生産) 内水面センター養成 内水面センター養成 福井県内水面水産センター 福井県内水面水産センター

採卵月日 10月15日 10月17日 10月20日 10月24日

使用鏡魚数 ♀ 36尾 46尾 81尾

♂ 尾 尾

親魚サイズ ♀ 

(平均全長/平会♂

採卵場所 内水面センタ 内水面センタ 福井県内水面水産センタ 福井県内水面水産センタ

採卵重量 Ig 356.0 g 671. Og 750.0 g 1，034.0g 
粒/" 2，000 2，000 2，000 2000 

平均卵重 Ig/尾 9.8g 14.5g 12.7" 

総採卵数 千粒 712 1，342 1，500 2，侃8
卵付着材数 シュロ36本 シュロ56本 シュロ150本 シュロ57本 シュロ81本

発目自率 % 21. 8% 21. 9% 72.0覧

積算水温 ℃ 257 230 257 

解化日数 17日 18日 17日

解化率 % 3.7% 37.8覧 22.7覧

解化尾数 千尾 50 567 1921 278 

解化仔魚全長 η1η1 7.15 7.331 7.57 
収容水柵 廃棄 廃棄 50 t角型コンPトト 11曹 32 t角型コンクトト l槽 1 50 t角型コン?，ト l槽



2.卵管理及び僻化

(1)卵管理

2002年9月18日から10月24日にかけて事業所へ

搬入した付着卵は，アカガイ棟内の卵管理水槽

(角形2m3FRP水槽)に直射日光が入らないよう

に遮光し，注水(地下水)7. 2回転/日Cloe/分)
とエアー2本の微通気で管理した。

収容卵は受精後1日目.4日目. 7日目に真菌性

疾病予防のためマラカイトグリーン3ppmで20分

間の薬浴を行った。 5日目には発眼率を確認し，

10日目(積算水温約1640C)に9月30日採卵群(村
上系F4)を32m3 (淡水25m3) 飼育水槽(角形コ

ンクリート)1槽へ. 10月20日採卵群(九頭竜川

系)を50m3 (淡水25m3) 飼育水槽l槽に. 10月24

日採卵群(九頭竜川系)を32m3飼育水槽l槽と50

d飼育水槽l槽に移動・収容した。
付着卵を収容した飼育槽は注水 (地下水) 14 

e /分/槽 (0.8回転/日).エア一微通気し管理し
た。

その他の採卵群は，発眼率，鮮化率が悪かっ

たため廃棄した。

(2)鮮化仔魚
採卵後17日目(積算水温約25rC)より僻化が始

まり. 9月30日採卵群(村上系F4親魚)の鮮化仔

魚は250千尾(鮮化率18.3%に10月20日採卵群(九

頭竜川系親魚)は567千尾(僻化率37.8%). 10月

24日採卵群(九頭竜川系親魚)は計470千尾(鮮

化率22.7%)であった。

3.飼育管理

解化終了直前から，淡水25m3が入っている飼育槽に

O. 8回転/日の流量で海水を注水し.5日目で全海水に
なるよう調整した。

換水率は飼育日数の経過とともに徐々に増加させ，

鮮化後日数130日目で最大の10回転/日にした。

注水口には飼育開始時より不純物が入らないように

200目のネットを付け，鮮化後30日目で70目に交換，

60日目からは取り外した。

' 給餌量は，解化後1 日目より 40 日固までワム シ 1 ~7

億個体/日/槽.30日目より50日固までアルテミア僻化

幼生1~3千万個体/日/槽 20日目より美川事業所への

移送前日まで配合飼料を60~2. 690g/日/槽を与えた。

配合飼料は二社製品を混合して使用した。

生物餌料のワムシには油脂酵母25g/億個体の栄養強

イ七を行った。

給餌はワムシ1~3回/日， アルテミア 1 ~2回/日，配

合3~6回/日投与し，僻化後12 日目よりワムシ， 40日

目よりアルテミア. 50日目より配合飼料の早朝自動給

餌 (6:30)を行った。

底掃除は鮮化後10日目にl回目を行い，以降は底面

の汚れを見ながら3~7日に l回実施した。

換水ネットの目合いは，飼育開始時ポリエチレン40

e!; 39日目より24目， 60日日よ りモジ網240径， 90日

目より180径， 110日目より120径にそれぞれ交換した。

飼育棟の出入口には長靴等の消毒の為，消毒液(ト

リゾン液)の入った容器を置いた。

4.選別，計数

2003年4月3日，村上系F5稚魚 (鮮化後168日目)の

選別・計数を行った。選別はモジ網120径 (4mm目，

3.5 x 1 X 1m)角網で行い 32m3水槽1槽と50m3水槽l
槽へ，小サイズの稚魚は32m3水槽に収容した。同方法

で，15日から24日にかけ九頭竜川系のFl稚魚を順次選

別し，必要量を32m3水槽に確保し，残りは廃棄した。

計数は重量法で千子った。

5.淡水馴致

2003年4月9日より， 美川事業所へ移送するために淡

水馴致を開始した。淡水揚水量不足を補うため，事前

に空き水槽に貯水し，併用した。村上系F5収容水槽2面

を l 日目は 1/2海水とし 2 日目以降は徐々に(換水率4~

3回転)海水注水量を少なく して.4日間で淡水になる

ように調整した。

4月17日より，同様に九頭竜川系のF1稚魚水槽の淡

水馴致を行った。

6.疾病.大量襲死

初期減耗や50m3水槽で自動底掃除機の吸い込み等に

よる艶死が見られた。

32m3水槽で3月19日(鮮化後153日目)頃， ビブリオ

病と思われる疾病が発生し，オキソリン酸3~5 日 間の

経口投与行った。

7.輸送

2003年4月14.15日に村上系F5稚魚(瞬化後180日日)

を 1m3キャンパス水槽各2槽を積み込んだ、トラック4

台で、美川事業所へ移送した。

4月22日に同方法で，九頭竜川系のFl稚魚(解化後

165日目)を移送した。

111 結果

1.採卵及び鮮化結果を表-1，飼育事例を表 2，飼育

水温を図一1，成長を表 3，図-2，3に示した。
2.採卵は9月18日より10月24日までに9回行ったが，

飼育は発眼率，鮮化率とも良好であった9月30日採

卵分(村上系F5)と九頭竜川系Flの10月20日採卵分

及び10月24日採卵分で行った。

3. 2002年10月17日， 32m3水槽に250千尾(僻化率

18. 3お)の鮮化仔魚(村上系F5)を11月8日 50m3

水槽に567千尾 (鮮化率37.8児)の鮮化仔魚(九頭竜

川系FI)及び11月11日， 32m3水槽に192千尾， 50m3

水槽に278千尾(僻化率22.7%)の僻化仔魚(九頭竜

川系Fl)を得て生産を開始した。

4.餌料は解化後40日目までワムシ，30~50 日 目まで

アルテミア，配合飼料は20日目より美川事業所輸送



飼育事例 30rriNo. 2水槽(村上系F5) 表-2
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給餌2-
6回/日

計 361，310 g 

輔自動制(自動3園、効141目)自動4圏、積13園 帥侶

60-300・400-800 . 1000 -2000' 2000-1950' 1300-1420' 1420-1970・1970-2360'2400-2690 
SGI号 SGI号/2号 SG2号IG2号 G2号117fA G3号117fA G3号117トB 17トB/PC-I PC-1 

3回 4回 5回 7回/日

合

(g) 

配

2回投与回数

ト一一一一一十
飼育水 20 淡什注水.200目(40ゲ )

水 I 0.8海水
換水準 (回転) I ------1. 5 

淡水馴致30 住ホネフト丹す70目→

飼育水30

3.0 4.0 一一 5.0 ・6.0 一一一ー ー一一7.0 一一一一一一一一一一一一一一一一 8.0 一一 10.0 一一一一一---一一一一一ーー・ー ーーー---3.0一一一一2.0 

40目 一一一一一_-_一一一一_.2 4目ーー一一一一ー一_240径(モγ網)一_._._._._..1 8 0径(そγ網)….1 20径(そ:t~網) ・・ー一一 一一-一一 ..._.....・"_._._--...._._一一一一一一一・4 ・ー・・換木ネット

7.8-20.2"(; 9.6-13.5 8.1-9.9 8.0-9.2 7.8-9.5 8.4-10.0 9.3-11.6 11. 0-13. 5 13.7-16.2 15.4-20.2 →←  ("(;) 水温

6 3. 20mm 

1， 350mg 

63.20 
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64.89 
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38.89 

168.3 

31. 25 
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30.00 

73.6 

20.91 

20.0 

16.96 14.88 11. 43 7.42 (mm) 

(mg) 
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4/15080日目)

138.2kg 

102，000尾

選別

美川事業所へ遷微

吋れ『ン酸添加*分槽(93日目)底婦除

2回/遡
底掃除

1-2回/i圏
(3lK蹴(2lK歯量(1)111障

解化{子魚

250，000尾

F ， (詰

アユの成長

ロ目~:'lf晶事票用T l半成14年度
30 t (養)村上系能登島産F4 50t 頭竜川系 30t九頭竜川糸 50t 頭竜μ|糸

9/30採卵 10/20採卵 10/24採卵
月日 全長 停車 月日 全長 停車 全長 停車 月日 室長 停車 全長 停車 月日 全長 体重 月日 全長 体重

僻化後日数 水情NO.2 mm  汀1g 水憎No3 町1η3 m 水崎NO.5 mm  n】g 水糟No.6 町、m mg 水糟No.7 町、n、 m 水槽No.I 町、町、 mg 水情No.5 η3π1 πlR 

'"化{イ魚 10/IR 7.42 25.0万尾 解化仔魚 11/ 9 7.15 56.7万尾 解化仔魚 11113 7.33 19.2万尾 11/13 7.57 27.8万尾

10日IJ 10128 11. 43 10R J;l 11/18 10日目 11122 9.39 11122 8.65 

20日目 11/ 7 14.88 20日目 11/28 13.14 20日目 12/ 2 12.60 12/ 2 11. 47 

30日目 11/16 16.96 30日目 12/ 8 15.38 30日目 12/12 15.38 12112 14.54 

40日目 11/26 20.91 20.0 40日目 12/18 19.45 40目白 12/22 18.24 6.6 12122 16.18 6.6 

50日目 121 6 30.00 73.6 分糟 分冊 12/20 50t No.7へ 50日目 I/I 19.07 17.0 1/ 1 16.78 11. 0 

60日目 12/16 31. 25 81.3 50日目 12/28 20.94 16守 O 12128 21. 32 17.0 60日目 1/11 19.47 16.3 1/11 17.58 12.0 

70s円 12126 38.89 168.3 60日目 1/ 7 20.02 20.0 1/ 7 20.78 20.0 70日目 1121 22.12 27.0 1/21 17.81 15.0 

80日目 1/ 5 35.02 135.6 70日目 1/17 23.60 31. 3 1/17 23.26 30.3 80日目 1/31 24.84 36.6 1/31 21. 19 22.6 

90日目 1/15 40.85 221. 0 80日目 1/27 27.12 46.3 1127 25.90 41. 6 90日目 2/10 25.78 45.3 2/10 21. 28 24.3 

分槽 1/16 30t No. 3へ 90日目 2/ 6 28.47 55.3 2/ 6 30.76 68.6 100日目 2/20 30.03 64.3 2/20 24.95 31. 6 

100日目 1/25 48.52 391. 3 1/25 43.57 253.3 100日目 2/16 32.40 86.6 2/16 30.78 72.0 110日目 3/ 2 30.34 74.6 3/ 2 25.93 40.6 

110日目 2/ 4 50.04 462.6 214 45.53 312.6 110日目 2/26 32.33 92.3 2/26 33.32 97.3 120日目 3/12 34.16 114.6 3/12 28.14 51. 6 

120日目 2/14 51. 78 523.0 2/14 40.86 208.0 120日目 3/ 8 35.07 113.3 3/ 8 34.22 116.0 130日目 3/23 37.77 156.3 3/18 28.12 53.3 

130日目 2124 55.74 733.0 2/24 44.98 333.0 130 日目 3/17 34.81 130.6 3/17 35.53 142.3 140日目 4/ 1 43.89 244.0 3/18 (126日目)に放流

140 日目 3/ 6 57.69 831. 0 3/ 6 54.97 681. 0 分槽 分相 3/19 50t No.5へ 150日目 4/11 42.29 241. 0 

150日目 3/17 57.56 946.6 3/17 57.52 902.0 140日目 39.67 171. 3 3/28 38.98 176.3 3/28 38.78 176.0 160日目 4/21 42.04 261. 8 

160日目 3126 64.89 1423.3 3126 59.48 1138.0 150日目 38.79 226.0 4/ 7 44.15 240.6 4/ 7 43.12 236.0 4/24選別30t No2へ10.4k g 

選 glJ 4/3選別(大)30 t No. 3へ128.7kg4/3選別(大)50 t No. Iへ125.8kg 4/15選別 (0.5.以上)30tNo2へ 52.52 585.4 

(16R日目)4/3選別(大)50 t No. Iへ16.5kg 160日目 44.79 270.0 残りは放流 4/16 43.70 278.8 5/は(183日目)に激流

豊川HJ荷 4/15 63.201 1.350.0 4/14 65.751 1，380.0 4/16放流 4/22 51. 08 512.6 4/16選別 (0.5g以上)30t No2へ 64.08 1480.6 

180日目~2同j_J02千尾 179日目l__l_64.Jl同Pl_!l千尾 1 I 出荷 165日号1__2_7-!恒巨4.5千尾 残りは放流 I I 」ー

表-3



まで二社の配合飼料を混合して与えた。

5. 2003年3月19日(鮮化後153日目)噴よりビブリオ

病が発生し，オキソリンの経口投与を行った。

6. 2003年4月3日より選別・計数を行なった。

7. アユの成長は生産開始時期が遅れたことと，初期

仔魚の飼育水温が平年水温より約30C低かったこと

から，例年美川事業所に移送する時期までには2g
に達していたが，本年は9月30日に採卵したもので

1.3gにとどまった。

("C) 

25 

20 

水 15

混 10

5 

0 

10/25 

l-ーー州4-ーー過去5j草間平岡本温l

11/25 12125 1/25 2125 3/25 (月日)

図ー 1 飼育水温

8. 2003年4月9日より美川事業所移送のため淡水恩I[致

を順次開始した。

9. 2003年4月14日から4月22日にかけて計3回美川事

業所へ移送した。

移送結果を表-4に示した。

IV 問題点と今後の課題

1. 自県産親魚の確保と解化率の向上

2. ビブリオ病対策

表-4 移送結果

月 日 尾数(尾) 平均体重 (g)

4月14日 119，000 1. 38 

4月15日 102，000 1. 35 

4月22日 54，500 0.51 
dロb、 計 275，500 1. 08 

(mg) 

総重量 (kg)
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マコガレイ種苗量産技術開発試験

目的

マコガレイは，石川県沿岸で広く分布しているが，七

尾湾では特に重要な漁獲対象魚種で，主として底曳網

や刺網で漁獲されている。

近年七尾湾では，マコガレイ稚魚が生息する浅海砂

泥域が埋め立て等により減少し，漁獲量も年々少なく

なる傾向にある。

このため，七尾湾周辺漁業者から種苗放流の要望が

高まっている。

またマコガレイは，移動分散範囲が狭いこと，定着性

が強い等の特性から，資源回復には資源管理に加え種

苗放流が有効な方法と考えられることから，放流効果

の高い大型種苗の生産技術開発を実施する。

11 方法及び結果

， .親魚
2003年1月9日(平5尾，♂6尾)， 11日(♀7尾，♂I尾)， 

23日(♀4尾，♂3尾)に能登島町鰻白地先の定置網や

刺網で漁獲された親魚計26尾(♀16尾，♂10尾)をそ

れぞれ搬入し，0.5m3ポリカーポネート水槽に収容し

た。

親魚は無給餌で約10回転/日の注水量とし，採卵可

能になるまで蓄養した。

2.採卵・瞬化

2003年2月l日成熟した親魚を用いて採卵を行っ

た。親魚は雌l尾(全長34.5crn，体重660.8g)，雄2尾

を使用し搾出乾導法で採卵した。

卵重量は184.7g(3， 433粒/g)，総採卵数は634千粒

であった。

受精卵は0.5m3ポリカーボネイト水槽内で境枠し

直播きで付着させた。卵付着水槽は5m3PRP水槽(実

水量3m3)をチタンヒーター(1kw)3本で加温した中

に収容し，ウォーターパス方式で管理した。

注水量は卵収容日5回転/日とし、翌日から10回

転/日で管理した。
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卵管理水温が7.80Cから11.30Cで経過した10日目

(干責算水温99.rC)に318千尾の解化仔魚を得た。
3.飼育

0.5m3解化水槽で得られた仔魚318千尾(解化率

50. 1 %)はチタンヒーターで加温した5m3PRP水槽

(実水量4m3)へサイホンで収容し飼育を開始した。

飼育開始時は注水量O.5回転/日，エアーレーショ
ンの微通気で管理し，飼育水へはナンノクロロプシ

ス100万cell/rnl濃度の添加を行った。

餌料は僻化後2日目よりシオミズツボワムシ(以

下ワムシ)を与えた。ワムシには栄養強化として油

脂酵母60g/億個体の二次浸漬を行った。

換水ネット(ポリエチレン)は，飼育開始時の目合

い70目， 14日目より40目に交換した。

鮮化後5日目までは摂餌も良好であったが， 6日目

から飼育水表層に艶死魚と活力のない仔魚が見ら

れ，解化後10日目の夜間計数では60千尾(生残率

18.8%)であった。

解化後17日目頃より活力のない稚魚が排水側に

見られ， 20日目には目視でも明らかに少なく感じら

れた。

このため、 2003年3月7日(鮮化後24日目)に飼育

を中止した。生残尾数は13，875尾であり，廃棄処分

した。

川考察

飼育観察では仔魚の摂餌は良好で遊泳力もあり，同

時に行った無給餌試験の仔魚も10日固まで艶死が見ら

れなかった。このため初期減耗の原因がワムシ餌料の

栄養不足と考え，二次浸漬をナンノク口口プシスと油

脂酵母を使用したが艶死は止まらなかった。

無給餌仔魚が10日以上生残し，摂餌の良好な仔魚で

大量の初期減耗が見られたのは，ワムシに初期餌料と

しての必要な栄養添加が不十分であったと考えられ

る。



サザエ中間育成試験

目的

本県におけるサザエの種苗生産は，生産部志賀事業

所で実施しているが，近年配付要望の増加と併せ大型

化の要望が強い。

これは，漁業者の高齢化から中間育成の取り組みが

年々難しくなっていることと，近年漁獲量も減少傾向

にあり，大型種苗の放流によってサザエ資源の維持増

大を図りたいことが漁業者の念頭にある。

このため，サザエの放流効果をより一層高めるとと

もにサザエの資源の維持増大を図るため，既存の施設

を使用した効率的なサザエ中間育成技術開発を行う。

H 方法

2002年6月28日に生産部志賀事業所で生産した平均

殻高12mm，平均殻重O.6gの稚員l万個を湿らせたウレ

タンマットでサンドイツチにし，搬入した。

中間育成試験は， 7月19日から実施した。中間育成

に使用した龍は180径のモジ網を長さ60cm，幅35cm，

高さ30cmに仕立て，上蓋網は給餌，残餌処理をし易く

するために3辺をFRP製棒 (3mm経)を取り付け開閉を

簡易に出来るようにするとともに這い上がり防止とし

た。この網龍をプラスチック龍内に張り， 2m3FRP水槽

に設置した。

本年は放流予定の10月中旬(殻高2cm)までの飼育

密度は，千個/龍の10龍設定した。餌料は，配合飼料

(日本配合飼料株式会社のハリオス)から放流予定の

1ヶ月前にマクサを与えた試験区 (No.1) ，同じく2ヶ

月前からマクサを与えた試験区 (No.2)，試験開始か

ら配合餌料とマクサを混合して与えた試験区 (No.3)， 

マクサのみ与えた試験区 (No.4) とワカメを与えた試

験区制0.5)の5試験区2セットの合計10龍で飼育を行っ

た。

川 結果及び考察

2002年7月19日から平成14年10月18日までの成長を

図-1，2， 3に示した。
本年は試験開始時で平均殻高13.7mm，平均殻重O.9g 

の稚員を用いたことで3ヶ月で放流サイズに達した。

このことは昨年より若干成長が良かったに過ぎない

が，蓋網をして水面下に飼育龍を設置することで歩留

まりが， 81"'-'91%と昨年 (57"'-'75%)より向上した。

なお，餌料別に見るとマクサの摂餌期間が長期のも

の程，殻高が伸びているが，殻重から見みると配合と

マクサの混合が成長が良く，次いで配合飼料からマク

浜田幸栄

サに替えたものであり，ワカメ単独区は成長が最も悪

く，歩留まりにおいても低かった。しかし，マクサを

冷凍保存すると腐りやすいため 生のマクサを確保す

るのは難しく，冷凍保存等できるワカメの利用を検討

していく必要がある。また，今後放流後の歩留が高い

稚員の育成方法を検討しなければならないと考えられ

た。
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餌料培養

目的

培養棟内の18m3水槽4面を使用して，植え継ぎ方法に

よるシオミズツボワムシ(以下 「ワムシ」という)生

産を行い，マダイ・クロダイの種苗生産に供給した。ナ

ンノクロロプシスは屋外50rrt水槽20面を使用して生産

を行い，ワムシの2次培養と飼育水への添加とアカガ

イの種苗生産にも供給した。

11 方法

1.ワムシの生産

ワムシはS型ワムシ(152μm""220μm)を用いた。

18m3(8. ImX3. 3mXO. 7m)水槽4面を使用し(1面は

海水加温用)，主に3日培養で，水槽内にはワムシの

排植物を除去するための櫨過マットを設置した。水

温はボイラーにより加温し230Cとした。ワムシの餌

料は，接種時海水に濃縮クロレラを加え，その後濃縮

クロレラをタイマー制御によって水中ポンプを始動

させ， 1日の給餌量を8回に分けて投与した。

なお，収穫日にはすべてのワムシを径50mmの水中

ポンプで回収し，種及び餌料用に使用した。

2. ナンノク口口プシスの生産

屋外50m3水槽(5mX 7m X 1. 5m，実容積44m3)20面を

用い，接種密度を1.000万celll叫以上を目安とし，

接種日より 10日間の培養を基本とした。

施肥は，接種当日に水量1m3当たり硫安100g，過リ

ン酸石灰15g，尿素10g，クレワット32を5gの割合で

行った。

表-1 ワムシ培養状況

4，858億個体

1，366 

3. 5億個体/

表-2 ワムシ生産水槽と生産量

(単位:億個体、面m3、億個体1m3)
50 水僧 18 水槽 合 言十

年度 生産量 水槽数 生産量 水槽数 生産量 総水量 単位生産量

1993 3，861 7 1，243 4 5， 107 422 12 

1994 。 。 3，444 2 3，444 36 96 

1995 。 。 5，884 3 5，884 54 109 

1996 。 。 3，381 3 3，381 54 63 

1997 。 。 7，178 4 7， 178 72 100 

1998 。 。 3，792 4 3，792 72 53 

1999 。 。 3，633 4 3，633 72 50 

2000 。 。 3，692 2 3，692 72 51 

2001 。 。 3，524 4 3，524 72 48 

2002 。 。 '1，858 4 4，858 72 67 

吉田敏泰・町田洋一

また培養期間中は，接種目と5日おきに鞭毛虫を

トーマ氏血球計算盤で計数し，鞭毛虫の密度が2万C

ell/me以上出現した場合若しくは培養水に鞭毛虫

を起因とする異常が見られた場合には，次亜塩素酸

ナトリウム(有効塩素量12%水溶液)10""20ppmを添

加した。

表-3 ワムシ培養事例

事例1(水温21~24'C 接種密度120個/)

月日 I5/21 I 22 I 23 I 24 
項 目 |綾種時 I1日 I2日 I3日
ワムシ数個/ 1 120 1 154 1 304 1 397 

卵数個/ 1 1 92 1 96 1 119 

水量 I 10.2 

;国:早竺-i-I---------+ ---~~~~--i---~-}:-~ --I---~ 

訣ぜ::|:;;:L;|:;:二
事例2(水温21~25'C 接種密度150傭/)

月日 I6/12 I 13 I 14 I 15 
項 目 |接種時 I1日 I2日 I3日
ワムシ数個/ I 150 I 249 I 499 I 762 

卵数個/ I I 181 I 389 I 358 

水量 I 16 

日間糟殖率 % I I 66 I 100. 4 I 52. 7 
ーーー一一ーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーー-...----ーーーーー一・ーーーーー田ーー--・--ーー・ーーーー-

卵 率 % I I 72 I 77 I 46 
ー・ーーーーーーーーー-...---ーーーーーーー・ーーーーーーーーーー・----_.ーーー.ー

水温 cc I 21 I 24 I 25 I 25 
収穫量(億個) I I I I 121 
ーー ーーーー一一ーーーーーーーーー ・ーーーーー ーーーー-~-ーーーーーーー- <-ーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーー

濃縮クロ レラ 1 8 1 13.6 1 27.6 I~.十49.2

事例3(水温23~24'C 接種密度100個/)

月日 I6/20 I 21 I 22 I 23 
項 目 |接種時 I1日 I2日 I3日
ワムシ数個/ I 100 I 179 I 403 I 617 

卵数個/ I I 135 I 211 I 315 

水量 I 10.5 

日間増殖率 % 79 125. 1 53_ 1 
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川 結果及び考察

2002年5月8日より6月27日までのワムシ総生産量は，

4， 858億個体，濃縮クロレラ総使用量は1，366 eであり，
濃縮クロレラ1eに対するワムシの生産量は3.5億個体

であった。

表一lにワムシ培養状況，表-2に平成5年以後のワムシ

生産水槽と生産量，表-3にワムシの培養事例を示した。

18m3水槽の単位生産量は，67億個体であった。

見 本年度のナンノクロロフシスの生産量は，約1.900m3 

(1; 500万cell/耐換算)で魚類へ投与するワムシ2次培

養用及びマダイ・クロダイの飼育水槽添加用とアカガ

イの生産用に供給した。ナンノクロロプシスの増殖は

，毎年5月下旬の水温上昇期に，パラフィソモナスが確
認されるが，今年度はマダイ・クロダイのワムシ給餌(6
月27日)終わりまで確認されず，安定した生産を行っ

た。
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観測資料(定時観測結果)

2002年4月から2003年3月までの1ヵ年間，能登島事

業所の桟橋で午前9時に観測した水温及び標準比重の

旬別平均値を表-1，図-1，図-2に示した。

2002年度の水温は，昨年よりも若干低めに推移し，

冬季のl月中旬から3月の中旬までは低めに推移したの

が特徴である。

このためマダイとクロダイの種苗生産は例年になく

順調に生産することが出来たが、冬季のアユ種苗生産

に関しては、生産開始が遅れた関係もあるが、 l月か

ら3月中旬まで生産水槽の水温が80C以下になったた

め、 著しく生育が遅れる結果になった。

町田洋一
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図-1 桟橋における水温の旬別変化
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図-2 桟橋における標準比重の旬別変化

表-1 水温及び標準比重の旬別平均値

月 旬 7J<i昆。C 比重 月 旬 水温。c比重 月 旬 水温。c比重

2004 2年 上中旬旬
12.40 25.65 

上中旬旬
27.24 24.80 

上中旬旬
13.02 24.52 

13.24 25.36 8 27.30 25.42 12 11.91 24.72 
下旬 14.50 25.38 下旬 27.35 25.36 下旬 11.25 24.91 
上旬 15.03 25.07 上旬 27.98 25.32 2003年 上旬 9.74 25.02 

5 中旬 16.66 24.23 9 中旬 25.50 25.02 中旬 9.06 24.90 
下旬 17.85 24.93 下旬 23.92 25.24 下旬 8.63 25.00 
上旬 20.40 25.57 上旬 23.07 25.26 上旬 8.34 24.97 

6 中旬 21.93 25.42 10 中旬 22.36 25.74 2 中旬 8.40 24.88 
下旬 21.78 25.57 下旬 20.26 25.74 下旬 8.50 25.10 
上旬 23.71 24.12 上旬 17.14 25.15 上旬 8.46 25.05 

7 中旬 24.18 23.60 11 中旬 15.95 25.15 3 中旬 8.61 24.96 
下旬 27.65 23.90 下旬 14.48 24.93 下旬 10.00 24.76 
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ヒラメ種苗生産事業

方法

， .親魚の飼育

"，' 

志賀原子力発電所(北陸電力)からの温排水(自

然海水より約60C高い)を利用して、早期生産を行っ

た。採卵促進は、昇温と長日処理によって行い産卵

を約1ヶ月半早めた。採卵に使用した親魚は40尾で、

収容密度は0.40尾/rrl、魚体測定及び雌雄選別は行
わなかった。飼育は、 100m八角形コンクリート製
屋内水槽1槽を使用し、飼育水は2001年10月30日ま

でろ過自然海水を使用し、 31日より温排水を通水し

たので直送自然海水(ロ過無し)に切り替えた。

2002年1月11日より、原子力発電所の定期点検のた

め、温排水が停止したので、 1月21日よりボイラー

による循環加温で昇温を開始した。 3月20日から温

排水が通水したので、自然海水との混合飼育に切り

替えたが、 4月2日にポンプの故障により再度温排水

が停止したため、循環加温飼育に戻した。 4月22日

温排水通水再開後は、温排水のみによる飼育とした。

親魚池の飼育水温の推移を図ーlに示した。
、c

8 
1:1 1.'21 3122 1;11 

図ー 1 親魚飼育水温の推移

水温l10Cから10日毎に0.50C飼育水温を上げるよ

うに循環水温や、温排水と自然海水の水量を調整

した。長日処理は、月5日から11時間で開始し、 10

日毎に30分間延長し、 3月上旬から産卵終了まで14

時間電照とした。餌料は冷凍イカナゴに「アトラ

ント(三鷹製薬)J (昨年まで使用していた総合ビ

タミン剤が、ビタミンを強化し改名)のみを展着

して2日にl回投与した。

2.採卵

3月8日に産卵を確認し、 5月1日までに44回採卵し

た。収卵ネットは、午後5時にセットし翌日午前10
時に取り揚げた。種苗生産に使用した卵は、直接60

d飼育水槽(コンクリート製、実容積60m)2槽に
それぞれし 100千粒と800千粒(18.3"'13.3千粒/ぱ) ι 

ずつ収容した。本年は産卵数が少なく、浮上卵率も

井尻康次・野村元・西尾康史

悪い卵であったことから、当所産の卵の収容を断念

した。不足分の卵は、 4月3日、 10日、 12日に福井県

栽培漁業センター、京都府栽培漁業センターより、

浮上卵19.600千粒を譲り受けた。また、 5月16日、

17日にも富山県氷見栽培漁業センターより3.000千

粒を譲り受けた。

3. 給餌

シオミズツポワムシ(以下ワムシ)は、 3"'32日

齢まで、アルテミア幼生(以下アルテミア)は、

22"'42日齢まで給餌した。今年度は、コンクリー

ト製35m水槽(7x 3. 9 x 1. 3m)を使用し、 S型ワ
ムシを生産した。種付け及び餌には淡水濃縮クロ

レラを使用し、ワムシ培養自動給餌システム 「わ

むしワクワク(クロレラ工業KK)Jで自動給餌し

た。培養水温は、 200C前後で行った。二次培養は、

DHAの強化を主眼にナンノクロロプシス(以下

ナンクロ)培養水と「マリングロス(日清マリン

テック)Jを使用した。アルテミアの二次培養も「マ

リングロス」を使用した。生物餌料の栄養強化は、

図-2.3の要領で行った。

栄養強化時の水温は、ワムシでは210Cに、アル
テミアでは230Cに設定した。ワムシの給餌は、止

水飼育の10日齢までは飼育水中のワムシ密度が5個

体/meを維持するよう残餌を計数し適宜追加投与
した。流水飼育に入ってからは午前9時と午後3時

の2回給餌を行った。アルテミアの給餌は、 1日1回

午後4時に行った。配合飼料(日清飼料、ヒガシマ

ル)は、粒径400μmのサイズを23日齢から 1日10

回自動給餌機(ヤマハ製)により給餌した。

回収当日 回収翌日

9:00 

ワ

回収 ， ""リングロス添加 回収給餌
ム ナンクロ培養水に浸演: (2 i/l0億個体)

シ 9:00 

回収 . マリングロス添加 給餌

庁ンクロ洛養水に浸演 j (2 i/l0億個体)

図-2 ワムシの栄養強化方法

セット . 1日目 . 2日目. B 

' . 
ア ' ' 16:00 . . . . 
ノレ . ' 
フー 自℃調温海水 :分離回収 ， "79ングロス添加 回収給餌
、、、 仰1kg/nt ' : (22/1億個体)

ア
. . . 
' 

図-3 アルテミアの栄養強化方法



4.飼育

飼育水槽の換水率は図-5に示した。飼育水は、 10

日齢まで止水とし11日齢以降は稚仔魚の成長に応じ

てO.2"'20回転/日 (20"'700e /分)の注水を行った。
底掃除は、 5日齢頃から 1日1回、 30日齢頃からはl

日2回、自動底掃除機(ヒロマイト製)により行っ

た。ナシクロは、ふ化終了の翌日からワムシの給餌

が終了する30日齢まで毎日800'"1， 500 e添加した。
5.体色異常の出現状況

有限側体色異常の出現率は、 40日齢以降、各水槽

から約1.000尾を取り揚げ調査した。

無限側体色異常は中間育成終了時のヒラメについ

て、水産庁基準に基づき 1検体50尾の出現状況を調

査した。

H 結果及び考察

1.親魚の飼育

今年度からは、夏期の高水温期に冷却機を使用し

260C以上にならないようにしたため、へい死がなく

順調な飼育であった。

2.採卵、ふ化

採卵状況と採卵期の水温の推移を図-4に、種苗生

産に供した卵の収容からふ化までの結果を表-1に示

した。当所では5月l日までに44回採卵し、総採卵数

は、 21，858千粒であったが、本年度は浮上卵率が低
く、種苗生産用には、 3月22日と26日に採卵したも

のだけを使用し、 60m3コンクリート製水槽2槽分と

して1.900千粒を直接収容した。浮上卵数が少な

かったことから、福井県栽培漁業センタ一、京都府

栽培漁業センターより浮上卵19.600千粒を、富山県

氷見栽培漁業センターより3.000千粒を譲り受けて

各水槽に収容した。ふ化までの日数は、 2"'3日を

要し、ふ化仔魚の総尾数は、1， 1743.9千尾(ふ化率

53.0%)であった。本年度において産卵数、浮上卵

率、ふ化率が低くなってきているのは、親魚として

の養成期間が長期となっているためと考えられ、天

然親魚の購入、養成が必要と思われる。また、産卵

時期に温排水が停止し、飼育水の切り替え等が影響

したものとも考えられ、早期採卵の加温、電照方法

の再検討も必要と思われた。

表-1 採卵ふ化状況

生産回次 1 2 3 4 5 6 7 8※ 9 10 11 12 合計

採 ~ß 月 日 3/22 3/26 4/2 4/3 4/3 4/9 4/10 4/10 4/11 4/12 5/16 5/17 12回

収容卵数(千粒) 1. 100 800 1.700 3.800 1.000 3， 500 2，000 1.600 2，000 4，000 2，000 1， 000 24， 500 

収容密度{千粒/rr!) 18.3 13.3 28.3 31. 6 16. 6 29.1 33.，3 53.3 33， 3 33.3 16.6 16.6 

ふ化までの日数 3 3 3 3 3 3 3 3 3 ，. 3 2 2 

ふ化尾数 (千尾) 576.4 382.4 1.229.1 759.8 427.0 1.508.0 930.0 835.2 816.0 1，712.0 1.744.0 824，0 li.743，9 

ふ化率(%) 52.4 47.8 72.3 26.2 42. 7 43.1 46.5 52.2 40.8 42.8 87.2 82.4 53. 0 

水 槽数 l 2 l 2 l 2 2 2 17 

備 考 福井県 福井県 ，'1'，都府 福井県 福井県 尽都府 福井県 福井県 富山県 富山県

※20rr!水樽

c 

d~urJ20 
. ........"'..... .. ...~凶'"企'"企A企傘ÀÀ合企"'"' "， u 念念企&定温風a・-.. 富:.a...... ，. I巴 水

~'6 i坦
;'-.~À......" L， 

平総

採
卵
世

3.1 11 21 31 

川 l'

4.10 20 

が州 . ." 糊 .-j.. は

図-4 採卵数と水温の推移
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3.給餌、飼育

日齢5日毎の給餌結果は表-2に示した。

総給餌量は、ワムシが4，377億個体、アルテミア

が260.5億個体であった。配合飼料は、初期餌料と

して、「おとひめB2，1号(日清飼料)J とし、その

後配付時まではS2----S 4 (ヒガシマル)を使用し、

総給餌量は1，978. 74kgであった。飼育期間中の稚仔

魚の平均全長の変化と換水率は図-5に、水温の推移
は図-6に、生産結果は表 3に示した。

飼育開始時の各水槽の収容尾数は、 379.9 ----

1， 229. 1千尾 (6.33----20. 48千尾/ぱ)であった。ふ

化後の水温は170Cとし、 6月初めまで加温した。稚

魚の飼育は、自動底掃除機によって飼育環境の安定

に努めた。県外より導入した卵は、移送後のダメー

慎
水
中

全

長

日令

i・ム事で瓦三「

図-5 飼育水槽の換水率と成長

ジかふ化率が低く、ふ化後の初期減耗が大きかった。

20日齢より空胃個体が目立ち、へい死が増えてきた

ので、ニフルスチレン酸ナトリウム3PPMで3----4時間

の薬浴を行ったが、効果は不明であった。有限側体

色異常魚の除去は、体色異常率が5%前後と少な

かったので行わなかった。

ふ化仔魚から配付までの生残率は、 7.4----20.9 % 

と例年に比較して低かった。

種苗の配付は、 6月12日から9月2日の聞に行った。

内訳は28漁協等へ中間育成用種苗 (41----50mm) 835 

千尾、直接放流用種苗 (62----1 05. 4剛)153千尾、養

殖用種苗として2業者へ15千尾、合計1，003千尾を

配イ寸した。

℃ 
2. 

，
 

巴"‘，

8 
3.12 4.21 5.01 5.11 

月ロ

5，21 5.31 3.22 4.1 4.t! 

~，降水 ー傘 自然海水 i

一一 一一一一」

図-6 飼育水温の推移

生物餌料(億個体)

表-2 給餌結果

配合飼料 (k g) 

ワムシ |アノレテミアIB2 (日清)11号(日清)1ヒカ守シマルS21 tj]"シマルS31ヒfシマルS4日齢
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21~25 

26~30 

31~35 

36~40 

41へ-45

46~50 

51~55 

56~60 

61~65 

1，225 

1，337 

396 

34 

14 11.24 

36 24.68 

69 38.64 

94 43. 26 

47 

15.84 

44.68 24.64 

86.24 72.86 26.84 

68.24 

158. 24 

268.20 

74.56 

46.24 

74.82 

153. 82 

96.84 84.68 

38.64 92.64 

12.82 17.56 

66~70 I I I I I I I 234. 28 

合 計 117.82 

71 ~ I I I I I I I 168. 24 

677. 40 4，377 260 295.06 292.38 596. 08 

配合合計 1，978.74 k g 
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表-3 飼育結果

生産回次 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 L 6 I 7 1 8 1 9 1 10 1 11 1 川合計
開堅持府開)j__~:?~L~:_~d20.481 6.331 7.11 1 12.56115. 50 127.84113.60114.26じ盟」ム

.L_______.J________I 中間育成用 ' 養殖用 仲間育成用直接放流用

土淳男桁唇}一一一 I..--~~-i一利 己旦寸ー~ ト」斗」乱__l-，_~~?ー
生残率(%) I 8. 6 I 20.9 I 7.4 I 10.4 

有限側体色異常率(%)I 0 I 2.8 

4.体色異常の出現状況

有限側体色異常魚の水槽別出現率は、表-3に示す

とおり平均3.7%(0"'8.7%)、であった。
無限側体色異常については、平均20.4日の中間育

成期間を経た平均全長78.8mm(56.6"'104. 5mm)ーの
ヒラメを検体として、目視による部位別の出現率を

調べており、その結果を表-4に示した。

体躯部の出現率では、初期の志賀産卵で、黒化面

積比が体躯部の50%以上の重度黒化個体が68%と高
く、中盤以降は着色軽度個体の比率が平均45.5%
08"'64.9%)とやや良くなったものの、昨年度と
比較すると軽度の個体は少なく全般に不良だった。

その他の部位では、尾柄部の軽度な黒化個体が98.7

3.3 8.7 

%、尾鰭部が97.8%と出現率が高かった。各部位を
総合した無眼側体色異常出現率は99.7%の高率で
あった。

ワムシの強化剤は、昨年と同じマリングロスを使

用したが、今年度はメーカーでとろみを少なくした

ことから、単独使用によるワムシの活力低下がなく

なった。そのため、ワムシへの栄養剤の取り込みが

良くなって、黒化率が高率になったものと思われた。

後半の生産では、強化剤の量を半分にしたため、黒

化率は少し改善されたものの、有限側の由化率が10
%近くに増えてしまった。栄養剤の使い方、量、時

間等の再検討が必要と思われた。

表-4 無限側体色異常の出現率

着色部位 詳細部位 出現率(%)

着色程度区分 平均 最小~最大

+++ 着色全面 。
A ++ 着色50%以上 O. 1 0"'2.0 

(体躯部) + 着色50%以下 6. 7 0"'21. 7 
+ 着色軽度 66. 7 36.0"'80.。

B 線状 。
(体中央部) 2 点状 。
C l 頭部 8.8 0"'30.0 

(頭・胸部) 2 胸鰭基底部周辺 15.0 0"'58. 7 

3 腹鰭基底部周辺 43. 7 11. 9"'82.。
D 1 尾柄部縁側・軽度 92.5 56.0"'100 

(尾柄部) 2 尾柄部内側 8.5 0"'21. 7 

3 尾柄部縁側・重度 。
E 1 尾鰭 69.2 26.0"'100 

(鰭部) 2 背・腎鰭 O. 1 0"'0.2 

体色異常出現率(%) 96. 7 86.0'" 100 

平均全長 (mm) 65.0 53. 1 "'97. 1 

中間育成の有無 有(平均18.4日間)

※A+は着色面積比が体躯部の10%以下のもの
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アワビ種苗生産事業

方法

1.母貝

産卵用母貝は、 2001年に山形県飽海郡温海町より

入手したエゾアワビ75個体のうち成熟の良好な15個

体(雄6個体、雌9個体)を使用した。

2.採卵

産卵誘発は、雌雄とも1時間の干出刺激の後、紫

外線照射海水を飼育水温より2----30C昇温させたも

のを注水する3種類の刺激を併用し、雌個体は、雄

より1時間誘発の開始を阜くし、放卵放精が同時刻

になるように操作した。

産卵した卵は産卵開始後l時間以内に回収して受

精させネット (NXX-25目合63μm)で数回洗卵し、

35 eポリカーボネイト水槽に200----250千個/槽を
分槽収容後2m3PRP水槽でウォーターパスによる幼

生飼育を行った。解化から採苗までの4----5日間、

朝夕2回ネット (NXX-25目合63μm)で洗浄と換水

の幼生管理を行った。

3.採苗器

採苗器の波板(ポリカーボネイト製30X40cm)は、

採苗予定日の2----3週間前よりヒラメ用20m3PRP水槽

に55枠(20枚/枠1，100枚/槽)を置き、栄養塩(クレ

ワット32O. 7kg、硝酸カリウム 7.8kg、リン酸2ナ
トリウム1.8kg/70 e )を注水によりO.5 ----1 e /槽/
日滴下し、自然発生した珪藻を培養し、採苗前日に

波板の淡水洗浄を行い、大型の珪藻をある程度除い

た状態のものを幼生付着用波板として使用した。

4.稚貝飼育

昨年同様、飼育水槽は、ヒラメ用20rrfPRP水槽(有

効使用水量10m3) 8槽を使用し、内6槽を採苗用とし

た。

採苗は、ポリカーボネイト製波板を用いた。幼生

の収容は、幼生の発育状態から、頭部触角、平衡器、

旬旬個体が出現する鮮化後4----5日を目安として、 l

水槽あたり、1，000----1， 100千個体(波板1枚当たり

900----1， 000個体)とした。幼生収容時の採苗器は縦

置きとし、弱い通気で2----3日間の止水管理を行い、

目視による浮遊幼生の有無を確認後、流水飼育とし

た。幼生付着初期の遮光による珪藻の増殖抑制は行

わず、流水開始後5週目より栄養塩の添加で珪藻の

増殖を促進した。なお波板の差し替えは行わず、剥

離可能な個体から間引きを行って珪藻量の不足を補

い、水槽の壁面に付着している個体については、波

板剥離時に行う水槽替えの際に麻酔薬 (pーアミノ

西尾康史・橋本達夫

安息香酸エチル50ppm溶液)を用いて剥離し、剥離

サイズに達していないものは、採苗に使用しなかっ

た2槽に分槽し、継続飼育した。

波板からの間引きは、 2003年1月28日より開始し、

総てを習字筆による手作業で行った。 1槽の剥離選

別は3日間を要した。この作業を2003年3月末まで実

施し、その都度水槽替えによる水槽管理を行った。

2002年度は、 11月7日より温排水が混合され自然

海水より60C高い飼育水が得られたが、飼育水槽内

の水温は160Cを下回らないように管理するため水槽

内に設置されている加温装置(チタン製チューブ熱

交)による加温流水とした。

2003年1月28日より殻長5mm以上の稚員の剥離を開

始し、剥離後は網篭(モジ網製90X 60 X 23cm)に

4， 000個体を上限として収容し稚貝の成長に合わせ

て飼育密度を調整し、多段式水槽収容時に1，000----

1，200個体になるよう飼育を行った。剥離後2ヶ月間

の網篭飼育時は、配合飼料(ノーサンアワビ1号)

を隔日適量投与し、多段水槽収容後は、高水温でも

使用できる配合飼料(日配ハリオスEX5)に順次切

り替え給餌した。

1998年より多段式水槽には夏季高水温期に冷却、海

水(海水冷却チラー258，00kcal/h 37kw)を用いて

いるが、 2002年は7月24日----9月30日の問、設定水温

260Cの冷却海水で飼育を行、った。

H 結果

2002年度の種苗生産結果を表-1に示した。

産卵誘発は10月27日と11月6日の2回行い親貝15個

体(雌9個体、雄6個体)を使用し、すべての個体が誘

発に反応した。

採卵数18，253千粒を得、うち6，282千個体の幼生を

使用し、ポリカーボネイト製の波板を用いて採苗を

行った。

2002年度も、サザエ種苗生産との水槽競合のため生

産の総てをヒラメ用20m3水槽8面において行った。

前年と比較して、付着期の生残率、剥離数、最終生

残率とも、高い値を示したことは、採苗幼生(波板1

枚に対する個体数)の減数と波板から離脱し水槽壁面

に付着した稚員の回収飼育によるところが大きいと思

われる。

12月下旬からl月上旬にかけて採苗50日目計数時に

付着個体数が多かった水槽で波板の透明化が局所的に

見られたが、同一水槽内で波板の差し替えを行い個体

の分散、均等化を図り、栄養塩の添加増等で1月下旬
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生残(26.3%)となった。の間引きまで波板上の珪藻量を維持した。また剥離時

に水槽替え、選別分槽を行い稚貝の飼育環境の維持に

努めた。

剥離は3月下旬まで行い、 400千個体の稚員を網篭飼
育に移行した。

2002年度の配付は.2000・2001年生産員で、 5"'12月
までに直接放流用157千個、試験放流用2.9千個、養殖
用5千個、合計164.9千個を配付した。

2001年度生産分の内、 2002年春に多段式水槽に収容
し飼育した379.4千個体については前年度同様、夏季

高水温期に冷却海水(設定水温260C)による飼育を行っ
たが水温上昇期(6月下旬)に給餌減量時期を逸したこ
とにより発生した給餌過多による消化異常の艶死が夏

季期間続き、越夏後の生残が著しく悪く、 100千個の

111 今後の課題

採 卵 産卵・飲繍
使用貌貝数 貌の産地

年月日 親員数

平成14年 ♀ー♂{園 ♀一♂111

10月27日 4-3 山形県 4-3 

11月 6日 ら-3 山形県 4-3 

合計 9-6 山形県産 9-6 

前年度

合計 18ー15 山形県産 18-15 

(1)大型水槽(ヒラメ20m3) での安定した珪藻管理
及び幼生の適正収容個体数の検討

(2)付着初期幼生に適した珪藻種の判定

(3)高水温期の飼育密度、給餌量の再検討

表-1 エゾアワビ種苗生産結果

録音時使用 採首時使用波板数 採苗後50日目 剥離後
収容卵数

幼生数(A) 水槽容量・水緬数 縫貝数 B/A 殻長 緩貝数 C/A 般長 備考

千粧 千個 枚 kl 舗 千{固 % mm 千個 % .m 

8，113 4，012 4，400 20 4 508 12.4 1. 0~2.0 274 6.12 5~10 

10，140 2，210 2，200 20 2 274 12.3 1. 0~2.0 126 5.70 5~10 

18，253 6，282 6，600 ZO 6 782 12.4 1. 0~2.0 400 6.36 5~10 

25，740 13，082 8，568 20 8 1，336 10.2 1. 0~2.0 379.4 2.91 5~ IO 



サザエ種苗生産事業

生産目標

殻高7mm、120万個。

H 方法

1.親貝

親貝は、 2001年7月に珠洲北部漁業協同組合(現、

すずし漁協高屋支所)及び同年8月に輪島市漁業協

同組合より購入、養成した個体を用いた。親員は屋

内2m3PRP水槽内の生賛網 (90X 90 X 28cm) に90'" 

100個/生賛収容した。餌料は冷凍ワカメを解凍し

2"'3日/回与え一晩でほぼ食べきる量を給餌した。

飼育水温は、 7"'10月が自然海水温、 11月は混合海

水で220Cに制御、 12月以降は温排水温で経過した。

また、早期採卵をめざし成熟促進の目的で温排水と

調温水(ボイラー加温水)を併用し、 3月13日"'4月

13日にかけて飼育水の昇温を行った。

2.採卵

産卵誘発は、午前9"'10時に角型水槽(100X 71 X 

61cm水量200e) 2槽に、同型水槽により前日午後5

時頃からO.5kwヒーターによる調温下 (20"'220C)
で止水飼育とした親員を80個/水槽前後を収容し、

紫外線照射海水 (24"'260C、止水温と3'" 50C差)

を注水して刺激を与えることにより行った。放精

放卵は注水開始後12"'30分(平均19分)で放精、

20'" 50分(平均34分)に放卵がみられた。放精雄

は直ちに水槽から取り上げ、放卵雌はそのまま放

卵させた。放出卵(受精卵)は排水口からネット

(30 X 30 X 10cm， NXX25)で受け、目視で50'"100 

万粒程度貯まったところで、紫外線照射海水で洗

卵し、 30eポリカーボネイト水槽(海水25e収容)
に収容した。

3.僻化~初期幼生飼育

30 eポリカーボネイト水槽に収容した受精卵は計
数後、直ちに2m3PRP水槽にセットした流水用ネット

(140 X 90 X 45cm， NXX25)に200"'300万粒/ネット

移し替え、ネット上端内側から海水がネット壁面に

沿って流下するよう、 16mm塩ビパイプ配管により注

水した。海水は22"'230Cの調温海水のかけ流しとし
た。

卵収容翌日の鮮化当日は、底に沈下した発生異常

個体をサイフォンにより除去した。

鮮化翌日には沈下幼生を除去した後、幼生回収用

ネット (60X 60 X 50cm， NXX25)で幼守:をすくい取

り、別の新たに準備した流水間ネットに移し替えた。
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4.初期幼生飼育~稚貝飼育(本飼育)

鮮化の2日後、幼生回収ネットで全数すくい取り、

30 eポリカーボネイト水槽2面に集め計数した後、
飼育水槽 (2nfPRP水槽)に70"'80万個体/槽の密度

で収容し、本飼育を開始した。

なお、付着器質となる付着珪藻を培養した波板の

前処理として、大型珪藻の除去を目的に、波板に海

水を吹き付ける処理を行った。波板の投入は幼生収

容直後に行い、波板方向は波板ホルダーを縦置きに

し、海水は22"'230Cの調温海水とし、かけ流して飼

育した。

このため、本飼育開始後5"'9日間は排水口にネッ

ト (30X 30 X 10cm， NXX25) を当て、毎朝水槽から

流出した幼生を回収して飼育水槽に戻した。流出す

る幼生が 1日あたり 100個程度になった時点でネッ

トを撤去した。室内照度は、 navicu1a等の小型珪藻

を主体に培養するため、遮光幕の開聞により調節し

た。稚貝が付着珪藻を食べ尽くし、波板が透明化し

た場合、海水を満たしたパット (57X 39 X 11cm)に

ハケにより稚員を剥離、別の新しい珪藻波板に再付

着(移し替え)を行った。

水槽壁の水面近くに這い上がってきた殻高1'"2mm 

の稚員は、ハケで取り上げ波板枠を斜めにし波板上

に移した。底掃除は波板から珪藻の季IJ離が多く見ら

れる頃より適宜行った。

稚貝の計数は、解化後18"'20日に1回目を、 30日

目に2回目を行った。波板への付着数の確定は、稚

貝が目視しやすくなる50"'70日目にかけて行った。

稚貝の剥離・選別は、殻高2.5mm以上の個体が見

られる頃から行い、水道水に波板を枠こ守と浸漬させ

る方法で剥離した後、目合い2mmの鯖い(モジ網、 6

X6， 200径)を用いて選別し、大型稚貝は篭飼育と

し、小型貝は波板に再付着させた。

なお、波板の珪藻培養水槽は、アワビ、サザエ生

産棟の 2m3p貯水槽の一部とヒラメ用ワムシが生産

終了した後の、ワムシ生産水槽 (40m3コンクリート

水槽)7面を用いた。
5.稚貝の篭飼育

2002年7月23日より殻高2.5mm以上の剥離稚貝を、

24目ニップ強力網を張った篭(67X 47 X 33cm)に1"'2

万個/篭を収容した。餌料は7"'8月には、イバラノ

リ主体の天然海藻と、配合飼料(日本農産工業(株)

製、サザエl号・ 2号)を投与した。 9月中旬以降は、

冷凍保存し解凍した天然海藻と配合飼料を投与し

た。なお、解凍後投与した天然海藻は、 1'"2日毎に



残餌を取り上げた後、新しく解凍して投与し、天然

海藻の摂餌状況を見ながら徐々に配合餌料に切り替

えた。

篭の掃除は朝9時から午前中に毎日行い、給餌は

午後4""'-'5時の間に与えた。

成長に伴う稚貝選別には2003年2月より60径 (6X
6本. 目合い対角線11mm)、80径 (8X8本.同8mm)、
120径 (8X8本.同5mm)の3種類のモジ網を用いて
大・中・小・小小・の4段階に選別した。選別後も

飼育稚貝の大小差を見ながら適宜選別を行った。

6. 中間育成

本年度も昨年度に引き続き大型種苗を配付する目

的で、殻高7mm以降もそれまでと同型の電を用いて
飼育を継続した。但し、内網の目合は24目ニッフゐ強

力網から、稚員の成長を見ながら240径 (4X4本)、
160径 (4X4本)のモジ網に適宜交換した。収容密
度は、稚貝が収容篭の底面積の2/3を占める量を目
安に順次篭数を拡大し、分散した。使用水槽はアワ

ビ・サザエ生産棟の2m3FRP水槽合計21面を使用
し、最終的に合計273篭により飼育した。餌料は日
本農産工業(株)製、アワビl号・ 2号を毎日適量投

与した。残餌等の掃除は毎日午前中に行った。

川 結果及び考察

生産結果を表一lに示した。

1 .採卵

親員飼育水温は、 2002年3月13日""'-'4月13日までの
聞に15""'-'200Cになるように昇温を行った。
これは、剥離直後から配合飼料に餌料転換するま

での生残率向上に有効と考えられる天然海藻のイバ

ラノリが8月まで確保が容易なことから、親員の成

熟促進を図り、早期採卵による早期剥離を目的とし、

このため、今年度は4月15日から採卵を開始しでき、
5月21日までに6回の採卵誘発で83，630千粒の採卵が
できた。

従来は5月中旬より採卵を開始してきたが、 4月中

旬より採卵可能であったことから、親員飼育水温の

昇温が採卵促進にある程度有効と考えられた。

2.瞬化~幼生飼育

採苗時使用幼生数は総計29，578千個体、幼生使用
率(使用幼生数/収容卵数)では35.3%となり昨年
度の42.3%より低い値であった。月別幼生使用率で
みると、 4月採卵分は昨年度に近い値であったが5月

採卵分が低い結果、全体に低い値となっている。こ

れは、 4月と5月の幼生飼育水温が4月が220C、5月が

230Cで推移していることから、飼育水温差が影響し
ているのではないかとも考えられた。

3.本飼育

採苗後50日目以上の波板付着稚員数は2，698千個
で使用幼生数に対し9.1%と昨年度の9.6%に対し

低不した。これは、 4月24日 30日、 5月7日に採卵
・したものは、採苗後2週間経過した頃より付着珪藻
の増殖の不良な期間が4""'-'10日ほど見られたため

で、その原因としてチグリオの大量発生による影

響が考えられた。以降のチグリオ発生の対応とし

て、給水管内に汚れが貯まらないように 1週間毎

に給水管内の汚れを抜く作業を行った。

付着珪藻の不足時は、別の波板への移し替えを

行うが、 殻高1.5mmサイズでの移し替え作業の効率
化をはかるため、ハケを上下に4個並べて固定し、

その聞に波板を通過させることにより稚貝を剥離

したが、剥離稚貝がハケの毛の聞に挟まるなど剥

離作業が雑になり、その後の波板飼育での艶死が

見られたことから中止した。以降従来の方法で稚

貝剥離を行ったが、作業に時間がかかり、かえっ

て稚員の大量艶死を招いた。今後も移し替え作業

の効率化を考えていく必要があろう。

4.篭飼育

従来稚貝の篭移行後の経過は、目視で7，8月の剥

離個体ほど生存率が高かった。 これは稚貝のイバ

ラノリへの指向性が高く、比較的多く供給できる

時期と重なった。今年度はイバラノリが採集でき

なくなった後も冷凍天然イバラノリを供給し、配

合との併用期間を長期化することにより配合への

転換を良好にするよう試みた。しかし、冷凍イバ

ラノリには付着しているが、残餌量から余り摂餌

されていないように思われたので2""'-'3週間で投与
を中止した。このため今年度も配合飼料への転換

時に艶死が多く見られた。イバラノリ等の天然海

藻から配合飼料への良好な転換が今後の課題であ

る。

なお、 2003年2月末での選別時における生存個
体数は総計450千個であった。

IV 今後の課題

(1)波板上の珪藻維持による飼育初期の生残率の

向上

(2)波板上の珪藻不足による剥離前稚貝(1.5mm前
後)の艶死対策と、移し替え作業の効率化

(3)剥離後の艶死対策としての剥離サイズの大型

化 (2.5から3mmへ)
(4)剥離後の天然海藻(イバラノリ等)から配合

餌料転換時期の艶死対策

(5)採卵早期化に向けた親貝の仕立て
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事gs員放襲
採卵年月日 常事望号学 親の産地

主千 σ 

H14. 4. 15 計 l思 H13珠 ワ個 6個0 

H14.4.22 言十 160 H13珠 り 60 

H14. 4. 30 言十 160 H13珠 ワ 7 7 

H14.5. 7 計 160 H13輪 ワ 53 

H14. 5.13 計 160 H13珠 9 7 1 

H14. 5. 21 言十 160 H13珠 ワ 8 2 

春季採苗計 計 640 H13、珠、輪 ワ 403 

前年度計 計 935 H12、珠、輸 ワ 324 

*珠 :珠洲市、 輸 :輪島市

表-2 平成14年度生産種苗

平均殻高(範囲)(阻，)I平均重量(g)
27.9 (26.0-32.4) I 6.08 
26.7(20.0-31.1) I 4.07 

収容卵数
採苗時使用

幼生数(A)

17，千14粒0 

15，635 

15，980 

7，260 

14， 110 

13，505 

83，630 

95， 755 

総重量(g)

438，900 

773，000 

1211，900 

7，3千74個

7，256 

6，860 

2，475 

3，850 

1，763 

29，578 

37，432 

表-1 生産結果

採苗時使用波板数 採苗後 50 日目以上 事l 離 時

水槽容量・水槽数 稚貝数(B) B/A  殻高 稚貝数(C) C/A 飯高 水槽容量・数

日 8
Kl 宅 1理 6.% 1 

mm 千個 % mm kl 槽
0.6~ 1. 2 一

2，880 8 802 11. 0 O. 8~1. 2 

2，880 8 575 8.3 O. 9~1. 0 917 3.3 2. 5~3. 0 3 54 

1，080 3 308 12.4 O. 8~ 1. 0 

1，800 5 371 9.6 1. 2~ 1. 4 

1，080 3 187 10.6 O. 1~ 1. 4 

12，600 35 2，698 9. 1 O. 6~1. 4 

19，440 3 54 3，603 9.6 O. 8~1. 3 985 2.6 2. 5~3. 0 3 54 



餌料大量培養

目的

35m3角形コンクリート水槽6面を使用して、ナンノ

ク口口プシス(以下、ナンクロ)および、淡水濃縮クロレ

ラを餌料とする植え継ぎ方法によるシオミズツボワム

シ(以下、ワムシ)生産を行い、ヒラメの種苗生産に供

給した。

H 生産方法と培養経緯

ワムシの生産

ワムシは、 S型ワムシ(160.......221μm、平均190μm、

携卵個体のみ測定)を用いた。

35m3水槽6槽を使用して5日培養とし、水槽内にはワ

ムシの排池物、凝集物等を除去するためマットを垂下

した。水温はボイラ により20.......210Cに加温した。

S型ワムシの生産は、接種時にワムシの接種密度を

およそ100.......250個体/叫とした。濃縮クロレラは、自

動給餌器(ワムシわくわく蜘太平洋貿易社製)を使用し

24時間で必要量を添加した。

川 結果及び考察

3月中旬より6月中旬までの淡水濃縮クロレラの総使

用量は、 8，093 eであった(昨年度は、 4，605 e )。
また、その聞のワムシ総生産量は、 15，268.6億個体

(昨年度は、 6，221.4億個体)であり、濃縮クロレラ 1

tあたり1.88億個体(昨年度は、1.35億個体)を生産し

た。昨年度に比べ淡水濃縮クロレラの効率は向上した。

表一lにワムシ生産結果、表-2にワムシ培養条件別の
増殖状況(抜粋)，図 lにワムシ日産収穫量、保有個体

数、図-2，3に培養条件別の増殖量と増殖率をそれぞ

れ示した。

ヒラメ種苗生産用の培養は、 3月10日より拡大を開

始し、 3月15日より35m36槽を使用した5日培養とし、 6

月21日に生産を終了した。

培養方法は、 3月からの早期生産のためナンクロの

増殖が期待できず、培養回数の殆ど、は海水に淡水濃縮

クロレラのみを添加して培養を行い、ナンクロを使用

しなかったが、生産初期での2.......3事例について接種時

に冷凍ナンクロを用いたもの、収穫までの給餌の半分

量を冷凍ナンクロに置き換えたものを設定し、淡水濃

縮クロレラの代替としての可能性を求めたが、試験設

定を行える生産培養時期が短く、解析できるだけの資

料と成り得なかったが培養のl例として表-2、図 2，3 

に記した。

試験の設定は、予備試験的に行うものとし、単純に

西尾康史・井尻康次

培養初期(接種時)に用いる淡水濃縮クロレラをナンク

ロ培養水に置き換えた例と接種後も給餌量の半量程度

を冷凍ナンクロに置き換えたものの2通りとし、通常

の培養の2方式と比較した。それぞれの培養例で総て

収穫日の5日固までに接種数の4.......7倍の増殖を示した

が、冷凍ナンクロを用いた2例については通常の2例よ

り低い値となった。これは、冷凍ナンクロを使用する

と淡水濃縮クロレラを用いたときより3日目以降、懸

濁物の増加が著しく、これに伴う水質の悪化による増

殖不調と思われる。しかしながら、これを根拠とする

だけの培養回数がないため、細部の設定をした再現試

験等が必要と考えられ、今後ワムシ培養の課題とした

い。本年度の通常培養は、ヒラメ生産回次が多くワム

シの生産時期が、 3月15日から6月21日までの98日間と

長く、生産必要量が判断しにくかったことから、収穫

個体数を高く維持する方法をとっており水温210C設定
で5日培養を主体とした。

ワムシの増殖は、表-2、①通常培養例のとおりで

120個体/me前後の接種を行うと、 5日後には700.......800

個体/叫前後の密度となった。しかし、淡水濃縮クロ

レラを大量に添加するため多量の懸濁物がみられ、収

穫作業に手間がかかった。

水温210Cでの培養であるが、 培養期間を5日間と長

く設定したためワムシはやや小型化した以外は昨年と

同様、順調な増殖であった。また長期の連続培養となっ

たが、ワムシの活力低下等の問題は生じなかった。

ヒラメ生産の早期化による接種時のナンクロ不足

は、ワムシ個体の栄養評価に何らかの影響を及ぼすと

考えられる。また、代替として淡水濃縮クロレラ使用

量の増加は、生産コスト増加、連続培養時におけるワ

ムシ活力の低下等の問題を生みだしている。冷凍濃縮

ナンク口の生産と有益なワムシ培養への活用の手段を

模索していくことが、今後、餌料生産での重要な課題

と考える。

栄養強化方法については、ヒラメ種苗生産事業のワ

ムシ、アルテミアの栄養強化を参照。

表-1 ワムシ生産結果

ワムシ収穫量

淡水濃縮クロレラ使用量

収穫量/e

15， 268. 6億個体

8， 093 e 
1. 88億個体/e
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IV 今後の課題

(1)ワムシの栄養強化対策のマニュアル化の検討

(2)連続培養時でのワムシ活力低下原因の究明

(3)ナンクロの大量培養と冷凍保存法

(4)冷凍ナンクロのワムシ培養での有効利用の検討

表一 2 ワムシ培養例
① 通常培養例

@ 

⑤ 

② 冷凍ナンクロ使用例

@・【

@ 

凡例 ⑧ 接種時、海水20tにナンクロ培養水lOt
⑧接種時、海水30t

守冷凍ナンクロ 30K

@接種時、海水30tに冷凍濃縮ナンクロ 30Kg添加 給餌量の 113冷凍濃縮ナンクロ添加
⑮ 接種時、海水30tに冷凍濃縮ナンクロ 30Kg添加
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メガイアワビ種苗生産試験E

目的

石川県に在来する暖海性種であるメガイアワビの種

苗生産手法を確立する。

11 方法

1. 母貝

採卵用母貝は、 2000，2001年8月に輪島市漁協よ

り入手したメガイアワビ50個体のうち成熟良好な

21個体(雌10個体、雄11個体)を使用した。

2. 採卵

産卵誘発は、エゾアワビと同様に雌雄とも1時間

の干出刺激の後、紫外線照射海水を飼育水温より

2"" 30C昇温させたものを注水する3種類の刺激を併

用した。 雄は誘発開始時間を雌より l時間遅らせ

ることで放卵放精が同時刻になるように調整した。

産卵した卵は産卵開始後1時間以内に回収し、エ

ゾより多い精子量で受精させ、ネット (NXX-25目

合63μm)で数回洗卵し、 35meポリカーボネイト水

槽に200千個/槽を分槽収容後、 2m3PRP水槽で
ウォーターパス方式による幼生飼育を行った。解

化から採苗までの4""5日間は、朝夕2回ネット (NX

X-25目合63μm) による洗浄と換水で、幼生管理を

行った。

3. 採苗器

採苗器の波板(ポリカーボネイト製30X40cm)は、

採苗予定日の2""3週間前より栄養塩(クレワット32

O. 7kg、硝酸カリウム 7.8kg、リン酸2ナトリウム

1. 8kg/70 e) を注水よりO.2叫/槽/日を滴下し、自

然発生した珪藻を培養した。採苗時に淡水洗浄を行

い、大型珪藻をある程度除いた状態で幼生付着周波

板として使用した。

4. 稚貝飼育

飼育水槽は、 2m3PRP水槽(有効使用水量1.8m3) 1 

槽を使用した。

採苗器は、 18枠/槽 (20枚/枠、 360枚/槽)とした。

幼生の収容は、幼生の発育状態から、頭部触角、平

衡器、旬旬個体の出現を目安として収容した。幼生

収容時の採苗器は縦置きとし弱い通気で3日間の止

水管理を行い、目視で浮遊幼生の有無を確認後、流

水飼育とした。幼生付着初期における珪藻の増殖抑

制は行わず、採苗1ヶ月頃より栄養塩の添加で珪藻

の増殖を促進した。なお波板の差し替えは行わず、

剥離可能な個体から間引きをfj'，)た。氏掃除は比J定
等の残餌が多 く ~I~ ，') ~ I <>上うにな.)た 1011I:j t((よ

西尾康史・橋本達夫

り、サイフォンによる吸引を適宜行った。

2002年度は、 11月7日より温排水が混合され自然

海水より60C高い飼育水が得られたが、注水量が少

なく、水温変動が生ずると思われたため、サザエに

使われている加温水(設定230C) の混合による加温

を行い、水槽内の水温が排水点で160Cを下回らない

よう調整し飼育した。

2003年2月21日より殻長5mm以上の稚貝の剥離を開

始し3週間で終了した。

剥離後は網篭(モジ網製 90X 40 X 23cm) に

1， 000"" 2， 000個体ずつ収容して飼育を開始し、 5月

の多段水槽移行時に1，000個体/篭程度に収容数を調

整した。

剥離後2ヶ月間は、配合飼料(ノーサンアワビl号)

を隔日適量投与し、多段水槽においては移動後1週

間程度で高水温期に使用する配合飼料(ハリオスEX
5)に切り替えたが6月下旬以降の高水温期からは、

冷凍生ワカメとし2""3日間隔で給餌した。

川 結果および考察

2002年度の試験生産結果を表一lに示した。

産卵誘発は11月18日""12月2日までに4回行い、採卵

数15，506千粒を得、うち140千個体の幼生を使用し，

ポリカーボネイト製の波板を用いて採苗を行った。

採苗に供した幼生が異常に少なかった理由として

は、放卵後の経過時間にあったと思われる。昨年度と

同様の時間経過で受精を行ったが1""3回次とも受精し
ない卵がほとんどであったことから、当初、雌母員が

過熱であると想定して12月上旬に成熟の遅い群より母

員を選抜して誘発を行ったが同様の結果となった。以

後、成熟した母貝が得られず、本年の採卵を終了した。

少数ながら得られた幼生は、順調に成長し、採苗個

体数が少ないためか、波板の透明化が見られず、栄養

塩の添加と採苗器の天地替え(反転)を行い、差し替

えによる分槽は行わず、採苗水槽のまま飼育を続けた。

成長は、エゾと比較して遜色がなかった。

剥離は採苗から90日目の2月21日より開始し、 3月中

旬まで行い12，600個体の稚貝を網篭に収容(1，000 "" 

2， 000個体/篭)し、配合飼料による飼育を開始した。

IV 今後の課題

(1)幼生付着初期での餌料として適正な珪藻種の把

梶

(~)母只の育成技術の確立

(:{)受精のタイミングの把握
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(4)受精率の向上に必要な受精技術の習得 (6)稚貝の成長速度など、種の特性の把握

(5)採苗時の適正収容幼生数の検討

表-1 メガイアワビ種苗生産試験結果

採 卵 産卵・敏糊 採首時使用 採首時使用波額数 採首後30日目 制緩後
使用親異数 親の産地 収容卵数

年月日 親異数 幼生数(A) 水情容量・水得数 稚貝数 B/A 殻長 稚貝数 C/A 殻長 備考

平成14年 ♀ー♂佃 早ー♂IIIl 千粒 千個 枚 kl 宿 千個 % mro 千個 % mro 

II月18日 3-2 石川県産 3-2 6，720 。 。 。 。 。
II月19日 2-3 石川県産 1-3 1，520 。 。 。 。 。
II月20日 2-3 石川県産 2-3 4，520 140 360 2 21 15.0 1. 0~2 . 0 12.6 9.0 5~10 

12月 2日 3-3 石川県産 3-3 2.746 。 。 。 。 。

合 計 10ーII 石川県産 9-11 15，506 140 360 2 210 15.0 1. 0~2.0 12.6 9.0 5~10 

前年度

合 自十 2-2 石川県産 2-2 2.620 1. 460 720 2 2 115.9 7.94 1. 0~2.0 34.1 2.33 5~10 

-124-



水温観測資料

井尻康次

2002年4月から2003年3月までの、 24時間平均自然海

水温を表-1、図一lに示した。

本年度は、 4月から6月中旬までと8月上、中旬がIOC

ほど12年間平均より高めに推移した。温排水(北陸電

力志賀原子力発電所から送水)の取水は、 1月11日か

ら定期点検のために停止し、 3月20日から取水を再開

したが、 4月2日より4月22日までポンプ故障のため再

度停止した。温排水取水停止中はボイラーによる循環

加温飼育を行った。 4月下旬から6月中旬までと、 11月

上旬から12月下旬までは混合海水を使用した。 2003年

l月からは温排水のみの飼育水とし、ヒラメ親魚池の

み、直送自然海水ポンプによって調温した混合海水を

使用した。

表 観測結果

月 句 最高:最低i平均 12年平銭 温排水混合海ホ 月 句 最高 j最低平均 12年平銭 温排水混合海坤 月 旬最高 i最低i平均 12年平均 温排水院合海ホ

002年上iU12.8 : 11. 7 : 12.3 11. 2 18.1 k旬 28. 0 : 26. 8 : 27. 5 26.31' ドヒiU15.2 : 14.2 : 14.5 14.4 21. 3 19.8 

4月中iU13.6 : 12.6 : 13.2 12.3 ・・ 8月中旬 28. 0 ; 23. 3 ; 27. 0 26.3 ・0 12月仲旬 15.7; 11.8; 12.8 13.2 19.2 19.2 

下iU14.8: 13.4: 14.2 13.6 19.7 18. 7 作句 26. 2 : 23. 1 : 25. 2 26.3 ・ 下世 13.2 : 10.8 : 11. 9 12.4 19.0 19.0 

上気 15.4: 14.4: 14.8 14.4 21. 0 19.8 上旬 27.2 : 25. 3 : 26. 1 25.7 ..・・ 003年上告 11. 8: 9.1: 10.3 11.1 17.2 

5月中iU16.2 ， 15.3 ， 15.7 15.8 21. 9 19.9 9月中f(25. 7 ， 23. 6 ， 24. 4 24.1 .，.， 1月中f(10.5， 9.3， 9.8 10.4 16.6 

下iU19.0: 16.3: 17.8 17.3 24.1 19.9 !F責 23. 8 : 22. 6 : 23. 0 22.7 下f(10.4: 8.5: 9.7 9.5 16.6 ー・・ ... 

上iU2107j1 18.7j 198 18.5 26.0 21. 6 上告 22. 7 ; 21. 5 ; 22. 2 21. 9 ー・ー ・ 上告 9.9: 8.7: 9. 5 9.1 16.3 ー・ ... 

6月中iU21. 7 : 20. 1 : 21. 1 19.6 26.0 21. 1 10月中f(22.2 : 20.6 : 21. 6 20.5 ..・ ・ー・ ... '" 2月中f( 9.9: 9. 1: 9.6 9.2 16.5 
下iU21. 7 ; 19. 1 ; 20.3 20.7 ..・ ・・ -・ !Ff( 20.6 ; 17.4 ; 19.4 19.3 -・ ・ー 下f(10.1 9.8; 10.0 9.2 16.6 

上iU23. 7 : 20. 7 : 22. 0 22.2 -・... -ー ... 上告 19.2: 16.2: 17.1 17.9 23.3 18.5 上11;10.0: 9. 2: 9. 5 9.5 16.2 ー・・ ーーー

7月中旬 24. 3 ; 22. 4 ; 23. 4 23.5 11月中f(16.4 : 14.8 : 15.6 16.7 22.3 19.9 3月中1ii10.4: 9.0: 9.5 10.0 16.2 -ー ・ーー

下旬 25. 9 ， 25. 0 ， 25. 5 25.5 匡空 15. 4 : 14. 1 : 14. 9 15.4 21. 8 19.9 下11;1jdl_lQ. 0:10. 6 10.5 17.0 -ーー ・.. 

(12年平幼i土、問90年4月から2002年3月までの平均水温)

3 

6 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 

月

E竺-Jf開平的 企 ーと -o混側副

図-1 水温の旬別変化
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サクラマス増殖事業調査
中間育成試験(美川事業所)

北川裕康・浅井久夫・増田泰隆

て摂餌行動を取るようになった。また稚魚のサイズは

多少バラツキが出たが、人影に対しても敏感に反応し、

動作も俊敏になった観察結果からヒシャクによる給餌

方法の改良は、種苗の野生化が図られたように思えた。

J:::fご一員 一「

自15000卜一?大 -→ 
区コセ..'_ _ _司
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

E=η ロ T4十 T6 ・刊十T1?

図-2 サクラマス月別舞死状況
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サクラマス幼魚の尾文長推移
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サクラマス幼魚の体重推移図-4

図-3
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サクラマス資源の増殖を目的に1+スモルト魚を県

内河川に放流している。放流するサクラマス稚魚は、

山中町の内水面水産センターで2001年の秋に採卵され

た稚魚で、 2002年4月中旬から10月上旬までの6ヶ月間、

美川事業所で中間育成を行い、再び内水面水産セン

ターに移送され、放流する翌年まで飼育管理される。

中間育成を行う当所では、スモルト率向上のための

成長抑制手法の開発および、種苗の野生化を目指して

給餌方法の改良を試みた。

飼育池はシロザケ用稚魚池(面積70ぱ)

じて3面から5面に拡大使用した。

標識作業前の5月下旬に、稚魚池2号のみ生け賓網目

(目合50径)による大小選別を行った。

給餌は、 6月14日までは原則として休日を除く毎日、

稚魚の摂餌状況を見ながら手撒きで行い、 6月17日か

ら隔日給餌で池の排水部から5mの所までに1m間隔で

ヒシャクで池底に餌を沈め稚魚が自主的に摂餌するよ

うにした。

飼育経過を表-1に示した。稚魚の受け入れ時から内

水面水産センター搬出までの増重量は2，933Kgで、総

給餌量3，493Kg、飼料効率84.側、日間成長率L7%であっ

た。また、へい死尾数の推移を図-1，2に示した。へい

死は受け入れ時から2ヶ月間が最も多く、全期間のへ

い死尾数の98.協を占めた。それ以降は散発的なへい

死に留まった。最終の生残率は70，8%であった。当初

は内水面水産センターからのサクラマス稚魚はスモル

ト化率向上のため4月から6月まで給餌抑制を実施する

予定であったが、へい死減耗が著しく給餌抑制は困難

であった。

成長状況を図-3，4と表一lに示した。日間給餌率は、

4"'-'6月は稚魚の摂餌状況を見ながら3"'-'4%として成長

促進した。 6月下旬以降は雄の成熟抑制のため、間欠

給餌を行うなど給餌日数による成長コントロールを

行った。

本年より稚魚への給餌方法を変更した。従来の全飼

育期間手撒きから、受け入れ時から2ヶ月間手撒き後、

3日間絶食後ヒシャクで池底に餌を沈め自主的に稚魚
が餌を捜して摂餌するようにした。ヒシャク給餌開始

1週間は、稚魚は慣れなかったが、その後は群れを作っ

的目

を密度に応

法

果

方11 

-l
 
l
 



飼育区分

T-2 

T-4 

T-6 

T-8 

T-14 

E十

表ー 1 サクラマス幼魚飼育の推移(2002年)

項目 4/18 5/2 5/17 

平均尾又長(mm) 41.13 
平均体重(g) 0.60 0.72 2.32 
飼育尾数 50.000 49，217 48，977 
総魚体重(Kg) 30.0 35.4 113.6 
増重量(Kg) 5.4 78.2 
給餌量(Kg) 12.6 47.5 
飼料古 率 43.0 164.8 
日間足 長率 1.2 7.8 

[.!JIt当局 叉長(mm)
平均体重(g)

飼育尾数

給総i首餌魚重量体量重((kk(zzK)) ε) 

飼料効率
日間成長率

平均尾又長(mm) 43.41 
平均体重(g) 0.62 0.86 1.75 
飼育建数 60.000 55.792 45，254 
総魚体重(Kg) 37.2 48.0 79目2
i首重量(Kε) 10.8 31.2 
給餌量(Kg) 11.8 32.9 
飼料効率 91.4 95.0 
日間成長率 1.8 3.3 

平均尾又長(mm) 43.63 
平均体重(g) 0.63 0.87 1.55 
飼育尾数 71，000 65.876 51.427 
総魚体重(Kg) 44.7 57.3 79.7 
i普重量(Kg) 12.6 22.4 
給餌量(K日) 14.9 43.1 
飼料効率 84.6 52.0 
日間成長率 1.8 2.2 

平均尾叉長(mm)
平均体重w
飼育尾数
総魚体重(Kg)

増重量(Kε)
給餌量(Kg)

飼料効率
日間成長率

181，000 170，885 145.658 

*生残率Aは、4/18から5/27までの生残率である。
*生残率Bは、 5/27から10/10までの生残率である。

5127 

4.20 
48，622 
204.4 
90.8 
67.5 
134.4 
5.9 

*生残率Clま、 4/18から10/10までの全期間の生残率である。

選別分槽

5127 

5.18 
20，170 
104.5 

3.51 
28.452 
99.9 

42.497 

48，808 

139，927 

*選別は5/27にT-2のみ実施し、 T1-2とT3-41こ分槽した。

生残率A 5/28 6/3 6/17 
81.65 
6.23 8.46 

97.2 20.036 18.645 17.556 
116.2 148.5 
11.7 32.4 
33.7 39.0 
34.7 83.0 
1.5 1.8 
68.41 
3.72 5.52 

28.263 25.384 21.191 
94.4 117.0 
-5.4 22.5 
44.7 61.3 
一12 36.8 
-3.7 1.5 
66.37 
3.42 4.53 

70.8 42，344 41，590 40，933 
142.2 185.4 
63.0 43.2 
94.6 62.4 
66.6 69.2 
3.4 1.9 
64.37 
3.22 4.22 

68.7 48.688 47.698 46.713 
153.6 197.1 
73.9 43.5 
91.4 56.8 
80.9 76.6 
3.9 1.8 
60.89 

2.47 2.85 4.79 
19.000 17，775 16.734 
46.9 50.7 80.2 

3.7 29.5 
12.5 39.6 
29.9 74.4 
1.3 3.3 

77.3 158，331 151，092 143.127 

7/18 9/9 10/10 笠残率8 生残率C 全期間
104.63 129.64 
13.60 28.83 41.90 41.90 
17.522 17.521 17，499 86.8 77.2 17，499 
238.3 505.1 733.2 733.2 
89.8 266.8 228.1 628.7 
101.4 264.5 175.2 613.8 
88.5 100.9 130.2 102.4 
1.5 1.4 1.2 1.4 
94.16 117.19 
9.60 21.34 25.00 25.00 
21.138 21.135 21.100 74.2 21，100 
202.9 451.0 527.5 527.5 
86.0 248.1 76.5 427.6 
111.7 281.5 202.5 701.8 
76.9 88.1 37.8 60.9 
1.8 1.5 0.5 1.2 
81.27 98.3 
6.55 13.04 18.00 18.00 
40，216 40，205 40，194 94.6 67.0 40，194 
263.4 524.3 723.5 723.5 
78.0 260.9 199.2 686.3 
110.1 291.3 209.0 812.0 
70.8 89.6 95.3 84.5 
1.1 1.3 1.0 .1.7 
78.41 89.55 
5.97 9.34 16.80 16.80 
46，297 46.271 46，252 94.8 65.1 46，252 
276.4 432.2 777.0 777.0 
79.3 155.8 344.9 732.3 
111.5 347.1 225.8 890.6 
71.1 44.9 152.7 82.2 
1.1 0.8 1.9 1.6 
91.06 106.15 
9.40 16.59 19.80 19.80 
16.695 16，685 16.685 87.8 87.8 16.685 
156.9 276.8 330.4 330.4 
76.8 119.9 53.6 283.4 
59.7 164.9 70.9 347.5 
128.6 72.7 75.6 81.6 
2.2 1.1 0.6 1.4 

141，868 141，817 141，730 89.5 70.9 



アユ親魚養成試験

目的

石川県産のアユ種苗を安定的に生産するため，親魚

養成を実施した。

11 方法

1.養成期間

2002年4月9日'"'-'9月24日

2.親魚養成用アユ

2001年9月から2002年4月まで能登島事業所で生産し

たアユ(人工産)を2002年4月8日に搬入した。

2002年5月7日及び10日梯川にそ上してきたアユ(天

然産)を投網により採捕した。また2002年5月16日，当

事業所の水路(手取川支流熊田川に通じている)にそ上

してきたアユ(天然産)をタモ網により採捕した。(表一

1 ) 

3.飼育方法

(1 )飼育水槽

飼育当初はコンクリート製水槽(面積35ぱ)を2面(人

工産，天然産)，電照後はコンクリート製水槽(面積66

rri)を6面(人工産)とキャンパス製円形水槽(面積50ぱ)

をl面(天然産)，人工産を雌雄選別後はコンクリート

製水槽(面積35ぱ)を2面使用した。

(2) 淡水~JII致

能登島事業所で生産した人工産アユの飼育は，飼育

用水を当初1%塩水とし，淡水を注水することによっ

て7日間で仰となるようにした。

(3)給餌

魚体重の3'"'-'5%の配合餌料を手撒きした。雌雄選別

後から採卵・受精までは，給餌しなかった。

(4)飼育用水

地下水(揚水時130C)を使用し 循環方式により昇温

するようにした。注水量は淡水馴致の問は(7日間)7 e 
/分とし，その後は100e /分とした。
(5)電照

4月15日から6月26日の間，成熟時期を早めるため，

毎日17:00から翌日2:00まで 271V蛍光灯10灯を使用し

て飼育水槽に照射した。

(6)サイズ選別

2002年6月26日に小さいサイズの人工産アユを除去

するため，選別機(目合12mm)を使用した。

(7)雌雄選別

8月23日， 8月29日及び9月5日に人工産アユの雌雄選

別を行い，コンクリート製水槽(面積35ぱ)2面をそれぞ

れ2つに区切り，上部には雌を下部には雄を収容した。

増田泰隆・浅井久夫 ・北川裕康

(8)採卵

採卵は乾導法により行い，受精卵をシュロブラシに

付着させた。

川 結果と考察

親魚養成用のアユは， 2002年4月8日に能登島事業所

で生産した人工産アユ，平均魚体重2.lg，10，000尾，

2002年5月7日及び10日に梯川において採捕した天然産

アユそれぞれ平均魚体重2.0g，172尾， 2. Ig， 570尾，

2002年5月16日に当事業所水路で採捕した天然産アユ，

平均魚体重2.7g， 480尾をコンクリート製水槽(面積35

ぱ)2面に収容し，飼育を開始した。

電照を終了した6月26日に選別機により小型サイズ

の人工産アユ2，697尾を除去した結果，人工産アユの

総尾数は9，789尾から7，092尾となった。

そのうち3，630尾をコンクリート水槽(面積66ぱ)6面

に605尾ずつ収容し， 3，462尾を内水面水産センターに

運搬した。

また，電照を終了した6月26日にキャンパス製円形

水槽(面積50ぱ)1面に天然産アユ300尾収容し， 868尾

を内水面水産センターに運搬した。

8月23日， 8月29日及び9月5日に人工産アユの雌雄選

別を行い，コンクリート製の水槽(面積35ぱ)2面をそ

れぞれ2つに区切り，上部には雌(1， 159尾， 587尾)を

下部には雄(521尾， 273尾)を収容した。

人工産アユの採卵は， 9月18日， 9月24日の2回実施

した。親魚アユの平均体長と体重は，それぞれ19.3cm，

63. 3gと20.1 cm， 44. 3gで、あった。

天然産アユの採卵は， 9月18日と9月24日に試みたが，

採卵可能と判断されるものが少なく，採卵できなかっ

た。

今年度のアユ親魚養成は，前年度よりも密度を下げ

て飼育した結果，へい死は少なかった。しかし採卵・

受精の結果，種苗生産に使用できる十分なふ化仔魚の

尾数を確保することはできなかった。

これは，採卵・受精を18日と24日に事前に決定して

実施した結果，採卵の適時を逃したことにより発眼率

が低くなったものと推察され，今後は，成熟の進み具

合をもう少し詳細に把握し，採卵・受精の時期を設定

する必要があると考えられた。
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表-1 親魚養成用アユの搬入・採捕状況

区分 年月日 水槽 尾数平均魚体重 生産・採捕場所

(尾) (g/尾)

人工産 2∞2.4. 9 11号 10.0∞ 2.1 能登島事業所

天然産 2002.5. 7 9号 172 2.0 梯J11 
11 2002.5.10 9号 570 2.1 11 

11 2002.5.16 9号 480 2. 7 当事業所水路

(手取川支流熊田)11)

dロ企h 言十 11. 222 
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アユ種苗生産事業

目的

石川県内の内水面漁業協同組合へ配付するためのア

ユ種苗を生産する。目標数量は、5g/尾、 20万尾であ

る。

当事業所では、能登島事業所で、海y水kで
種苗を受け入れ、淡水期の飼育(中間育成)を実施し

た。

H 方法

1 .飼育期間

2002年3月初日 ~5月 22 日

2.種苗

能登島事業所で2001年9月から4月まで海水で飼育

し、淡水馴致した平均魚体重2.4g/尾.284.0千尾を

2002年3月26日から4月18日の問，当事業所に搬入し、

飼育した。

3.飼育方法

(1)飼育水槽

キャンパス製の円形水槽(面積50m'x 1面、水深
60cm)、コンクリート製の水槽(面積66ぱX5面、
水深80cm)を使用した。水車及び、エアレーターを

それぞれにl台ずつ設置し、残餌、排植物の排出を

促した。

(2) 淡水~)l1致

能登島事業所から搬入した種苗の飼育水を当初l

%塩水とし、淡水を注水することによって7日間で

Oおとなるように実施した。

(3)給餌

餌料は，魚体重の3~5%を目安として配合餌料を

与えた。飼育当初は手撒きで実施し、給餌量がl水

槽あたり2.000g以上となってからは自動給餌機2台
を使用した。

(4)飼育用水

地下水(揚水時130C)を使用した。注水量は、淡

水馴致の間(7日間)は、円形水槽は30e/分、コンク
リート製の水槽は40e /分とし、淡水馴致後は、円
形水槽及びコンクリート製の水槽とも成長、飼育密

度に応じ、 100e /分から400e /分に調整した。

川 結果と考察

284千尾の稚魚(平均魚体重2.4g/尾)を飼育水槽に収
容し(表-1).給餌，掃除等を行い飼育した結果. 21¥2 

千尾の稚魚(平均魚休電6.6g/出)を'1陪した。その
うち. 272千尾を各内水IAi漁業協同組fYに配付し. !O 

増田泰隆・浅井久夫・北川裕康

千尾を調査用に使用した(表-2)。

本年の中間育成は，へい死は少なく，成長は順調で

あった。

表-1 能登島事業所からの搬入状況

水槽 年月日 尾数 平均魚体重

(干居 (gj尾〉

円形水槽 2∞2.3.26 49.5 2.6 
養成池1号 2∞2.3.26 35. 3 2.6 
" 2∞2.3.27 20.8 2. 7 

養成池3号 2∞2.4. 8 51.0 2.0 
養成宮4号 2∞2.4. 8 46. 8 2. 1 
養此官5号 2∞2.3.27 52.8 2. 7 
養成池6号 2∞2.4.18 32.8 2.0 
tロ~ 計 284.0 

表-2 アユ種苗配付状況

年月日 配付先 尾数平均魚体重

(漁業協同組合) (千畳 (gjJ寄

2∞2.4.25 大海川 14.0 5. 7 

2∞2.4.25 金 沢 42.0 5. 6 

2∞2.5.21 金 沢 46.0 5. 7 

2∞2.5. 8 新 丸 11.0 6. 9 

2∞2.5.10 大聖寺 27.0 6. 9 

2∞2.5.13 手取川 40.0 7. 8 

2∞2.5.20 手取川 46.0 6. 1 

2∞2.5.15 大杉谷川 13.0 7.8 

2∞2.5.16 白 峰 10.0 7.2 

2∞2.5.22 輪島川 10.0 5. 7 

2∞2.5.22 小文川 13.0 5. 7 

£E』3 計 272. 0 

本 内水面水産センター調査用に10干尾(2∞2.5.17) 
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サケ増殖管理推進事業(要約)

目的

石川県におけるサケ親魚の沿岸漁獲尾数と河川採捕

尾数の合計は， 15， 000~25 ， 000尾で安定している(図

一1)。サケ資源を維持するには，計画的な稚魚の生産

と放流から回帰までの動向を把握することが必要であ

る。そのため，沿岸漁獲，河川採捕，親魚の生物学的

特性，稚魚の生産及び放流した稚魚の動向について調

査したので，その結果をとりまとめた。

H 方法

1.沿岸漁獲調査

2002年9月から12月まで，石川県内の37沿海漁業協

同組合，岸端定置網組合及び、七尾魚市場株式会社にお

ける水揚げ状況を調査した。

2.河川採捕調査

2002年9月から12月まで，手取川水系にそ上したサ

ケの採捕状況を調査した。

3.生物測定調査

2002年9月から2003年2月まで，石川県内の11漁業協

同組合に水揚げ及び手取川水系で採捕したサケ親魚に

ついて生物測定に供した。

4.放流用稚魚の生産及び放流

2002年10月中旬から2003年3月中旬まで，当事業所

と犀)11 (金沢市)で生産した稚魚をl月下旬から3月中旬

にそれぞれ手取川支流熊田川と犀川に放流した。また、

当事業所で生産したl部稚魚は綴目漁港内(能登島町)

の生費で海中飼育を行い、 2月中旬に放流した。

5.放流稚魚、の追跡調査

2003年3月から5月まで サヨリ船びき網漁業(11ヶ

統)の操業時に混獲したサケ稚魚の計数と生物学的特

性を調査した。

川結果

L沿岸漁獲調査

石川県沿岸でのサケ親魚の漁獲は、 9月下旬に始ま

り， 10月下旬に最も多く， 12月下旬まで続いた。漁獲

尾数は合計9，611尾であった。

2.河川そ上調査

手取川水系にそ上してきたサケの採捕は， 10月上旬

に始まり， 11月中旬に最も多く， 12月上旬まで続いた。

採捕尾数は，手取川水系14，591尾，犀川水系16尾，合

計14，607尾であった。

浅井久夫 ・増田泰隆 ・北川裕康

3.生物測定調査

石川県沿岸で漁獲されたサケ親魚の年齢別割合は，

2歳魚2.0%，3歳魚15.2%，4歳魚71.3%， 5歳魚0.2%

であった。 1尾当たりの平均尾叉長は689mm，平均体重

は3，500gであった。

手取川水系にそ上してきたサケ親魚の採捕尾数の年

齢別割合は， 2歳魚2.7%，3歳魚7.7%，4歳魚84.3%，

5歳魚5.3%であった。1尾当たりの平均尾叉長は695mm，

平均体重は3，600gであった。

4.放流用稚魚、の生産及び放流

当事業所では， 10，132千粒を採卵し， 8， 719千粒が

発眼した(発眼率:86%)。そのうち7，876千尾がふ上

し，平均1.5g/尾の稚魚6，919千尾を生産し，手取川支

流熊田川へ放流した。

犀川では，鞍月堰堤内の魚道に発眼卵200千粒を収

容し，平均O.6g/尾の稚魚180千尾を生産し，放流した。

鰻目漁港内では，仕切り網に平均O.9g/尾の稚魚545

千尾を収容し，平均1.Og/尾の稚魚484千尾を生産し，

放流した。

5.放流稚魚、の追跡調査

当事業所が調査依頼したサヨリ船びき網漁業者は，

3月中旬から5月上旬までサケ稚魚を持ちかえってきて

おり， 3月下旬と4月中旬に多く漁獲していた。漁獲尾

数は，合計2，055尾であった。

四

四
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図-1 石川県におけるサケの沿岸漁獲と河川採捕尾

数及びサケ稚魚放流尾数の経年変化

[報告書名一平成14年度さけ・ます増殖管理推進事業

実施結果報告書，石川県，平成16年2月]
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サケ増殖管理推進事業関係資料

付表1 回帰尾数の経年変化

j可JII 沿岸 合計

区分 手取川水系
犀川 その他 合計

手取川 熊田川 小計

1989 5.958 3.293 9. 251 9.251 7.376 16.627 

19叩 6. 924 5.474 12.398 16 12.414 13.685 26.099 

1991 10.314 4.269 14.583 158 14.741 9.235 23.976 

1992 5.888 1.139 7.027 36 ω 7. 123 6.862 13.985 
1993 5.888 2.630 8.510 108 8.618 7.067 15.685 

1994 4. 772 1.725 6.497 78 6.575 6.286 12.861 

1995 2. 138 2.352 4.490 15 497 5.∞2 9.927 14.929 
1996 5.589 8. 103 13.692 9 13.701 7.507 21.208 

1997 3. 755 5.683 9.438 25 9.463 5.245 14.708 

1998 5.015 8.060 13.075 65 13.140 5.587 18.727 

1999 5. 662 7.478 13. 140 53 13.193 6.126 19.319 

2氏旧 7.484 10.666 18.150 38 18. 188 11. 761 29.949 

2∞1 11. 103 11.887 22.9卯 65 23.055 16.296 39.351 

2∞2 4.010 10.581 14.591 16 14.607 9.611 24.218 

付表2 回帰年度別、年齢別の平均尾文長と平均体重

年度
尾又長 (rrm) 体重 (g)

2歳魚 3歳魚 4歳魚 5歳魚 6歳魚 2議魚 3歳魚 4歳魚 5歳魚 6歳魚
1978 625 728 739 2.560 3. 901 3. 967 
1979 499 623 704 719 1. 130 2.670 3.999 4.280 
1980 517 605 689 732 1.331 2.309 3.569 3. 540 
1981 518 609 709 737 1.315 2.134 3. 767 3. 971 
1982 502 603 693 779 1.223 2.081 3.506 5.214 
1983 541 590 690 737 1.490 1.932 3. 381 4. 269 
1984 506 608 666 738 1.243 2.303 2. 979 4. 356 
1985 486 603 670 695 1.014 2.259 3.201 3. 672 
1986 512 581 647 718 777 1.330 1.940 2.826 3.777 4.9771 
1987 502 595 663 707 707 1. 252 2.095 2. 996 3.776 4.150 
1988 518 634 660 695 1.396 2.358 3.022 3.652 
1989 523 605 659 710 712 1.435 2.228 2. 943 3. 799 4.167 
1990 542 617 661 692 750 2.390 2. 946 3.462 4. 540 
1991 549 625 665 691 697 1.670 2.510 3.060 3.460 3，860 
1992 542 614 669 715 761 1.580 2，410 3， 200 4.040 4， 760 
1993 541 613 669 715 755 1.650 2.390 3.150 3. 920 4. 780 
1994 523 597 650 692 665 1. 410 2，140 2，820 3，460 3.190 
1995 528 603 654 681 698 1，480 2.230 2， 930 3，330 3， 730 
1996 544 617 671 701 719 1. 616 2.415 3.135 3.666 4.021 
1997 541 610 665 707 695 1.638 2.348 3.099 3.776 '3.562 
1998 577 604 648 669 683 1.965 2.265 2.772 3.010 3.248 
1999 523 612 662 691 718 1.381 2.350 3.056 3，527 3，670 
2000 559 620 667 676 709 1.779 2.497 3.199 3， 644 3. 720 
2001 : 553 638 670 705 709 1.700 2，710 3.200 3. 800 3，850 
2002 I 543 636 695 705 747 1.620 2. 737 3.859 ~9J 4. 592 
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付表3 河川別、旬別採捕尾数の経年変化

(尾)

河川名 年度 9.Fl 10月 1月 12月 1月
計

下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 申旬 下旬 上旬
I~/!l 4 Z 4!l 
979 35 3 2: 1~ 日 142 
1~!lU t 9 23 7 10 3 63 
1981 2 6 。 44 78 10 112 44 14 552 
1982 。 22 143 421 583 218 179 39 16 5 。1.461 
1983 。 。143 1.182 1.188 678 409 145 20 。3. 622 
98 3 6 7: 1.( 3 25 '3 
98~ 3 6 7~ 8 22 。
98 Z 13 12 2~ 2 
98 2 2 6 
198! 1.14 1c 3 
198~ [ 8 19: 836 

手取川 1990 。135 921 1.808 1. 59 86 2 。 740 
1991 2 129 633 3.040 2. 984 1. 216 90 93 5 。 8.128 
1992 。 449 1.528 1.966 1.278 536 8 。 。 9 
199: 2 01 6 1.401 /( 。
99L 6 。 E 
199 2 
99( 66 76 
I~~ 2: 140 511 
|日目t 。 >20 2 1. 65 10: C 
1999 。 。200 821 2. 863 1.057 551 17( 5. 66 
20 。 。 /0 358 2.165 3.421 872 477 11 。 7.484 
2 U 398 1. 42~ 2.U1/ 1. 3~O 1. ~!l!l 1.252 11 8. 588 

4 ti4 日b!l /ti 日 /'JY 16! 4且01C

9 19 。 し 2~ 
19 。 30 49 6( 2! 186 
1982 。 。 3 25 156 。 4 。 。267 
983 E 。 28 1. 133 1.272 405 6 。 。2 
1984 。 。 131 224 98 4 。 。 9 
I~!lo U U 16 ↓日 10' l~ 12 
1986 2 !ll) 20日 31 
17 C 11 71 22 9 9 56 
1988 313 2 ，7 21 10 6 8 
19 日 C 19 国司

熊田川 。 U 196 2 31 6【 56 
1991 。 6 146 1. 061 2 9 。 。 4.219 
1992 。 。 11 222 2 21 83 。 。 。 6 
199~ E 6 6 03 Z 
1日目4 34 。
199 9 3 

41 49 1.2 2 
24 1. 2: 2 

3. 1.9 U U 
56 3. 2. U; 0' U 

20 J 。 。458 2.42 4. 2.0! 38 10.666 
2001 。 。102 8 3. 8 4.02 2. 679 450 。 11. 8: 

6U 3. Z! 4 Z.31 Z‘ 10.5: 

3! C 
C 9 2 
2 6 7. 4 6 
t 22 146 441 21 21 t 13 

1983 。 。171 2~31 2. 46 1.083 474 21 。 。6. 686 
1984 2 30 /U 851 1.280 441 25~ 4 19 C 。3. 021 
198 。 31 8 14' 667 37 23 3 8 。 。1.779 
198 2 ~O '4: 2.454 86 ~6~ 74 
198 i5( 2.57: 1. 64， ì6~ 3 。2 
198 8 )2! 3. 822 1. 88 21 61 
198 19 3 188 2 00; 12C 

合計 199 13 3 18， 2 593 50 
1~~ 13 9 4. 91 Z ILL 1/4 102 
1992 。 460 1.7 。2 91 493 619 87 。 。 6. 901 
1993 。 2 579 2.31 3. 006 1.936 4 12 。 8.416 
1~~4 仁 t b3 3 66 J2 9 17 C 6.365 
1~日b 仁 3 b! 1 。 4.475 
1996 107 1.262 2 07 9 1.8 40 。 13.66: 
1997 23 159 765 2 08: 1.1 24 。 仁 9. 438 
1998 【 20 9 152 2. 60 746 36 。 01 13.075 
1999 [ 。202 13: 9 2. 5 716 12 。 01 13.140 
2000 。 75 358 2. 623 5. 843 5. 709 3. 031 501 10 。 01 18.150 
2001 。398 1. 531 2. 804 5. 235 6.012 3. 931 564 。 。 01 20.475 
2QQ2_ 。 4 60 060 4. 43U 0.UZ4 ヨ 14 4Ub C C 14.60 

手取川の採捕尾数に手取川さけ有効利用調査による釣獲調査の採捕尾数は含まない。
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付表4 年級群別、手取川|水系への法流尾数と回帰親魚の年齢別尾数と回帰率

上段lま回帰年度、中段は回帰尾数(尾)、下段は回帰率(目)

放流 放流 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 合計

年級 尾数 河川 沿岸 河川 沿岸 河川 沿岸 河川 沿岸 河川 沿岸 河川 沿岸

(千尾) 採捕 採捕 採捕 採繍 採捕 探繍 採捕 採補 係捕 採捕 採捕 採繍

1978 2. 787 0L.10日60目21U1i年度0j• 36 0l .l50U52H 051|1年度0j-02018 9 0tl03g81H47Z11年度0j.01035 5 0t.109028513||年度0j.0015 1 0t.l0U0800411年度0j.000 0 1.028 1，433 
001 0.037 0.051 

1979 2.951 0(.109608521|1:年度0) 37 01(101932848Z1|年度0)0 944 01〔.1209848493||年度0)0 924 立〔1090780241|年度01)9 86 0{1090800b|1年度0)000 0 2.548 4. 539 
001 32 31 03 0.086 0.154 

1980 3. 509 0(103971801211年度0).01508 5 05(1419358653||年度02)，00 67 20(.10898180641|年度03)71 75 0(.140951836511年度0).0 225 0(.1090890611年度0).000 0 9，087 15，312 
59 08 06 0.259 0.436 

1981 993 0{10902842311年度0j.0903 9 0{1019618574|1年度20j ，926 0(.106966806b1i年度20J，2 686 0(109808596|1年度0)0 20 0L.10908 011l1年度0).00o 0 935 6， 660 
295 70 02 0.094 0.671 

1982 4，489 0(10908064||年度0).0200 0 0(.101920833b||年度O) 163 0(.1209208586||年度01)，0 524 0(109408117|1年度0)0 140 0(10908O08|1年度0)000 0 398 2，245 
004 34 03 0.009 0.050 

1983 9.067 0t.106900877b11年度0}.06008 7 04[.180951853611年度80j.40 60 40{，.140回44目69I||年度08j，.0 142 0{.140970895811年度0j.40 31 0{.10日0出~ I年度0J000 0 10.350 27.991 
93 90 05 0.114 0.309 

0〔1029308379||年度0)000 0 0(.109090301l年度o)oo0 o 1984 8.080 0(160902887611年度0)-3o 63 30(.104941821I1|年度O6) 275 06(.1309878998|1年度03j80 76 10，667 21，181 
04 078 48 0.132 0.262 

1985 5.514 0(1309308367||年度O)-o 140 04(..150928802811年度03)，. 532 02(，.1209848419|1年度01).0 499 0(1039609570|1年度0)0 59 0tl 0W010111|年度0j000 0 7，513 12，743 
03 064 27 01 0.136 0.231 

1986 5.270 0L， 18O日21出~ I年度0j.0 775 50l. 151日01出~ I年度40j.0 929 05{，.101949U84Ul1年度40j，.0 542 0{.1809219611|1年度0j30 51 0〔l0W0130Z11年度0j0 14 12，311 22，922 
15 94 86 07 。。 O. 234 0.435 

01{，.10292187391i年度0).90418 8 1987 5，195 06〔，.1619829390||年度07)，.91 63 08〔.1719769991||年度40) 0 756 0〔140900968Z11年度0).50 63 0(.109309113||年度0，. 46 17，116 31. 392 
53 92 11 001 0.329 0.604 

1988 7.608 0{.102900933011年度01}0 121 40〔1079569321||年度03).80 42 30(1029049822||年度40)0 865 0(.1409079613||年度0)80 13 0(.1090903411年度0).000 0 8. 638 19，279 
15 50 64 11 0.114 0.253 

1989 5，164 0(.1029019481||年度0J0 286 03(10095594921|年度01).30 72 03〔.1809979653||年度30).0 219 0(.1409009084||年度0).20 95 0(.10909405||年度0)000 0 7，572 12，744 
06 27 62 06 0.147 O. 247 

1990 7.163 0(.1309409652||年度0)0408 1 40(100985977311年度20)0 974 50t.I00W27804|1年度40j.50 95 0L.130羽40田55b||年度01j.0 211 0L.10950日916|1年度0j.0 40 9，865 18，733 
42 64 17 01 0.138 0.262 

1991 8.512 0〔10W025031i年度0j.0 15 0t.l09W11214||年度01)20 64 01(.190922983b||年度06j• 264 01(，.103941961611年度01)，.00 82 0(109019801i|1年度0). 33 4.224 12.882 。。 15 074 13 000 0.050 0.151 

1992 4，472 0{.101日50目434||年度0).01302 3 01〔.I06H31961b|1年度02j.20354 0 07{，1819079656|1年度30)，. 786 01(，.101942986/11年度0)60 25 0〔.109209008||年度0)0 22 10.739 15.927 
085 14 。。 0.240 0.356 

1993 5.005 0(106901942b1|年度0)• 218 30〔.1099989⑬961年度02j.20 69 05(161911921I11年度02J• 846 0(.108911936811年度0)30 68 0(.109309019||年度0).000 0 11，057 16.758 
004 45 057 07 0.221 0.335 

1994 5.271 0(.140980997611年度0)• 330 02(120934927711年度01).50 40 06(151992945811年度02)90 87 0L.180951W96||年度0j.0 392 0LZ0U40U71011年度0j• 19 10，224 15，492 
006 29 57 07 。。。 0.194 O. 294 

1995 4. 663 0(.10390694871|年度0)0 201 50(1019009878[|年度20).00546 4 07(121四3585百1年度40j.40 28 01L.Z40U73U21U11年度01j.0 477 0〔.Z01000052111年度0).000 0 14，186 22.348 
04 95 32 0.304 0.479 

1996 8. 633 0{.1069309978||年度0j.0 152 40L109951四jl年度01j.02414 8 102(Z71U45U88U||年度06J09080 1 03{.Z000630861||年度20)，.40 57 〔Z07082|年度)27 21. 457 32，242 
02 28 0.001 0.000 0.249 0.373 

0(1099099191|年度0).0508 1 1997 7，163 03(.20402403801|年度30).0 246 100(271051007111年度80.)51 78 01(，2010610962|1年度01)，00 83 
45 20 15 

1998 8.102 0tZ40U05U61U11年度0j.0 117 80LZ91U01U001|年度50J0 220 11t.Z6U2U6Z1 支6J，850 

01 64 0.143 0.001 

1999 6， 785 0〔.Z20U00U031||年度0j0 41 105l.Z60U92U3Z||年度O1j 462 
01 022 

2000 6. 240 0(.201006053211年度0).0 189 
03 
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付表5 サケ稚魚生産状況(2002年度)

飼育 採卵 発眼卵数 ふ化 ふ上 飼吉池等 ふ上~生産 生産尾数
放流の 終了

区分 主たる月日 卵数 月日 尾数 月日 尾数 給餌量 月日
No 

(干粒) (千粒) (千尾) (干尾) (kg) (千尾)

10/27 193 150 12/1 149 1/2 148 円形 121 2/4 147 
2 10/29 483 409 12/2 404 1/4 403 T1-2 193 2/5 123 
3 10/31 457 400 12/5 395 1/5 394 T3-4 160 2/5 174 
4 11/02 473 400 12/7 394 1/8 392 T5-6 147 1/31 389 
5 11/03 446 400 12/8 395 1/9 395 T7-8 147 1/31 391 
6 11/04 634 525 12/10 505 1/10 503 T9-10 432 2/25 483 
7 11/06 855 700 12/11 661 1/12 656 T11-12 362 2/19 633 
8 11/08 771 700 12/13 678 1/14 673 T13-14 296 2/17 653 
9 11/10 1.091 700 12/15 685 1/16 685 T15-16 257 2/17 669 
10 11/14 1.212 1.021 1/19 1.005 1/20 986 Y1-2 916 3/6 953 
11 11/20 1.292 1.028 12/25 1.006 1/26 986 Y3-4 1. 138 3/11 939 
12 11/25 1. 195 1.032 12/25 1.003 1/26 992 Y5-6 1. 188 3/12 1.063 
13 11/26 520 443 12/31 335 2/1 333 
14 11/27 510 411 1/1 334 2/2 332 円形 306 3/12 302 
15 200 12/15 犀川 78 3/28 180 
16 鰻目漁港 81 2/18 484 
合計 10. 132 8.519 7.949 7.878 5. 822 7.583 
* 飼育区分NO.9の発眼卵 (200千粒 12/15)→飼育区分NO.15
* 飼育区分NO.13のふ上仔魚(167千尾 2/10)→飼育区分NO.12
* 飼育区分NO.2(272千尾 2/3)、NO.3(273干尾 2/4)の稚魚→飼育区分NO.16

付表6 サケ稚魚放流状況(2002年度)

飼育区分No. 放流月日 放流場所 放流尾数 平均尾又長 平均体重 備考

(干尾) (nm) ( g) 

2月4日 手取川 147 50.0 1.2 

2 2月5日 手取川 123 51. 2 O. 9 指鰭切除 57千尾
3 2月5日 手取川 174 49. 7 O. 9 

4 1月31日 手取川 389 44.4 0.8 

5 1月31日 手取川 391 43.2 0.8 

6 2月25日 手取川 483 63.0 2.1 

7 2月19日 手取川 633 51.7 1. 1 

8 2月17日 手取川 653 54. 7 1.3 

9 2月17日 手取川 669 52. 9 1.3 

10 3月6日 手取川 953 59.0 1.5 

11 3月11日 手取川 939 62.3 2.0 指鰭+左腹鰭切除 42千尾

12 3月12日 手取川 1.063 63.5 1.8 

14 3月12日 手取川 302 58.2 1.6 

15 3月28日 犀川 180 39.9 0.6 

16 2月18日 鰻目 484 49.5 1.0 海中飼育

合計 7.583 
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種苗生産及び配付
( 1 )種苗生産

-----------
例年度から 2 0 0 2 内 訳

の繰越 年度生産 売払 試験用 その他

マゴイ稚魚 200 300，000 100，245 区 200 199，555 

マゴイ親候 100 区 200 区 20 180 

マゴイ綬魚 45 区 20 20 

ニシキプイ稚魚 100 60，000 12，080 区 100 47，720 

ニシキコ.イ貌候 100 区 100 
区 20 

80 

ニシキコ1親魚 15 区 20 10 

ヤマメ稚魚 80，0∞ 127，000 56，500 区 2，000 78，500 

ヤマメ綬魚 100 区 2，000 1，000 100 

カジカ稚魚 150，000 115，000 75，200 区 10，000 144，800 

カジカ親魚 3，700 区 10，000 1，500 2，200 

注 その他.消耗及び無償配付
区:区分換え

1 .ヤマメ ( 2 )種苗配付

2.マゴイ

4. カジカ
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皐巨I 犀ミ

次年度へ
繰越

200 

100 

45 

2∞ 

100 

25 

70，000 

1，000 

35，000 

10，∞()__j 



種苗生産の概要

サクラマス

方法

サクラマスは便宜的に「サクラマス増殖試験j の放

流に供すサクラマスと種苗配付等に供すヤマメとに分

けて表した。

サクラマス親魚は2000年6月と10月に大聖寺川と手

取川で採捕した親魚から採卵し，養成した2年魚 (手

取，大聖寺川系1+)を採卵に使用した。

ヤマメ親魚は2000年採卵の宮崎系l十と，同年採卵の

当センターで選抜継代飼育したパータイプ(継代パー

1+)を採卵に使用した。

H 結果

採卵時のサクラマス♀親魚の平均体重は306g，平均

尾叉長は292mmであった。

ヤマメ ♀親魚の平均体重は宮崎系1+が437g，継代

四登淳・板屋圭作

パー1+が282gであった。平均尾叉長は宮崎系1+が324

mm，継代パー1+が276mmであった。

サクラマスとヤマメの採卵とふ化結果を表-1に示し

た。サクラマスの採卵は2002年10月24日と11月3日の2

回行った。親魚は総尾数705尾のうち，成熟しないも

のが261尾 (37.0%)出現し，採卵尾数は167尾，採卵

数は105，900粒にとどまった。 このため放流用種苗の

補充として，山形県水産振興協会より池産系サクラマ

ス発眼卵30，000粒を購入した。発眼卵数は106，700粒，

ふ化尾数は103，500尾であった。

ヤマメの採卵は2002年10月21日から10月初日の聞に

3回行った。採卵尾数は宮崎系1+と継代パ-1+を合わ

せて230尾，採卵数は161，800粒であったが，発眼卵，

稚魚の配付に不足が予想、されたため県内業者の親魚を

導入し， 258尾から 62，200粒を採卵した。発眼卵

192，900粒のうち90，000粒を配付し，残りを種苗生産

に供した。

表-1 採卵結果

サクフマス ヤマメ

手取大聖寺 山形池産系 サクフマス計 宮崎系 継代パ 県内業者 ヤマメ計

採卵回数 2 2 l l l 3 

尾数 167 128 102 258 488 
←一一一 一

卵径(mm) 5 5. 8 6 5. 2 

卵重(田) 89 124 125 81 

採卵重(g) 9，400 9，400 12， 560 6，600 5，040 24，200 

採卵数 105，900 30，000 135，900 101，300 60，500 62，200 224，000 

平均採卵数 634 791 593 241 

発眼卵数 79， 700 27，000 106， 700 84，200 53，000 55， 700 192，900 

発眼率(九) 75. 3 90 78. 5 83.1 87.6 89.5 
一一一

ふ化尾数 78， 200 25，300 103，500 3，900 16，900 54，400 

ふ化率 98.1 93. 7 97 

コイ

マゴイの採卵は5月30日に雌13尾，雄19尾，二シキ

ゴイは5月23日に雌紅白，大正三色の計6尾，雄は12尾

を使用し昇温による産卵誘発によって行った。マゴイ

は約350，000尾，ニシキゴイは約100，000尾をそれぞれ

1池ずつに放養して飼育を行った。稚魚は発育の良い

ものから順次配付した。なおニシキゴイは一次選別を

行った稚魚、を配付した。
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小卵型カジカ種苗生産試験
( 1 )採卵及びふ化

目的

カジカの養殖用種苗の供給を目的に種苗生産試験を

実施した。

11 材料及び方法

1.使用親魚

雌は1999年産養成4年魚30尾、 2000年産養成3年魚

376尾、 2001年産養成2年魚4尾を用いた。総合計で410

尾であった。 2年魚は全て初産、 3年魚以上は経産魚で

ある。雄は養成3年魚57尾、養成2年魚2尾を使用し、

総合計は59尾であった。親魚の飼育水槽は直経70cmと

100cmのポリエチレン製タライを使用した。飼育飼料

は魚体に合わせアユ養成用市販配合飼料、アマゴ養成

用市販配合飼料を与えた。

2. 採卵方法及び卵管理、ふ化

産卵池として今回はビニールシート製パイプハウス

内(遮光率泊施)のコンクリート製水路(幅90cmX長さ

400cm、水深15""'20cmをl区画(3.6ぱ)として3区画)

と、養成2年魚はタライ(直径70cm)を使用した。産卵

床は全て、一般鋼材のL鋼(たて15cmXよこ9cmX高

さ3""'4cm、厚みO.6cm、重量600g)で産卵池に20個を
基本的に片側10個ずつ並べ、末端に捨瓦2枚置いた状

況で行った。タライはl個で行った。採卵は親魚を産

卵池に収容後3""'4日後に親魚を取揚げて確認した。産

卵池へは河川水を注水し、注水量は毎分約150e程度
であった。タライは毎分約5e程度であった。卵管理
はトイ式で、卵消毒は行わなかった。検卵後、発眼卵

をザルに入れ、ふ化流下した仔魚を水ごと水槽で受け

人工海水飼育槽へ収容した。収容先の室内は完全遮光

し、蛍光灯下で飼育した。

川 結果と考察

1. 採卵

板屋圭作・波田樹雄

採卵は2002年12月16日から2003年l月28日までの約1

カ月間実施した。採卵結果を表-1に示した。親魚の年

齢別の採卵数の内訳は養成4年魚から約21千粒、養成3

年魚から199千粒、養成2年魚から1.6千粒、総合計は

221千粒であった。採卵数割合は4年魚9.3%、養成3年

魚は86%、養成2年魚はO.7%であった。発眼卵数は総合

計約99.5千粒で養成4年魚8.9千粒、養成3年魚は86千

粒、養成2年魚は0.6千粒であり、年齢別割合では養成

4年魚8.6%、養成3年魚90.5%、養成2年魚O.9%であった。

平均発眼率は養成4年魚44.5%、養成3年魚崎.7潟、養成

2年魚30.2%であった。 1尾当りの平均採卵数は年齢別

で比較すると、養成4年魚は723粒、養成3年魚545粒、

養成2年魚403粒であった。いずれも3年魚が主体で

あった。

2.卵管理とふ化

卵管理は通常のトイ式(卵塊のまま)で実施した。

注水量は毎分約20eであった。検卵作業は1月17日か
ら2月25日の範囲で発眼まもない卵から順次実施した。

検卵法はジェットシャワ一(市販のシャワーノズル)で

死卵を除去する方法で全て実施した。ジェットシャワ

一法によるふ化への影響は見られなかった。ふ化は発

眼卵をザ、ルに入れて行った。ふ化仔魚は水槽に受け、

その仔魚を水ごとバケツに入れ、順次飼育水槽のコン

クリート製水槽に直ちに収容した。ふ化は2003年2月

13日から2月18日の範囲であった。ふ化仔魚は約33.5 

千尾を使用し、飼育継続中である。

表-1 採卵結果

項 目 種 卸j

採卵雌親魚 養成2年魚 養成3年魚 養成4年魚
採卵雄親魚 養成2年魚 養成3年魚 養成3年魚
採卵回数別 l l iロb、 計
採卵期間 1/16""'1/28 12/16""'1/24 12/20"'" 12/31 
採卵雌親魚数 4 376 30 410 
採卵雄親魚数 2 45 12 59 
採卵雌親魚平均体重(g)::!:SD 9.0::!:0.6 19.1::!:3.0 32.1::!:2.1 
採卵雄親魚平均体重(g) 24.9、30.9 28.2""'30 45.8 
雌雄比土SD*1 1.0::!:0.0 1.6::!:0.7 1.2::!:0.4 
平均産卵率(%)::!:SD*2 100 99::!:1 72土6
総採卵数(千粒) 1.6 199.0 21.0 221.6 
雌l尾平均採卵数(粒)::!:SD 403::!:87 545土121 723::!:92 
魚体重1kg当たり平均採卵数時 60::!: 14 34::!:5 28土4
発眼卵数(千粒) 0.6 86.0 8.9 95.5 
平均発眼率(%)::!:SD 30.2::!: 16.0 46.7::!:9.9 44.5::!: 16.7 
発眼卵率の最低、最高値(%) 15.4""'52.6 29.7""'67.8 29.2""'62.3 
ゆH重は養成2年魚8mg、3、4年魚はl扇記じで事出した。
*1雄l尾当たりの雌収容尾数 *2産卵尾数/放養雌尾数 *3採卵重量/卵重/雌取揚重量=(千粒)
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板屋圭作・波田樹雄

(2 )仔魚の淡水馴致飼育試験

0 
α::>OOCOO C>C>O')CJ')CJ')CJ')(j')O'> α， ocコ α3
、"'.... c'也.... '" M 、"'.... c、司、、、 F吋'"、"'..... '" 
ひ3 、\、\、、、、、、、、で~、、、町、、1.{)、、、、tO "'、、、
'" '" M σ， M 唱が 司ボ 1.{) 1.{) tO ミD

水 槽 1 2 合計

容水量・形状 5t・コンクリート製 6t.コンクリート製

収容月日 2月3日 2月18日

収容尾数(尾) 65，000 70， 000 135，000 

収容密度(尾/e) 13. 0 11. 6 

取揚月日 7月2日 7月2日

飼育期間(日) 150 134 

取揚尾数(尾) 24，000 20，000 44，000 
取揚重量(g) 7， 300 5，000 12，300 

総へい死数(尾) 5， 212 11， 660 

総へい死率(%) 8.0 16.7 

総不明率(%) 55. 1 54.8 

生残 率(%) 36.9 28.5 

。C
25 

20 

展 15

飼育水温の推移

飼育結果表

した。 NO.2水槽は40日目頃にへい死魚の74%が集中し

たが、原因は不明である。アルテミアの給餌法はシャ

ワ一法で行った。 全体のアルテミア培養量は他の飼育

試験分を含め(ふ化率80%以上)は2月1，490g、3月4，130 

g、4月1，400g、5月240gで合計7，300gであった。

表-2に取揚時の選別結果を示した。全長は2.7'"'-'4.3

cmの範囲であった。生産尾数は約44，000尾(採卵数か

ら約9.錦、ふ化から33%の生残率)であった。

なお、 7月2日に取り上げた仔魚は淡水の入ったタラ

イ(直径70cmX高さ30cm、容水量10'"'-'20e)に収容し、
各水槽2，000'"'-'3，000尾で飼育中である。注水量は毎分

5'"'-'6 eである。魚病予防のため月l回を目安に2%塩水
浴を30分間実施した。
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5 

1.供試魚

1997年産養成5年魚、 1998・19.99年産養成4.3年魚147

尾、 2000年産養成2年魚1.181尾から合計約479千粒採

卵して順次ふ化した仔魚(ふ化は2002年2月3日か己2

月27日、推定解化率90%、ふ化尾数約200千尾)の内の

135千尾を使用した。なお、仔魚の収容密度は飼育71<

1 e当り10'"'-'20尾を目安とした。
2.飼育期間

2002年2月3日'"'-'7月2日

3.飼育方法

(1)飼育水槽

コンコリート製水槽(長さ500X巾150、水深65cm、

容水量約5t) 1槽とコンコリート製水槽(長さ500X巾

150、水深80cm、容水量約6t) 1槽の合計2槽で、人工

海水の循環櫨過(櫨材は砕石)飼育で行った。

(2)餌料

餌は1日2回アルテミア幼生(飼育水lmR当たり10ケを
目安に成長に伴い増量した)を与えた。なお、アルテ

ミアの栄養強化は実施しなかった。一部着底を開始し

た時点からアユ市販配合初期飼料の併用給餌を開始

(収容後約30日目前後)した。収容後約40'"'-'45日目か

ら市販配合飼料の単独給餌(1日4'"'-'5回、給餌率を5%

を目安)とした。底掃除は週2回程度行い、同時に艶死

魚の確認を行った。

(3)飼育用水

飼育水はアレン処方の人工海水(塩分濃度0.6%)で、

毎分30'"'-'40eの注水量とした。配合飼料を併用してか
らは2倍程度の注水量とした。飼育水温の設定は2月17

日からは℃にセットし約1カ月間稼働した。ガラスハウ

ス内は天井に遮光ネットを完全に被い直射を防いで蛍

光灯下で飼育した。

的

ふ化仔魚の淡水馴致飼育試験を行った。

材料及び方法

目

11 

図-1に飼育水温(人工海水循環水)の推移を示した。

2月3日に最初のふ化仔魚をコンコリ ト製水槽に収容

した。表-1に飼育結果を示した。取揚げ時の生残率は

28. 5%と36.9%で低い値を示した。要因としてはNO.1の

水槽は2月3日から12日までに65，000尾、ふ化仔魚を収

容し、その後18日目から25日目までにふ化仔魚を餌の

代わりに与えたが、逆にとび魚が出現し不明魚が増加

結果と考察l
 
l
 
l
 



表-2 選別結果

水槽 1 2 

選別月日 7月3日 7月3日

魚体重(g) 重量(g) 尾数割合(%) 重量(g) 尾数割合(%)

O. 15 500 13. 6 1， 000 33. 4 

O. 25 3，000 49. 0 2， 100 42. 0 

O. 35 1， 800 21. 0 1， 300 18. 6 

O. 5 2，000 16.4 600 6. 0 

合計 7， 300 100 5， 000 100 
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両側回遊型カジカ(日本海側)種苗生産試験
(1)手取川産天然魚の採卵及びふ化飼育

板屋圭作・波田樹雄

目的
した。なお、胸鰭軟条数は33尾の内、 17本が3尾、16

本が28尾、15本は2尾であった。

本県では全滅したと思われていた両測回遊型カジカ

が手取川で確認されたのに伴い、県内産の両測回遊型

カジカの種苗生産技術を開発する。

日 材料及び方法

1.供試魚

2002年8月28日(28尾)と9月20日(5尾)に手取川の河

口から約13km上流(明島放水路付近)で、電気ショツ

カーで採捕し飼育したカジカと2001年に同所で採捕し

1年養成したカジカを使用した。

2.親魚飼育管理

採捕魚は搬入後、直径70cmのタライに収容した。飼

育餌料として、モイストペレット(アミエビ主体)を

産卵期まで適量を 1日2回与えた。

3.採卵方法及び卵管理、ふ化

ビニールハウス(遮光率泊施)内のタライ(直径70cm、

高さ30cm、水深15"-'20cm、底面積約O.4rri)を産卵槽に

使用した。産卵床にL鋼(たて15Xよこ9X高さ3"-'4、

厚み0.6cm、重量600g) を1"-'3個使用し実施した。採

卵は親魚放養3"-'5日後に付着卵を取揚げて行った。注

水量は毎分5e程度であった。卵管理はトイ式で行い、
卵消毒は行わなかった。検卵後は発眼卵をザルに入れ

ふ化を待った。ふ化流下した仔魚を水こ。と水槽で、受け、

人工海水飼育槽に収容した。
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図-1 採捕魚の魚体分布

N=33 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

川 結果と考察 全長(cm)

1. 親魚 図-2 採捕魚の全長組成

図-1に採捕時の魚体の分布、図-2に全長の組成を示

表-1 採卵結果

項 目 種別
採卵雌親魚 02年天然魚 01年天然魚

魚採卵雄親魚 02年天然魚ど01年天然魚 02年天然魚ど01年天然食
採卵回数 B1J 1 1 1 2 合計 l 合計
採卵期間 12/31"-'2/41 1 /21~3/8 1 1 12/16"'1/10 
採卵雌親魚数 181 161 341 3 
採卵雄親魚数 41 51 91 21 2 
採卵雌親魚平均体重(g)土SO 1 18.8:t9.31 21.1:t11.01 1 42.7:t7.9 
採卵雄親魚平均体重(g) 1 24.1"-'36.81 33.4"-'82.31 1 59.2"'92.8 
雌雄比土SO*1 1 1.6:t0.61 0.8:t0.31 1 0.5土0.0
平均産卵率(%):tSO*2 1 87.5:t21.21 96.7:t12.91 1 100土0.0
総採卵数(千粒) 1 8.11 6.71 14.81 3.81 3.8 
雌l尾平均採卵数(粒):tSO 1 444:t2201 351土2351 1 1294土325
魚体重1kg当たり平均採卵数*3 1 34:t151 24土111 1 37:t8 
発眼卵数(千粒) 1 2.21 8.61 10.81 2.61 2.6 
平均発眼率(%):tSO 1 33.3:t 19.21 75.4:t 13.21 1 71.0:t 25.1 
発眼卵率の最低、最高値(%) 5 .4~75.7 1 44.9~92.91 1 56.5~100 

r1"n~._ l _ .."..、 官官 _#Ir ，1.. 1. .. ..J.../.L... t=司、 1;.L ." __ JLU...I...... .....，.._，酔~司 王R'

*2産卵尾数/放養雌尾数 *3採卵重量/卵重/雌取揚重量=(千粒)
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2.採卵

採卵結果を表一lに示した。採卵期間は2002年12月31

日から2003年3月18日の約2カ月間であった。採卵数総

計は約18.6千粒であった。 2002年魚の 1尾当たりの平

均採卵数は 1回目で444粒、 2回目は351粒、2001年魚

のl回目は1，294粒であった。卵管理はトイ式(卵塊は

そのまま)で行った。検卵はジェット法(市販のノズ

ル噴射器)でl月20日から3月29日の期間で、発眼まも

ない卵から順次行った。発眼卵数総計は約13.4千粒で

あった。

3.ふ化・稚魚

表-2に飼育結果を示した。小卵型カジカと同様の飼
育水を毎分1e程度注水し、市販配合飼料を併用して

からは2"'3倍の注水とした。ふ化仔魚収容作業は仔魚

を水ごとバケツに入れ飼育水槽へ直ちに収容した。着

底までは22'"23日間を要し、この間の積算水温は約

290"'3530Cであった。収容後15日目から市販配合飼料

を併用し、 40日目頃から配合飼料単独で飼育した。

取揚前に淡水馴致を半日"'1日程度行い、その後淡

水に移行した。移行時までの生残率は15.9"'96.5%の

範囲であった。 No.4の生残率の低下要因は不明であっ

た。水槽の取揚げ時の全長は2.8"'3. 1crnであった。

これらのことから、飼育事例を重ね、今後も淡水順

応能力などの生理的な課題の解明が必要である。現在、

4. 9千尾程度継続飼育中である。

表-2 飼育結果

水 槽 1 2 3 4 i口h 言十

容水量・形状 20012ホ。リタンク 20012ホ。りタンク 50012ホ.りタンク 500(2ホ。リタンク

収容月日 2月 13日 2月 21日 3月25日 4月10日

収容尾数(尾) 1， 213 2， 438 5，003 3，375 10，816 

収容密度(尾 /1L) 6. 0 12. 2 10. 0 6.7 

取揚月日 5月 13日 5月 29日 6月 10日 6月10日

飼育期間(日) 90 98 78 62 

取揚尾数(尾) 1， 170 1， 729 2，641 596 4，966 

取揚平均体重 (g) 0.239 O. 243 O. 167 O. 230 

総へい死数(尾) 32 166 190 384 

総へい死率(%) 2.6 6.8 3.8 11. 4 

総不明率(%) 0.9 22.3 43. 4 72.7 

生残率(%) 96.5 70.9 52.8 15. 9 
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( 2 )犀川産天然魚の採卵及びふ化飼育

板屋圭作・波田樹雄

目的

本県では全滅したと思われていた両測回遊型カジカ

が犀川で確認されたのに伴い、県内産の両測回遊型カ

ジカの種苗生産技術を開発する。

H 材料及び方法

1. 供試魚

2002年7月31日(21尾)に県内の犀川の河口から約10

km上流(桜橋付近)で電気ショ ッカーで採捕し、飼育し

たカジカを使用した。
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2. 親魚飼育管理

採捕魚は搬入後、直径70cmのタライに収容した。飼

育餌料として、モイストペレット(アミエビ主体)を

産卵期まで適量を 1日2回与えた。

。 5 10 15 20 

3. 採卵方法及び卵管理、ふ化
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図-1 採捕魚の魚体分布

N=21 
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ビニールハウス(遮光率85%)内のタライ(直径70cm、

高さ30cm、水深15--.....20cm、底面積約O.4ぱ)を産卵槽に

使用した。産卵床にL鋼(たて15Xよこ9X高さ3--.....4、

厚みO.6cm、重量600g) を2--.....3個使用し実施した。採

卵は親魚放養3--.....10日後に付着卵を取揚げて行った。

注水量は毎分5f程度であった。卵管理はトイ式で行

い、卵消毒は行わなかった。検卵後は発眼卵をザルに

入れふ化を待った。ふ化流下した仔魚を水ごと水槽で

受け、人工海水飼育槽に収容した。
4 5 6 7 8 9 10111213141516 
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川 結果と考察 図-2 採捕魚の全長組成

1.親魚

図一lに採捕時の魚体の分布、図-2に全長の組成を示
した。なお、胸鰭軟条数は21尾の内、 17本が2尾、 16

本が19尾であった。

表-1 採卵結果

項 目種 別
採卵雌親魚 02年天然魚
採卵雄親魚 02年天然魚
採卵回数日IJ 1 1 1 2 合計
採卵期間 12/24""' 1/281 1/31 ""'3/8 
採卵雌親魚数 81 111 19 
採卵雄親魚数 11 21 3 
採卵雌親魚平均体重(g)::1:SD 1 11.6土3.11 10.4土2.9
採卵雄親魚平均体重(g) 1 26.0""'26.21 22.9~28.7 
雌雄比::1:SD*1 I 1.1士0.81 0.7::1:0.4 
平均産卵率(%)::1:SD*2 1 88::1:161 94土16
総採卵数(千粒) 1 2. 81 2. 61 5. 4 
雌l尾平均採卵数(粒)::1:SD 1 345土1591 251::1::122 
魚体重1kg当たり平均採卵数*3 1 35::1:141 29士16
発眼卵数(千粒) 1 0.41 1.71 2.1 
平均発眼率(%)::1:SD 1 17.1士15.91 72.5::1:20.8 
発眼卵率の最低、最高値(%) 1 0~42.91 28.2""'94.4 
~.守~、 司 . ~ 、ョ k}，-， I・1・ _L_1f_ ~ r:::士宜 、!"~_ > ~ _ 'LU..I_  ~占司 cコ 、l~/

*2産卵尾数/放養雌尾数 *3採卵重量/卵重/雌取揚重量=(千粒)
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2.採卵

採卵結果を表 lに示した。採卵は2002年12月24日か

ら2003年3月8日の約2カ月間であった。採卵数総計は約

5. 4千粒であった。 1尾当たりの平均採卵数は l回目

で345粒、 2回目は251粒であった。卵管理はトイ式(卵

塊はそのまま)で行った。検卵はジェット法(市販の

ノズル噴射器)で、 1月31日から3月29日の期間で発眼

まもない卵から順次行った。発眼卵数総計は約2.1千

粒であった。

3.ふ化・稚魚

表-2に飼育結果を示した。小卵型カジカと同様の飼

育水を毎分le程度注水し、市販配合飼料を併用して

からは2""3倍の注水とした。ふ化仔魚収容作業は、仔

魚を水こ守とバケツに入れ飼育水槽へ直ちに収容した。

着底までは22""23日間を要し、この間の積算水温は約

383""4920Cであった。収容後15日目から市販配合飼料

を併用し、 40日目頃から配合飼料単独で飼育した。

取揚前に淡水馴致を半日""1日程度行い、その後淡

水に移行した。移行時までの生残率は31.6""43. 0郊の

範囲であった。水槽の取揚げ時の全長は2.8""3. 5cmで、

あった。現在、 O.7千尾程度継続飼育中である。

表-2 飼育結果

水 槽 2 之ロ〉、 計

容水量・形状 100 Qホ。リタンク 500Qホ。リタンク

収容月日 3月 14日 4月 3日

収容尾数(尾) 430 1， 730 2， 160 

収容密度(尾/lL) 4.3 5.6 

取揚月日 6月 9日 6月 10日

飼育期間(日) 88 69 

取揚尾数(尾) 185 546 731 

取揚平均体重 (g) O. 335 O. 175 

総へい死数(尾) 29 404 

総へい死率(弘) 6.7 23.4 

総不明率(弘) 50.3 45. 0 

生残率(見) 43. 0 31. 6 
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( 3 )梯川産天然魚の採卵及びふ化飼育

目的

本県では全滅したと思われていた両測回避型カジカ

が梯川で確認されたのに伴い、県内産の両測回遊型カ

ジカの種苗生産技術を開発する。

H 材料及び方法

1.供試魚

2002年8月28日(96尾)と9月20日(60尾)に梯川の河口

から約13.5km (浮上川合流付近)で電気ショッカーで採

捕し、飼育したカジカを使用した。

2.飼育管理

採捕魚は搬入後、直径70cmのタライに収容した。飼

育餌料として、モイストペレット(アミエビ主体)を

産卵期まで適量を 1日2回与えた。

3.採卵方法及び卵管理、ふ化

ビニールハウス(遮光率泊施)内のタライ(直径70cm、

高さ30cm、水深15""20cm、底面積約0.4m)を産卵槽に

使用した。産卵床にL鋼(たて15Xよこ9X高さ3""4、

厚みO.6cm、重量600g)を1""3個使用し実施した。採

卵は親魚放養3"" 5日後に付着卵を取揚げて行った。注

水量は毎分5e程度であった。卵管理はトイ式で行い、
卵消毒は行わなかった。検卵後は発眼卵をザルに入れ

ふ化を待った。ふ化流下した仔魚を水ごと水槽で受け、

人工海水飼育槽に収容した。

川 結果と考察

1. 親魚

図-1に採捕時の魚体の分布、図-2に全長の組成を示

板屋圭作・波田樹雄

した。なお、胸鰭軟条数は47尾の内、 17本が2尾、 16

本が45尾であった。
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図-2 採捕魚の全長組成
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2. 採卵

採卵結果を表-1に示した。採卵期間は2002年12月20

日から2003年3月4日の約2カ月間であった。採卵数総計

は約14.7千粒であった。 1尾当たりの平均採卵数は 1

回目で333粒、 2回目は304粒、 3回目は217粒であった。

卵管理はトイ式(卵塊はそのまま)で行った。検卵は

ジェット法(市販のノズル噴射器)で、 1月31日から3月

29日の期間で発眼まもない卵から順次行った。発眼卵

数総計は約5.9千粒であった。

3. ふ化・稚魚

表-2に飼育結果を示した。小卵型カジカと同様の飼

育水を毎分1e程度注水し市販配合飼料を併用してか
らは2--....3倍の注水とした。ふ化仔魚収容作業は、仔魚

を水ごとバケツに入れ飼育水槽へ直ちに収容した。着

底までは22--.... 23日間を要し、この間の積算水温は約

234--....3440Cであった。収容後15日目から市販配合飼料

を併用し、 40日目頃から配合飼料単独で飼育した。

取揚前に淡水馴致を半日--....1日程度行い、その後淡水

に移行した。移行時までの生残率は64.1 --.... 77. 3%の範
囲であった。水槽の取揚げ時の全長は2.8 --.... 3. Ocmで

あった。現在、 4.1千尾程度継続飼育中である。

表-2 飼育結果

水 槽 2 3 合計

容水量・形状 180.(1ホ。リタンク 300.(1ホ。りタンク 500.(1ホ。リタンク

収容月日 2月 19日 3月 6日 4月 10日

収容尾数(尾) 581 2， 120 3， 210 5， 911 

収容密度(尾 /1L) 3.2 7. 0 6.4 

取揚月日 5月 13日 6月 9日 6月 9日

飼育期間(日) 84 96 61 

取揚尾数(尾) 449 1， 359 2，292 4， 100 

取揚平均体重 (g) o. 223 o. 163 O. 170 

総へい死数(尾) 10 201 765 

総へい死率(弘) 1.7 9.5 23.8 

総不明率(出) 21. 0 26.4 4.8 

生残率(拡) 77. 3 64. 1 71. 4 
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大卵型カジカ親魚養成餌料試験

板屋圭作

目的
3.採卵方法及び卵管理

産卵池はコンクリート製水路(幅90cmX長さ400cm、

水深15""'20cm、 l区画(3.6ぱ))を使用した。産卵床

は全て、一般鋼材のL鋼(たて15cmXよこ9cmX高さ3""'

4cm、厚みO.6cm、重量600g)で産卵池に20個を基本的

に片側10個ずつ並べ、末端に捨瓦2枚置いた状況で

行った。

カジカの親魚養成餌料は市販されていない。そこで、

養殖用餌料の中から過去の飼育事例を参考に、最適餌

料を探るために養成試験を実施した。

日 材料及び方法

1. 供試魚

2000年産養成2年魚を用いた。雄は直径1m円形水槽

からコンクリート製水路(たて4mXよこO.901、約4irD

へ移した後約45日間飼育し、向流性の強い養成2年魚

を使用した。飼育水槽は直経70cmのポリエチレン製タ

ライを使用した。飼育餌料は表一lに示した(モイスト

ペレット区は以下モイスト区、アユ親魚用クランプル

区は以下アユ区と呼ぶ)。

採卵は親魚、を産卵池に放養3""'4日後に親魚を取揚げ

て確認した。コンクリート製産卵池への注水は河川水

で、注水量は毎分約100e程度であった。
卵管理はトイ式で行い管理した。卵消毒は行わな

かった。

川 結果と考察

1.採卵

表-1 餌料内容

項目 | 成 分

採卵結果を表-2に示した。採卵尾数のl回目の内訳
は、モイスト区646尾、アユ区1，013尾であった。 2回

目は、モイスト区80尾、アユ区422尾であった。 2回目

の占有割合は、モイスト区11.郎、アユ区29.4%であっ

た。総採卵数の内訳は、モイスト区50.7千粒、アユ区

103千粒であった。発限卵数は総合計約78.1千粒で、

割合はモイスト区29.側、アユ区70.4%であった。 l回

目の平均発眼率は、モイスト区42.4%、アユ区49.3%で

あった。図 lに餌料別の発眼率の割合を示した。モイ

モイスト区直tI
2mmサイズ

アユ区

~5号サイズ

2.飼育期間

アミエビ、タイ用マッシュ、総合ビタミン添加量外割5%添加

!スピルリナ外割3%添加

iスピルリナ外割哨有

2001年10月25日""'2002年3月25日

表-2 採卵結果

項 目 檀 別
雌親魚由来 養成2年魚 養成2年魚
雄親魚由来 養成2年魚 養成2年魚
回数別 l 2 
期 間 3/27~4/25 4/19~4/30 3/27~4/25 
雌親魚数 646 80 1，013 
雄親魚数 100 50 100 
給餌餌料名 モイストへ。レット モイストへ。レット アユ用クランプツレ
雌親魚平均体重(g):tSD 7.3:t0.4 6.3:t2.0 7.2士0.7
雄親魚平均体重(g):tSD 14.2:t0.5 14.2:t0.6 14.2:t0.6 
産卵率(%):tSD本 57.9士20.7 51.1 :t26.0 75.3:t 11.5 
採卵重量(g) 854 67 1，502 
採卵数(千粒) 47 3.7 83.4 
雌1尾平均採卵数(粒):tSD 68:t29 50土15 83:t25 
雌雄比:tSD本l 2.5:t0.9 2.0:tl.l 3.1:t0.6 
平均産卵率(%):tSD*2 89:t6 78:t26 90:t8 
魚体重1kg当たり平均採卵数*3 11.6:t4.6 8.7:t2.5 14.8土3.9
発眼卵重(g) 396 39 765 
発眼卵数(千粒) 21 2.1 42.5 
平均発眼率(%):tSD 42.4:t14.4 43.6:t20.7 49.3:t 10.1 
発眼卵率の最低、最高値(%) 9.3~6 1.1 9.3~76.2 24.4""'62.2 
*産]sj済沫個薮7盃砕の産卵床個数*100%
*1雄1尾当たりの雌収容尾数 *2産卵尾数/放養雌尾数 *100%
牢3採卵重量/卵重/雌取揚重量=(千粒)
*4卵重は養成2年魚18mg、として算出した。
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スト区は30""'-'40%にモ ドがあり、アユ区は40""'-'50%に

モードを示した。採卵尾数の差異があったが、全体に

アユ区が優った。 l回目の成熟の割合は両区とも100%

であったが、 2回目の成熟割合はアユ区がモイスト区

より3倍以上の値を示した。これらのことからアユ市

モイスト餌料[K
% 
100 一一回 目…一一一一一一

80 

ぐ[J 60 

制Q 40 

20 

。。 50 100 

発眼率(%)

販配合親魚餌料でも、従来のアミエビ主体の餌料に比

べ遜色のない結果を示し、この市販配合餌料を基本に

親魚養成餌料としての開発が肝要であることが窺え

た。

アユ用餌料区

% 
100 

80 

ぐロ 60

ぬ 40

20 

。。 50 100 

発眼率(%)

図-1 各餌料区の発眼率の割合(1回目)

-149-



大卵型カジカ種苗生産試験
冬季間稚魚飼育試験

目的

大卵型カジカ稚魚の飼育水の差異による成長、生残

の影響などの飼育試験を行った。

11 材料及び方法

1. 供試魚

2002年4月に採卵し、 8カ月経過した稚魚を選別 (4.5

mm目と4mm目の間)したものを使用した。

2. 飼育期間

1期('02. 12/2-----' 03. 1/5) 34日間

2期('03. 1/6-----2/5) 31日間

3期('03. 2/6-----3/9) 32日間

4期('03.3/10-----4/6) 28日間

5期('03.4/2-----5/14) 38日間

3.試験区

地下水区(以下、A区と呼ぶ)2槽、河川水区(以下、

B区と呼ぶ)2槽、循環水区(以下、 C区と呼ぶ)1槽の5区

を設定した。ポリエチレン製タライ(直径70x高さ30、

水深7-----10cm、容水量約16-----18e)5槽を使用した。

4. 飼育場所

A区は美川事業所の屋内、 B区は当センターのビニー

ルハウス内(遮光率80%)、C区は当センターのガラス

ハウス内で実施した。

5. 飼育方法

表-1に飼育内容を示した。

表-1 飼育内容

試験区 給餌回数 給餌時間帯 給餌率 給餌去

A -1 A--2区 3-----5 9 12 15 18時 3切目安 自動

B -1 B-2区本 101316時 2弘目安 自動

C区 10 8時~ 4%白安 自動

*対照区

各水槽533尾(0.61g)ずつ収容した。注水量は約5-----8

e /分、飼料はアユ用市販配合飼料(クランブル3.4C)
を使用した。自動給餌器はA、B区はヤマハYDF-IOOSと
C区はフードタイマー(:商品名)を使用した。C区の櫨

材はビニロック(:商品名)約10kgとセラミック製を20

kg使用した。

川 結果と考察

1. 飼育水温

飼育期間中の水温を図一lに示した。

A区は地下水で一定水温で、あった。 B区は最低水温が

板屋圭作・柴田敏
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図-1 各飼育水温の推移

7.00C、最高水温は14.70Cであった。、 C区は最低水温

が8.60C、最高水温は21.20Cで漉材洗浄、換水時など

で一時的に変温した時期があった。設定水温は180C

あった。

2.飼育状況

給餌状況はA.C区は水温がB区より上回っているので
飽食に近い状態に努めたので残餌があり、特に2期目
のA区に多くみられた。C区は2月3日より水質安定を図

るため0.2%(アレン処方)海水で終了時まで飼育した。

3.飼育成績

表-2に飼育結果を示した。生残率は88.7-----99.8犯の

範囲でB区>A区>C区の順であった。 C区は循環飼育のた

め水質悪化がみられ1月中にへい死が集中した。2月3
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表-2 飼育結果

項 目 A-1区 8-1区 C区
期 間 l期 2期 3期 4期 5期 全期間 l期 2期 3期 4期 5期 l全期間 l期 2期 3期 4期 5期 |全:期間
開始時平均体重 (g) 0.61 o. 93 1. 07 1. 37 1. 93 0.61 0.61 0.71 o. 73 o. 78 0.90 0.61 0.61 0.84 1. 12 1. 83 2.77 0.61 
開始時尾数(尾) 533 533 520 517 517 533 533 533 532 532 530 533 533 533 480 480 480 533 

終了時平均体重 (g) 0.93 1. 07 1. 37 1. 93 3.00 3.00 0.71 o. 73 o. 78 0.90 1. 18 1. 18 0.84 1. 12 1. 83 2.77 3.90 3.90 
終了時尾数(尾) 533 520 517 517 517 517 533 532 532 530 527 527 533 480 480 480 473 473 
生残率(%) 100 97.6 99.4 100 100 97.0 100 99.8 100 99.6 99.4 98.9 100 90.1 100 100 98.5 88. 7 

開始時総重量 (g) 325 496 560 710 1，000 325 325 380 390 420 480 325 325 450 539 880 1，330 325 
測定時総重量 (g) 496 560 710 1，000 1，516 1，516 380 390 420 480 626 626 450 539 880 1，330 1，847 1，847 
減耗魚尾数(尾) 。 13 3 。 。 16 。 1 。 2 3 6 2 53 。 。 7 62 
減耗魚体重 (g) 。 13 3 16 o. 7 1.6 3 5. 3 1.6 45 。 。 21 67.6 
増重量 (g) 171 77 153 290 516 1， 207 55 10.7 30 61. 6 149 306 126.6 134 341 450 538 1，590 
給餌量 (g) 500 465 400 780 1，040 3， 185 200 132 90 138 210 770 300 560 636 858 1，416 3，770 
日間増重率(略) 1. 23 o. 48 o. 75 1. 21 1. 08 0.95 o. 46 0.09 o. 23 0.49 O. 71 0.40 0.96 0.92 1. 50 1. 45 0.90 1. 15 
日間摂餌率(略) 3. 58 2.88 1. 97 3. 26 2. 18 2.77 1. 67 1. 11 O. 69 1. 10 1. 00 1.11 2.28 3.83 2.80 2.77 2. 36 2.81 
増重倍率(首) 52. 62 12.90 26. 79 40.85 51. 60 36.95 16.92 2.63 7.69 14.29 30.42 14.39 38.46 19.78 63. 27 51. 14 38.87 42. 30 
飼料効率(唱) 34.20 16.56 38. 25 37.18 49.62 35. 16 27.50 8.11 33. 33 44.64 70.95 36.91 42. 20 23.93 53.62 52.45 37.99 42.04 
飼育日数 日 34 31 32 28 38 163 34 31 32 28 38 163 34 31 32 28 38 163 
給餌日数 日 34 31 32 28 38 163 34 31 32 28 38 163 34 31 32 28 38 163 

項 目 A-2区 8-2区

期 間 l期 2期 3期 4期 5期 全期間 1期 2期 3期 4期 5期 全期間

開始時開平始均体重 (g尾)) 0.61 0.89 1. 08 1.4 1. 87 0.61 0.61 o. 71 o. 73 o. 79 0.91 0.61 
時尾数( 533 532 532 532 532 533 533 533 533 531 528 533 

終了時平均体重 (g) o. 89 1. 08 1.4 1. 87 3.00 3.00 o. 71 o. 73 o. 79 0.91 1. 17 1. 17 
終了時尾数(尾) 532 532 532 532 532 532 533 533 531 528 526 526 
生残率(世) 99.8 100 100 100 100 99.8 100 100 100 99.4 99.6 98. 7 

開始時総重量 (g) 325 474 580 750 1，000 325 325 380 390 420 480 325 
測定時総重量 (g) 474 580 750 1，000 1，557 1，557 380 390 420 480 627 627 
減耗魚尾数(尾) l 。 。 。 。 。 。 2 3 2 7 
減耗魚体重 (g) 0.8 0.8 1.3 2.3 2.1 5. 7 
増重量 (g) 149.8 106 170 250 557 1，233 55 10 31. 3 62.3 149. 1 308 
給餌量 (g) 480 434 400 780 1， 040 3， 134 200 132 92 138 212 774 
日間増重率(略) 1. 10 0.65 0.80 1. 02 1. 15 0.94 0.46 0.08 0.24 0.50 0.71 0.40 
日間摂餌率(%) 3. 54 2.66 1. 88 3. 18 2. 14 2.68 1. 67 1. 11 0.71 1. 10 1. 01 1. 12 
増重倍率(弛) 45.85 22.36 29. 31 33.33 55. 70 37.31 16.92 2.63 7.69 14.29 30.63 14.43 
飼料効率(%) 31. 21 24.42 42. 50 32.05 53. 56 36. 75 27.50 7.58 34.02 45. 14 70. 33 36.91 
飼育日数 日 34 31 32 28 38 163 34 31 32 28 38 163 
給餌臼数 日 34 31 32 28 38 163 34 31 32 28 38 163 



日からO.2%海水飼育を実施後は殆と、へい死はなかっ

た。

図2~5まではA-1 区、 B-1区のデーターを記載した。

図-2に体重の推移を示した。各区ともに3期から上

昇傾向を示し特にA区、C区は顕著であった。

図-3に日間給餌率を示した。 A区、 C区ともに全期問

問以上で3%を越えた期間もあった。 B区は全期間を1%

前後で推移した。

図-4に日間増重率を示した。 B区は水温停滞期(2、3

期)0.5%以下であった。 C区は水温上昇期(3、4期)に最
高値になった。 A区は2期が低く、この期間は餌食いが

鈍くへい死がみられたので、 2%の塩水浴を行った。各
区の総増重量の割合を比べるとA区は約5倍、B区約2倍、

C区は約6倍になり、対照区のB区より2.5~3倍の増加

を示した。

図-5に終了後の選別による体重別の割合を示した。
A区は1.5g、B区は19、C区は2.5gにモードを示した。

選別器の目合いは1O~4mmの 11段階であった。

これらのことから河川水水温が4~150Cの範囲時に

地下水、循環水を活用で、きれば、早期出荷及び雌の魚

体重増による苧卵数の増加l)など、有利な飼育条件に

なる可能性を窺うことができた。

IV 文献

(l)柴田 敏・板屋圭作(1988):カジカの生殖に関する

研究-lV，カジカ産卵についての検討，石川県内水

面水産試験場報告No.l6，38-48. 
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コレゴヌス (Coregonuspeled)種苗生産試験

目 的

県内の淡水養殖は， マス類(イワナ，ニジマス等)

が主体となっている。しかし，それらの魚種の需要は

頭打ちとなっており，養殖業のさらなる振興を図るた

め，新魚種として平成6年度よりコレゴヌスの採卵ふ

化試験を行ってきた。この間に生産技術は向上してき

たが， よりいっそうの安定生産を図るため引き続き種

苗生産試験を行った。

H 材料および方法

1.採卵

採卵は当センターで飼育している雌46尾，雄39尾の
親魚の中から熟度鑑別をして使用した。採卵は搾出法，

媒精は乾導法とした。

2.卵管理

媒精後，約6時間吸水させ， 3尾分ごとに，びん式ふ

化 (4e) 4槽に収容した。ふ化した仔魚はオーバーフ

ローで網いけすに回収した。

3.稚魚飼育試験

いけす網内のふ化仔魚をボウルで水ごとすくい，計

数後順次水槽に収容した。水槽の大きさは，直径1.30 
m，水深O.60mであり，収容尾数は15，000尾(18，800/ぱ)
として稚魚飼育試験を行った。注水量は毎分10e /分
(換水率O.75回/hr)で飼育を開始した。

表-1

雌親窯 ふ化槽No採卵月日 尾文長 体重 採卵重 吸水卵重
No (mm) (耳) (日) (g) 

ト」 361 510 45.2 

~ 
12月27日 307 351 30.8 266 

3 360 703 120. 7 

~ 309 386 46 

ト 5 2 12月27日 365 659 65.2 305 

6 332 534 63. 7 

ト一一一7 345 586 89.7 

3 12月27日 330 576 60.8 395 

9 350 655 66.8 

L_lQ 305 419 94.9 

ヤ一一一l一l 
4 12月27日 362 800 125. 1 569 

12 350 583 88. 1 

合計(平均 (377) (869) 897 1. 535 

四登淳

川結 果

1.採卵とふ化

採卵結果を表ーlに示した。採卵は2001年12月27日
に行なった。採卵尾数は12尾，年齢はすべて 3+ (4 
年魚)で総採卵数は183，000粒であった。ふ化槽1槽あ
たりの収容数は27，000"'-'69，000粒とした。発眼はl月
16日に開始した。積算水温は1400Cであった。ふ化槽
毎の発眼率は0"'-'88.4%であり発限卵数は92，000粒
(50.3%)であった。採卵からふ化期間中の水温を図
-1に示した。ふ化開始は3月3日で積算水温は3620Cで、
あった。ふ化仔魚の飼育水槽への収容は3月7日から開
始し3月18日までの11日間に15，000尾を 1水槽に収容
した。ふ化は3月26日まで続きふ化総尾数は32，000尾
であった。

2.飼育

餌付には協和発酵工業株式会社製の仔稚魚餌付用飼

料を使用した。給餌量は開始当初4g/日を給餌した。
稚仔魚の体重と体長の変化を図に示した。体重は餌付

け開始時の3月18日に5mg， 5月15日に40mgと緩やか
に増加した。 5月30日には230mgと急激な増加が見ら

れたが， この間に生育の悪いものがへい死して，見か

けの成長が良くなったものと考えられる。飼育魚の計

数は6月5日に行い生残尾数は8，420尾 (56.1 %)で
あった。体重は6月17日1.OOg， 6月30日に1.87gと順
調に増加した。

採卵結果

平均卵重 卵径 採卵数 発眼目 発眼卵重 発限卵数 発眼率
(m，，) (mm) (g) (首)

6.3 2.3 42，000 せず 。 。

11. 5 2.5 27，000 1月22日 75 9，000 33.3 

8. 7 2.4 45，000 1月22日 207 22，000 48.9 

8.3 2.5 69，000 1月22日 484 61，000 88.4 

(8.4) 183.000 766 92.000 50.3 



カジカ生息実態調査
( 1 )犀川・浅野川水系

目的

犀川・浅野川水系においてカジカの生息実態調査を

実施し，適正放流方法等の資源増殖，維持管理手法を

確立する。

なお，調査は金沢漁業協同組合，金沢市役所の協力

を得て実施した。

11 方法

1.両側回遊型カジカ

犀川で両側回遊型カジカの生息実態調査を7月31日
に桜橋下流の堰堤で行った (図一1)。

犀川桜橋地区の河川形態型はBb型1)であった。堰堤
周辺の河床はコンクリ トブロックが敷かれており，

ブロックの下は50'"'-'100mmの浮石が主体となっている。

石川県

o 5km 
~一一ιー」

図ー 1 調査位置図

波田樹雄・柴田 敏・板屋圭作

なお，桜橋の前後には2001年10月18日にo+の両側
回遊型カジカ(全長40'"'-'50mm，無標識)10，000尾が放
流されている。

採捕には電気ショッカーとタモ網を用いた。採捕し

たカジカは全長を測定した後放流した。

2.陸封型カジカ

(1 )菊水地区(犀川水系)

陸封型カジカの生息実態調査を，犀川の支流である

内川の菊水地区で7月30日に行った。
菊水地区の河川形態型はAa-Bb移行型1)で，河床の
全域に浮石があり，岸にはヨシを主体とした植生が見

られる。また0+魚から成魚まで異なる年級のカジカ
の生息が確認されている。

今回は調査範囲として，河床型等の異なる条件の場

所を選び， 今後，放流の対象となるo+魚の生息場所
を調査した。

調査定点は下流側からst. 1， 2， 3， 4， 5とした。 st
. 1は菊水の入り口にある鉄橋(堂大橋まで'1kmの看板
有)を基点として上流へ100mの地点とし，さらに300
m上流の地点をst. 2， 1. 5km上流の菊水大橋をst. 3， 2 
km上流の地点をst. 4， 3.3km上流の堰堤下をst. 5とし
た。

なお，漁協によると菊水地区は恒常的に遊漁者によ

るカジカの漁獲があるとされている。特にst.1， st. 2 
は川へ入りやすい場所である。

なお， s t. 2， 3， 4， 5は2001年10月12日に第一背鰭
をカットした 1+の陸封型カジカ(全長65'"'-'75mm，体
重3.5'"'-'4. 7g) 3， 000尾が放流されており，今回，追跡
調査を併せて行った。

採捕方法等は両側回遊型カジカと同様とした。

(2)湯涌河内，白見，上原地区(浅野川水系)

浅野川支流である河内谷川の湯涌河内地区，白見谷

川の白見，上原地区でカジカ生息実態調査を7月31日
にf子った。
調査地区の河川形態型はAa-Bb移行型1)で，河床の
全域に浮石が見られるが，全体的に菊水地区より浮石

は少ない。

なお，湯涌河内，白見，上原地区には2001年10月18
日にo+の陸封型カジカ(全長40'"'-'48mm，体重0.6'"'-'
1. Og，無標識)20， 000尾が放流されている。
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川 結果及び考察

1.両側回遊型カジカ

、

調査は河床にコンクリートブロックの敷かれている

場所を中心に450ぱで行った。採捕尾数は63尾となり，

lぱ当たりの生息尾数は電気ショ ッカーの漁獲効率を

10%2)として求めたところ1.40尾となった(表1)。

全長モード40'"'--'50剛のo+魚が主体で，採捕魚全体
の63%を占めた(図-2)。

また，全てのサイズのカジカがコンクリートブロッ

ク下の砂利を主体とした河床周辺で採捕され，サイズ

による生息場所の違いは見られなかった。

表-1 犀)11桜橋下流のカジカ調査結果(7月31日)

水温 S軍捕尾数 鋼.面積 生息密度* 河床の状 g
("C) (鳶了一 (m') (尾1m')

25.8 63 450(10x45) 1.40 7.ロヲヲの間5伽明前後の浮石

*生息密度は漁獲効率10%として求めた

n=63 

判「一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一日一つ
桜 ~I 極圏 i 
20 
rE lO I 盟 !z a橿副樋 田園醤櫨圃園ー_. ._.! o t 田園

o 10 20 30 40ω607080901ω110120 130 1ω 

全長(mm)

図-2 桜橋地区で採捕されたカジカの全長組成

2. 陸封型カジカ

(1 )菊水地区(犀川水系)

調査区域は， st.l，3が平瀬でst. 2， 4， 5が早瀬で
あった(表-2)。

平瀬主体のst.1， 3の内st. 1は流れが緩やかであり，

浮石の割合が10児と少なく また250'"'--' 500rnrnの巨石が

全体の80%を占めていたのに対し， s t. 3はやや流れが

速く，浮石の割合は20丸 50rnrn前後の砂利が50%を占め

ていた。

早瀬主体のst. 2， 4， 5の内， s t. 5は流れが最も速く，
浮石の割合も70%と最も大きかった。また， 250rnrn以上

の巨石~岩が全体の40%を占めていた。

採捕されたカジカの内，全長50rnrn以下のo+魚は， s t. 1， 
2が90児以上， s t. 3が76丸 s t. 4が57弘 s t. 5が40%とな
り，下流の定点ほど多くなった(図-3，4)。

st. 1， 2でほとんどがo+魚であった事については，
河床条件等の生息環境がo+魚に適していた事よりも，
遊漁者により大きなサイズのカジカが漁獲されてし

まったためであると考えられる。

1m当りの生息密度は，漁獲効率を10%2)とすれば，

s t. 1 : O. 72尾， st.2:1.47尾， s t. 3 : 2. 81尾， s t. 4 : 

1. 60尾， st.5:2.75尾となり， s t. 3， s t. 5で高くなっ
た(図 5)。

また， 0 +魚の生息密度はst.1:0.71尾， s t. 2 : 

1. 36尾， s t. 3 : 2. 15尾， s t. 4 : O. 92尾， st.5:1.10尾

となり， s t. 3が最も高く，次いでst. 2の順となった。

s t. 3の河床は他の区域に比べ，浮石主体の砂利の割
合が大きく， 0 +魚の隠れ場所として有効であったも

のと考えられる。

なお， 2001年放流群の再捕は合計7尾と少なかった

が，再捕魚の全長は71'"'--' 1 12rnrnと漁獲サイズであった

ことから，遊漁者による漁獲圧力が影響したことも考

えられ，今後，種苗放流を行う場合，漁獲サイズまで

の放流追跡調査を行い，放流効果の検討を行う必要が

ある。

表-2 内川菊水地区のカジ力調査結果(7月30日調査)

調査区減 水混 祭捕尾数 調査面積 生息密度* 却01年1.&流群 河床の状 g
(t;) (尾) (m') (尾1m') 尾致(属〉 会長(Jnm)

性・一二1一一一一一 18.5 豆一一-mqJmmL-1忍一一一ーー o 一一一一一一一一一一ー明!_.~.~)処宣伝恒例関空開一一一­

"二塁一一一-FJE---m一一-112FfJ主!ROL--)JI--一一一 3 一一 71.堕， 112 一一;号塑t一容~:;S5興一一一一ーケ一一一一切一一一­

t二男一一----14JR.・・ー一一135 ーー・ーーー竺Q.ç~~.~~)......._._~:紅一一一一一ー!一一一一-一一 93 一一・1明t-4FEm--切開仲買収弾一-…

"二井一一一一一児

" -5 17.4 165 回O(4XI50) 2.75 97 早灘，浮石7肱 " 

合計 615 7 

*生息密度は漁獲効率10%として求めた
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図-3 菊水地区で、採捕されたカジカの全長組織
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図-5 菊水地区におけるカジカ生息密度の定点別比較

(2)湯涌河内，白見，上原地区(浅野川水系)

1)湯涌河内地区(河内谷川1)

河内谷川における湯涌河内地区の河川の流れ幅は7m，

河床は平瀬主体であった。

調査距離100mの聞に40尾採捕され， 1m当たりの生

息尾数はO.57尾であった(表-3)。

全長モード30"""40mmのo+魚が全体の25犯を占めた
(図-6)。
2)白見地区(白見谷川)
白見谷川における白見地区の河川の流れ幅は6m，河

床は早瀬が20%の割合で見られた。

調査距離150mの聞に103尾採捕され， 1m当りの生息

尾数は1.14尾となった。

全長モード30"""40mmのo+魚は全体の3%と少なかっ
た(図ー7)。

3)上原地区(白見谷川)

上原地区の河川の流れ幅は6m，河床は平瀬主体で

あった。

調査距離100mの問に40尾採捕され， 1ぱ当りの生息

尾数はO.67尾となった。
上原地区ではo+魚は採捕されなかった(図-8)。
湯涌河内，白見，上原地区における1m当りのカジ

カ生息尾数は0.57"""1. 14尾と菊水地区の0.72"""2.81尾

より少なかった。

山本ら2)は電気ショッカーを用い，長野県内の5河

川でカジカの生息密度を調査しており， 2cm以上のカ

ジカの生息密度はO.29""" 1. 52個体/ばであったとして

いる。



表-3 湯涌河内、白見、上原地区のカジカ調査結果(7月31日調査)

河川名 調査区域 水温 採捕尾数

("C) (尾)
調査面積

(ば)

生息密度* 河床の状態

(尾1m')

河内谷川 湯涌河内 21.8 40 700(7X100) 0.57 平濁90弘 50-50伽mの浮石有

自見川 白見 18.9 103 9∞(6X15伽1) 1.14 早瀬20%， " 

" 上原 18.9 40 600(6X 1∞) 0.67 早漕30-40%， " 

語 10
腿 5
0 

全長(mm)

n=40 

図-6 湯涌河内地区で採補されたカジカの全長組成

n=103 

語irじ品属品
全長(mm)

図-7 白見谷地区で採補されたカジカの全長組成
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図-8 上原地区で採補されたカジカの全長組成

*生息密度は漁獲効率10%として求めた

今回の湯涌河内，白見，上原地区の生息密度は菊水

地区より低かったものの，長野で調査された生息密度

の範囲内となった。

また，白見，上原地区ではo+魚がほとんど採捕さ
れなかったが，河床には部分的にo+魚の隠れ場所と
して適当であると考えられる50mm前後の砂利が浮石の

状態になっており，稚魚の生息に適しているのではな

いかと考えられ，今後，種苗法流により資源増殖を行

うことを検討したい。

IV 文献

(1)波田樹雄・板屋圭作・四登淳 (2002):湖沼河川

資源有効利用調査(犀川カジカ生息実態調査).平

成 12年度石川県水産総合センタ一事業報告，

164-167. 

(2)山本聡・沢本良宏・降幡充 (2000):長野県に

おけるカジカの生息密度と電気ショッカーの漁具

効率を用いた個体推定.長野水試研報4，1-3. 
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(2)動橋川，四十九院川

目的

動橋川と支流の四十九院川においてカジカの生息実

態調査を実施した。

なお，調査は東谷地区活性化推進協議会の協力を得

て実施した。

11 方法

調査は8月6日に動橋川の三階淵，兵太郎橋下流と動

橋川支流の四十九院川で実施した(図一1)。

採捕には電気ショッカーとタモ網を用いた。採捕し

たカジカは全長を測定した後放流した。

なお， 2001年10月28日に両河川へ陸封型カジカの放

流が行われている。動橋川へは1+のカジカ(全長75

mm，体重5.3g) 1， 500尾を放流している。 1，500尾の内

750尾は第一背鰭切除の標識を行った。場所別の放流

尾数は三階淵に750尾，兵太郎橋に375尾で，その他

375尾は三階淵の上流にある荒谷番小屋前に放流して

いる。

また，四十九院川へは同日，0+のカジカ(全長42mm，

体重0.6g，無標識)7， 000尾を放流している。

川 結果及び考察

1 .三階淵(動橋川)

動橋川三階淵における河川の状態は，流れ幅5m，

平瀬主体で浮石が見られ，河川形態型はAa-Bb移行型
であった。

十

山中町

。 500 1000m 

図-1 カジカ調査位置図

波田樹雄・柴田 敏 ・板屋圭作

調査距離50mの聞にカジカは15尾採捕され，その内

標識魚は4尾であった。

1ぱ当りの生息尾数は漁獲効率を10%1)とすればO.60 

尾となった (表-1)。

標識魚の再捕率は，標識放流尾数375尾，漁獲効率

で補正した採捕尾数40尾とすれば， 10.協であった。

カジカの移動距離について山本ら1)は，全長2cmか

ら5cm程度のカジカ稚魚は数100mの狭い範囲に留まる

個体が多いとしている。

今回の標識魚は放流サイズが75mmと大きかったが，

調査距離は50mと短く，また，放流後9ヶ月経過してい

ることを考慮すれば，実際の生残尾数はさらに高くな

るものと考えられる。

採捕魚全体の全長モードは85........100mmの2+魚が主体

であった。放流魚の全長は80........105mmで，天然魚と同

様の成長を示していた(図-2)。

2.兵太郎橋(動橋川)

動橋川兵太郎橋における河川の状態は，河川幅6m，

河床は岩盤と浮石のある平瀬で，河川形態型はAa-Bb
移行型であった。

調査距離100mの間にカジカは41尾採捕され，その

内標識魚は3尾であった。

lぱ当りの生息尾数はO.68尾となった(表-1)。

また，標識魚の再捕率は，標識放流尾数187尾，漁

獲効率で補正した生息尾数30尾とすれば， 16.0%で

あった。

採捕魚全体の全長モードは40........50mm(0+)， 75........80 

mm(1 +)， 95........115mm(2つ， 130........150mm(3 +以上)に見

られた。

放流魚の全長は98........117mmで，天然の2+魚と同様の

成長を示していた(図-2)。

カジカ以外の魚種としてはヤマメ，ウグイ，アユ，

ドンコ， アジメ ドジョウが採捕された。

3.四十九院(四十九院川)

四十九院川における河川の状態は，河川幅4m，平

瀬主体で浮石が見られ，河川形態型はAa-Bb移行型で
あった。

調査距離150mの聞にカジカは35尾採捕され， 1ぱ当

りの生息尾数はO.58尾となった (表1)。
採捕魚全体の全長モードは60........65mm(1 +)， 85........90 

mm (2 +)に見られ， 1 +魚が主体となっており，放流

魚が含まれているものと考えられた。

カジカ以外の魚種としてはヤマメ，ウグイが採捕さ

れた。



表-1 動橋川三階淵、兵太郎橋、四十九院川のカジカ調査結果(8月6日調査)

河川名 調査区主義 水温 採捕尾数
("C) (尾)

議査面積
(m') 

生息密度* 却例年放流軍事 河床の状態

(尾/rrf) 尾数(尾) 会長(I11III)

動機川 三階潟 21.1 15 250{5X5伽) 0.60 4 釦-1邸 平海主体，浮石あり

H 兵太郎橋 21.6 41 6∞(6Xl00) O.日 3 98-117 岩鍵と平瀬. " 

四十九院)11 四十九院 20.4 35 6凶(4X150) 0.58 平灘主体， " 

*生息密度は漁獲効率10%として求めた

動橋111・三階j崩 n=15 

語;卜一一 日 一一九天然漁
腿:I 1111 I!口放流漁i

~ I 10温11t0，11，1
o 20 40 60 80 100 120 140 

全長(mm)

IV 文献

(1)山本聡・ 沢本良宏 ・降幡充 (2000):長野県に

おけるカジカの生息密度と電気ショッカーの漁具

効率を用いた個体推定.長野水試研報4，ト3.

動橋JII・兵太郎構 n=41 

ぷト --，-・1. I 
腿~ I 1 111 I 

~ I 1 .. . U...Ift.ft ， ..・・ i 
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全長(mm)

四十九院川 n=35 
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図-2 採捕カジカの全長組成
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(3)鈴屋川， 牛尾川

目的

町野川水系の鈴屋川 ・牛尾川においてカジカの生息

実態調査を実施した。

なお，調査は町野川漁業協同組合の協力を得て実施

した。

H 方法

調査は8月21日に鈴屋川寺山地区と鈴屋川の支流で

ある牛尾川牛尾地区で実施した(図一1)。

両地区では漁協組合員によりカジカの漁獲が行われ

ている。

採捕には電気ショッカーとタモ網を用いた。採捕し

たカジカは全長を測定した後放流した。

川 結果及び考察

1 .鈴屋川

鈴屋川寺山地区における河川の状態は，流れ幅7m，

平瀬主体で，河川形態型はAa-Bb移行型であった。

匡亘園

町野町

波田樹雄 ・柴田 敏 ・板屋圭作

河床は4"'50mmの組砂~砂利が全体の60犯を占め，ま

た， 90需が浮石であった。
調査距離32mの聞にカジカは43尾採捕され， 1m当
たりの生息尾数は漁獲効率を10%1)とすれば1.92尾と

なった(表一1)。

また，全長モードが40"'50mmのo+魚が全体の48%の
割合で採捕され，比較的小さな浮石を主体とした河床

がo+魚の隠れ場所に適していると考えられる(図-2)。
カジカ以外の魚種としてはヨシノボリが採捕され

た。

n=43 

nu
n
u
nu
nu
 

額
幽

o 20 40 60 80 100 120 140 
全長(mm)

図-2 鈴屋)11寺山地区で採補されたカジカの全長組成

2.牛尾川

牛尾川牛尾地区における河川の状態は，流れ幅3.5
m，平瀬主体で，河川形態型はAa-Bb移行型であった。
河床は4"'50mmの粗砂~砂利が全体の80%を占め， ま
た， 90%がはまり石であった。

漁協によると2"'3年前より土砂崩れで，河床が浮石
主体からはまり石主体になったとの事であった。

調査距離45mの聞にカジカは16尾採捕され，1m当
りの生息尾数は0.71尾となった(表一1)。

。 2km 

図-1 カジカ調査位置図

表-1 鈴屋川寺山、牛尾川のカジカ調査結果(8月21日調査)

河川名 調査区域 水温 採捕尾数 調査面積 生息密度* 河床の状態
("C) (尾〉 (rri) (尾1m')

鈴屋川 寺山 21.6 43 224(7X32m) 1.92 浮石90完.4-50mmの砂利60話

牛尾川 牛尾 19.9 16 224(3.5X64) 0.71 はまり石90%.4-50胴の砂利80%

*生息密度は漁獲効率10%として求めた
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また，全長モードが40"-'50mmのo+魚が全体の25%の
割合で採捕された(図 3)。

牛尾川は鈴屋川に比べカジカの生息密度は低かった

が，この違いは河床の浮石の多少によるものが大きい

と考えられ，今後，カジカ資源の増大のためには河川

への土砂の流入を防ぎ，河床の改善を行う必要がある

ものと考えられる。

IV 文献

(l)山本聡・沢本良宏・降幡充 (2000):長野県に

おけるカジカの生息密度と電気ショッカーの漁具

効率を用いた個体推定.長野水試研報4，1-3. 

n=16 

語 4I … 盤整

腿~ t 私岬胸…一一一一i

全長(mm)

図-3 牛尾川牛尾地区で採補されたカジカの全長組成
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内水面外来魚管理対策調査

o 10 20 30km 
L_ーーι-ー』ーーーー"

図-1 調査位置図

平成14年4月22日から12月18日にかけて柴山潟及び

同承水路で刺網(網目5"'6節 ・長さ15m)、投網、 篭、

タモ網を用いて 11回の調査を行った。調査は、柴山

潟漁業協同組合の協力を得て行い、 l回当たりl隻の和

船に組合員2名、当センター職員l、2名が乗り組み調

査を行った。

目的

近年、オオクチパス・コクチパス・ブルギル等の

外来魚種の無秩序な密放流により、 湖沼河川の在来魚

種の捕食等、漁業被害の発生及び生態系への影響が全

国的に懸念されている。

本県河川等においても同様な状況であり、本県の内

水面漁業関係者からは外来魚の駆除・撲滅の要望が出

ている。よって、在来魚資源の回復と内水面漁業者・

遊漁者が内水面漁場を

適正に利用出来る漁場

管理体制を目指して、

外来魚の生息状況調査

や、外来魚の資源抑制

対策等を行う。

H 調査方法

1.生息状況調査

(1)柴山潟

1)刺網等調査

o Ikm 
ゴ

図-2 柴山潟位置図

2)地引網調査

また、柴山潟の柴山町の排水機場前と動橋JI!河口の

片山津側の2箇所において地引網による調査を行った。

調査はlヶ所当たり2回の曳網を行い、 6月28日から12

月11日にかけて11回行った。

安田信世・四登淳

(2)邑知潟

1)刺網調査

平成14年5月29日から11月14日にかけて巴知潟で3

回の調査を行った。採捕は刺網、投網を用いて行った。

調査は、色知潟漁業協同組合の協力を得て行い、 l回

当たり 2隻の和船に組合員3名、当センター職員2名が

乗り組み調査を行った。

2)標本船調査

また、 寒鮒漁時の外来魚の混獲について邑知潟漁協

組合員6名に調査票の記入を依頼した。

2.遊漁人口調査

平成14年度に石川県で開催されたパス釣り大会の開

催状況について、日本バスクラブ石川支部に聞き取り

調査をした。

3.資源抑制対策調査

生息状況調査と連動し、効率的な外来魚の駆除方法

について検討した。

川 結果及び考察

1.生息状況調査

(1 )柴山潟

1)刺網等調査

合計でオオクチパス80尾、ブルーギル163尾を採捕

した(表1)。

オオクチパスでは、刺網の65尾が最も多く採捕され、

特に、 11月下旬、 1 2月上旬に多く採捕された。また、

ブルーギルでは、潟へ注入する水の落ち口を狙った投

網で多く採捕された。

柴山潟におけるオオクチパスの尾叉長の変化を図-3
に示した。
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探格B

図-3 柴山潟におけるオオクチパス尾文長の変化

12月18日に採捕されたオオクチパスの耳石を調べた

ところ15cmサイズは休止帯がなく、 30cmサイズは休止

帯がl本であったところから、15cmサイズは当年春生

-162-



ブルーギ、ルについては、 7月から9月にかけての稚魚

を対象とした曳網で1， 089尾を採捕した。 7月9日に15

mmで出現し(図-6)、8、9月は非常に多獲されたが、 10
月には減少した。 11月11日を最後に柴山潟では姿を消

したが、同承水路では12月2日に採捕されている。
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まれ、 30cmサイズは前年春生まれと推定された。

柴山潟におけるブルーギルの尾叉長の変化を図-4に

示した。 12月18日に採捕されたブルーギルの耳石を調

べたところ5cmサイズは休止帯がなく、 12cmサイズは

休止帯がl本、 16cmサイズは休止帯が2本であった5cm

サイズは当年春生まれ、 12cmサイズは前年春生まれ、

16cmサイズは前々年春生まれと推定された。
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7月26日以降の曳網調査時の全捕獲魚を表-3に示し

た。なお、混獲魚は採捕時に目視で種名を判断し即時

放流したため、ウキゴリ、モロコ等の種名は精査して

いない。

全3，199尾中最も多かったのはオイカワであり、約

半数を占め、特に、 8"'"10月に多かった。次に多かっ

たのは、ブルーギルの653尾であり、20%を占めていた。

その他ではタナゴ類、ハゼ、類が多かった。

ブルーギル幼魚の尾文長図-6
5~28 ‘Jii238 

生まれた当年末までに5cmに達し、翌年末には12cm、

翌々年には16cmに成長すると思われる。

オオクチパス雌成魚の成熟度は4月の10から以後減

少した。また、ブルーギル雌成魚の成熟度は6月下旬

をピークに減少した。

2)地引網調査

6月28日の調査において、尾叉長50mmのオオクチパ

ス幼魚が採捕され、 8月12日には100mmに達し、以後採

捕されなかった(図-5)。しかし、地引網調査に限らず、

オオクチパスはブルーギルに比べて採捕数がかなり少

なかった(表-2)。

柴山潟におけるブルーギル尾叉長の変化図-4

• 
y = 1.0731x -40515 
R2 = 0.7798 

120 

100 

地引網における魚種組成

(2)邑知潟

1)刺網等調査

5月29日、 10月25日、 11月14日の3回の調査による外

来魚の漁獲はオオクチパス10尾、ブルーギル9尾にす

ぎなかったため(表-4)、標本船調査に調査に重点を移
した。

2)標本船調査

邑知潟漁業協同組合員6名の寒鮒漁における漁獲成

績を調査した。

6人の組合員が123回の操業で7，538尾を漁獲した。
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その内訳はフナ7，219尾、オオクチパス177尾、ブルー

ギル62尾、コイ67尾、ライギョ5尾、ナマズ8尾であっ

た。

外来魚の全漁獲に占める割合は、オオクチパス2.4%、

ブルーギル0.8%であった。

2. 遊漁人口調査

平成14年度に石川県内で開催されたパス釣り大会は

6月30日に七尾市の多根ダム(熊淵川上流)で行われ

た「七尾パスフイツシングフェスタ」のl回だけであっ

た。参加者は約140名程であり、北陸 3県からの参加

者が多かったとのことであった。釣果は、 65組に分か

れて釣りを行い、 1組当たり平均3尾程であったよう

である。

県内でのパス釣りは多根ダム、串]11(柴山潟承水路)、

前)11、河北潟、邑智潟等が中心であるが、近年はパス

釣りの遊漁者もパス以外の釣りに行く割合が高くなっ

ているとのことであった。

3. 資源抑制対策調査

刺網等調査、地引網調査から、ブラックパスを漁獲

するためには、水温の下がる秋から冬にかけての刺し

網が比較的有効と考えられた。

また、ブルーギルの漁獲については、 8月から 9月

にかけて地引網により当年生まれの稚魚を漁獲できる

ことが分かつた。しかし、潟で地引網を引ける地点は

かなり限られているため、どこでもできる方法ではな

い。また、成魚については潟に注水している落ち込み

口周辺にブルーギルが分布していることが多いため、

ここを狙った投網により多獲された。

IV まとめ

地引網及び刺網等調査から、柴山潟及び邑知潟にお

ける外来魚の生息密度は、在来魚を圧倒するほど高い

とは言えないものの、両潟でオオクチパス、ブルーギ

ルが繁殖していることが確認された。同一湖内でのオ

オクチパスとブルーギルの資源量は相反して増減する

事例が他県では報告されている。柴山潟ではブルーギ

ルが比較的多く、巴知潟ではオオクチパスが比較的多

いと思われた。また、柴山潟周辺では柴山潟本湖より、

承水路でオオクチパスが多く漁獲される傾向がみられ

た。

柴山潟でのオオクチパスは4月下旬から5月にかけて

産卵し、年末には15cmにまで成長し、翌年末には30cm

に成長すると考えられた。また、ブルーギルは6月下

旬から7月にかけて産卵し、年末には5cmに成長し、翌

年末12cm、翌々年16cmに成長すると考えられた。

また、県内のパスを対象とした遊漁は引き続き行わ

れているものの、ブームの時期に比べるとかなり低調

に推移していると思われた。

残された問題点としては、

1.外来魚を更に効率的に漁獲する方法の検討

2.コクチパスを含めた県内での外来魚の分布

について、今後調査する必要があると思われる。

表-1 柴山潟における漁獲調査結果

調査日 調査場所 オオクチパス ブルーギル

事l網 投網 篭 9モ網 計 刺網 投網 篭 事モ網 計

4月22日 柴山潟承水路 4 4 。
4月23日 柴山潟 4 4 5 5 

4月 30日 柴山潟承水路 。 2 19 21 

5月9日 柴山潟

5月28日 柴山潟 10 2 12 

5月 31日 柴山潟 。 28 6 34 

6月 19日 柴山潟 。 。
6月28日 柴山潟 。 12 12 

1 1月 20日 柴山潟承水路 32 33 9 30 39 

1 2月2日 柴山潟承水路 28 28 。
1 2月 18日 柴山潟用水路 9 9 39 39 

』E』ヨ 言十 65 5 9 80 16 88 20 39 163 
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表-2 柴山潟における地引網調査結果

調査目 調査場所 オオクチパス ブルーギル

6月 28日 柴山潟 5 

7月 9日 柴山潟 8 22 

7月 26日 柴山潟 2 

8月 12日 柴山潟 2 176 

8月 26日 柴山潟 286 

9月 9日 柴山潟 337 

9月 24日 柴山潟 175 

10月 11B 柴山潟 5 

11月 11日 柴山潟 11 

12月 2日 柴山潟承水路 77 

12月 11B 柴山潟
dEb3 h 言十 18 1，089 

表-3 柴山潟における地引網の魚種組成

魚種 7月26日 8月 12日 8月26日 9月24日 10月 11日 11月 11日 12月 11日 総 計

ウキゴリ 26 3 2 33 

ウグイ 2 

オイカワ 87 45 592 559 248 38 26 1，595 
オオクチパス 2 2 4 

カマツカ 3 6 3 12 

カワムツ

コイ

コ"'Jラウハセ.
サヨリ 4 2 34 41 

スジエビ 7 2 9 

タナゴ類 8 67 30 18 123 

タモロコ 2 5 4 13 

チチブ 12 3 7 19 2 43 

ニゴイ 23 2 7 4 3 4 43 

ハゼ sp 31 50 34 100 43 15 2 275 

パラタナゴ 8 12 17 28 2 67 

フナ 6 4 11 

ブルーギル 176 286 175 5 11 653 

マハゼ

メダカ 2 3 6 

モツゴ 29 16 22 17 3 87 

ヤリタナゴ 8 10 18 

ヨシノボリ 2 16 2 11 33 

ワカサギ 2 3 12 41 66 3 127 

総書十 249 347 1，051 958 377 178 39 日，199
※ 6月28日、7月9日、 9月9日については外来魚以外の計数を行わなかったため、表から除外した。

表-4 邑知潟における漁獲調査結果

調査日 調査場所 オオクチパス ブルーギル

刺網 投網 言十 刺網 投網 言十

5月 29日 邑知潟 4 5 。
10月 25日 邑知潟 。 。
1 1月 14日 邑知潟 5 5 9 9 

dE』3 言十 6 4 10 9 。 9 
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アユ資源増殖対策調査
( 1 )手取川アユ産卵量調査

目 的

天然そ上アユの産卵実態を把握するため，手取川に

おいて産卵場，産卵量の調査を行った。

H 方法

1.調査河J11・区域
手取川の河口より1kmの熊田川合流点から，河口よ

り4.5km上流の手取川橋までの3.5km区間をA"-'Dの4区

間に分け調査区域とした(図-1)。

S叩 S剖 1.000恥

図 -1 調査区域及び産卵場位置

2.調査時期

2002年9月26日， 10月11日， 22日， 11月7日， 20日の

5回行った。

3.調査方法

2名l組で，調査区域内のアユ卵の産着状況を目視探

索した。

産卵場の確認されたところは面積を計測し，産卵場

の任意の1"-' 2点を選び 内径約13cmの円筒で砂利を採

取して持ち帰り卵数を計数した。

波田樹雄・柴田敏

111 結 果

調査時の水温は9月26日22.00C，10月11日17.80C， 

10月22日15.10C，11月7日9.OoC， 11月20日8.40Cと下

降した。

9月26日の調査では調査区間内に産卵場は確認でき

なかったが，調査区域上端より上流3.5kmにある辰口

橋付近で僅かであるが産着卵を確認した。

10月11日の調査ではC区間に3ヵ所， A， B， D区

間にlヵ所ずつの計6ヵ所で産卵場を確認した。調査区

域全体の産卵場面積，産着卵数は752ぱ， 10，677千粒

であった(表 1)。

各区間ごとの産卵場面積，産着卵数はA区間126m，

113千粒， B区間192ぱ， 58千粒， C区間234ぱ， 1. 906 
千粒， D区間200ぱ， 8，600千粒と産着卵の殆どがC区

間， D区間で確認された。
10月22日の調査ではA区間に1ヵ所， C区間に3ヵ所，

D区間に2ヵ所の計6ヵ所で産卵場を確認したが， B区

間では確認で、きなかった。調査区域全体の産卵場面積，

産着卵数は622m，40， 742千粒で、あった。

各区間ごとの産卵場面積，産着卵数はA区間196m，

10，506千粒， C区間357m，27， 969千粒， D区間69ぱ，

2， 267千粒となり産着卵数はC，A， D区間の順で多
かった。

なお， 11月7日の調査ではC区域 CC-3)で産着卵

を確認したが僅かであり 11月初日では確認できな

かった。

10月11日， 22日の産着卵数の合計はA区間10，619千

粒， B区間58千粒， C区間29，875千粒， D区間10，867

千粒，全体では51，419千粒となった。また，産着卵数

の区間ごとの構成比はA区間20.7%，B区間0.1%，

C区間58.1%，D区間21.1 %となり全体の約6割がC
区間であり，今回の結果はこれまでの調査結果と同様，

C区間が主な産卵場となっていた。

表-1 産卵場面積と産着卵数

産卵場面積 100cm当たり卵数 推定産着卵数 発限卵率
(ば) (粒) (千粒) 産着卵数の (%) 

産卵場 10/11 10/22 10/11 10/22 10/11 10/22 計 l構成比(% 10/11 10/22 備 考

A 126 196 9 536 113 10.506 10.619 20. 7 。 25 
B 192 3 58 58 O. 1 33 。
C 28 45 134 715 375 3，218 3，593 7.0 87 

150 60 83 1， 223 1， 245 7，338 8，583 16.7 10 46 
3 56 252 51 691 286 17.413 17.699 34.4 61 99 筋状の流れ
i小計 234 357 268 2. 629 1. 906 27. 969 29. 875 58. 1 
D 60 335 2，010 2，010 3.9 77 

200 9 430 285 8.600 257 8，857 17.2 。 73 
|小計 200 69 430 620 8. 600 2. 267 10.867 21. 1 
合計 752 622 710 3.785 10.677 40. 742 51.419 100 
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( 2 )大聖寺川，河原田川アユ産卵状況調査

目 的

天然そ上アユの産卵実態を把握するため，大聖寺川，

河原田川において産卵時期，産卵場所の調査を行った。

なお，調査は大聖寺川漁業協同組合，輪島川漁業協

同組合の協力を得て実施した。

日方法

1 .大聖寺川

調査場所は大聖寺川上河崎橋から下河崎橋下流400m
の区間とした。なお，調査区間の内，下河崎橋上流

250mから下流400mにかけては県の漁業調整規則により
アユの採捕は禁止されている(図-1)。

調査は10月上旬以降，調査区間内のアユ卵の産着状
況を目視探索した。産卵場の確認されたところは面積

を計測し，内径約13cmの円筒で砂利を採集して持ち帰
り卵数を計測した。また，産卵場周辺のアユを流し網

で採捕し雌魚の生殖腺重量を計測し産卵のピークを調

べた。

2.河原田川

河原田川の調査場所は県の規則によるアユ採捕の禁

止区域である河原田川輪島市水道取水口から下流160m
の区間と，河口より3km上流の山岸町地内にある堰堤
の上とした。また，支流の鳳至川の小伊勢町地内でも

調査を行った(図-2)。
調査時期，調査方法は大聖寺川と同様とした。

. ， ω 醐一
図-1 大聖寺川の調査位置図

川結果

1 .大聖寺川

波田樹雄 ・柴田 敏

調査は10月10日， 10月25日に実施した。当初11月に
も調査を計画していたが，河川の増水のため，実施で

きなかった。

河川の状況は水温が10月10日18.00C，25日15.10Cで
あり，両日ともやや増水し，薄濁りが見られた。

アユ産卵場所は両日とも上河崎橋下流が主体となって

いた。上河崎橋下の産着卵数の合計は10月10日3，867
千粒， 25日27，941千粒の合計31，308千粒となり，全体
の産着卵数である32，266千粒の97%を占めた(表一1)。
一方，禁止区域では10月25日に僅カ，958千粒の産着
卵の確認に留まった。

上河崎橋下流では大聖寺川漁業協同組合が9月下旬

に行ったアユ産卵場造成の効果があったものと考えら

れた。

産着卵の発眼率は両日とも0%(未発眼)と90%以上
の場所がありアユの成熟に個体差があるものと考えら

れた。

また，雌アユの卵巣成熟度指数の平均は10月10日
24.3%， 10月25日8.8%となり10月上旬が高くなった
が， 10月25日でも30%を超えるものが見られた(表-2)。
雄アユの精巣成熟度指数の平均は10月10日8.7%，
10月25日6.8%とあまり低下しておらず， 10月下旬で
も十分生殖能力があると考えられた(表-3)。

これらのことから，大聖寺川の産卵時期は昨年同

様1)11月にわたる可能性が示唆された。

十

012km  

図-2 河原田川の調査位置図
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表-1 大聖寺川の産着卵数及び産卵場面積

産卵場面積 100cIlI当たり卵数 推定産着卵数 産着卵数の 発眼卵率

調査場所 (ぱ) (粒) (千粒) 構成比 (%) 

10/10 10/25 10/10 10/25 10/10 10/25 計 (%) 10/10 10/25 

上河崎橋 3 35 1. 146 1. 546 344 5. 411 5. 755 17.8 。96 
下流 2 66 75 458 3. 004 3. 023 22. 530 25. 553 79. 2 92 。

計 69 110 1. 604 4. 550 3. 367 27. 941 31. 308 97. 0 

禁止区域 16 599 958 958 3. 0 。
i口〉、 計 69 126 1. 604 5. 149 3. 367 28. 899 32. 266 100.0 

表-2 大聖寺川の雌アユ成熟状況

月/日

10/10 

10/25 

卵巣成熟度指数(%)

平均 範囲

24.3 

8.8 

4.2，......， 33.5 

1.1 ，......， 31.1 

調査尾数 排卵確認尾数
(尾) (尾)

26 

25 

2 

20 

卵巣成熟度指数=卵巣重量/体重x100 

表-3 大聖寺川の雄アユ成熟状況

精巣成熟度指数(%)
月/日 調査尾数 備 考

平均 範 囲 (尾)

10/10 8.7 6.1 ，......， 11.2 35 

10/25 6.8 2.4"""" 9.7 34 

精巣成熟度指数=卵巣重量/体重x100 

2.河原田川

調査は10月4日， 15日， 25日， 11月5日， 17日， 26日

に実施した。

河原田川禁止区域の水温は10月4日19.0oC，15日
18.0oC， 25日15.0oC，11月5日9.50C， 17日8.50C，26 

日10.0oCであった。河原田川山岸地内，鳳至川小伊勢

町では10月中は河原田川禁止区域より約IOC低く推移

したが11月はほぼ同様な値であった。

また，河川の状況は10月は流量が比較的安定してい

たが11月以降増水した。

産卵場所は禁止区域が主体となり，総産着卵数の

66.3%を占めた。禁止区域は昨年の調査では河床の石

がこけで覆われ，産出卵も全く確認できなかったが，

本年は大聖寺川と同様， 産卵場の造成を行っており，

その効果があったものと考えられた(表-4)。
その他、河原田川の山岸町地内では調査期間を通し

て産着卵の確認はできなかったが，鳳至川小伊勢町地

内では総産着卵数の33.7%の産着卵を確認した。
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表-4 河原田川，鳳至川の産着卵数及び産卵場面積

産卵場面積 lOOcITI当たり卵数 推定産着卵数 産着卵数の 発限卵率

調査場所 (m') (粒) (千粒 機成比 (%) 

10/4 10/15 10/25 10/4 10/lli lQf_2~ 10/4 10/15 10/25 計 (出) 10/4 10/15 10/2~ 

河原田川禁止区域 48 48 2.027 967 。9. 730 4.642 14.371 66.3 97 39 

鳳至川 15 15 15 450 739 206 675 1. 109 309 2.093 9.7 。65 45 
(小伊勢町地内 2 9 9 50 5. 750 。45 5.175 5.220 24. 1 6 54 

計 15 24 24 450 789 5.956 675 1. 154 5.484 7.313 33. 7 

合計 15 72 72 450 2.816 6.923 675 10.883 10.126 21. 684 100.0 

表-5 河原田川の雌アユ成熟状況

卵巣成熟度指数(%)
月/日 調査尾数 排卵確認尾数

平 均 範 囲 (尾) (尾)

10/4 10.5 2.2'"'-' 22.9 23 15 

10/15 13.1 8.8 '"'-' 18.2 8 8 

10/25 12.3 3.7'"'-' 14.3 23 23 

卵巣成熟度指数=卵巣重量/体重x100 

表-6 河原田川の雄アユ成熟状況

精巣成熟度指数(%)
月/日 調査尾数 備 考

平 均 範 囲 (尾)

10/4 7.6 0.5 '"'-' 11.8 35 

10/15 7.4 3.9'"'-' 10.2 37 

10/25 7.4 3.6'"'-' 10.2 36 

精巣成熟度指数=卵巣重量/体重x100 

アユ産着卵数は全体で21， 684千粒であった。調査日

ごとでは10月4日675千粒. 10月15日10.883千粒. 25日

10. 126千粒となり. 10月15日と25日で全体の約97%を

占めた。また.11月の調査では産着卵を確認すること
ができず，河原田川，鳳至川における今年度の産卵時

期のピークは10月中旬から下旬であると考えられた。

産着卵の発眼率は禁止区域では10月15日97%と殆ど

発眼していたが. 10月25日には39%と再び低くなって

おり，大聖寺川同様，雌アユの成熟に個体差があるも

のと考えられた。

また，雌アユの卵巣成熟度指数の平均は10月4日

10.5%. 15日13.1弘 25日12.3%となり. 10月中旬が高

くなった(表-5)。

雄アユの精巣成熟度指数の平均は10月4日7.6%. 15 

日. 25日では7.4%と差は認められず，産卵の時期は

雌の成熟度により決まると考えられた(表-6)。

IV 文献

(1)波田樹雄・高門光太郎(2003):アユ資源増殖対策調

査(大聖寺川，河原田川アユ産卵時期調査).平成13

年度石川県水産総合センタ一事業報告書.185-186.
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(3 )手取川そ上アユ資源量調査

目的

手取川における天然そ上アユの資源量について，標

識放流によるPetersen法で推定する。

11 方法

1 .標識放流

2002年5月17日に脂鰭を切除した県産人工生産アユ

(平均全長8.9土0.7cm，平均体重5.3士1.3 g) を手取

川大橋下流と手取川橋下に5，000尾づっ合計}O，000尾

放流した(図一1)。

なお，標識放流に使用するアユには，本来資源量推

定の対象となる天然そ上アユを用いるべきであるが，

天然そ上アユを量的に確保することが困難なため，人

工生産アユを用いた。

また，標識アユの種苗性を検討するため，とびはね

検定を実施した。とびはね検定の対照区には5月7日に

手取川で採捕した天然そ上アユ(全長8.5::!:: 1. 2cm，平

均体重4.9::!::2. 6g)を用いた。

さらに放流日以降，標識アユを内水面水産センター

で飼育し生残状況を確認した。

2.採捕調査

釣り解禁前の6月7日に辰口橋から手取川大橋下流域

まで，上流からA，B，Cの3区域で毛針釣り，友釣り，

投網，流し網でアユを採捕し，標識アユおよび天然そ

上アユの分布，全長等を調査した。

また，解禁日の6月16日と解禁後13日目の6月29日に

びく調査を行い，遊漁者が毛ばり釣り又は友釣りで採

捕したアユの内，標識アユの尾数を調査した。両日と

日

o 1 2 3 4km 

図ー 1 調査河川

波田樹雄・柴田 敏・安田信也・板屋圭作

も調査区域をA区域のさらに上流域である辰口橋から

川北大橋まで (A' 区域)拡大した。

また， 解禁日以降，遊漁者15名に採捕日誌の記録を

依頼し，標識アユの混獲率を求めた。

川結果

6月7日の試し釣り調査は，午前6時から8時までの2

時間，毛ばり釣り14名，友釣り，投網，流し網各l名

の計17名で行った。

河川の状況は水量はやや多く，濁りは見られなかっ

た。午前8時の水温は16.70Cであった。
採捕尾数は調査地点全体で，天然そ上アユ695尾，

標識アユ7尾の合計702尾であった。区域別にはA区域

で天然そ上アユ656尾標識アユ7尾の合計663尾とな

り， A区域での採捕が全区域の94%を占めた。

標識アユはA区域以外では採捕されなかったが，こ

れは採捕がA区域に偏ったためであり，標識アユの分

布がA区域を中心とするものか不明であった。

A区域の採捕には毛針釣り，投網，流し網を用いた。

A区域の天然そ上アユの平均全長を漁具ごとに比較し

たところ，毛針釣りが8.8cmと最も小さく，次いで投

網9.9cm，流し網12.3cmの順であった。投網と流し網

採捕魚のサイズの違いは，漁具の網目が投網18mm，流

し網26mmと流し網の方が大きかったためである。

標識アユの平均全長は毛針釣り10.0cm，流し網11.4 

cmとなり，標識アユは流し網では天然そ上アユより小

さかったが，毛針釣りでは約1cm大きかった(図-2，

表一1)。
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図-2 毛針釣り採補された標識・天然アユの平均全長
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釣り解禁日の測定結果(6月16日)表-3試し釣り採捕結果(6月7日)表-1

標議アユ

個体数全長(cm)

天然アユ

調査区媛係繍方法 個体数

A' 毛ばり釣り

主盤盤盤ム盤里遺虚

7.7:t0.6 

益1w.

7.8コヒ1.1

盟議阜

7.8主0.9

盆畢w.

5.5コt2.2

主主ヱ」

員集匙企墨色旦i

505 8.8:t1.1 野
一
日

盟玄豆長
全量(cm)

11.3 9.3:!:1.5 207 

主主』

毛ばり釣り

網目 18mm

盆El:26mm 

7.9企0.88.4:t5.0 9.9土1.629 A 

9.7:!:0.8 10 

15.5士1.441 

A 

8.8:t0.1 11.4:t0.5 13.0:t2.0 8.8:t0.7 12.3企1.1 16.9土5.5122 

14 656 

11.7士2.0主主主』

毛ばり釣り 11.0. 11.2 9.4:!: 1.4 

12.6:!:1.4 

51 

主盆」

毛ばり釣り

B 
2
一

同

1

1

1

-

H

9.2土日

7.5:t0.5 

13.1土1.1 21.0企5.8

5.0:t2.3 8.6:r:l.1 

14 主主」日

呈足早盆旦

毛1:り釣り
友釣り

役網

B 

c 

8.6 8.7士1.4156 C 

立」ま
針

9.9:!:1.0 14 9.1土1.5414 毛ばり釣り言十1+ 

14.7:!:2.0 54 友釣り
肥漬度=体重/全長 3X 1，000 

※天然アユは金調査尾数の中から表に示した固体数を拍出して測定した。

釣り解禁後13日目における遊魚の状況(6月29日)表-4釣り解禁日における遊魚の状況(6月16日)表-2

一人当たりの(B)の内，標織標識アユの51獲率(A)の漁獲誠査した釣り人
標識アユの5111率 一人当たりの
(C/Bx1oo) 漁獲尾数(B/A)

(%) (尾/人)

(臼)の肉，標識

アユー・ (C)

(星)

(A)の漁獲

尾敏・ (B) 

嘩 i

調査した釣り人

・・(A)

i人) 漁獲尾数(B/A)(C/Bx 100) アユ田・・(C)尾数・・・(B)(A) 釣り人銀捕方法調査区媛

釣り人

i人)
探繍方法調査区場

軍Lムj00 i尾)i尾)i人)(人)43.8 0.18 270 毛ばり釣り

21.1 1.41 71 15 毛lまり釣り内訳不明9.2 。
569 

46 

13 

5 180 瓦..f.L.!-l.

量

毛ばり釣り

A' 

A' 11 

宣70.6 

0.16 615 18 450 

16.6 

1.41 

。。
71 

83 

15 89 

毛ばり釣り内訳不明9.0 

1.01 10 

。
988 

63 

14 140 

90 玄JJ...Ji.

Ji 

毛Itり釣り

A 

玄....I:L..!:i. 26.0 。26 11 A 

79.5 

0.95 10 1QQ1 21 230 

。。109 83 

毛Iまり釣り内訳不明18.5 

0.42 

。
477 

37 

60 

1口主畠」B 

主..f.L.!-l. 32.0 。。32 11 B 

32.6 

0.39 2 514 8 70 

毛lまり釣り

35.7 

。
。

。
。

32 

107 

19 

毛Itり釣り内訳不明4.3 

0.18 

。
555 

13 

17 

3 

70 

20 五血ー笠

Ji 

毛Itり釣り

C 

11 C 0.18 568 20 90 

11.3 

29.0 

。
0.38 

0.31 

。

。

107 

58 

319 

261 23 

2 

25 

20 

毛ばり釣り内訳不明

基金」ま 11 

211 

合計

50.8 

9.9 

0.54 

0.51 

14 

14 

。
2.589 

159 

九748

51 

16 

67 

540 

300 

840 

五..f.L.!-l.

盆

合計



6月16日の釣り解禁日のびく調査は，午前8時から午

後l時まで5時間行った。

河川の状況は水量はやや多く 濁りは見られなかっ

た。水温は午前8時では16.20C， 10時では17.40Cであっ
た。

釣り人の合計は約840人で その内67人を対象にび

く調査を行った。調査した釣り人の採捕尾数は調査区

域全体では，毛針釣り2，589尾，友釣り 159尾の合計
2，748尾であった。その内標識アユは14尾で全て毛針
釣りで採捕された(表-2)。
毛針釣りによる採捕魚の全長は全区域では天然そ上

アユ9.1cm，標識アユ9.9cmとなり標識アユがやや大き
なサイズであった。最下流のC区域で採捕されたアユ

は，天然そ上アユ8.7cm，標識アユ8.6cmとなりいずれ

も他の区域より小さなサイズであった(表 3)，。

1.6 

~ 1.4 

ぎ1.2

誌1
ぎ0.8
ri 0.6 
ト
総 0.4
瞳豊
骨 0.2

。

表-5

C B A 
調査区滅

A' 

一←6月78-・-6月16日
司会ー6月29日

--*-6月16-30臼

図-3 標識アユの混獲率

釣り解禁後13日目の測定結果(6月29日)

ヲミ霊呈アユ 霊童阜アユ

週査区皇室 盤盛夏主主 鍾鐙量主 全量(cm) 盤佳盤金量~

A' 毛lまり釣り 72 10.9::t:l.8 9.9 

A 毛1まり釣り 45 8.8::t:l.5 

茎鐙~ 32 11.6ゴ=1.0 

B 毛ばり釣り

C 毛l;tり釣り 107 8.9:::!::1.3 

毛lぎり釣り 224 9.1三=1.5 9.9 

富十 主主主:J.....!;1 32 11.6→= 1.0 

256 

※個体数は金調査尾数

毛針釣り採捕による標識アユの混獲率はA区域の

1:01%が最も高く，次いでB区域の0.42%，A'区域，

C区域の0.18%となり，調査区域の中~上流域で高く

なった。

解禁後13日目である6月29日の調査尾数は天然そ上

アユでは毛針釣り261尾，友釣り58尾の合計319尾で

あった。

標識アユは毛針釣りにより最上流のA' 区域で1尾

のみ採捕された(表 4)。

毛針釣り採捕魚の平均全長は全区域では，天然アユ

9. 1cm，標識アユ9.9cmと解禁日と同じサイズであり，
解禁日以降大きなサイズから釣られているため，両群

とも全長の伸びが停滞していると考えられる(図-2，
表.-5)。

また，解禁日から6月30日までの採捕日誌による標
識アユの混獲率はA'0.24%， AO.43%， B 1. 17%， 

CO%となり，解禁日， 6月29日調査と同様，採捕日誌
からも標識アユは放流地点と放流地点より上流域で高

くなったが， これは標識アユが上流域に分散したため

か，下流域において放流日以降，順次天然アユがそ上

したためか不明であり，今後，手取川における天然ア

ユのそ上時期について調査する必要がある(図-3，表
-6)。

5月30日から6月1日にかけて実施したとびはね検定
の結果， とびはね率は天然アユ57%，標識アユ53%と

標識アユがやや劣る程度であり，標識アユの種苗性は

天然そ上アユとあまり差はなかったものと考えられ

る。

表-6 採捕日誌集計結果 (6月 16 日 ~30 日)

採捕日誌延べ 標識アユの混獲率

調査区峨 採捕方法 記入者数 漁獲尾数(A)栂議アユ(6) (C/6 x 100) 

{人) (尾) (墨) (%) 

毛ばり釣り 27 1.261 0.24 

A' 友飽り

毛ばり釣り 51 2，535 11 0.43 

A 友釣り 46 

富十 54 2.581 11 0.43 

毛ばり釣り 11 257 1.17 

B 五f.JL) 

毛ばり釣り 13 449 。 。
C 友釣り

毛ばり釣り 102 4，502 17 0.38 

合計 友釣り 46 

富十 105 4，548 17 0.37 
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資源量の推定には解禁日以前の6月7日， 6月16日の

結果を用いた。また，放流日から内水面水産センター

で飼育した標識アユは，解禁日までへい死は見られな

かった。

2002年の手取川天然そ上アユの資源量は，放流尾数
10，000尾，標本個体数3，450尾，標本中の標識個体数
21尾，解禁日までの自然死亡がないものとして仮定し
て求めたところ約157万尾 95%信頼区間は92万尾か

ら222万尾となった(表一7)。
なお，昨年までの5カ年の推定遡上量は2001年が184

万尾， 2000年が242万尾， 1999年が199万尾， 1998年が
175万尾， 1997年が210万尾であった。

表ー 7 Petersen;去よよる推定結果

標識放流尾数

標本個体数

標本中の標識個体数

単位尾

推定の天然そ上アユ資源尾数

10.000 

3.450 

21 

1，568，636 

95%信頼区間 1，568，636 ::!:: 1.96 x 471，550より

[ 915，956， 2，221，316 ] 
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(4)アユ親魚養成試験

目的

県産アユにおける種苗生産の安定確保を図るため，

天然親魚採捕試験，電照飼育による早期採卵技術開発

試験を実施する。

H 方法

1 .天然親魚採捕試験

2002年5月7日および10日に，梯川と支流の鍋谷川で

天然そ上アユを投網により採捕した。

また， 2002年5月16日に，水産総合セタ一美川事業

所の水路にそ上した天然アユをタモ網で採捕した。

2. 早期採卵技術開発試験

(1 )長日処理

採捕した天然アユの早期採卵を行うため，美川事業

所で天然アユ搬入から夏至まで，電照による長日処理

を実施した。また，人工産アユ(石川系F1)についても
同様に電照飼育を実施した。なお，人工生産アユの電

照は4月15日から開始した。
電照には27w蛍光灯10灯(70m)を用いた。電照時間

の設定は明19時間一暗5時間とした。

なお，美川事業所の飼育水温は地下水を使用してい

るため注水水温は約130Cと一定であるが，注水量を制
限し循環方式により昇温した。

電照飼育終了後，河川水で飼育の可能な内水面水産

センターへ一部移動して飼育した。

(2)短日処理

天然アユの成熟を促進するため，8月13日より採卵

日まで短日処理を実施した。

短日処理の方法は飼育池全体を完全に遮光し， 27w 
蛍光灯2灯(21m)で電照した。電照時間の設定は明6時

間一暗18時間とした。

川 結果及び考察

1.天然親魚採捕試験

梯川，鍋谷川で5月7日に172尾(平均体重2.Og)， 5月
10日に570尾(平均体重2.Ig)，合計742尾の天然アユを

採捕することができた。

表

波田樹雄・板屋圭作

また，美川事業所の水路で5月16日に480尾(平均体

重2.7g)の天然アユを採捕することができ，合計1，222 

尾の天然アユを確保する事ができた。

2. 早期採卵技術開発試験

6月27日に美川事業所より天然アユ868尾(平均体重

18. 6g)，人工産アユ3，462尾(平均体重26.Og)を移動し

飼育を開始した。

天然アユ，人工産アユは別々のコンクリート製水槽

に収容した。飼育水槽の底面積は天然アユ21ぱ，人工

産アユ183ばであった。
給餌は給餌率4%を目処にl日4回行った。
飼育期間中の水温は移動当初の6月下旬は17'""-"180C 

であったが，7月から注水量を少なくしたところ，7月5
日に200Cを越え，8月9日には25.0oCまで上昇した。その

後，緩やかに下降し8月29日に200Cを下回った(図一1)。

23 ~ 

U 2q t 
o " ) 目

R司 I!
* I ~ 
1 

6/25 7110 7/25 8/9 8/24 9/8 

月日

図-1 飼育期間中の水温の推移

8月23日に天然アユ7尾，人工産アユ17尾の雌魚の卵

巣成熟度指数(GS 1)を比較したところ天然アユでは

1. 9%，人工産アユでは7.7%となり，人工産アユに比

べ天然アユの成熟が遅れていた(表-1)。

天然アユは短日処理の効果は認められず，種苗生産

用親魚として養成する事ができなかった。

人工産アユではこれまでと同様， 長日処理を早期に

開始する事ができるため 早期採卵が可能であった。

今回，長日処理の後，短日処理を行う事で，天然ア

ユの成熟を促進しようと試みたが，短日処理開始時期

が遅れたため短日処理の効果は明らかにできなかっ

た。

今後，早期に天然アユを採捕し，成熟の促進を行う

必要がある。

アユの成熟度

測定月日 天然アユ

尾文長(mm 体重(g)

人工産アユ

G S I (%) 尾文長(mm) 体重(Cj) G S I (%) 

8月23日 143::!:18 38.7::!:16.2 1.9::!:O.6 164::!:10 61.1 ::!:10.4 7.7:!:3.7 

G S 1=卵巣重量/体重X100
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内水面における魚病発生及び被害状況
( 1 )魚病発生状況及び被害状況

魚病発生状況

2002年1月から12月まで、の内水面養殖業における魚

病発生状況を巡回 ・持ち込み ・聞き取り等により調査

した。

魚種別被害状況を表一lに示した。県内の内水面養殖

業者の経営体数は加賀地区の手取川水系を中心に19経

営体であるが，うち11経営体 (延べ15経営体)で魚病

の被害があった。

魚種別の被害量，被害金額はウナギがエラ病により

最も大きくなった。

イワナは延べ9経営体でせっそう病，細菌性鯨病が

発生し，被害量345kg，被害金額1， 128千円とウナギに

次ぐ被害があった。

カジカは2経営体で原因不明の疾病が発生し，被害

波田樹雄

量は57kgと少なかったが 被害金額は930千円と被害

量に比べ被害金額が大きくなった。

その他の魚種の被害量，被害金額はヤマメのせっそ

う病， コイのギロダクチルス症が発生した。

被害量，被害金額の合計は1，992kg， 4，138千円とな

り，前年の1，821kg，3， 777千円に比べ約10%増加した。

H 水産用医薬品使用状況

養殖業者からの聞き取り等による魚種ごとの医薬品

の使用状況を表-2に示した。

医薬品の使用経費は529千円となり，前年の398千円

より増加した。主な増減の内訳はイワナ ・ヤマメの合

成抗菌剤，ウナギの抗生物質がそれぞれ増加し，カジ

カの合成抗菌剤が減少した。

表-1 養殖魚種別被害状況

魚種 経営 被害量 被害金額 主な魚病名
体数 (kg) (干円)

イワナ 9 345 1，128 せっそう病，細菌性偲病
ヤマメ 2 50 56 せっそう病
コイ X X キ.ロダウチルス症

ウナギ X X エフ病

カジカ 2 57 930 不明

計 (延べ) 11 (15 ) 1，992 4，138 

表-2 水産用医薬品使用状況

(単位:千円)

魚種 抗菌性水産用医薬品 その他水産用医重品 水産用医薬品以外の薬骨 合計

サルファ剤 合成抗菌剤 抗生物質 消毒用薬剤 ビタミン剤等 塩

イワナ・ヤマメ 393 7 14 414 

コイ

ウナギ 50 20 70 

カジカ 13 7 23 45 

計 406 57 7 57 529 
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(2)アユの冷水病調査

目的

放流用アユ種苗，天然そ上アユ及び、常在魚の冷水病

細菌の保菌検査を行い 天然水域における冷水病細菌

の感染環等を把握し，冷水病対策を検討する。

H 材料と方法

1.放流用アユ種苗の冷水病細菌保菌検査

石川県産人工種苗，琵琶湖産の放流用種苗の冷水病

保菌検査をPCR法で行った。なお，琵琶湖産種苗に

ついては培養法を併用した。

検査部位はPCR法では腎臓 培養法では腎臓と鯨

とした。培養条件は腎臓では180Cで5日間，鯨では50C

で10日間とした。

2.天然水域のアユ及び常在魚の冷水病保菌検査

(1 )調査河川

調査河川として選定した大聖寺川は例年琵琶湖産ア

ユが放流されている。

(2)調査方法

アユ種苗の放流前，放流後にアユ及び常在魚を採集

し，冷水病保菌検査をPCR法，培養法で実施した。

PCR法，培養法の検査部位及び培養法の培養条件

は，放流用アユ種苗と同様とした。

川結果

1.放流用アユ種苗の冷水病細菌保菌検査

(1 )自県産アユ種苗の保菌検査

検体は4月8日， 18日に自県産アユを飼育池から採集

した。

検体の外部，内部所見は特に異常は認められず，保

菌検査の結果陰性となった。

なお， 自県産アユは4月25日から5月17日にかけて県

内9漁協に放流されており，大聖寺川への放流は5月10

日に行われた。

波田樹雄・沢矢隆之・戒田典久・仙北屋 圭

(2)琵琶湖産アユ種苗の保菌検査

検体は5月18日と6月2日に大聖寺川へ放流された琵

琶湖産アユ種苗を輸送車の水槽から放流直前に採集し

た。

検体の外部，内部所見は特に異常は認められず，保

菌検査の結果陰性となった。

2. 天然水域のアユ及び常在魚の冷水病保菌検査

(1 )アユ種苗放流前

アユ種苗放流前の4月24日に加賀市保賀地内でアユ，
ウグイ，オイカワ及びカマツカを採集し検体とした。

アユ，その他の常在魚とも外部，内部所見には特に

異常は認められず，保菌検査の結果陰性となった。

(2)アユ種苗放流後

1)解禁前

アユ釣り解禁日 (6月16日)前の6月12日に加賀市保

賀地内でアユ，オイカワ及びカマツカを採集し検体と

した。

アユ，その他の常在魚とも外部，内部所見には特に

異常は認められず，保菌検査の結果陰性となった。

2)解禁後

アユ釣り解禁後の9月10日に加賀市保賀地内でアユ，

ウグイ，オイカワ， ドンコ，カマツカ及びアユカケを

採集し検体とした。

アユ，その他の常在魚とも外部，内部所見には特に

異常は認められず，保菌検査の結果陰性となった。

大聖寺川|では1999年度に放流された冷水病保菌アユ

により，冷水病細菌が河川に常在化しアユ等に感染し

ているのではないか危慎されたが，2000年度以降，今回

の検査を含め発症魚，保菌魚とも認められなかった。

しかしながら，遊漁者の聴き取りによると冷水病に

よく似た症状のアユが採捕される事もあるとの情報か

ら，今後，アユの採集回数，採集場所を増やし冷水病

の発生の確認をさらに確実なものとするとともに，水

温等の発生条件についても検討する必要がある。

表一 1 放流種苗の冷水病保菌検査結果

種苗の由来

自県産人工

琵琶湖産

採集年月日 検査尾数

4/8， 4/18 
5/18， 6/2 

(尾/ロット)

60 
60 

放流河川

(県内9漁協に配付)
大聖寺川
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表-2 大聖寺川におけるアユ及び常在魚の冷水病保菌検査結果

採集年月日 水温 魚 種 検査尾数 検査結果 備 考

COC) (尾)

アユ 30 
4/24 15.0 ウグイ 20 

オイカワ 15 
カマツカ 3 

アユ 20 
6/12 22.8 オイカワ 2 

カマツカ 2 

アユ 40 
9/10 22.0 ウグイ 8 水量少ない

オイカワ 4 
ドンコ 2 
カマツカ
アユカケ
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せせらぎふれあい事業

目的

淡水域における水生生物に対する理解を深め、親し

みを持たせるため、小学生を対象に「せせらぎ、学習会」、

「せせらぎ教室Jを開催し、水生生物の生息の場とな

る河川等の水質、環境の維持保全を推進する世代の育

成を図る。

H 事業実績

1. せせらぎ学習会

(1)加賀市立勅使小学校

1)日時

2002年10月3日午前9時---....11時

2)場所

内水面水産センタ-

3)参加者数

6年生16人

4)内容

-動橋川の生き物

動橋川や柴山潟にすむ生き物の説明

.内水面センター探検

センター内の池の魚や、ビオトープ等を歩き回り、

魚に直接触れるなどしながらクイズに答えていく、オ

リエンテーリング風の場内見学。

-ミニ釣り大会

今年生まれのマゴイ文はニシキゴイ稚魚(体長6cm 
位)で20分間のミニ釣り大会を行う。上位3人を表彰
した。

・オオサンショウウオの身体測定

オオサンショウウオの説明の後、センターで飼育し

ているオオサンショウウオの体長と体重を計った。

(2)小松市立荒屋小学校

1) 日時

2002年10月23日午前9時---....11時
2)場所

内水面水産センタ-

3)参加者数

4年生25人

4)内容

-動橋川の生き物

動橋川や柴山潟にすむ生き物の説明

.内水面センター探検

センター内の池の魚や、ビオトープ等を歩き回り、

魚に直接触れるなどしながらクイズに答えていく、オ

リエンテーリ ング風の場内見学。

安田信也・柴田敏・波田樹雄・四登淳・板屋圭作

-ミニ釣り大会

今年生まれのマゴイ又はニシキゴイ稚魚(体長6cm 
位)で20分間のミニ釣り大会を行う。上位3人を表彰

した。

-ヤマメ採卵体験

ヤマメの採卵 ・受精を体験した。

2. せせらぎ教室

(1 )小松市立板津中学校

1)日時

2002年11月7日14時---....14時45分

2002年11月18日14時---....14時45分
2)場所

小松市立板津中学校

3)参加者数

3年生選択理科25名

4)内容

-投網で調査する

フィ ルムケースに標識し、標識していない多数の

ケースと混ぜる。校庭(又はプール)にケースを撒く。

これを魚に見立てて、投網の練習をしながら網で集め

る。柴山潟漁協組合員、センター職員が投網のやり方

を教えた。その後、ピーターセン法で全体の数を推定

した。

-釣りで調査する

ニシキゴイ稚魚と水槽を搬入した。魚のヒレを切っ

て標識し、水槽に放流し 20分間のミニ釣り大会を

行った。その後、ピーターセン法で全体の数を推定し

た。

-柴山潟とその周辺の川に住む生物の説明

ブラックパス、ブルーギル、ニゴイ、タナゴ、クサ

ガメ、ミドリガメ等のふれあい水槽で、身近な水面に

何が住んでいるのかを説明した。

(2)小松市立御幸中学校

1)日時

2002年11月28日13時---....14時40分

2)場所

小松市立御幸中学校

3)参加者数

3年生総合(環境)15名

4)内 容
-投網で調査する

フィルムケースに標識し、標識していない多数の

ケースと混ぜる。校庭(又はプール)にケースを撒く。

これを魚に見立てて、投網の練習をしながら網で集め

る。柴山潟漁協組合員、センター職員が投網のやり方
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を教えた。その後、ピーターセン法で全体の数を推定

した。

-釣りで調査する

ニシキゴイ稚魚と水槽を搬入した。魚のヒレを切っ

て標識し、水槽に放流し 20分間のミニ釣り大会を
行った。その後、ピーターセン法で全体の数を推定し

た。

-柴山潟とその周辺の川に住む生物の説明

ブラックパス、ブルーギル、ニゴイ、タナゴ、クサ

ガメ、ミドリガメ等のふれあい水槽で、身近な水面に

何が住んでいるのかを説明した。
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サクラマス増殖事業調査(要約)

目的

スモルト魚の効果的な作出技術及び放流技術を開発

して、サクラマス資源の増大により沿岸漁業及び内水

面漁業の振興を図る。

H 調査方法

1 .生産技術調査

( 1 ) 親魚蓄養技術向上調査

1 )親魚蓄養採卵試験

採卵用親魚の確保を目的に米町川で採捕を試みた。

2)幼魚生産技術向上調査

手取川(1998年10月)で採捕した遡上系親魚から採

卵した稚魚、を養成して親魚として得た稚魚(F2)及び神

通川産移植卵から養成した親魚より得た稚魚(F2)に、

成長コントロールを施して、スモルトの出現状況を調

査した。

( 2) 移動分布調査

1 ) スモルト放流河川調査

2002年12月25日に38，000尾、 2003年2月25，26日に

99，000尾の計137，000尾のスモルト放流を志賀町米町

川で、行った。放流魚は脂鰭をカットして標識した。ま

た、 12月25日放流魚のうち200尾をリボンタグで標識

した。放流後、 l月21日から5月9日にかけて地曳網、

釣り及び投網による採捕調査を実施した。

川結果

1 . 生産技術調査

( 1 )親魚蓄養技術向上調査

1 )親魚蓄養採卵試験

親魚を採捕できなかったため、試験を行えなかった。

2) 幼魚生産技術向上調査

スモルト化率は12月下旬で12%、2月下旬は69%で

あった。

放流魚のサイズは12月放流群は尾叉長136mm、体重

27.旬、 2月放流群は尾叉長138mm、体重28.6gで、あった。

( 2)移動分布調査

放流27日後の1月21日の追跡調査では河口から上流

までの全域で計30尾が再捕された。しかし、 58日後の

2月21日には最上流部を除き再捕されなかった。

第2回放流19日後の3月13日の調査では、河口域:放

流地点:上流域の各スモルト率は100%:89.5%: 20%で

あった。再捕尾数は3月13日:49尾、 3月26日:34尾、

4月10日:37尾、 5月9日:1尾であった。

再捕魚は下流域では多毛類、端脚類、上流ではユス

リカ類、晴蛤目を捕食し、期間中の肥満度は放流時の

安田信也・柴田敏・波田樹雄・四登淳・板屋圭作

肥満度を下回ることは殆どなかった。
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図-1 放流サクラマスの河川内再捕尾数

IV 考察

12月25日の放流群は河川全域に分散した後、 l、2月

の2ヶ月間でスモルトの大型個体から先に緩やかに降

海していったと考えられた。パーは最上流部に遡上し

て残留した。

2月25、26日の放流群では、スモルトは放流地点及

び河口域に分散した後、 4月上旬にかけて緩やかに降

海したと考えられた。パーは3月中旬にはその殆どが

最上流部に遡上した。そして3月下旬から4月上旬には

一旦河口域まで分布を広げた後、上流への逸散あるい

は釣獲、食害等によって調査区域内から減少したと考

えられた。

[報告書名一平成14年度さけ・ます増殖管理推進事

業実施結果報告書，石川県，平成16年2月]
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イワナ資源増殖調査(要約)

目的

白山麓に生息する重要魚種であるイワナ資源の増大

を図るため、在来イワナの生息環境および生態を把握

し、適正種苗の開発、河川の形態に応じた増殖手法の

確立を図るために必要な資料を得る。

日方法

1 .調査対象河川

昨年度と同様、手取川上流域の本流牛首川のN谷川

を調査河川とした。調査区間については、本流との合

流点から上流5，600mの地点より上流700mの区間とし

た。

2.生息環境調査

調査区間に4定点を設けて、河川の形状、流速調査

およびコドラート内の底生動物の採集調査を行った。

また、データーロガーによる水温測定も行った。

3.生態調査

生息密度、体長と体重との相関等を調べるため、採

捕調査を電気ショッカーを用いて行った。

4.増殖手法開発試験

昨年度の採卵試験で得られた稚魚を継続飼育した。

また、 2001年にN谷川の隔離された別支流へ放流した

稚魚の追跡調査を行った。

5.資源管理手法の開発

漁業権漁場を管理する白峰村漁業協同組合の遊漁証

の販売状況およびイワナの放流状況を調査した。

川 結果および考察

1 .生息環境調査

( 1 ) 河)11形状

2001年7月の調査後St. 1の上流約80m地点に砂防堰堤
工事が始まり、 St. 2の下流100mから下流は重機が入り

河床は大幅に変化している。本年度の調査区間におけ

る流れ幅は2.3'""4. Omであった。

調査区間のSt.3の上流50mに設置したデータロガー

による4月1日から6月24日までの水温の最高は6月13日

の12.80C、最低は4月7日の2.90C、平均は6.70Cであっ

た。

( 2)底生動物

下流部は昨年、一昨年と同様、増水による土砂の流

安田信也・四登淳

入で河床が一掃され底生動物相が安定的に維持されな

い状況が伺われた。中流部は全体的に採集個体数が少

なく昨年を下回った。 2カ所の優占種はモンカワゲラ、

シマトビケラ属であり湿重量の86%を占めた。

2.生態調査

( 1 ) 資源量の推定

電気ショ ッカーによる採捕標識放流調査からピー

ターセン法による資源量の推定を行い、調査区間700m

におけるイワナ生息尾数は912:!: 440尾、生息密度は

O. 29:!:0. 140尾/ぱと推定された。昨年と比べ、生息尾

数で59%、生息密度では61%の増であった。

( 2 ) 無斑イワナ

無斑イワナはSt. 4の下流100mより上流で出現し、6

月25日の調査では45'""65区間で25尾のうち4尾の団施、

7月4日の調査では44尾のうち4尾の似の出現率であっ

た。

( 3) 標識魚の移動

8月に採捕した標識魚のなかに昨年、 一昨年に放流

したリボンタッグ標識魚l尾を確認した。この個体は

2000年放流魚であり、 2年間で尾叉長にして36mm成長

していた。

3、 増殖手法開発調査

2000年度の種苗生産試験で得られた稚魚のうち、

517尾を2001年8月にN谷川支流に放流している。こ

の稚魚の追跡調査を行い、 7月3日の調査で9尾を再捕

した。放流時の5gから27gへ成長していた。

また、N谷川採捕親魚から2001年に採卵したイワナ

は、有斑♀と無斑♂では無斑:有斑=106:82、無斑♀と

有斑♂ではすべて有斑となる結果を得た。

4、資源管理手法の開発

地元漁協からの聞き取り調査では、稚魚の放流は昨

年より千尾少ない65，000尾、成魚の放流は昨年より

500尾多い3，500尾であった。

推定遊漁者数は、過去最低となった昨年の1，841人

からは増加したものの、 2，058人と依然低位に推移し

ている。

[報告書名一平成14年度渓流域生態系管理手法開発事

業(イワナ等渓流魚関係)検討委員会資料、平成15年

3月]
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漁場環境保全調査(要約)

目的

漁業対象生物にとって良好な漁場環境の維持，達

成を図るため，柴山潟水域における水質環境等の現

況を調査する。

11 方法

1.水質調査

柴山潟の水質調査を5定点で毎月l回，計12回実
施した。調査項目は水温， DO， pH，塩分とし，水
質チェッカー(堀場製作所制， U-21XD)で測定し
た。

2，生物モニタリング調査

(1)大型水草群落調査

動橋川河口におけるヨシの密度の変動を，春季

(6月)，秋期(10月)に調査した。
(2)底生動物調査

柴山潟の底生動物調査を5定点で春期 (5月)， 

秋期 (9月)の2回実施した。調査方法はエック
マンパージ型採泥器を用いて採泥し，底生生物

を種類ごとに分類し，個体数の計数と湿重量を

測定した。

川結果

1.水質調査

(1)水温

S t. 1表層における水質の年間変動を2001年度と
比較した。

年間平均水温は2001年度では15.90C， 2002年度
では16.70Cであった。

最高値は両年度とも7月に観測され， 2001年度
では28.80C， 2002年度では30.20Cであった。
最低値は両年度とも1月に記録され2001度では
3. IOC， 2002年度では6.10Cであった。

波田樹雄・安田信也

(2) DO 

DOの年間平均値は2001年度では9.72mg/ e ， 2002 
年度では9.69mg/ eであった。
最高値は2001年度では3月の12.14mg/ eに対し，
2002年度では5月の13.83mg/ eであった。
最低値は2001年度では7月の6.25mg/ eに対し，
2002年度では2月の6.78mg/ eであり，湖沼におけ
る水産用水基準値6mg/eを上回った。
2002年度の全定点では， 7月のSt.2の底層で
O. 81mg/ e， St. 4の底層で2.94mg/ eと低い値を示
した。

(3) pH 

pHの年間平均値は2001年度で、は8.07，2002年度

は7.32であり，概ね7.0"'8.5で推移していた。
最高値は2001年度では6月の9.39に対し， 2002 
年度では7月の9.0であった。
最低値は2001年度では9月の6.30に対し， 2002 
年度では2月の6.12であった。
(4)塩分

塩分は2001年度は全定点ともOであった。
2002年度は3月にSt. 2の全層とSt.4の底層で0.01
を示したが，その他の月，定点はOであった。

2. 生物モニタリング調査

(1)大型水草群落調査

ヨシの平均本数は6月が76.0本/m，10月が92.1 
本/ぱとなり， 2001年度の64.0本/m，65. 1本/m
より両月とも多くなった。

(2)底生動物調査

採集した底生動物は5月， 9月ともにイトミミズ

類，ユスリカ類のα中腐水生域から強腐水生域の

指標生物であった。

[報告書名一平成 14年度漁場環境監視等強化対策事
業調査報告書，石川県，平成15年3月]
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水温表・図 (2002年度)

値は毎正時24回の平均

日¥月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 

9.3 12.2 15.9 17.2 2l. 2 22.0 16. 7 12. 6 9.6 6.0 4.3 5.7 I 
2 9. 7 1l. 8 15.8 16. 2 20.5 22.0 16.7 1l. 3 9.2 5.2 4.1 6.6 

3 10.0 13.0 14.7 16. 3 20. 1 2l. 9 16.3 1l. 4 9.1 5. 2 4.2 6.6 

4 9.2 13. 4 14.8 17.5 20.4 22.0 16.8 1l. 0 9.8 6. 3 4. 2 5.5 

5 8.6 12.9 15.3 18.0 20.3 2l. 7 17.0 10.8 10.6 4. 0 4.0 5.2 

6 8.5 1l. 8 15.5 18. 7 2l. 0 2l. 0 16.7 1l. 0 9. 1 4. 6 4.1 5.3 

7 10.6 1l. 9 16.6 20.2 2l. 4 20. 7 16.8 10.7 7.7 4. 7 4.4 5.9 

8 1l. 1 12.2 17.3 19.9 22.0 20. 7 15. 7 1l. 5 7.5 4. 4 4. 7 5.8 

9 10.5 1l. 7 17. 1 19.5 22.4 20. 3 15.3 10.5 7.2 4.6 5. 7 5.3 

10 9.3 12.0 15.8 17.3 22.8 19.8 14.0 10.7 6. 0 5.2 6.1 5.3 

平均 9. 7 12.3 15.9 18. 1 2l. 2 2l. 2 16.2 1l. 2 8.6 5 4.6 5. 7 

旬言十 96. 8 122.9 158.8 180.8 212.1 212.1 162.0 111.5 85.8 50.2 45.8 57. 2 

11 9.3 1l. 9 17.8 15.8 22. 7 20.4 13.6 1l. 5 4. 7 5.4 6.1 4.8 

12 9.2 11. 5 17.5 15. 7 20.4 20.4 14.2 12. 1 5.5 5. 7 5.9 4.9 

13 8. 3 11. 8 17.8 16. 6 19.8 19.9 14.6 10.3 5.4 6.1 5. 7 4.9 

14 9.5 12.4 17.4 16.4 20. 2 18.9 15.5 9.9 6. 3 6. 2 5. 6 4.9 

15 11. 3 12. 5 16.6 17.0 20. 7 18.8 15.4 10.4 6. 6 5. 7 5.6 5. 5 

16 12. 8 12.7 16.8 16. 7 20.8 18. 5 15. 3 9.9 7.6 5. 7 5. 7 5.4 

17 12. 5 12.8 16.7 15.9 2l. 0 18.6 14.5 9. 3 8.4 6.0 5. 9 6. 3 

18 9. 8 12. 2 16.8 16.4 20.9 17.6 14.8 9.9 8.2 6.3 5. 4 5.9 

19 9.6 1l. 6 17.1 17.2 20. 7 16.8 15. 5 9. 5 8.2 6. 3 5.3 5.3 

20 1l. 2 1l. 5 17. 1 18.6 19.5 17.3 15. 7 9. 3 7.6 6. 1 5. 2 5.3 

平均 10.4 12.1 17.2 16.6 20. 7 18. 7 14.9 10.2 6.9 6.0 5.6 5.3 

旬計 103.5 120.9 171. 6 166. 3 206. 7 187. 2 149.1 102. 1 68. 5 59.5 56. 4 53. 2 

21 11. 6 12.5 17.2 18.8 18. 3 17.5 15. 1 9.9 7.0 5. 3 5. 1 5. 0 

22 12. 1 12. 7 16.8 18. 4 17.9 17.5 14.6 8.8 7.5 4. 9 5.1 5. 1 

23 12.5 13. 6 15. 6 19. 1 18. 5 17. 1 13.8 7.9 6.9 5. 3 5.8 5.4 

24 12. 7 13.7 15.3 19.7 19.8 15.8 13.6 8.5 7.0 5. 5 5.8 6.4 

25 1l. 4 13.0 14.9 19.6 20. 1 15. 7 13.6 9. 8 7.4 5.4 5.5 7.2 

26 10. 3 12.6 14.8 19.9 19.6 15.4 13. 0 10.2 5. 5 5.6 5.4 7.5 

27 10.4 13. 1 15.0 20.4 20. 1 16.5 12.8 9.1 4. 7 6. 2 5. 4 7.8 

28 11. 2 13.5 15. 9 20.5 20.8 17.0 12.0 8.8 5.0 6.4 4.8 7.5 

29 1l. 8 13. 5 16.5 20. 6 2l. 2 17.2 12. 0 9.4 5. 9 4.0 7.1 

30 12. 7 14.3 16. 7 20. 7 2l. 3 17.2 12. 3 9.9 6. 1 3.4 6. 5 I 

31 15. 1 2l. 0 2l. 4 11.6 6.4 4.0 7.4 

平均 1l. 7 13. 4 15.9 19.9 19.9 16.7 13. 1 9.2 6. 3 5. 1 5. 4 6.6 

旬計 116.7 147.6 158. 7 218.7 219.0 166.9 144.4 92.3 69.4 56. 0 42. 9 72.9 

月半均 10.6 12.6 16.3 18. 3 20.6 18.9 14.7 10.2 7.2 5. 3 5. 2 5.9 
月計 317.0 39l. 4 489. 1 565. 8 637.8 566.2 455.5 305. 9 223. 7 165. 7 145. 1 183. 3 

25 
℃ 

20 

15 

10 

5 

。
4/1 5/1 6/1 7/1 8/1 9/1 10/1 11/1 12/1 1/1 2/1 3/1 
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漁村活性化対策事業

津田茂美・宇野勝利・漬上欣也

l目 的 11 事業実績

漁業生産の担い手である青年漁業者の資質向上を図

るとともに、漁村地域の特性を生かした高齢者や女性

部の活動を支援し、活気ある漁業地域づくりを推進す

平成14年度における事業実績を表-1，..，.，..10に示した。

る。

表-1 担い手確保総合対策推進事業

会議名 主要議題 開催場所 開催時期 委員の構成

県推進会議 担い手の確保について 金沢市 2003年3月17日 県漁連職員、漁業士

会長、県漁婦連会長、

漁協組合長等

地区推進会議 青年漁業者の確保について 七尾市 2002年5月21日 漁業士会、漁育連、

県漁、連職員

表-2 青年漁業者活動協議会

主要議題 開催場所 開催時期 参加人数 備 考

-青年漁業者活動等について 珠洲市 2002年6月11日 21人

-水産物の付加価値向上対策

表-3 巡回指導(漁村青壮年育成指導及び移動相談所)

開催場所 実施時期 回数 対象者 内 廿，守色，

県内沿岸市町 2002年4月~ 随時 研究グループ及び -漁業技術等の先進地情報の収集・紹介

2003年3月 漁協青壮年部等 -増養殖指導(中間育成・蓄養殖技術指導)

-経営指導(資源管理型漁業等)

表-4 青年女性漁業者交流大会

開催場所 開催時期 参加者 講 演 内 ;g・・

七尾市役所 2002年 漁協青壮年部 講演会

12月 7日 漁協婦人部 山成商事株式会社 代表取締役社長 山口成俊

漁業士会 「消費者が求める水産物についてj

漁協関係者等

水産関係団体

県職員等

計 67名
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表-5 青年漁業者交流学習会

Aーム「ら 習 内 ，谷手T・ 開催場所 開催時期 参加人数 講 師

イカの活魚出荷技術について 水産総合 2003年3月18日 11人 西南自動車工業株式会社工場長

センター

表-6 漁村女性対策事業

事業 内 容 開催場所 開催時期 参加人数 備 考

加工品製造起業化に関する 輪島市 2003年1月21日 14人 輪島市漁協女性部

講習会

表-7 技術交流(先進地視察)

JチKマ 流 の 課題 交流場所 交流時期 参加人数 備 考

改良漁具を用いた底びき網の 千葉県 2002年8月5日 13人 漁育連・漁業士会と共催

資源管理 ，....__7日

遊漁船業への取組みについて 神奈川県 2003年2月18日 7人 七尾漁協青年部

""""20日

表-8 少年水産教室

参 加 者 内 ，廿ー~ 開 催 場 所 開催日時 参加人数

珠洲市立飯間小学校 栽培漁業の学習会 飯田小学校 2002年7月5日 30名

.......， 18日

表-9 漁業士研修事業

研修 内 廿作句 開催場所 開催時期 参加者 備 考(講 師)

水産物の衛生管理について 七尾市 2002年7月24日 13人 県保険福祉センター職員

日本海ブロック漁業土研修 秋田県 2002年7月18日""""20日 2人

表-10 高齢者活動支援事業

事 業 内 ，廿ー~ 開催場所 開催時期 参加者 イ蔚 考

天気図の見方について 珠洲市 2002年8月9日 54人

海難防止について
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中核的漁業者協業体育成事業

漬上欣也・津田茂美

目的
した。

意欲と能力のある担い手を積極的に確保 ・育成する

ため、漁業経営改善等に意欲的に取り組む青年漁業者

を中心とした中核的漁業者協業体を組織し、その協業

体が策定する「漁業共同改善計画」に沿って行う創造

的な取り組みに対して指導・支援する。

平成13年度に3グループ、平成14年度にlグループの

漁業共同改善計画を県で認定した。

平成13年度に西海地区水産振興会及び佐々波地区流

通改善グループ、平成14年度に鹿渡島地区経営改善グ

ループが施設等を整備した(石崎地区遊漁船業グルー

プは、平成16年3月までに整備する)。

H 事業活動実績
なお、水産総合センターで漁業共同改善計画を策定

するための指導、情報提供、視察等を実施した。

中核的漁業者協業体育成事業の活動実績を下表に示

中核的漁業者協業体育成事業の活動実績

グ、ループ名(地区) 認定年度 構成員 活 動 状 況 水産総合センターの支援

西海地区水産振興会 H. 1 3 1 6名 H13:①漁業共同改善計画の認定 ①計画策定への指導

(富来町西海地区) 小底・まき ②蓄養・養殖用施設と漁船搭 ②機器導入に関する情報

網・えび篭 載型海水冷却装置の設置 提供や事業実施全般の

漁業者など (事業費:29，843千円) 指導

H14:③施設を利用して、まき網漁 ③養魚の飼育指導

獲物の出荷調整と養殖によ

る販路拡大と価格維持に努

める

佐々波地区流通改善 H. 1 3 4 6名 H13:①漁業共同改善計画の認定 ①計画策定への指導 l 

グ、ループ 大型定置網 ②流動氷製造装置等の導入 ②機器導入に関する情報

(七尾市佐々波地区) -刺網・一 (事業費:15，710千円) 提供や事業実施全般の

本釣漁業者 H14:③漁獲物の鮮度向上に取り組 指導

など み、高品質魚の出荷で消費 ③鮮度保持に関する講習

拡大に努める 会開催などで情報提供

鹿渡島地区経営改善 H. 1 3 1 0名 H13:①漁業共同改善計画の認定 ①計画策定への指導

グープ 大型定置網 H14:②流動氷製造装置と共同利用 ②機器導入に関する情報

(七尾市鹿渡島地区) -小型定置 作業船の導入で高品質魚の 提供や事業実施全般の

網・刺網漁、 出荷と漁労作業コストの削 指導

業者など 減を図る ③鮮度保持に関する講習

(事業費:22，499千円) 会開催などで情報提供

石崎地区遊漁船業グ H. 14 1 0名 H14:①県外の先進地を視察する等 ①先進地視察や情報提供

ループ 小底・船曳 して共同改善計画を作成 などで計画策定への支

(七尾市石崎地区) 網・延縄漁 ②共同改善計画の認定 援 ・指導

業者など ③Hl5年度に遊漁船を導入し

遊漁船業を営むことで、沸、

業経営の向上と地域活性化

に取り組む

(事業費:4，200千円)
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水産物品質向上試験

目的

近年、漁獲物の鮮度について漁業者の関心が高まっ

ており、石川県の定置網漁業者においても冷海水製造

装置の導入が進んでいる。こうした中、流動氷の導入

も定置網漁業で始まっている。流動氷は、粉砕氷と異

なりシャーベット状であるため漁獲物を痛めない、海

水を凍らせたものであるため輸送中に塩分変化がない

等の特徴がある。しかし、魚種によっては、体色の変

化、自の白濁等を引き起こす場合がある。流動氷の鮮

度の保持能力の数値的評価やディメリットについて

は、これまで調査されていないため、硬直指数やK値

による鮮度評価や使用方法によるディメリット等につ

いての試験を行う。

H 方法

能都町漁協所属の流動氷・紫外線殺菌冷海水を使用

している定置網漁業者の協力により、冷海水を使用し

た通常の定置網漁船による運搬時水温状況、流動氷と

常温海水+粉砕氷を使用し、運搬した漁獲物の鮮度状

況を調査した。

(1)通常の運搬時の水温状況

定置網漁船の魚槽内の上中下3箇所に水温ロガーを

設置し、通常の漁獲物の運搬時の水温状況を調査した。

試験を行った定置網では、水温の高い時期には流動

氷・紫外線殺菌冷海水(粉砕氷も併用)を使用し、水温

の低い時期には紫外線殺菌冷海水・粉砕氷を使用して

おり、水温状況を調査した2002年12月10"'-'12日には、
紫外線殺菌冷海水・粉砕氷を使用していた。

(2)流動氷と粉砕氷を使用した運搬時の鮮度試験

1)マイワシ

2003年4月10日に400eのコンテナにマイワシ・ウル
メイワシを主体とした漁獲物約200kgと流動氷約100e 
を使用した試験区、マイワシ・ウルメイワシを主体と

した漁獲物約200kgと常温海水(試験時9.TC)約100
e +粉砕氷20kgを使用した試験区を設定し、両試験区
の運搬時の水温、マイワシの硬直指数、 K値を比較し

た。流動氷・粉砕氷の量は、通常漁業者が使用してい

る量を用いた。漁獲からの輸送等の通常の処理経過は

下記のとおりで、試験でも同様の処理方法 ・時間を用

いた。

(通常の漁獲物の処理経過)

漁獲→魚槽収容(漁船で港まで運搬)約1時間30分
(選別時間を含む)→市場までの輸送 (70eのコン
テナでトラック輸送)約1時間30分→下氷処理

宇野 勝利・津田茂美・漬上欣也

魚の上半分(体長の1/2)

垂下長

硬直指数=(1/2体長一義下長)-7-1/2体長X100

図-1 硬直指数の測定方法

また、発泡スチロール箱に入れた下氷後は、 30C程

度の温度で冷蔵保存した。硬直指数のサンプル数は各

試験区10尾、K値は5尾とした。

水温は、オンセ ットコンビュータ一社製水温ロ

ガー・ホボウォーターテンププ口、硬直指数は図一lに

示す方法(硬直指数=(1/2体長一垂下長)--:-1/2体長×

100)で2"'-'36時間後の間に9回、 K値(測定委託)は2"'-'
72時間後の聞に5回、カラムクロマトグラフ法により
測定した。

2)マサバ

2003年6月3日に400eのコンテナにマサバ約150kgと
流動氷約150e収容した試験区(表面に粉砕氷を10kg
使用)、マサパ100kgと常温海水(試験時15.90C) 約
100 e .粉砕氷40kg収容した試験区を設定し、両試験
区の運搬時の水温、マイワシの硬直指数 (2"'-'76時間
の間12回)、 K値 (2"'-'72時間の問5回)を比較した。

川 結果及び考察

(1 )運搬時の水温状況

試験を行った定置網での、通常の運搬時の漁船魚槽

内上中下3箇所の水温を図-2に示した。 12月10日の漁

獲物はヒラソウダ・マアジ・ブリ(フクラギ)等の混

じりで、漁獲物は魚槽の約3/4程度であった。上中下
各層の水温は氷が多く混さ、っている上層で4.8"'-'5. OoC 
と低く、漁獲物が多く浸漬している中層で6.0"'-'6.60C
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試験を行った定置網の通常の運搬時の魚層内の水温図-2

ないせいか10、11日と異なった傾向を示し、上層で最

も高く1.3"'3. 70C、中層で1.1 "'2. OoC、下層で0"'0.8 

℃と最も低かった。

以上のように、漁獲物の量や種類、魚槽の上中下層

によって水温の状況は異なっており、 11日の下層のよ

うに漁獲物が多い場合、 100C近い水温になる場合もみ

られた。漁獲物の量が多い場合、氷の量の調整あるい
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とやや高く、下層で6.8"'7.10Cと最も高かった。 12月
11日の漁獲物はヒラソウダ主体で漁獲物が魚槽の上部

まで達していた。各層の水温は前日と同様の傾向を示

し、上層で最も低く1.8"'7. OoC、中層で3.0"'9. 90C、

下層で5.0"'10.20Cと、水温幅が12月10日より広かっ

た。 12月11日の漁獲物はアジ等の混じりで漁獲物は魚

槽の1/3程度と少なかった。各層の水温は漁獲物が少



は氷を何回かに分けて投入して、層によるむらをなく

し、水温の上昇しやすい下層でもある程度の低い水温

を保持することで、均一な鮮度の漁獲物の出荷が可能

になると考えられる。現状でも氷の分割投入等の工夫

は行っているが、適正な水温管理のためには魚槽内に

温度計を設置し、水温の上昇をその場で把握しながら

氷の投入等を行うこと等の改善も考えられる。

(2)流動氷と粉砕氷を使用した運搬時の鮮度状況試験

1 )マイワシ

400 e、70eコシテナでの輸送時の水温を図-3に示
した。 400eコンテナ輸送時の水温は、流動氷区O.9~ 
3.70C、粉砕氷区5.0~6. 20Cと、流動氷区で2.5~4. 1 

OC程度低かった。 70eコンテナ輸送時の水温は、両試
験区で-0.7~-1. 80Cであり、大きな差はなかった。

同 I泡質物を4∞ロンテナヘ収容

71:二二、二二二;二二二二:
8 ト一一一ー-~血血戸画回出お単一一一一一十一一一
水 5

温 4

"c 2 

-2 

-3 

各経過時間毎の硬直指数を図-4に示した。マイワシ
ほ、硬直指数の測定を開始した4時間後には、両試験

区とも完全硬直していた。その後、粉砕氷区より流動

氷区で解硬が遅く、硬直指数の高い傾向が続いた。硬

直が遅く、硬直状態が長いほど鮮度が良いとされてい

ることを考えると、流動氷区で鮮度が良い結果となっ

た。

各経過時間毎のK値の平均値の推移を図-5に示し

た。両区とも時間の経過にしたがって、 K値が大きく

なった。試験区別には、流動氷区、粉砕氷区の12・24

時間で差がみられ、流動氷区で低かったが、他の経過

時間では差はみられなかった。両試験区の12・24時間

経過後の平均値についても有意差検定の結果、 5%の

危険率で差は認められなかった。5回の経過時間毎の
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図ー 5 マイワシのK値の推移
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データの平均では、流動氷区7.1%、粉砕氷区7.9%と

流動氷区でやや低い値、すなわち、硬直指数と同様に

やや鮮度が良いという結果であった。

以上のように、硬直指数やK値による鮮度の差は、

漁獲直後の400eのコンテナでの輸送時の水温が、流
動氷区で30C程度低かったことによる考えられる。

2)マサパ

コンテナ (400e、70e)での輸送時の水温を図-6
に示した。 400eコンテナでの輸送時の水温は、流動
氷区で1.7 "-'4. rc、粉砕氷区で2.9"-'6. 90Cと、流動氷
区で1.2"-'2. 20C程度低かった。 70Lコンテナでの輸送

時は、両試験区で-1.2"-' 1. 20Cであり大きな差はな

かった。

各経過時間の硬直指数平均値の推移を図-7に示し

た。流動氷区で8時間後に、粉砕氷区で6時間後に完全

硬直し、同区とも25時間後から解硬が始まった。35時

間後から粉砕氷の硬直指数が緩やかな傾向もあるが、

全般的に大きな差はなかった。

経過時間毎のK値の平均値を図-8に示した。48時間

後にやや流動氷区で低かったが平均値の有意差検定の

結果、差はなかった。 5回の経過時間毎のデータの平

均では、流動氷区13.1%、粉砕氷区13.5%と、流動氷

区で若干低かった。マサパについては、両試験区で輸

送時の水温差が小さく、流動氷による塩分低下防止等

の影響による鮮度状況に差は認められなかった。

本試験では、実際の輸送に近い形で流動氷と粉砕氷

での輸送について検討し、マイワシについては、流動

氷区で鮮度の良い結果が得られた。しかし、輸送水温
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で差が小さかったマサパで、鮮度に差がで、なかったこと

を考えると、実際は塩分の低下が防げる等の流動氷そ

のものの特徴の影響というより、水温の影響によるも

のが大きいと考えられる。実際の輸送に近い規模での

試験を考えると水温の設定が困難なため、次年度は、

温度を設定した小規模の試験を行う必要がある。

また、流動氷を使用した場合、魚種によっては体色

が黒ずんだり、白っぽくなったり、目が白くなったり

等の状況も見られるため、これらについても検討する

必要がある。



カキ養殖業高度化推進対策事業

七尾湾のカキ養殖業に関する調査は、これまで、継

続的にはムラサキイガイの幼生調査・カキ幼生調査

を、カキや水質等の状況により付着物に関する調査・

貧酸素に関する調査・指導等を行ってきた。平成14年

度からは、適正密度試験や抑制試験等を加えて総合的

に、カキ養殖高度化推進対策試験として七尾西湾・北

湾海域でカキ養殖業に関する調査 ・指導を開始した。

七尾西湾海域調査

(1 )ムラサキイガイ浮遊幼生・付着稚貝調査

1 )目的

ムラサキイガイ付着防除のため、浮遊幼生数・付着

稚貝数等を調査した。また、調査結果は即日漁業者に

提供する。

2)方法

.6. 

• St2 

• St5 

- ムラサキイカ.イ誠資定点
ム漁場環境問査定点

・St4

図-1 調査定点

七尾西湾の6定点(図一1)で、5月9日"'6月20日の問、

週l回の割合で調査を行った。浮遊幼生調査は、プラ

ンクトンネッ トを水深2.0mから表面まで垂直曳し、

その中の浮遊幼生をサイズ別に計数した。付着稚貝調

査は、直径9mm、長さ15cmのシュロ縄の付着器を水深

宇野勝利・津田茂美・漬上欣也

O. 5m . 2. Om ・4.Om' 8. Om'こ取付け、 1週間垂下し

た後に付着器に付着した稚貝を計数した。

調査時にO.5・2.0・4.0・8.Om層の水温・塩分と風

向・風速等の測定を行った。水温・塩分等の測定は、

ホリパの水質チェッカ-U-10・U-22を使用した。

3)結果及び考察

浮遊幼生のサイズ別出現個体数を図-2、付表lに、

定点別出現個体数を図-3、付表2に示した。浮遊幼生

出現個体数は、 6月20日に各定点で最も多く出現し、 5

月30日にも小さなピークがあった。過去の調査で出現

個体数の最も多かったのは、 2000年が6月21日、 2001

年が6月13日で時期的に大きな違いはなかった。

1，000 

800 rーーーー ーーーーー一一一ーーーーー

個 600
体

数 400r--

初::JJJi--と兵一一五どー
-D-St.1(灘嵐) ーかSt.2(湾中央) →帳-St.3(奥原)
→-St.4(湾口部) 一合一St.5(長浦) ベユーSt.6(小牧) i 

1，000 

800 

個 600
体

数 400

200 

。

図-2 浮遊幼生のサイズ別出現個体数

月日

I4M刷) -<>-St.2(湾特) →←st3fZ1 
→-St.4溝口部) ー企-St.5(長浦) ベ::>-St.6 (小牧) I 

図-3 浮遊幼生の定点別出現数

定点別には、湾中央・奥原・湾口部で多く、瀬嵐・

長浦・小牧で少なかった。また、湾口部の定点で多く、

瀬嵐・小牧の定点で、少ない傾向は過去の調査結果と同

様であった。



付着稚員の定点別出現個体数を図-4に、定点別出現
個体数を付表3に、水深別出現個体数を付表4に示した。

付着稚員は、 5月30日または6月6日に各定点で最も多

く出現した。過去の調査で出現数の最も多かったのは、

2000・2001年とも6月20日前後で、本年と時期に違い

がみられた。

定点別には、浮遊幼生と少し異なり、湾口と長浦で

付着が多く瀬嵐で少なかった。浮遊幼生出現数のピー

ク後に付着稚員出現数でピークとなっていない傾向は

過去の調査でもみられたが、この理由として浮遊幼生

として出現しでも潮流等により別の場所に運ばれ、必

ずしもその場所で付着するとは限らないことが考えら

れる。

900 r--

600 
個

体

数

300 

。
5.15 5.23 5.30 6.06 6.13 

調査月日

-o-St.l (瀬嵐) ベ〉ーSt.2(湾中央)→←St.3(奥原)
→-St.4(湾口部)寸公一St.5(長浦) ベトSt.6(小牧)

図-4 付着稚貝の定点別出現個体数

6.20 

付着稚員の水深別付着数を図-5に示した.水深別に

は、 O.5mで付着個体数が最も多く、水深が深くなるに

したがって少なくなる傾向が見られた。特に水深8mで

は水深O.5mの1/3以下の付着数となった。

億

.0.ミmIK70ー
図-5 付着稚員の水深別付着数

カキ垂下連は、 一定の時期に成長等を考えて仮垂下

場所から本垂下場所に移動させなければならないが、

本垂下初期のまだムラサキイガイの付着の可能性のあ

る時期は、できるだ、け深い水深に垂下することである

程度ムラサキイガイの付着を抑えることができると考

えられる。

(2)漁場環境調査一植物プランクトン

(有毒プランクトンを含む)調査

1 )目的

有毒プランクトン等のモニタリングにより漁業被害

等の防止を図る。

2)方法

2002年6--..... 9月の毎月l回、七尾西湾の3定点(図-1)

で、バンドーン採水器により水深1mで、各々 2e採水し
試料とした(生海7.1<1e、グルタルアルデヒド固定海
7.1<10。有毒プランクトンを含めた植物プランクトン
の種類・個体数を調査した。試料の査定は外部に委託

した。

3)結果及び考察

調査結果を付表7に示した。植物プランクトンの優占種

は6--.....9月の各月に珪藻綱のSkeletonemacostatum、7月

にThalassiosiraceae・種属不明のmicro-flagellate、8月に

Chaetoceros constrictum、9月にChaetoceroscurvisetum、

Chaetoceros distansであった。

貝毒原因種として7月に麻痩性員毒を生産する渦鞭毛藻

綱のAlexandriumminutumが定点2で33細胞/e、9月に下痢

性員毒を生産する渦鞭毛藻綱のDinophysisacuminataが

定点2・3で66・297細胞/e、Dinophysiscaudataが定点1
で33細胞/e出現したが量的には少なかった。
その他の有毒有害プランクトンとして、 8月に赤潮

を形成し漁業被害を引き起こすことがある渦鞭毛藻綱

Gymnodinium mikimotoが定点 3で1.188細胞 /e、
Gymnodinium pulchellumが8月に定点2・3で33・132細胞

/ e、9月に定点1--.....3で231--..... 1. 056細胞/e、9月にラフィ
ド藻綱のFibrocapsajaponicaが定点2で24，948細胞/e 
出現したが、いずれも赤潮を形成するほどの量ではな

かった。

(3)適正密度試験

1 )目的

カキ漁場の垂下連高密度化・漁場環境悪化による身

入り等の改善のため適正な養殖密度を調べるための試

験を行う。

2)方法

七尾西湾海域で一般的に行われている延縄式カキ棚

の概要図を図-6示した。2002年6月に①②の試験連を

作成し、定点(図-12)に垂下して、 10・12・2月に身

入り調査を行った。

①カキ垂下連の原盤設置間隔試験

原盤の取付け間隔を20・30・40cmに設定し、成長・

生残・身入り等を比較した。連間隔は35cm、原盤 1枚
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当たりの付着個体数は30個に統ーした。

②付着原盤l枚当たりの種ガキ付着体個数試験

原盤I枚当たり種ガキ付着個体数20、30、40個での

成長・生残・身入り等を比較した。連間隔は35cm、原

盤間隔は30cmに統ーした。

浮き

o 000  
I I I I 
o 000  
I I I I 
o 000種ガキ原盤
I I I I 
0 000  

垂下連

図-6 一般的な延縄式カキ棚

知人大、 ~ 

12.0 

10.0 

劉 8.0
会
~ 6.0 
9も
~ 4.0 

2.0 

0.0 

20cm 30cm 40cm 

間隔民験

20個 30信 40個

付着信体数民厳

図-7 各試験区の生残率

3)結果及び考察

各試験の12月測定時の生残率を図-7、平均身入り重

量を図-8に示した。カキ垂下連の原盤設置間隔試験で

は生残率に大きな差はなかったが、40cmでやや低い値

となった。付着個体数試験では個体数が多くなるほど

生残率が低くなる傾向がみられた。むき身重量は各間

隔で差はみられなかった。稚ガキ付着個体数試験でも

40個はやや低い値であったが、差は小さかった。

原盤間隔試験で差は小さく、 付着個体数試験の生残

率で差はみられたが、身入りでは差が小さかったこと

を考えると、当初の原盤間隔・付着数について、間隔

や付着数の差を大きくする必要があると考えられる。

12月に測定した身入り重量の組成を図-9.10に示し
た。原盤間隔試験では、身入り組成に大きな差はなかっ

た。種ガキ付着個体数試験では、 40個と比較して20、

30個で身入り重量の4g以上の大きなものの割合が高い

傾向がみられた。
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盤で身入り重量に差はなかった。また、 図-1ト2の水

深13.7mと深い水深の定点1(長浦、垂下ローフ。約8m)
では、危険率1%で底層の原盤ほど身入り重量が悪

かった。これは、浅い水深の海域で、は光量の差が表層

と底層で小さいこと、栄養塩の量が均一化し易いため

餌料となる植物プランクトン量が表 ・底層で差がな

く、逆に、深い水深では表・底層で植物プランクトン

量に差があるためと考えられる。

(4)水質・餌料調査

1 )目的

カキの餌料量と身入りの関係を調べるため餌料の指

標となるクロロフィルa量 ・濁度と水温 ・塩分等の水

質を測定した。

2)方法

七尾西湾の8定点(図-12)

以上のように、各試験区で差がみられた部分もあっ

たが、その差は明確なものではなかった。この理由と

して試験区の設定数値が比較的近かったため、他の環

境要因等の影響が大きくなったことが考えられる。次

年度については、この点を考慮して間隔等の数値を設

定する。また、今年度は事業初年度ということもあり、

種苗の質・試験連の作成の遅れ等の問題があったので

この点にも考慮する。

浅い水深の定点2，.......8(4.5""""7. 5m)の身入り重量と

原盤位置 (垂下ローフ約4m)の関係は、図-}トlのよ

うに有意差検定の結果、危険率5%で表層、底層の原
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ロロフィルa量・濁度と水温・塩分・ DO等を測定した。
また、水温は2定点で、オンセットコンビュータ一社
製水温ロガー・ホボウォターテンププロにより連続的

に測定した。

3)結果及び考察

クロロフィルa量の時期別平均値の推移を図-13に、

定点別の量を図一14に示した。クロロフィルa量は6'"

9月に高い値を示して変動が大きく、 9月末以降に低い

値となった。秋から冬期の水温の低い時期にクロロ

フィルa量が低い傾向は一般的であるが、本調査結果

の減少は極端であった。

9月以降の調査結果について、部分的ではあるが過

去の調査結果1)と比較すると、本調査結果は量的に少
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ない傾向があった。表層と底層では、調査日により異

なり、表層で多いというような一定の傾向はなかった。

これは、定点のほとんどが7m以浅の浅い水深であるこ

とによると考えられる。定点別には河川の影響が大き

いと考えられる南側の定点で多い傾向が見られた。図

-15に濁度の時期別平均値の推移を示した。 6月から3

月にかけて変動を繰り返しながら減少する傾向がみら

れた。水温の高い時期に大きく、低い時期に小さい傾

向はクロロフィルa量と同様であった。
2002年の10月以降のカキ出荷時期に、七尾湾全体で

例年と比較してカキの身入りの悪い状況がみられた。

この一因として、 9月末以降のクロロフィルa量の急
激な減少が考えられる。

カキの身入りに重要と考えられる2002年6"'-'11月の

七尾西湾唐島沖の連続水温の測定結果を図一戸に示し

た。 2002年7"'-'9月の水温は、 2000・2001年の同期と比

較して低めに推移しており、調査定点(水深1.Om) 

では300Cを超える日はなかった。したがって、高水温

が、カキに及ぼす影響は、 2002年は2000・2001年より

小さかったと考えられる。秋期の水温下降期は2000・

2001年と大きな差はなかった。

調査時の水温平均値(全定点平均値)を図-17に、

塩分平均値の推移を図-18に、 DO平均値の推移を図

-19に示した。調査日の水温平均値は7.3"'-'27.60Cで
あった。塩分平均値は2.08"'-'3.46%の間で推移し、表

層でやや低く、変動が大きかった。DO平均値は3.75"'-'

11. 21mg/ eであった。 DOの定点別の最低値は7月17
日の底層の2.85mg/ eであり、他は全て3.Omg/ eを超
えていた。 2002年のDO値は成長・生残に直接影響を

及ぼすような値ではないと考えられる。

2002年12月に測定した身入り重量と海面からの原盤

垂下位置を用いて、原盤位置による身入り重量の違い

を調べた。

(5)モデル地区設定試験

(1 )目的

実際の養殖に近い形で適正な原盤間隔・連間隔を調

査するため、適正密度試験より大規模なモデル地区を

設定し、適正と考えられる原盤間隔・連間隔により育

成したカキの身入り重量を調べた。調査については中

島町農林水産課と共同で、また、七尾西湾漁協のカキ

養殖漁業者の協力を得て行った。

(2)方法

七尾西湾海域の5ヵ所で lヵ所20連を垂下し、 10・

12・2月に身入り調査を各定点2連ず、つ行った。漁業

者連との比較のため、 10・12月に漁業者が実際に養殖

している連も2連ずつ身入り調査を行った。垂下連は、

付着稚貝50"'-'200個体の原盤を用い、原盤間隔40cmの

垂下連を漁業者に作成依頼し連間隔50cmで、垂下した。

連のロープの長さは設置場所の水深にもよるが海面下

約4mとした。
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(3)結果及び考察

2002年12月時点の漁業者・モデル地区連の原盤1枚

当たりの付着数を図-20に、 1連当たりの原盤枚数を

図-21に、地区別の生残率を図-22に示した。原盤1枚

当たりの付着数は、漁業者連で9-----42個と幅広く、モ

デル地区連で17-----32個であった。 1連当たりの原盤枚

数はモデル地区連6-----11枚、漁業者連10-----22枚で、モ

デル地区連と漁業者連で定点によっては2倍近い差が

あった。生残率はモデル地区で68.8""'91.2%、漁業者

連で奥原が49.7%、その他が83.4-----93.5%と、奥原で

低かった。奥原については、海綿等の付着物が多く、

このことが生残率に影響したと考えられる。

2002年12月時点の地区別のカキ l個体当たりのむき

身重量を図-23に、連当たりのむき身重量を図-24に示

した。カキ 1個体当たりのむき身重量はモデル地区が

2.7-----4.1g、漁業者連が3.2-----5. 1 gであり、モデル地

区では瀬嵐で最も大きく、漁業者連では生残率の悪

かった奥原で最も大きく、長浦で最も小さかった。モ

デル地区と漁業者連を比較すると、カキ1個体当たり

のむき身重量はいずれの地区も漁業者連で大きかっ

た。

連当たりのむき身重量は、漁業者連では原盤枚数の

多い瀬嵐・付着数の多い塩津で大きく、原盤当たりの

付着個体数の少ない筆染・笠師で小さかった。モデル

地区連では瀬嵐で大きかった。連当たりのむき身重量

についてモデル地区と漁業者連を比較すると、筆染・

笠師でモデル地区の方が大きく、他は漁業者連が大き

かった。

本試験では、モデル地区でむき身重量が大きいとい

う結果は得られなかった。この理由として、モデル地

区と比較した漁業者連は、モデル地区垂下連の近辺の

ものであったが、元の原盤や垂下時期等がモデル地区

と漁業者連で大きく違うことが考えられる。次年度は
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モデル地区の10・12・2月の身入り重量(個体当た

り・連当たり)の地区別の測定結果を図 25に示した。

l個体当たりの身入り重量(平均)は各定点とも、 10'"'-'

3000 

n

u

n

u

 

n

u

n

U

 

5

0

 

内

t

n

L重

量

g 1500 

/1000 
遠

500 

。
長浦1 瀬嵐2 筆染3 笠師4 塩津5 奥原6

| -0ー漁業者12 月 4ーモデル地区12~ I 

図-24 連当たりのむき身重量
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筆染3 塩津5 奥原6

12月(1.1'"'-'2. 3g)より12'"'-'2月 (2.0'"'-'3.7g)に身

入り重量が大きかった。連当たりの重量については、

2連の平均ということもあり、 12'"'-'2月より 10'"'-'12 

月に身入り重量が大きい定点、 10'"'-'12月にほとんど重

量の増加が見られない定点等地区によって異なった。

H 七尾北湾海域調査

(1 )カキ幼生調査

1 ) 目的

幼生の出現パターン・水温等との関係を明らかにす

るため、カキ浮遊幼生の出現状況を調査した。また、

採苗のための情報として調査結果を即日漁業者に提供

する。

2)方法

2002年6月19日から8月14日に毎週1回、 4地区7定点

で調査を行った(図-26)。調査は、プランクトンネッ

トを水深2.0mから表面まで垂直曳きし、その中の浮

遊幼生をサイズ別に計数した。

3)結果

出現幼生数を図-27、付表8に示した。付着期幼生数

は7月3日に15'"'-'101個体と最初のピークがみられてお

り、 7月24日・ 31日に12'"'-'243個体と2回目のピークが

みられた。幼生数の合計では初期幼生が多く出現した

6月19日と各期の幼生が多く出現した7月24日・ 31日に

幼生数のピークがみられた。過去の調査でも時期に若

干違いがあるが、ほとんどの年で2回の幼生数のピー

クが見られた。幼生調査時の水温・塩分を図-28に示

した。

カキ幼生調査時の水温は、水深O.5mで21.0'"'-'29. IOC、

水深2mで21.3'"'-'28. TC、水深8mで21.2'"'-'26. 80Cと水深
8mで低かった。

塩分は、水深O.5mで1.45'"'-'3. 38%、水深2mで3.03'"'-'

3.43%、水深8mで3.36'"'-'3.45%と水深o.5mでやや低く、
変動も大きかった。

国-26 力キ幼生調査定点
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(2)天然採苗試験

1 )目的

天然採苗については以前から取り組まれてきたが、

採苗には不安定な部分が多く、安定的な技術開発と採

苗後の本養殖までの管理技術開発を目的としてカキ幼

生調査と合わせて調査を実施した。抑制は、採苗後干

出等の方法で稚ガキに負荷をかけることにより、より

強い種ガキを選抜することと成長をある程度抑制する

ためのものあり、抑制手法の確立・簡略化等のための

試験を行った。

2)方法

①採苗試験

穴水町麦ヶ浦地区の3ヵ所(図-29)で、浮遊幼生

調査の結果、採苗に十分な幼生が出現した翌日の7月4

日に採苗器(1連当たり原盤80枚)13連を垂下し、 15

日後にカキ稚員の付着状況を調査した。

②抑制試験

7月4日に採苗してカキ稚員の付着したホタテ原盤を

用いて、漁業者が現在行っている方法である干出区3

連、労力の軽減のため作業の少ない深吊り区(水深5・

10m)各3連、抑制を行わない非干出・ 非深吊り区3連

を設定した。試験は定点Cで行った。干出は採苗から

17日後の7月21日"'8月22日までの期間に13回(1回

3. 5"'6. 5時間)行った。深吊り区は水深5・10mに7月

19日"'9月13日までの55日間垂下し、非干出 ・非深吊

り区は水深約30crnの位置に採苗時のまま垂下した。各

試験区について、生残率と最大殻長を測定し抑制の短

期的な効果を調査した。試験に使用した種ガキについ

A 

• 
1 。

2

。-
C
 8 

• 
七人七浦

-銭苔定点

図-29 天然採苗試験調査定点

ては出荷までの期間育成し、生残率・身入り等の状況

を継続調査した。

③水質・餌料調査

図-29の定点Cにおいて、 2002年7月から2003年3月ま

で、月 1回の割合で、水温・塩分等の水質調査、餌料

調査としてクロロフィルa量の測定を行った。

3)結果及び考察

採苗・抑制試験の結果を表一lに示した。

①採苗試験

採苗器垂下前日の採苗定点1、2での付着期幼生の出

現数は84、211個/プランクトンネット0"'2m曳であり、

各定点での原盤 1枚当たりの稚員平均付着数は、 A

231個、 Bl， 171個、 C927個と、浮遊幼生出現数の多
い定点2に近いB、Cで多く付着した。

②抑制試験

生残率は、採苗時に付着数が少ない1"'4区で29.2'" 

49.6%と高く、付着数の多い5"'7区で11.1 "'23.2%と

低かった。最大殻長の抑制効果はいずれの区でも干出

区より大きかった。また、 2区の深吊り5mの生残率は

干出区とほぼ同等であり、その他の試験区で干出区よ

り低かった。

深吊りについては抑制の期間を調べること、全試験

区について長期的な育成により抑制の効果を把握する

必要がある。

③水質 ・餌料調査

2002年7月'"2003年3月までの、毎月l回の調査時の

水温は10.2"'27.40C、塩分は2.96'" 3. 48 %、DOは
4.22"'10. 54rng/ eであった。クロロフィルa量の測
定結果を図-30に示した。夏期にクロロフィルa量が

多く、 9月以降に少なくなる傾向は七尾西湾海域の結

果と同様であったが、夏期について特に七尾西湾海域

と比べて量的に少なかった。これは、七尾北湾海域は

七尾西湾海域と比べて、外海からの海水が流入しやす

く、 栄養塩等の量が少ないためと考えられる。

川文献

(1)中島町(1990、1991) :基本地域沿岸漁業構造

改善推進事業、七尾西湾養殖漁場環境調査



試験区

1 干出

2 深吊り 5m

3 深吊り 10m

4 非干出・非深吊り

5 深吊り 5m

6 深吊り 10m

7 非干出・非深吊り

表-1 採苗・抑制試験結果

採苗時平均 抑制後平均 生残率

付着個体数/ 付着個体数 ( % ) 

原盤 /原盤

1.20 

1.00 

μ0.80 

う0.60
L 0.40 

0.20 

0.00 

220 

201 

286 

223 

1， 065 

1， 278 

973 

102 

100 

98 

65 

238 

142 

226 

、、へb. _c、、~。ーへb. . 'o ，，'o 
や毛子会合会会ぷ94Pぐーや etv

調査日

1-・-表層(1.0m)ーか水;家8ml

図-30 ク口口フィルa量の推移
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付表 1 ムラサキイガイ浮遊幼生サイズ別出現個体数

月日 初期幼生 中期幼生 付着期幼当 合計

サイズ <210μ 210-270，tJ 270μ< 

5.09 7 21 29 

5.15 20 33 10 63 

5.23 35 76 5 116 

5.30 277 86 15 378 

6.06 49 69 3 121 

6.13 27 28 4 59 

6.20 2，240 453 39 2.732 

合計 2，649 752 97 3，498 

単位:偲体数/O-2mネット曳

付表2 ムラサキイガイ浮遊幼生定点別出現個体数

月日/St St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 合計

瀬嵐 湾中央 奥原 湾口 長浦 小牧

5.09 3 2 3 。 20 29 

5.15 5 34 3 13 7 63 

5.23 13 32 11 17 12 31 116 

5.30 9 20 144 102 54 49 378 

6.06 7 11 57 17 21 B 121 

6.13 5 6 21 8 9 10 59 

6.20 103 791 896 667 157 118 2.732 

合計 145 863 1，166 814 267 243 3.498 

単位:個体数/O-2mネット曳

付表3 ムラサキイガイ付着稚貝定点別出現個体数

月日/St. St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 合計

瀬嵐 湾中央 奥原 湾口 長浦 小牧

5.15 2 38 58 41 26 1661 

5.23 52 23 98 203 102 

5.30 42 316 327 843 677 233 2.4381 

6.06 23 79 167 298 406 9731 

6.13 7 21 41 36 69 59 233 

6.20 22 95 183 176 113 38 627 

合計 96 601 742 1，509 1.103 864 4，9151 

*空繍は調査無しまたは付着用ロープ欠落、単位・個体数/O-2mネット曳

付表4 ムラサキイガイ付着稚貝推進別出現個体数

月日/水深 O.5m 2.0m 4.0m 8.0m 合計

(6定点) (6定点) (5定点) (2定点)

5.09 

5.15 83 29 40 14 166 

5.23 174 126 158 20 478 

5.30 1.071 765 513 89 2.438 

6.06 434 320 178 41 973 

6.13 79 63 51 40 233 

6.20 273 210 132 12 627 

4Eb2‘善aオit 2，114 1，513 1，072 216 4，915 

平均 352 252 214 108 819 

単位.個体数/O-2mネット曳
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付表5 ムラサキイガイ調査時の水温
単位 。C

St/月日 7J<j奈 5.09 5.15 5.23 5.30 6.06 6.13 6目20

St.1 (瀬嵐) 7.1<;:栗0.5m 15.7 17.7 17.4 19.0 20.7 22.3 23.3 

水深2.0m 17.8 17.2 18.9 20.7 22.3 23.4 

St.2(湾中央)水深0.5m 15.8 17.4 17.4 19.1 20.5 22.1 23.3 

水深2.0m 17.4 17.2 18.6 20.5 22.2 23.3 

St.3(奥原) 7.1<;栗0.5m 16.1 17.7 18.5 19.2 20.7 22.5 23.1 

水深2.0m 17.3 17.6 19.2 20.7 22.4 23.5 

St.4(湾口部)水深0.5m 15.3 17.2 17.6 18.8 20.0 21.8 22.8 

水深2.0m 17.1 17.4 18.6 20.0 21.8 22.9 

St.5(長浦) 水深0.5m 15.1 17.2 17.8 18.2 20.5 22.1 23.0 

水深2.0m 17.2 17.4 18.2 20.5 22.1 22.8 

St.6(小牧) 水深0.5m 14.5 17.3 15.5 17.6 20.2 21.2 23.1 

水深2.0m 17.2 15.0 17.3 20.1 21.1 23.1 

平均 水深0.5m 15.4 17.4 17.4 18.7 20.4 22.0 23.1 

京藻2.0m 17.3 17.0 18.5 20目4 22.0 23.2 

付表6 ムラサキイガイ調査時の塩分

単位:%

St/月日 水深 5.09 5.15 5.23 5.30 6.06 6.13 6.20 

St.1 (瀬嵐) 7.1<;栗0.5m 2.96 2.95 3.07 3.11 3.23 3.18 3.12 

水深2.0m 2.97 3.16 3.23 3.23 3.19 3.14 

St.2(湾中央)水深0.5m 2.96 2.98 3.13 3.16 3.24 3.21 3.15 

水深2.0m 2.99 3.16 3.19 3.19 3.20 3.15 

St.3(奥原) 水深0.5m 2.92 2.83 3.13 3.09 3.20 3.19 3.07 

水深2.0m 2.96 3.16 3.19 3.19 3.23 3.13 

St.4(湾口部)水深0.5m 2.93 3.05 3.06 3.15 3.27 3.22 3.19 

水深2.0m 3.05 3.15 3.22 3.22 3.23 3.18 

St.5(長浦) 水深0.5m 3.11 3.06 3.09 3.24 3.28 3.17 3.20 

水深2.0m 3.06 3.13 3.23 3.23 3.17 3.21 

St.6 (小牧) 水深0.5m 3.01 3.09 3.24 3.24 3.31 3.28 3.22 

水深2.0m 3.08 3.28 3.28 3.28 3.28 3.22 

平均 水深0.5m 2.98 2.99 3.12 3.17 3.26 3.21 3.16 
水深2.0m 3.02 3.17 3.22 3.22 3.22 3.17 

付表8 力キ幼生のサイズ・定点別浮遊幼生出現数

単位:個体数/O-2mネット曳

|幼生サイズ 定点 月日 |合計
6.19 7.03 7.10 7.18 7.24 7.31 8.07 8.14 

志ヶ浦1 1，033 40 7 。 124 21 。 。 1225 
志ヶ浦2 768 32 6 6 23 21 。 。 856 

初期幼生 麦ヶ浦1 361 14 5 23 36 31 。 。 470 
150-210μπ 麦ヶ浦2 91 29 14 17 31 2 。 。 184 

乙ヶ崎 440 36 23 2 70 48 。 。 619 
中居1 99 15 21 15 122 21 2 。 295 
中居2 27 11 24 14 85 9 3 。 173 
|志ケ濡1 4 46 6 5 28 56 。 146 
志ヶ浦2 。 44 6 3 32 2 。 88 

中期幼生 麦ヶ浦1 。 57 3 25 12 20 。 118 
210-270μ 円 麦ヶj甫2 。 110 11 7 6 5 。 140 

乙ヶ崎 73 36 2 16 48 。 。 176 
中居1 。 79 72 15 48 14 6 。 234 
中居2 。 62 47 4 34 10 4 。 161 
|志ヶ浦1 。 25 。 12 243 。 282 
志ヶ浦2 。 15 2 2 97 。 。 117 

付着期幼生 麦ヶ浦1 。 27 3 6 11 。 。 48 
270μm9< 麦ヶ浦2 101 5 。 9 。 。 117 

乙ヶ崎 。 35 6 。 3 18 。 。 62 
中居1 。 43 15 2 13 。 75 
中居2 。 30 8 11 4 2 。 56 
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植物プランクトン調査結果付表7

単位:細胞/L
9月26日
2 

7月16日
2 

優占種

: 

守系調。-Nib必 t......................+......................I........................1......"17伝説t......1".5iio"ot.........a6:4oo"1

(党t腎宅腎t誌5濃説g習蕊低乱.N耐耐陥N両向m.}弘i仏A
t守?£ん必而両ωι品副比h副沿福.-五一j.ぷ説泌嗣2ぷ詞副ω両副副泌泌iH尚耐i両偏泌返玩i
毒化原因種、有毒・有害種

3 3 

8月27日
2 3 3 

6月20日
2 

種名

ー

I
N
C
O
-
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付表9 浮遊幼生調査時の水温

月日 定点 水温(OC) 塩分円も)

水深0.5m水深2m 水深8m 水深0.5m|水深2m 水深8m

6.19 志ヶj甫1 22.3 22.1 3.25 3.26 
志ヶj甫2 22.3 22.2 3.27 3.27 
麦ヶj甫1 22.9 22.1 3.24 3.28 
麦ヶj甫2 22.7 22.2 3.25 3.27 
Zヶ崎 22.9 22.6 3.25 3.27 
中居1 23.7 23.0 3.26 3.26 
|中居2 23.8 22.9 3.24 3.27 

平均 22.9 22.4 3.25 3.27 

6.26 志ヶj甫1 21.2 21.2 21.0 3.27 3.27 3.29 
志ヶj甫2 21.2 21.2 21.1 3.28 3.28 3.29 
麦ヶ浦1 21.3 21.2 21.1 3.27 3.28 3.29 

麦ヶ浦2 21.2 21.3 21.2 3.27 3.28 3.29 
乙ヶ崎 21.1 21.5 21.3 3.23 3.28 3.29 
中居1 22.1 21.5 21.3 3.25 3.25 3.27 
中居2 21.8 21.3 21.1 3.25 3.27 3.28 

平均 21.4 21.3 21.2 3.26 3.27 3.29 

7.03 志ケ浦1 22.2 22.5 21.1 2.63 3.21 3.29 
志ヶj甫2 22.3 22.8 21.4 2.72 3.23 3.30 

麦ヶ浦1 22.4 23.2 21.4 1.95 3.26 3.29 

麦ヶ浦2 22.5 23.2 21.5 2.24 3.23 3.29 

乙ヶ崎 23.0 23.0 21.2 3.01 3.26 3.29 
中居1 22.8 22.8 21.5 2.92 3.24 3.29 
中居2 23.0 22.9 21.5 3.06 3.24 3.29 

平均 22.6 22.9 21.4 2.65 3.24 3.29 

7.10 志ヶ浦1 23.2 24.1 23.3 2.50 3.28 3.30 
志ヶj甫2 23.1 24.2 23.3 2.56 3.14 3.33 
麦ヶ浦1 19.1 23.8 22.2 0.52 3.30 3.35 
麦ヶj甫2 21.6 23.9 22.3 1.84 3.24 3.37 
乙ヶ崎 20.7 23.1 22.3 0.84 3.32 3.36 

中居1 19.0 23.3 22.4 0.45 3.29 3.36 
|中居2 20.6 23.3 22.4 1.46 3.28 3.36 
平均 21.0 23.7 22.6 1.45 3.26 3.35 

7.18 |志ヶ浦1 24.4 24.2 22.9 2.79 3.15 3.23 
志ヶj甫2 24.5 23.9 22.9 2.73 3.14 3.24 
麦ヶ浦1 24.1 23.9 23.0 2.76 3.19 3.26 
麦ヶj溝2 24.4 23.9 22.9 2.97 3.18 3.26 
乙ヶ崎 24.2 23.7 22.9 2.63 3.18 3.26 
中居1 24.5 23.8 22.9 2.53 3.15 3.25 
中居2 24.4 23.9 22.9 2.75 3.13 3.25 

平均 24.4 23.9 22.9 2.74 3.16 3.25 

7.24 志ヶ浦1 26.7 26.2 24.1 3.00 3.06 3.22 
志ヶ浦2 26.5 26.2 24.1 3.04 3.07 3.21 
麦ヶj甫1 26.8 26.5 25.4 2.95 3.04 3.13 
麦ヶj甫2 26.9 26.5 25.6 2.99 3.05 3.14 
乙ヶ崎 27.1 26.6 25.0 2.95 3.00 3.16 
中居1 27.4 26.6 25.5 2.96 3.02 3.12 
中居2 27.1 26.4 25.7 2.98 3.03 3.12 
平均 26.9 26.4 25.1 2.98 3.04 3.16 

7.31 志ヶ浦1 28.3 28.3 24.1 2.98 3.02 3.23 
志ヶj甫2 28.3 28.4 24.2 2.98 3.03 3.23 
麦ヶj甫1 29.6 28.9 24.7 2.98 3.04 3.21 
麦ヶj甫2 29.6 28.8 24.7 2.98 3.04 3.20 
乙ヶ崎 29.1 28.4 24.5 3.01 3.04 3.21 
中居1 29.6 28.8 25.0 2.98 3.03 3.20 
中居2 29.4 29.1 25.0 2.98 3.03 3.21 
平均 29.1 28.7 24.6 2.98 3.03 3.21 

8.07 志ヶ浦1 26.8 26.6 25.4 3.38 3.40 3.45 
志ヶj甫2 26.9 26.5 25.4 3.39 3.40 3.46 
i麦ヶj甫1 27.3 26.7 25.3 3.35 3.39 3.44 
麦ヶj甫2 27.2 26.5 25.4 3.35 3.42 3.44 
乙ヶ崎 27.1 26.8 25.1 3.32 3.39 3.44 
中居1 28.0 26.8 25.6 3.31 3.41 3.45 
l中居2 27.5 26.6 25.4 3.31 3.41 3.45 
平均 27.3 26.6 25.4 3.34 3.40 3.45 

8.14 志ヶj甫1 26.8 26.6 26.7 3.42 3.43 3.44 
志ヶj甫2 26.7 26.8 26.8 3.43 3.44 3.45 
麦ヶj甫1 27.1 27.1 26.9 3.41 3.43 3.45 
麦ヶ浦2 27.3 27.2 26.9 3.42 3.43 3.45 
乙ヶ崎 27.0 27.0 26.9 3.41 3.42 3.45 
中居1 27.3 27.3 26.8 3.30 3.42 3.45 
|中居2 27.3 27.4 26.9 3.29 3.42 3.46 
平均 27.1 27.1 26.8 3.38 3.43 3.45 

*空欄改交調
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ヒラメ・アカガイ中間育成放流指導

目的

栽培対象魚種であるヒラメ ・アカガイの中間育成技

術・放流技術の向上を目的に指導を行った。

H ヒラメ

1 .配付状況

県水産総合センタ一生産部志賀事業所で生産さ

れたヒラメ988千尾が2002年6月12日'"'"'9月2日にか

けて各漁協(地区)に配付された(表1)。

配付したヒラメの平均全長は中間育成用種苗で

41. 0'"'"'50. 00101、直接放流用種苗は62.0'"'"' 105. 40101 

であった。

2. 中間育成・放流結果

2002年の中間育成・放流結果を表一lに示した。

(1)配付内訳

中間育成用種苗は835千尾となり、陸上水槽で

240千尾、生賛網で278千尾、固い網で292千尾が

中間育成された。なお、小松市漁協は従来どお

り陸上水槽で中間育成する予定であったが、給

水施設に問題が生じたことで、中間育成用種苗

25千尾を急逮直接放流した(小松市漁協分を含

めて835千尾)。

直接放流用種苗は、 153千尾であった。

( 2) 中間育成の実施箇所と育成方法

中間育成は11漁協(18箇所)で実施された。

育成方法は陸上水槽が4漁協 (6箇所)、生賛網

が4漁協 (8箇所)、囲い網が5漁協 (5箇所)であっ

た(ただし、育成方法別にすると、穴水町漁協甲

地区の陸上水槽と、ななか漁協鵜浦地区は生賛

網・囲い網が重複しているため、延べ合計では2

漁協・ l箇所増えることになる)。

(3 )直接放流実施箇所

直接放流は10漁協(10箇所)で実施された。

(4) 中間育成 ・放流結果

各施設の飼育期間は陸上水槽で9'"'"'29日間、生

賛網で3'"'"'18日問、囲網で13'"'"'23日間であった。

生残率は推定で、陸上水槽でO.0'"'"'97. 5 % (平

均42.9%)、生賓網で10.0'"'"'88.6%(平均48.4%)、

囲い網で58.9'"'"'70.0% (平均62.8%)となった。

全体の中間育成ヒラメの推定放流尾数は435.7 

千尾で生残率は53.8%となった(小松市漁協分

を含めると460.7千尾:55.2%)。

直接放流は153千尾であり、総合計613.7千尾

のヒラメを放流した。

漬上欣也

放流時の平均全長は陸上水槽で59.9'"'"'88.90101、

生賛網で63.0'"'"'69. 5mm、固い網で56.1'"'"'61. 301m 

であった。

川 アカガイ

1 .配付状況

2001年に県水産総合センタ一生産部能登島事業

所で生産されたアカガイ4，002千個(内訳:放流

用種苗2，074千個 ・養殖用種苗1，928千個)が2001

年8月23日'"'"'9月4日にかけて各漁協(地区)に配

付された。

約10ヶ月間中間育成し、 2002年6月11日'"'"'19日

にかけて放流した。

2. 中間育成・放流結果

2002年の中間育成・放流結果を表-2に示した。

中間育成は七尾湾漁業振興協議会に所属してい

る七尾市(l漁協 ・l地区)、能登島町(1漁協 ・5

地区)、中島町(1漁協・ l地区)の3市町(3漁協・

7地区)に分けて実施した。

なお、穴水町(1漁協・ 1地区)は2001年から中

間育成を実施していない。

南湾の港湾事務所前に483，283個、西湾に

336， 689個(カンジ浦228，209個・鰯浦沖108，480

個)の総数819，972個を放流した。

生残率は21.4'"'"'62. 5%で、平均39.5%であった。

平均殻長は、 20.2'"'"'26. 90101で、平均重量は1.5'"'"' 

4.5 gとなった。

なお、七尾漁協の養殖用種苗については、

253. 1千個(生残率13.1 %)を取り上げた。
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漁協名|地区

時除島市

~~:J::-::::::~; di:引葬干詩日4f1:』;日4:::::;;l;;1l卜;ll;ll;Jjj;j;;JJJ;J;;;JJJ;j;j;;;jj;;;;;JJ;;;J;;;j;;J;;:;:;t;J:(j ;::: :;; ;: J 
|穴水町 前波性貸1 15.0001 6/24 1 7/12 1 18 1 1.8521 12.3 1 47.0 1 68.7 1 83.6 1 51.2 1 2.70 胸破れ数カ所あ り 1.21 

沖波性貨1 35.000 1 6/29 1 7/ 8 1 9 1 5.000 1 14.3 1 49.0 1 67.8 1 83.7 1 52.6 1 1 
七 1 IJ 甲 体槽1 20.0001 6/24 1 7/12 1 18 1 3.8161 19.1 1 47.0 1 76.5 1 99.2 1 53.2 1 4.60 嗣育水がオーバーフロー 1.64 

ノノ 新崎性賛1 40.0001 6/24 1 7/ 8 1 14 1 4.0001 10.0 1 50.0 1 67.5 1 76.7 1 57.0 1 - 1 
尾比尾 性繁1 30.000 1 6/25 1 7/ 9 1 14 1 15.000 1 50.0 1 48.0 1 69.5 1 82.8 1 62.4 1 2.87 1 1. 54 
ななか鵜浦囲網1 42.00016/2617/101 14 1 25.200160.0149.0161.3176.8148.112.081 
湾，---;，-一一一言語涌一住蚕r-----8~õ-õõT- -6ii6--r-6万五--r----3---T--- -五õõüf-語.-õ--T--49:ü--l一一γ---r・-二一1一一二一一r--了一首言玄百白.云五達面元一一一一一一一一

鰻目性貸1 80.000 1 6/25 1 7/ 9 1 14 1 60.000 1 75.0 1 48.0 1 63.0 1 81. 9 1 47.6 1 2.21 1 
曲性賛1 30.0001 6/26 1 7/10 1 14 1 26.5801 88.6 1 49.0 1 65.0 1 1 - 1 一 | 

*配布尾数合計 988. 000尾(中間育成用 835. 0千尾，直接放流用 153.0千尾)
*放流尾数合計 613.748尾(中間育成分 435. 7千尾，直接放流分 153.0千尾.小松市漁協
*小松市漁協は給水施設に問題があり、中間育成用種苗を急謹直接放流した。

*中間育成生残率 53.80 % (中間育成用種苗配付合計835.0千尾から小松市漁協分の25千尾を除いて算出)

25.0千尾)

105.4 15.000 9/ 2 9/ 2 15.000 直放
l
l
N

。。ーー



表-2 2002年アカガイ中間育成・放流結果

漁協名 地区名
配付個数 放流個数 生残率 殻長 (mm) 重量

(個) (個) (%) 平均 最大 最小 (g) 

同尾西湾漁協 中 島 350.000 218.920 62.5 21. 7 33.3 11. 0 2.2 

ト七尾漁協 石崎 964.000 206.611 21. 4 25.6 40.9 15.5 4.3 

半浦 120.000 46.255 38.5 22.9 31. 5 14. 1 2.6 
ー・・・・ーーー・ーー ーーーーーーーー・・ーーーー ーーーーーーーーー-ー'ーーー・ーーー・ーー ーーーーーーーーー ーーーーーーー__ーーーーーーー圃.
通 260.000 142.087 54.6 26.3 39. 7 16.2 4.0 
__・ー------ーーーーーーーーー・ー・・・ー __ーーー・ーー・ーーーーーーーーーーー畠国.ー・ーー・・ー・ー ー・ー・・・ーーーー ー・ーーーーー・__ 

ななか漁協
閏 126.000 56.802 45.1 20.2 29. 7 12.2 1.5 
ーーーーー・ーーーーー -ーーーーーーーーーーーー ー・ーーーーーー・・・ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーー・・・ーーーーーー ーーーー・・ー・ーー
佐波 128.100 75.825 59.2 24.8 40.1 15.3 3.8 
ーー・・ーー-ーーー _ _.ーーー・ー__唱.---_ _.・ーー__ _ーーーー・ーー------ーー ーーーーーーーー・ー ーー・ーーーーー・'ー ーーー・・ー司ーーー
須曽 126.000 73.472 58.3 26.9 39.5 17.5 4.5 
ー-・・・・-----ーーーーーーーーーーーー.ー・ーーー・ー・ーー・・ーーー・'・・・・・・ーー・・ ーー・・・・ーー・・ー ー・ーー，ーーーー ーーーーーーーーー一一

L....... 

小 計 760. 100 394.441 51. 9 

どと ----レ---合計 弘074.100 819.972 39.5 ----」一一 ---*配付個数 :2001年8月23日---9月4日に出荷した種苗

放流用種苗2.074.100個+養殖用種苗1.928.000個=4.002.100個

*七尾漁協は、放流種苗の他に養殖種苗を育成している

項目 配付個数 取上げ個数 生残率

放流用 964.000 206.611 21. 4 

養殖用 1.928.000 253.099 13. 1 

合計 2.892.000 459.710 15.9 

放 流 場 所

2002年6月19日放流:港湾事務所前110.440個・鰯浦沖108.480個

2002年6月11日放流:全て港湾事務所前

2002年6月15日放流:全て西湾(カンジ浦)

2002年6月15日放流:港湾事務所前90.407個・カンジ浦51.680個

2002年6月15日放流:全て西湾(カンジ浦)

2002年6月15日放流:全て港湾事務所前

2002年6月15日放流:全て西湾(カンジ浦)

西湾336.689個(カンジ浦228.209個、鰯浦沖108.480個)

南湾483.283個(全て七尾港湾事務所前)



2002年七尾湾のトリガイ・アカガイ貝桁網操業結果について

漬上欣世・貞方 勉・津田茂美・宇野勝利

はじめに IV 結果

近年の七尾湾におけるトリガイ・アカガイ員桁網

操業は、 1998年・ 2000年にアカガイを対象に南湾の

七尾港湾事務所前に限定した操業にとどまってい

た1)。今回、 6年振りに七尾湾全域で操業が行われ、

追跡調査したので、その結果を報告する。

七尾湾全海域での操業については、 1996年に総漁

獲量約144.9トン・ 103.776千円(トリガイ:約

137.5トン・ 93.887千円、アカガイ:約7.4トン・

9. 889千円)を水揚げして以来である2)。

H 操業の経緯

2001年11月・2002年3月の資源量調査結果3)ではト

リガイ・アカガイともに低水準の資源量と推定さ

れたが、七尾湾漁業振興協議会貝類部会で協議し

た結果、海底耕転による底質改善や漁場開拓を図

る必要があること等から、今回は貝類部会員の中

から操業希望者を募り操業を実施することとなっ

た。

111 操業方法及び調査方法

1 .操業期間

2002年4月 10 日 ~5月 10 日(実操業時間: 7時~

11時)の聞に24日間の操業が行われた。

2.操業海域

七尾南湾・西湾・北湾海域(共同漁業権第22号

及び区画漁業権第55号を除く)。

3.操業漁船

七尾漁協所属漁船5隻、ななか漁協所属船8隻、

七尾西湾漁協所属船2隻の合計15隻で実施された。

なお、操業期間中の延べ操業隻数は260隻であっ

た。

4.水揚げ状況調査

漁獲量・漁獲金額は、水揚げの指定漁協となっ

ている七尾漁協からの資料を取りまとめた。また、

殻長・重量組成を求めるため、水揚げされたトリ

ガイ・アカガイを銘柄別にランダムに抽出し測定

した。

5.操業状況調査

操業位置・隻数等の確認のため、操業期間中は

毎日、漁業者から聞き取り調査を実施するととも

に、陸上からも巡視観察を行った。また、定期的

に漁業取締船ほうだつによる情報を得た。
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図-1に操業場所を、表-1にトリガイ・アカガイの

海域・漁場・銘柄別の水揚結果を示した。また、表

-2にトリガイ日別・銘柄別の水揚実績を、表-3にア

カガイ日別・銘柄別の水揚実績を示した。

1 .漁場

南湾海域は①七尾港湾事務所前、②佐波前、③

雌島・雄島周辺、④三室前、 ⑤須曽前に、西湾海

域は種ヶ島・鰯浦周辺に、北湾海域では久木沖に

操業された。

2. トリガイ

( 1 )漁獲量・漁獲金額

全体の水揚量は漁獲量で5.794. 6kg、漁獲金

額で16.669.018円となった。

銘柄別の漁獲量は、大が 4.725.8kg 

(14. 228. 553円)、中が238.9kg(743.956円)、

小が 18.0 kg (28.800円)、割員が 811.9kg

(1. 667. 709円)となり、大銘柄の漁獲量が全

体の81.6% (金額で85.4%)を占めた。

100kg以上水揚げされた漁場は、南湾の佐波

前、雌島・雄島周辺、三室前、北湾の久木沖

であった。佐波前のみで4.045.1 kg (金額

10.354.821円)が水揚げされ、全体漁獲量の

69. 8 % (金額62.1 %)を占めた。

(2 )推定漁獲個数

表-4にトリガイの海域・漁場・銘柄別推定漁
獲個数を示した。なお、サイズが類似した南湾

の七尾港湾事務所前、須曽前、西湾は佐波前の

平均重量から、また、三室前は雌島・雄島周辺

の平均重量から算出した。

全体の漁獲個数は38.124個と推定され、銘柄

別では、大が27.759個、中が2.140個、小が156

個、割員が8.069個となり、大銘柄が全体の

72.8%を占めた。

( 3 )殻長・重量組成

図-2~4にトリガイの主な漁場の殻長・重量

組成を示した。

①殻長

佐波は大で74.6~103. 2mm (平均85.8mm)、

中で71.1 ~86. 8mm (平均79.9mm)、小で63.5~ 

78.8mm (平均74.1mm)の範囲にあった。

雌島・雄島周辺は大で70.3~87. Omm (平均

77. 7mm)、中で65.2~76. 2mm (平均71.7mm) 

の範囲にあった。



久木沖は大で79.0'" 102. Omm (平均88.1mm)、

中で70.6"'81.5mm(平均77.4mm)の範囲にあっ

た。

②重量

佐波は大で100.4"'287.6g(平均183.5g)、

中で96.5"'188.1g (平均 146.2g)、小で

71. 0'" 147. 2g (平均115.4g)の範囲にあった。

雌島・雄島周辺は大で93.4'"186. 2g (平均

130.1g)、中で66.4"'137.ug(平均101.7g) 

の範囲にあった。

久木沖は大で120.0"'251.6g (平均179.1 g 

)、中で65.4'" 136. 2g (平均109.6g)の範囲

にあった。

③発生年級群

漁獲されたトリガイの輪紋形成状況から、

南湾 ・西湾で漁獲されたトリガイは、秋発生

群のl年半員と推定されたが、 北湾の久木沖

で漁獲された大銘柄の25.0%が春発生群の2

年貝と推定された(久木沖大銘柄測定個数36

個中、 9個:春発生群の2年員、 27個:秋発生群

のl年半貝)。

3. アカガイ

( 1 )漁獲量・漁獲金額

全体の水揚量は漁獲量で1，018. 8kg、漁獲金

額で2，272，596円となった。

銘柄別の漁獲量は、特大が31.5kg (72，786 

円)、大が225.1kg(594，917円)、中が743.4kg

(1， 575， 651円)、小が5.Okg (9， 000円)、割員

が13.8kg (20， 242円)となり、中銘柄の漁獲

量が全体の73.0%(金額69.3%)を占めた。

また、アカガイを集中放流している七尾港

湾事務所前のみで960.6kg(金額2，079，549円)

が水揚げされ、全体漁獲量の94.3% (金額

91. 5%)を占めた。

( 2 )推定漁獲個数

表-5にアカガイの海域・漁場・銘柄別推定漁
獲個数を示した。

全体の漁獲個数は8，038個と推定され、銘柄

別では、特大が100個、大が1，047個、 中が

6，685個、小が51個、割員が155個となり、中銘

柄が全体の83.2%を占めた。

(3 )殻長・重量組成

図-5に七尾港湾事務所前のアカガイ殻長・重

量組成を示した。

殻長は特大で100.0'" 129. Omm (平均111.5mm)、

大で79.2'" 107. 6mm (平均94.1mm)、中で62.2'" 

91.4mm (平均76.0mm)、小で66.0'" 82. Omm (平

均72.9mm)の範囲にあった。

重量は特大で136.4"'481. 5g (平均314.2g)、

大で118.3"'293. 6g (平均215.0g)、中で67.8'"

210.7g (平均111.2g)、小で79.8'"136. 2g (平

均98.4g)の範囲にあった。

(4)放流員

七尾港湾事務所前で漁獲されたアカガイの大

銘柄の4.6%が天然員(測定総個数87個中、4個

体が天然貝)で、他の銘柄は全て放流貝であっ

た。

V 考察

1 .操業

図-6にト リガイの主漁場となった佐波前及びア
カガイの主漁場となった七尾港湾事務所前の日別

漁獲量の推移を示した。

操業初日の4月10日に七尾港湾事務所前の放流

アカガイを対象に集中操業した結果、 775.lkg・

1， 635， 552円を漁獲し、初日の1日間のみでアカガ

イ全体漁獲量の76.1 % (金額72.0%)を漁獲した。

その後、 トリガイの主漁場となった佐波前で操業

され、 4月10日"'4月16日 (6日間操業)の聞に、

佐波前のみで2，838. 9kg・5，853，830円を漁獲し、

トリガイ全体漁獲量の49.0% (金額35.1 %)を漁

獲した。

2. トリガイ

(1)漁場

前述したように南湾の佐波前が主漁場となっ

たが、過去の操業結果等4-11)をみると、 1986年

の操業以降、佐波前は漁場として形成されてお

らず、 16年振りに漁場となった。このことから、

今後は資源量調査の対象海域に加え、資源量を

追跡する必要があろう。

( 2 )殻長・重量組成

銘柄別の平均殻長は大銘柄で、北湾の久木沖

が優れており、南湾の雌島 ・雄島周辺で劣った。

中銘柄は南湾の佐波前で優れ、雌島 ・雄島周辺

で劣った。 なお、雌島・雄島周辺の大銘柄は佐

波前、久木沖の中銘柄に匹敵した。

銘柄別の平均重量は大・中銘柄ともに佐波前

で優れており、南湾の雌島・雄島周辺で劣った。

3. アカガイ

( 1 )放流貝の回収

七尾港湾事務所前は2000年春に操業し、アカ

ガイを約2トン(金額約530万円)水揚げしたり。

なお、当海域で1999年に133，473個12)、2000

年に572，348個13)、2001年に204，723個14)のアカ

ガイを放流した。

2000年の操業時には1999年に放流した場所

を、今回の操業時には2001年に放流した場所を、

商品サイズにならない放流貝の保護のため、操

業しなかった。

このことから、今回漁獲されたアカガイの主
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体となった中銘柄(全体の推定漁獲個数の83.2 

%)は、殻長組成や過去の操業実績から、 1999

年放流貝(133，473個)と 2000年放流員
(572， 348個)の合計705，821個が漁獲の対象と

なったと考えられた。

なお、回収率は0.95% (総放流個数705，821
個:中銘柄推定漁獲個数6，685個)と推定され

た。

4. 販売単価

( 1 ) トリガイ

kg当たりの単価は高値で4，600円(大銘柄)、
底値でも1，300 (割貝)の値が付き、全体の平
均単価は2，877円と高かった(表-2)。
1977年以降、 トリガイの水揚げは12回(年)
あったが、この間の平均単価は276円(1977年)'"
1， 663円(1991年)11)であり、今回の単価の高さ

が窺える。

トリガイの寿命は最長でも2年半といわれ、

また、夏場の高水温で大量死することも考えら

れるため、毎年操業するほうが資源の効率的な

利用につながると考えられる。

このことから、今回のように少ない漁獲量(資

源量)であっても、操業漁船隻数を制限すれば、

乱獲にもならず、経済的にみても有効と考えら

れる。

( 2 )アカガイ

kg当たりの単価は高値で3，500円(大銘柄)、
底値で1，311円(割員)となり、全体の平均単

価は2，231円となった(表-3)。
2000年の操業では2，012kg • 5， 322， 997円を水
揚げし、平均単価は2，646円1)であったが、今

回は全体漁獲量が1，018.8kgと少ない水揚げで

あったにもかかわらず、 2000年より平均単価が
安かった。

単価が安かった一つの要因として、 l日当た

りの漁獲量(出荷量)の違いによるものが考え

られる。 2000年はl隻の漁船で20日間操業し、 1
日当たり30'"160kgの範囲で、水揚げした。今回

は、操業初日のみで775.1kg (平均単価2，110円)、
全体漁獲量の76.1%も水揚げしたため、値崩れ

を起こした可能性がある(初日の平均単価が最

も安かった)。

アカガイについては放流貝の積極的な回収が

必要であるが、今回のように1日で、大量に水揚

げすることは経済的にみて不利と考えられた。

5.漁獲所得の内訳

今回は、 15隻・ 24日間の操業で18，941，614円
水揚げし、 1隻当たりの平均水揚げは1，262，774
円(1日52，615円)となった。ただし、全体水
揚げの10%を七尾湾漁業振興会貝類部会で実施

するアカガイ中間育成経費等の運営費に、また、

5%を七尾漁協の販売手数料に充てたので、実

質は全体水揚金額の85%が漁業者に分配され

た。

6.今後の問題点

今回の操業は、水揚げのプール制や漁獲量の

制限をしなかったので、結果的に操業の前半に

漁獲量が多くなった。図-7に示したように漁獲

量が多いと単価が下がる傾向にある。

トリガイについては、前述したように平均単

価は2，877円/kgと高かったものの、操業開始
から6日間の操業だけで全体漁獲量の49.3%
(2， 859. 4 kg)、金額では全体の 35.4% 
(5，906，617円)を漁獲しており(表-2)、その

聞のkg当たり平均単価は2，066円(1，648円~

2， 626円)と安い (7日目~操業終了までの間の
平均単価3，667円:2，935. 2kg • 10，762，401円)。
アカガイについても漁獲量が多いと単価が下

がる傾向にあり、 1日当たりの漁獲量に制限を

したほうが有効であったと考えられた。

しかし、計画的に漁獲量や隻数等を制限し、

操業するには、操業の事前に実施する資源量調

査で資源量や生息場所等をできる限り詳細に把

握することが重要となる。今後、資源量調査の

精度を一層向上させる手法等を検討する必要が

あろう。

また、アカガイについては一時的に蓄養する

等して出荷調整する必要があろう。
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海域

表ー 1 トリガイ・アカガイ海域・漁場・銘柄別の水揚結果

操業場所 銘柄
額金一獲

イ
一
漁

h

刀一‘，eノ
』

!

-
ト
一
量獲漁

南湾

西湾

北湾 久木

総合計

割

小計

蒋突
大
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割

小百十
存突
・ー・・ー天-----

ーーーーーー市ーーーーー

割

小計

2.1 7，545 18，590 
0 

326.1 1 1，356，0761 19.21 65，513 
10.1 I 36，2801 0.0 I 0 
0.0 I 0 I 0.0 I 0 
45.71 133，5701 0.01 0 
381.91 1，525，9261 19.21 65，513 

31.5 I 72，786 
4，725.81 14，228，5531 225.11 594，917 
238.91 743，9561 743.41 1，575，651 
18.01 28，8001 5.01 9，000 
811.91 1，667，7091 13.81 20，242 
5，794.61 16，669，0181 1，018.81 2~272，596 
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表-2 トリガイ日別・銘柄別の水揚実績
単位:kg .円

月/日
大銘柄 中銘柄 小銘柄 割 貝 合計

漁擁量 漁獲金額 kg単価 漁獲量 漁獲金額 kg単価 漁猿量 漁獲金額 kg単価 漁獲量 漁獲金額 kg単価 漁獲量 漁獲金額 平均単価

4/10 42.1 105.250 2.500 0.0 。 0.0 。 0.8 1.040 ド ;1.300 42.9 106.290 2.478 
4/11 248.8 679.473 2，731 25.1 58，0侃 2，311 0.0 18.5 30.488 1，648 292.4 767.967 2.626 
4/12 702.3 1.193.910 1;700 0.0 。 14.0 辺事翠 119.5 161，325 1，350 835.8 1.377 .635 1.648 
4/14 598.0 1，1初.984 1，908 5.5 9.394 邸 4.0 6， 99.5 149，350 1.501 707.0 1.306.128 1，847 
4/15 366.0 853，878 2，333 16.5 41，052 2，488 0.0 。 74.0 123.580 1，670 456.5 1，018.510 2.231 
4116 438.0 1， 162.014 2，653 12.3 32，632 2，653 0.0 。一 74陶5 135，441 1.818 524.8 1.330.087 2，534 
4/17 108.0 333.720 3，090 0.0 。一 0.0 。一 22.0 46.442 ， 2，111 130.0 380.162 2，924 
4/18 135聞7 514，303 3.790 5.4 19，386 3，590 0.0 。一 21.0 52.920 2.520 162.1 586，609 3.619 
4/19 252.7 990.584 3，920 6.7 24.053 3，590 0.0 。 40.4 103，828 2.570 299.8 1， 118，465 3，731 
4/21 163.5 620，483 3，795 11.8 41，241 3，495 0.0 。 24.8 65，224 2，630 200.1 726，948 3，633 
4122 185.0 691，715 3，739 7.7 27.027 3，510 0.0 。 24.8 65，472 2，640 217.5 784，214 3，606 
4124 179.1 673.416 3，760 8.9 29，9似 3，360 0.0 。一 26.6 75，810 2，850 214.6 779，130 3，631 
4/25 183.5 735，835 4，010 17.7 70，9行 止ぷ4fUl0 0.0 。 62.3 162，603 2.610 263.5 969，415 3，679 
4126 121.2 498，253 4.111 15.1 58，150 3，851 0.0 。 44.7 92，082 2，060 181.0 648，485 3，583 
4128 23事2 83，358 3.593 3.3 9，504 2，880 0.0 。 2.0 4.900 2，450 28.5 97，762 3，430 
4/29 177.0 629.412 3，556 51.0 147，390 2，890 0.0 。一 45.5 96，870 2，129 273.5 873，672 3.194 
4/30 95.3 358，328 3，760 37.4 123，420 3，300 0.0 。 35.3 78，366 2，220 168.0 560，114 3，334 
51 1 87.1 366.778 4.211 0.0 。 0.0 。 4.6 13，800 3，000 91. 7 380，578 4，150 
51 2 75.3 329，814 4，380 0.5 1.9∞ 3，800 0.0 。一 2.8 8，400 3，000 78.6 340，114 4，327 
5/ 5 84.6 350，329 4.141 0.4 1，360 3，400 0.0 。 6.6 19，008 2，880 91.6 370，697 4.047 
51 6 127.2 528，∞7 4.151 4.0 13，520 3，380 0.0 。 12.8 37，120 2，900 144.0 578.647 4，018 
51 8 115.9 486，780 4，200 6.0 22，980 3，830 0.0 。 15.0 45，000 3，000 136.9 554，760 4，052 
51 9 147.7 586，369 3，970 3.6 12，060 3，350 0.0 。一 25.5 73.440 2，880 176.8 671，869 3，800 
5/10 68.6 315.560 4;6∞ 0.0 。 0.0 。 8.4 25，2∞ 3，000 77.0 340，760 4.4251 

合計 4，725.8 14，228.553 3，011 238.9 743，956 3，114 18.0 28，8∞ 1.6∞ 811.9 1.667，709 2，054 5.794.6 16，669，018 2，8汁

割合% 81.6 85.4 ど三プ 4.1 4.5 ~ 0.3 0.2 ~ 14.0 10.0 ~ レ/~ I~I 

* は最高単価と最低単価



単位:kg.円

月/自
特大銘柄 大銘柄 中銘柄 小銘柄 割東 合計

漁獲量漁撞金額 kg単価 漁纏量漁獲金額 kg単鏑 漁撞量漁獲金額 kg単価 漁獲量漁護金額 kg単価 漁護量漁準金額 kg単価 漁獲量 漁纏金額平均単儲
4/10 10.6 25.016 2.360 118.5 267.810 京jZ:26Q'637薗31，331，320 ~;2~，Qa~ 0.0 。一 8.7 11.406 1'.311 775.1 1.635，552 2，110 
4/11 16.5 36，680 2，223 27.2 68，816 2.530 87.3 194，679 2，230 5.0 9，000 :'n81的 2.8 4.556 1，627 138.8 313，731 2.260 
4/12 3.4 7，990 2.350 9.5 25，175 2，650 9.0 21.258 2，362 0.0 。 1.0 1.680 1.680 22.9 56.103 2.450 
4/14 0.0 。 0.0 。 0.0 。 0.0 。一 0.0 。 0.0 。
4/15 0.0 。 0.3 85千平 0.0 。一 0.0 。 0.0 0.3 858 2，860 
4/16 0.0 。 0.0 0.0 。 0.0 。 0.0 。 0.0 。
4/17 0.0 。 0.0 。 0.0 。 0.0 。一 0.0 。一 0.0 。
4/18 1.0 3.100 3.100 2.5 7，750 3.100 6.0 16，500 2，750 0.0 。 1.3 2.600 ，2，.0∞ 10.8 29，950 2，773 
4/19 0.0 。一 4.0 12.520 3，130 0.0 。 0.0 。一 0.0 。 4.0 12，520 3.130 
4/21 0.0 。 0.9 2，896 3，218 0.0 。 0.0 。 0.0 。 0.9 2.896 3，218 
4/22 0.0 。

- i iii 0 3B1 J181 1 2011 . 065叩611則引引引 3，2 凹

0.0 。 0.0 。 0.0 。 0.8 2，560 3.200 
4/24 0.0 。 3.230 3.8 11，894 '3，130 0.0 。一 0.0 。 6.9 21.907 3，175 
4125 0.0 。 3，300 0.0 。 0.0 。 0.0 。 1.7 5，610 3，300 
4/26 0.0 。 3，350 0.0 。 0.0 。 0.0 。 0.3 1，005 3.3501 
4/28 0.0 。 8.6 29，068 3.380 0.0 。 0.0 。 0.0 。 8.6 29，068 3，380 
4129 0.0 。 0.0 。 0.0 。 0.0 。一 0.0 。 0.0 。
4/30 0.0 。 711 23，521 3，222 0.0 

。一 0.0 。 0.0 。 7.3 23，521 3，222 
51 1 0.0 。一 9，380 3.350 0.0 。 0.0 。一 0.0 G 2.8 9.380 3.350 
51 2 0.0 。 0.0 。 0.0 。一 0.0 。 0.0 。 0.0 。
51 5 0.0 。 10.6 35，701 3，368 0.0 。 0.0 。一 0.0 。 10.6 35.701 3.368 
51 6 0.0 。 0.9 3.042 3，380 0.0 。一 0.0 。 0.0 。一 0.9 3，悦2 3.380 
51 8 0.0 。 2.1 7.182 3.420 0.0 。一 0.0 。一 0.0 。 2.1 7，182 3.420 
51 9 0.0 。一 3.9 13，650 ， 3;500 0.0 。 0.0 。一 0.0 。一 3.9 13，650 3，5∞ 
5/10 0.0 。 20.1 68.360 3，401 0.0 。一 0.0 。 0.0 。 20.1 68.360 3.401 

合計 31.5 72，786 2，311 225.1 594，917 2，643 743.4 1，575，651 2.120 5.0 9，∞o 1，8∞ 13.8 20，242 1，467 1，018.8 2，272，596 2，231 
割合% 3.1 3.2 / 22.1 26.2 / 73.0 69.3 / 0.5 0.4 / 1.4 0.9 / ν/ ~ / 

アカガイ日別・銘柄別の水揚実績qu 
表

l
l
M
-
41
1
 

は最高単価と最低単価

4f!10呂-12日に水揚げしたアカガイは全て七尾港湾事務所前で漁獲した* * 
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佐波前トリガイ及び港湾事務所前アカガイの日別漁獲量の推移図-6
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*4/13、20、23、27、5/3、4、7は休漁日で操業しなかったので図から除いた。

*4/14、16、17、29、5/21まアカガイの漁獲が無かったので留から除いた。

ガイ力

トリガイ・アカガイ日別漁獲量と平均単価の推移

-221-

アイガ

図-7

ト



参考データ:2002年トリガイ・アカガイ貝桁網操業の魚場別・日別水揚実績(その1)

4/10-4125日までの分(操業回数:13日間)

1.トリガイ漁場別・日別水揚実績

海域 漁場X: 4/10 4/11 4/12 4/14 4/15 4/16 4/17 4/18 4/19 
j著j寄 漁獲量 11.1 9.1 0.3 。。 。。 。。 。。 。。 。。
事務
漁獲金額所 27.750 24.527 510 。 。 。 。 。 。
漁獲量 31.8 283.3 835.5 707.0 456.5 524.8 130.0 82.2 266.4 

1在j皮
漁獲金額 78.540 743，440 1，377.125 1，306，128 1，018，510 1，330，087 380，162 305，569 993，507 

雌鳥・ 漁獲量 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 79.9 33.4 

雄島 漁獲金額 。 。 。 。 。 。 01 281，040 124，958 
南;寄

漁獲量 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。
三室
漁獲金額 。 。 。 。 。 。 。 。 。

須曽
漁獲量 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。
漁獲金額 。 。 。 。 。 。 。 。 。

南;寄 漁獲量 42.9 292.4 835.8 707.0 456.5 524.8 130.0 162.1 299.8 

百十 漁獲金額 106，290 767，967 1，377，635 1，306，128 1，018，510 1，330，087 380，162 586，609 1，118，465 

種ヶ 漁獲量 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 0，0 。。
西湾 島・鰯

，甫 漁獲金額 。 。 。 。 。 。 。 。 。
~t湾

漁獲量 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 0.0 
久木
漁獲金額 。 。 。 。 。 。 。 。 。
漁獲量 42.9 292.4 835，8 707.0 456.5 524.8 130.0 162.1 299.8 

合計
漁獲金額 106，290 767，967 1，377.635 1，306.128 1，018.510 1.330，087 380，162 586，609 1，118.465 

kg当たり平均単価 2，478 2，626 1.847 2.231 2.534 2，924 3，619 3.731 

2.アカガイ漁場別・目別水揚実績

海域 漁場限:4/10 4/11 4/12 4/14 4/15 4/16 4/17 4/18 4/19 
港湾 漁獲量 775.1 138.8 22.9 。。 0，0 。。 。。 10.8 。。
事務

所 漁獲金額 1，635，552 313.731 56，103 。 。 。 。29，950 。
漁獲量 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。

佐j皮
漁獲金額 。 。 。 。 。 。 。 。 。

雌島・ 漁獲量 。。 。。 。。 0.0 0.3 。。 0.0 。。 4.0 

雄島 漁獲金額 。 。 。 。 858 。 。 。12，520 
南;寄

漁獲量 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。
三室
漁獲金額 。 。 。 。 。 。 。 。 。
漁獲量 。。 。。 。。 0，0 。。 。。 。。 。。 。。

須曽
漁獲金額 。 。 。 。 。 。 。 。 。

南;電 漁獲量 775.1 138.8 22.9 。。 0.3 。。 。。 10.8 4.0 

言十 漁獲金額 1，635，552 313，731 56白103 。 858 。 。29，950 12，520 
種ヶ 漁獲量 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。

西湾 島・鰯
j甫 漁獲金額 。 。 。 。 。 。 。 。 。

北j寄 久木
漁獲量 。。 。。 。。 。。 0，0 。。 。。 。。 。。
漁獲金額 。 。 。 。 。 。 。 。 。
漁獲量 775.1 138.8 22.9 。。 0，3 。。 。。 10.8 4.0 

合計
漁獲金額 1，635，552 313.731 56，103 。 858 。 。29，950 12.520 

kg当たり平均単価 2，110 2，260 2，450 2，860 2.773 3，130 

3.トリガイ・アカガイ臼別水揚実績と操業隻数

訴(4/10 4/11 4/12 4/14 4/15 4/16 4/17 4/18 4/19 
総合計

漁獲量 818.0 431.2 858.7 707.0 456.8 524.8 130.0 172.9 303.8 

漁獲金額 1.741，842 1，081，698 1，433.738 1，306，128 1，019，368 1，330，087 380，162 616，559 1，130，985 

操業隻数 15 15 14 13 13 11 9 12 12 

~望日平均単価 2，129 2，509 1，e70 1，847 2，232 2，534 2，924 3，566 3.723 

4/21 4/22 4/24 4/25 

。。 。。 。。 。。
。 。 。 。
132.5 150.9 62.2 。。
482.450 545，093 229，887 。
67.6 66.6 152.4 263.5 

244，498 239，121 549，243 969，415 

。。 。。 。。 。。
。 。 。 。
。。 。。 。。 。。
。 。 。 。
200.1 217.5 214.6 263.5 

726，948 784，214 779，130 969，415 

。。 。。 。。 。。
。 。 。 。
。。 。。 。。 。。
。 。 。 。
200，1 217.5 214.6 263.5 

726.948 784.214 779，130 969，415 

3，633 3，606 3.631 3，679 

4/21 4/22 4/24 4/25 

0.0 。。 。。 。。
。 。 。 。
。。 0，0 。。 。。
。 。 。 。
0.9 0.8 6.9 1.7 

2，896 2，560 21，907 5，610 

。。 。。 。。 。。
。 。 。 。
。。 。。 。。 。。
。 。 。 。
0.9 0.8 6.9 1.7 

2，896 2，560 21，907 5，610 

。。 。。 。。 。。
。 。 。 。
。。 。。 。。 。。
。 。 。 。
0.9 0.8 6.9 1.7 

2，896 2，560 21，907 5，610 

3，218 3，200 3，175 3，300 

4/21 4/22 4/24 4/25 

201.0 218.3 221.5 265.2 

729，844 786.774 801.037 975，025 

11 12 11 11 

3，631 3，604 3，616 3，677 



参考データ:2002年トリガイ・アカガイ貝桁網操業の魚場別・日別水揚実績(その2)

4126~5/10までの分(操業回数: 11 日間)と4/10~5/10までの合計

1.トリガイ漁場別・目別水揚実績

j毎減 漁場I~ 4/26 4/28 4/29 4/30 5/1 5/2 5/5 5/6 5/8 
港湾 漁獲量 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。
事務
漁獲金額所 。 。 。 。 。 。 。 。 。
漁獲量 。。 。。 。。 15.5 66.7 78.6 91.5 51.0 38.2 

佐波
漁獲金額 。 。 。57，510 277，483 340，114 370.283 202，893 153.110 

雌島・ 漁獲量 181.0 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。
tl島

F有，寄
漁獲金額 648.485 。 。 。 。 。 。 。 。

三室
漁獲量 。。 13.5 273.5 152.5 。。 。。 0.1 。。 。。
漁獲金額 。44，781 873，672 502.604 。 。 414 。 。
漁獲量 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 61.0 。。

2員曽
漁獲金額 。 。 。 。 。 。 01 249，708 。

南j寄 漁獲量 181.0 13.5 273.5 168.0 66.7 78.6 91.6 112.0 38.2 
言十 漁獲金額 648，485 44，781 873，672 560，114 277，483 340，114 370，697 452，601 153，110 
種ヶ 漁獲量 。。 2.1 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。

西j寄 島・鰯
漁獲金額j甫 。 7.545 。 。 。 。 。 。 。
漁獲量 。。 12.9 。。 。。 25.0 。。 。。 32.0 98.7 北j寄 久木
漁獲金額 。45.436 。 。103，095 。 01 126，046 401，650 

漁獲量 181.0 28.5 273.5 168.0 91.7 78.6 91.6 144.0 136.9 
合計

漁獲金額 648.485 97，762 873，672 560.114 380.578 340，114 370，697 578，647 554.760 

kg当たり平均単価 3，583 3，430 3，194 3，334 4，150 4，327 4，047 4，018 4，052 

2.アカガイ漁場別・臼別水揚実績

海域 漁場院で 4/26 4/28 4/29 4/30 5/1 5/2 5/5  5/6  5/8 

j巷;~ 漁獲量 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 口口 。。事務
漁獲金額i'Ji 。 。 。 。 。 。 。 。 。
漁獲量 。。 。。 。。 。。 。。 。。 0.8 。。 。。佐j皮
漁獲金額 。 。 。 。 。 。 2，694 。 。

雌島・ 漁獲量 0.3 。。 0.0 。。 。。 。。 。。 。。 。。
雄島 漁獲金額 ト005 。 。 。 。 。 。 。 。

南;寄
漁獲量 。。 0.2 。。 7.3 。。 。。 9.8 。。 。。エー-星F両『

漁獲金額 。 676 。23，521 。 。33.007 。 。
漁獲量 。。 。.0 。。 0.0 。。 。。 。。 0.5 。。2頁曽
漁獲金額 。 。 。 。 。 。 。 1，690 。

南j寄 漁獲量 0.3 0.2 。。 7.3 。。 。。 10.6 0.5 。。
言十 漁獲金額 1，005 676 。23，521 。 。35，701 1，690 。
穫ヶ 漁獲量 。。 5.5 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。西;寄 島・鰯
漁獲金額j甫 。18，590 。 。 。 。 。 。 。
漁獲量 。。 2.9 。。 。。 2.8 。。 。。 0.4 2.1 ~ti~ 久木
漁獲金額 。 9，802 。 。 9.380 。 。 1，352 7守182

合計
漁獲量 0.3 8.6 。。 7.3 2.8 。。 10.6 0.9 2.1 
漁獲金額 1，005 29，068 。23，521 9，380 。35，701 3，042 7，182 

kg当たり平均単価 3，350 3，380 3，222 3，350 3，368 3，380 3，420 

3 トリガイ・アカガイ目別水揚実績と操業隻数

限:4/26 4/28 4/29 4/30 5/1 5/2 5/5 5/6 5/8 
総合計

漁獲量 181.3 37.1 273.5 175.3 94.5 78.6 102.2 144.9 139.0 
漁獲金額 649，490 126，830 873，672 583，635 389，958 340.114 406，398 581，689 561，942 

操業隻数 9 8 11 11 9 6 9 11 8 
kg当たり平均単価 3.582 3，419 3.194 3，329 4，127 4.327 3，976 4，014 4.043 

5/9 5/10 合計

。。 。。 20.5 

。 。 52)87 

28.5 12.0 4，045.1 

109，330 53，600 10.354.821 

。。 。。 844.4 

。 。 3.056，760 
。。 。。 439.6 

。 。 1.421.471 
。。 。。 61.0 

。 。 249.708 

28.5 12.0 5，410.61 

109，330 53，600 15，135，547 

。。 。。 2.1 

。 。 7，5451 

148.3 65.0 381.9 

562，539 287，160 1，525，926 

176.8 77.0 5，794.61 

671，869 340，760 16，669，018 

3，800 4，425 2，8771 

5/9 5/10 合計

。。 13.0 960.6 

。44，213 2，079，549 
。。 。。 0.8 

。 。 2，694 

。。 。。 14.9 

。 。 47，356 

。。 。。 17.3 

。 。 57，204 

。。 。。 0.5 

。 。 1，690 I 
。。 13.0 994.1 

。44，213 2，188.493 

。。 。。 5.5 

。 。 18，590 

3.9 7.1 19.2 

13，650 24.147 65，513 

3.9 20.1 1，018.81 

13，650 68，360 2，272，596 

3，500 3，401 

5/9 5/10 合計

180.7 97.1 6，813.4 

685，519 409，120 18，941，614 

10 9 260 

3，794 4.213 2，780 



2002年七尾湾のトリガイ・アカガイ資源量調査結果

目的

七尾湾の重要資源であるトリガイ ・アカガイの漁

場と資源量を把握し、翌年春の操業の可能性と適正

漁獲量を算出することを目的として、七尾湾漁業振

興協議会と共同で資源量調査を実施した。

H 方法

2002年10月30日に七尾漁協で開催された、七尾湾

漁業振興協議会第3回貝類部会において、底びき網

や刺網で混獲されるトリガイの発生状況等を漁業者

から聞き取り調査したうえ、調査日・時間 ・調査船

数 ・調査海域(海区)の選定等について協議し、以

下のとおり実施した。また、アカガイの放流場所に

ついても曳網した。

， .調査日時
2002年11月12日(火)午前8時30分"-'12時00分

2.調査海域

調査海域別の海区及び曳網地点を図一lに示し

た。なお、海区及び曳網地点の選定は各調査船

の船頭に任せた。

3.曳網回数

計40曳網(曳網回数は各調査船の船頭に任せた)

(1)七尾南湾 :21曳網 (4隻で調査)

( 2 )七尾西湾:14曳網 (2隻で調査)
( 3)七尾北湾 :5曳網(1隻で調査)

4.調査船

計7隻

(1)七尾漁協所属船 3隻

(日崎丸 ・第 2大健丸 ・第 5長精丸)

(2 )ななか漁協所属船 3隻

(和平丸 ・第五栄光丸 ・能和丸)

( 3)七尾西湾漁協所属船 l隻

(第八千歳丸)

5.調査員等

調査員7名(県職員) ・補助員7名(市町 ・漁

協職員)

6.使用漁具

貝桁網:間口1.3m 網目6節 2丁曳

7. 曳網時間

約4分"-'2 9分間曳網(曳網時間は各調査船の船

頭に任せた)

8.貝の識別

(1) トリガイ

帯状輪紋の形成状況から発生年級群を識別

漬土欣也

(2 )アカガFイ

殻頂部の殻皮の有無により天然貝と放流員を

識別

川 推定資源量の算出

資源量の算出方法は以下のとおりである。

1. 曳網距離(m)=曳網速度(m/秒)x曳網時間
(秒)

2.曳網面積(凶)=曳網距離(m)X貝桁間口(l.3m) 

x2 (丁)

3. 1，000ぱ当たり分布密度(個)=採捕個数÷曳網

面積(出)X 1， 000ぱ÷漁具効率(0.2) 

4. 海区毎の推定資源量(個)= 1， 000m'当たりの分
布密度×漁場面積(km2)

5.各調査海区の範囲(面積)

南湾海域のS-6については、底質状況やト リガ

イ ・アカガイの分布範囲等を漁業者から聞き取り

調査して範囲(面積)を設定した。その他の海区

は、従来から使用している調査海区の範囲(面積)

を準用した。なお、南湾海域S一外・ 西湾海域W

-外 ・北湾海域N一外については、 海区を設定す

るほと、の範囲が無かったため、海区の設定はしな

かった。

IV 結果

1.調査船・曳網場所・回数( ， )南湾海域
調査は日崎丸 ・第2大健丸 ・第5長精丸 ・和平

丸の4隻で行った。S-1・S-2・S-4・S-

5海区で各2回、S-3・S-6海区で各5回、 S

一外で3回、合計21回の曳網を行った。

( 2 )西湾海域
調査は第五栄光丸 ・第八千歳丸の2隻で行っ

た。W-l海区で10回、W-2海区で3回、W一

外で1回、合計14回の曳網を行った。

(3 )北湾海域

調査は能和丸のi隻のみで、行った。N-lで3

回、N-2・N一外で各l回、合計5回の曳網を

行った。

(4)全 体

調査は総数7隻で行い、 全体で10海区(他、

海区外5箇所)、35回(他、海区外5回)の曳網

をおこなった。

2. トリガイ

表1"-'3にトリガイ調査海域・海区別の採捕個数



と推定資源量を、図-2にトリガイ調査海域別殻

長・重量組成を示した。

( 1 )南湾海域

採捕されたトリガイの海区別合計採捕個数は

8""""46個で総数153個となり、海区別の1， OOOrri 

当たり平均分布密度は7.0.......，27. 0個となった。

このことから海区別の推定資源量は6.5.......，32.7

千個となり、南湾全体で88.5千個と推定された。

また、秋発生群のl年貝が85.6千個(96.7%)、

春発生群l年半員が2.9千個 (3.3%) と推定さ

れた。

殻長は62.5.......，96. Omm (平均80.7mm)で、重量

は53.7.......，242.3g (平均106.0 g)であった。

( 2 )西湾海域

採捕されたトリガイはW-l海区の22個のみ
で、1，000ぱ当たり平均分布密度は3.5個とな

り、推定資源量は14.3千個と推定された。

また、秋発生群のl年員が13.7千個(95.8%)、

春発生群l年半員がO.6千個(4.2%) と推定

された。

殻長は67.3.......，92.7mm(平均74.9mm)で、重

量は63.3.......，141.9g (平均90.0g)であった。

( 3 )北湾海域

採捕されたトリガイはN-l海区に5個、 N-

外に6個の総数11個のみで、 l，OOOrri当たり平均

分布密度はN-l海区で3.0個、 N-外で12.6個

となり、推定資源量は海区の範囲(面積)を設

定したN-l海区で4.0千個と推定された。

また、 N-l海区で採捕された5個のトリガイ

は全て春発生群と推定されたが、その内2個は2

年半員、 3個がl年半貝であった。

なお、 N一外に採捕された6個については、 2

個が春発生群 (2年半貝、 l年半貝各l個ずつ)、

4個が秋発生群のl年員と推定された。

殻長は69.5.......，100. 9mm (平均86.3mm)で、重

量は45.8.......，230. 8 g (平均138.2g)であった。

(4)全体

今回調査した海域の範囲でみると、七尾湾全

体の推定資源量は106.8千個となった。また、

その内の88.5千個が南湾海域で全体の82.9%を

占めた。

南湾・西湾海域については秋発生群のl年貝

が96.6%を占め、平均殻長・重量はともに、南

湾海域での成長が優れていた。

北湾海域は資源量を推定できたN-l海区で

みると全て春発生群で、南湾・西湾海域とは異

なる結果となった (N-1海区とN 外を合計

した春発生群の混獲率63.6%)。

3.アカガイ

表4""""6にアカガイ調査海域・海区別の採捕個数

と推定資源量を、図-3にアカガイ調査海域別殻

長・重量組成を示した。

( 1 )南湾海域

採捕されたアカガイの海区別合計採捕個数は

0"""" 17個で総数25個と少なく、海区別の1，000ぱ

当たり平均分布密度は0.......，9.3個となった。この
ことから海区別の推定資源量は0.......，4.2千個とな

り、南湾全体で9.4千個と推定された。
また、放流員が6.9千個 (73.4%)、天然員が

2. 5千個 (26.6%)と推定された。

殻長は70.5.......，117.1mm(平均99.7mm)で、重

量は88.8.......，387. 4 g (平均252.6g)であった。

( 2 )西湾海域

採捕されたアカガイの海区別合計採捕個数は

19個、8個及びW一外で2個の総数27個と少なく、

海区別の1，000ぱ当たり平均分布密度は3.0個、

4. 9個となった。このことから海区別の推定資
源量は12.4千個、 30.8千個となり、西湾全体で

43. 2千個と推定された。

また、放流員が38.3千個 (88.7 %)、天然貝

が4.9千個(11.3%)と推定された。

殻長は61.5"""" 109. 5mm (平均91.5mm)で、重

量は68.7.......，312.0g (平均213.0 g)であった。

(3 )北湾海域

採捕されたアカガイはN-l海区の6個のみ

で、 1，000ぱ当たり平均分布密度は3.3個とな

り、推定資源量は4.3千個と推定された。

また、全て放流貝と推定された。

殻長は75.5.......，108.6mm(平均87.0mm)で、重

量は112.4.......，185.7g (平均152.6g)であった。

(4)全体

今回調査した海域の範囲でみると、七尾湾全

体の推定資源量は56.9千個となった。また、そ

の内の43.2千個が西湾海域で全体の75.9%を占

めた。

なお、放流貝は49.5千個 (87.0%)、天然貝

が7.4千個 03.0%)と推定された。

V 考察

1 . トリガイ

( 1 )今回調査した海域での、七尾湾全体の推定資

源量は106.8千個となった。

(2 )南湾海域のみで88.5千個(全体の82.9%)と

推定された。

( 3 )南湾・西湾海域の96.6%は秋発生群のl年員

と推定された。

(4)北湾海域では春発生群が高い割合で混獲され

た(混獲率63.6%、内訳:1年半貝36.3%・2年

半員27.3%)。

( 5 )春発生群はl年目の夏期高水温によって艶死



することから、資源として形成されにくいと

考えられているが、北湾海域で春発生群が観

察された。これは、北湾海域の夏期の水温が

浅海域である南湾、.西湾海域と比較して低い

ことによるものと考えられた。

なお、今回の調査した海域の水深は南湾・

西湾海域で約10m以浅、北湾海域は約20m以

深であった。

(6 )翌年春に操業する場合は、南湾海域の推定資

源量88.5千個が漁獲の主対象となろう。
2. アカガイ

(1)今回調査した海域での七尾湾全体の推定資源

量は、 56.9千個となった。

(2 )放流貝は49.5千個 (87.0%)、天然員が7.4千
個(13.0%)と推定された。
( 3)西湾海域では、放流貝のみで38.3千個(全体

の67.3%)と推定されたが、西湾海域での放流
は、放流海域を絞り込み、集中的に放流してい

ることから、推定資源量は過大評価となった可

能性がある(推定資源量の算定上、採捕個数を

海区面積全域に反映させるため)。また、これ

とは逆に南湾海域については、集中放流した地

点を外して調査(曳網)した可能性もあること

等、資源量を十分に推定できなかった。
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図ー1 海域別の海区及び曳網地点



七尾南湾のトリガイ推定資源量(発生年級群別)

海調査区 曳目網次 曳距離網 面曳積網
旅 摘↑間叡 1. 000.数m-当り 1. 000度rn当り 侭面積場 推定(千資個源)量

採捕個 分布密
(m) (rri) 容生まれ 決生まれ厚生まれ昨火生まれ春一寸生まれ

i寸k生T4.. ま8出4 れ
(km') 春生まれ 火生まれ

S-l 

平均2 
l，810992.4 8 23..110041..4 3 0 0 3 b U0..U0U 0 0Z.398 7 0-.U00 U U0..0 0 39..8 2 0.777 
1. 001. 1 2.602.9 0.0 4.0 0.00 1. 67 0.00 8.36 O. 0 6.5 

S-2 

平均2 
1363261.2 0 31..468335..6 l 。。 l b 6 U 0.U00 U 91..7U 5 i U0..U00 U 485..376 3 U0..0 0 193-.8 7 0.435 
978.6 2.544.4 0.0 10.5 0.00 5.41 0.00 27.04 0.0 11. 8 

IS-;) 
854560..6 0 21.420301..2 0 

。
110 0 00..070 0 46..594 9 3U U5U 0 Z34Z..9iZ 7 U 1U 6 1105..3 9 2 

3 1. 185.7 3.082.8 。 5 0.00 1. 62 0.00 8.11 0.454 0.0 
4 1. 269. 9 3.301.7 2 13 0.61 3.94 3.03 19.69 1.4 8. 9 

らL 525.0 1. 365. 0 
。 5 0.00 3.66 0.00 18.32 0.0 8.3 

875.4 2.276.1 0.6 8.6 0.26 4.15 1. 31 20目76 0.6 9.4 
IS-4 Z，9IZ72 Y.2 b2，.b53207..2 7 。。 24 8 00..000 0 4.34 U 0U0U 0 Zi5l..8il3 j U0..U 0 37.8 

らL .0 3.17 1. 742 27.6 
1. 549. 6 4.029.0 0.0 16.0 0.00 3. 75 。目。。 18.76 0.0 32.7 

IS-5 11..728121..2 l 43.61351 1.5 1 Z3 I 0U..3Z己2 b0.893 5 l1..U59 B 乙4M..71163 U1..8 2 231..9 6 0.750 
1. 496.7 3.891. 3 1.0 15.0 0.27 3.39 1. 33 16.96 1.0 12.7 

IS-o 589901..6 0 2l .3b3148..2 。 。
4 00..60b 0 20.686 0 30..208 0 1 34..U3U 2 6.4 Zb8..4 5 2 2 0.0 

3 371.8 966.7 。 。 0.00 。。。 0.00 0.00 1.956 0.0 0.0 
4 754.0 1. 960. 4 。 5 0.00 2.55 0.00 12.75 0.0 24.9 

時 2.041. 4 5.307.6 
。 2 0.00 0.38 0.00 1. 88 0.0 3. 7 

929.8 2.417.4 0.2 2.6 0.13 1. 28 0.65 6.39 1.3 12.5 
IS -外
2 
Z33820.0 0 968038..2 0 0 0 。。 00.000 0 U0..U0U 0 0U.U0U 0 U0..0UU 0 

3 536. 1 1.393.9 。 。 0.00 0.00 0.00 0.00 
合計 21 20.225.0 O~. t>ts.{. 5 5.0 14'{.0 ti.114 ~.\:I 85.6 

，_ ・『・'-、"<コ
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表-2

七尾北湾のトリガイ推定資源量(発生年級群別)
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表ー 1 七尾南湾のアカガイ推定資源量(発生年級群別)

調査匝回綱次 曳網 曳網 採捕f回数 1， 000数rri当り 1， 000 度m.当り 漁面積場 推定(千資個源)量
海区 距離 面積 採捕個 分布密

(m) (m') 天然 放流 天然 放流 天然 放流 (km') 天然 放流
S-1 809.4 '2.104.4 。 。0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.0 

1，192.8 3，101. 3 。 。0.00 O. 00 0.00 0.00 0.777 0.0 0.0 
1. 001. 1 2，602.9 0.0 0.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.0 

S-2 636. 0 1. 653. 6 。 。0.00 O. 00 0.00 。。。 0.0 0.0 
2 1. 321. 2 3.435.1 。 。0.00 0.00 0.00 0.00 0.435 0.0 0.0 
|平均 978.6 2.544.4 0.0 0.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.0 

S 3 846.6 2.201.2 7 0.45 3.18 2.27 15.90 1.0 7.2 
2 550.0 1. 430. 0 。 3 0.00 2.10 0.00 10.49 0.0 4.8 
3 1，185.7 3.082.8 。 。0.00 O. 00 0.00 0.00 0.454 0.0 O. 0 
4 1. 269. 9 3.301.7 。 2 0.00 0.61 0.00 3.03 0.0 1.4 
5 525.0 1. 365. 0 2 2 1. 47 1. 47 7.33 7.33 3.3 3.3 
|平蛇 875.4 2，276.1 0.6 2.8 0.38 1. 47 1. 92 7.35 0.9 3.3 

S 4 2.127.2 5，530.7 4 0.18 0.72 0.90 3.62 1.6 6.3 

民 972. 0 2.527.2 。 。0.00 0.00 0.00 0.00 1.742 0.0 0.0 
1. 549. 6 4.029.0 0.5 2.0 0.09 0.36 0.45 1. 81 0.8 3.1 

S-5 1，781. 2 4，631.1 2 。0.43 0.00 2.16 0.00 1.6 0.0 
2 1. 212. 1 3，151. 5 。 。0.00 0.00 0.00 0.00 0.750 0.0 0.0 
|平耗 1，496.7 3，891. 3 1.0 0.0 0.22 0.00 1. 08 0.00 0.8 0.0 

S 6 591.6 1，538.2 。 。0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.0 
2 890.0 2.314.0 。 。0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.0 
3 371.8 966. 7 。 。0.00 0.00 0.00 0.00 1.956 0.0 0.0 
4 754. 0 1. 960. 4 。 。0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.0 
5 2，041. 4 5.307.6 。 0.00 0.19 0.00 0.94 O. 0 1.8 
|平主主 929.8 2.417.4 0.0 0.2 0.00 0.04 0.00 0.19 0.0 0.4 

S-外 232.0 603. 2 。 。0.00 0.00 0.00 0.00 
2 380.0 988.0 。 。0.00 0.00 0.00 0.00 
3 536.1 1. 393. 9 。 。0.00 0.00 0.00 0.00 

合計 21 20，226.0 52，587.6 6.0 19.0 6. 114 2.5 6.9 

表-2 七尾西湾のアカガイ推定資源量(発生年級群別)

海調査区 曳回網次 距曳網離 面曳積網
採捕個数 1， OOOr数TI当り 1， OOOr度n'当り 漁面場積 推定(千資個源)量

採捕個 分布密
(m) (ぱ) 天然 放流 天然 放流 天然 放流 (krn') 天然 放流

IW-1 1. 029. 6 2，677.0 。 3 0.00 1. 12 0.00 5.60 0.0 23.1 
2 1. 278. 0 3.322.8 。 。0.00 0.00 0.00 0.00 4.117 0.0 O. 0 
3 900.0 2，340.0 0.43 0.43 2.14 2.14 8.8 8.8 
4 1. 494. 0 3，884.4 。 8 0.00 2. 06 0.00 10.30 0.0 42.4 
5 999.0 2，597.4 。 0.00 0.39 0.00 1. 93 0.0 7.9 
6 382.8 995.3 。 。0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.0 
7 942.3 2.450.0 。 。0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.0 
8 1. 461. 6 3，800.2 。 。0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.0 
9 1.327.4 3.451. 2 。 4 0.00 1. 16 0.00 5.80 0.0 23.9 

平10均 901.6 2.344.2 
。 0.00 0.43 0.00 2.13 0.0 8.8 

1. 071. 6 2.786.2 0.1 1.8 0.04 0.56 0.21 2.79 0.9 11. 5 
同一2 994.5 2，585.7 4 0.39 1. 55 1. 93 7.73 12.1 48.3 
2 1. 197.0 3， 112.2 。 。0.00 0.00 0.00 0.00 6.245 0.0 0.0 
平均3 
1. 125.0 2，925.0 。 3 0.00 1. 03 0.00 5.13 0.0 32.0 
1. 105.5 2.874.3 0.3 2.3 0.13 0.86 0.64 4.29 4.0 26.8 

間一外 369.3 960.2 。 2 0.04 0.63 0.21 3.14 
合計 14 14，402.1 37，445.5 2.0 27.0 10.362 4.9 38.3 

※合計推定資源量はW一外を除く

表-3 七尾北湾のアカガイ推定資源量(発生年級群別)

調海査区目安 距曳網離 面曳積網
採捕個数 1， OOOrrl数a当り 1， 000 度rri当り 漁面場積 推定(千資個源)量

採捕個 分布密
(m) (m') 天然 放流 天然 放流 天然 放流 (km') 天然 放流

N-l 1.012.3 2，632.0 。 。0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0.0 
2 1. 272. 6 3，308.8 。 5 0.00 1. 51 0.00 7.56 1.325 0.0 10.0 
871. 2 2，265.1 。 0.00 0.44 0.00 2.21 0.0 2.9 
1. 142.5 2，735.3 0.0 2.0 0.00 0.65 0.00 3.25 0.0 4.3 

N-2 999.0 2，597.4 。 。0.00 0.00 0.00 0.00 0.602 0.0 0.0 
N一外 915.0 2，379.0 。 。0.00 0.00 0.00 0.00 
合計 5 5.070.1 13，182.3 0.0 6.0 1. 927 0.0 4.3 
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沿岸漁業改善資金貸付事業

目 的

沿岸漁業の経営の健全な発展、漁業生産力の増

大及び沿岸漁業従事者の福祉の向上を図るため、

沿岸漁業従事者等に対し無利子の資金の貸付けを

行う。

本資金の貸付けに係る資金計画、書類審査等及

び貸付けた施設の検認を行った。

なお、2002年度の貸付枠は80，000千円であった。

H 結 果

2002年度の貸付実績を表に示した。貸付けは年
4回 (6月、 9月、 12月、 3月)に分けて行った。

j賓上欣也

貸付けを行った資金は全て経営等改善資金で、

青年漁業者等養成確保資金及び生活改善資金の需

要はなかった。

経営等改善資金の貸付けは操船作業省力化機器

等設置資金4件 (4，250千円)、漁ろう作業省力化
機器等設置資金2件 (2，440千円)、燃料油消費節
減機器等設置資金4件 (23，500千円)の合計10件
(30， 190千円)となった。

貸付金額では、燃料油消費節減機器等設置資金

が全体の77.8%を占めた。

貸付枠の80，000千円に対する貸付実績は37.7%
と低かった。

2002年度沿岸漁業改善資金需要額調査総括表(資金種類別)

(金額単位千円)

資金名|資金の種類

第 l回貸付金
( 6月 25臼) 合計

車咽 目

第 2回貸付金
( 9月 25日)

第 3回貸付金
(1 2月 25日)

第 4回貸付金
( 3月 25日)

件数|貸付金 l件数|貸付金|件数|貸付金|件数|貸付金|件数|貸付金

自動操だ装置

f;;;;; [LiZJ二12:|二三二r:i::[:::~:':}:~:?T:~::f二三二1::(: l::: ~ ::::~: ~:~: [:: t:: l:::~ ~:: t: ~:~: 
資金

G P S受信機 600 I 1 600 

計 313，10014 1 4，250 
経

動力式つり機
営
棒、ろう作業省 |ラインホーラ一等の揚縄機・一

等

改

善

資

金

1， 1 5 0 I ー

カ化機器等設 L~.~三宇一戸手戸時ー一一一一一一 l二一l 一一一一一二一 J. ._1... L..... . .~ .~.~.Lご一一 450 

置資金

放電式集魚灯

一主主司 ;11'-一一一一一一一一一L二一|一一一二ー ..J.._1.. .1... ~二一990上二一l一一二 一一|二一l ご.... J. ~.J...~:

計 2 I 2，440・一 nu

-
nu
一

円

U

4

-

O
一
O

A-
-にυ
一
R
U

;
 

q
L

-

q
d

-
q
d
 

-
つr

一

η
4

2

-
4

-

4

 

燃料油消費節 |漁船用ヱネル卜環境対応機関 1 2 114，000 I 1 1 7，000 I 1 1 2，500・
減機器等設置 '
資金 | 小 計 1 2114，0001 117，0001 1 1 2，5001一

新養殖技術 |養殖施設の設置 I 

導入資金 言十

+4 
a-u 

話

一
小

電
一
線
一
盤
山
一

止
等
防
置
突
設
衝
等
船
器
金

漁
機
資

A 
ロ 計 2114，00014110，5901 11  2，5001 3 1 3，100110130，190 
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